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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　超まえがき




　「テーブルトークＲＰＧ」という遊びがあります。




　集まった参加者のうち、ひとりがゲームマスター（以下、ＧＭ）という立場に、そして残る全員がプレイヤーという立場になって、「全員で物語を進めて楽しむ」遊びです。

　これは理解できるよう説明するのが実に難しいのですが、ざっくばらんに言うとゲーム機を使わないで遊ぶロールプレイングゲームです。

　うん、ぜんぜん説明になっていません。

　二〇一四年現在なら、『モンスターハンター』シリーズのネットワークプレイのように、プレイヤーたちがそれぞれ自分のキャラクターを担当・操作し、全員でモンスターを狩りに行く……その例えが近いかもしれません。ＴＲＰＧでもプレイヤーたちは自分のキャラクター（これをプレイヤーキャラクター＝ＰＣと呼ぶ）を作成し、パーティを組み、装備をそろえ、敵と戦い、お宝をゲットする……このような遊び方をするゲームが数多く存在します。

　ただ、『モンスターハンター』と大きくちがう部分はやはり、ゲーム機を使わないということ。『ＰＳＰ』や『３ＤＳ』の役目はＧＭが担当します。

　さらに、ＴＲＰＧを遊ぶのに必要なものは、「一緒に遊ぶ仲間」の他に「ダイス（サイコロのことです）」、「筆記用具」……そしてなにより「空想力」と「会話」です。右に進むのか、左の道を行くのか───そんなことを相談しながらゲームを進め、時にはＧＭの操る物語の登場人物（村人だったり、敵だったり）と会話や交渉を行なうこともあるでしょう。

　そういう部分だけは、芝居で言うところの〝エチュード〟の方が似ていますね。

　……さて、ここまで読んで、ＴＲＰＧがどんな遊びかイメージはつきましたか？

　え、ついてない？　ではすぐに次のページをめくってください。

　この本は、そんなあなたのためにあります。本書は、ＴＲＰＧのプレイ風景を、ト書きのような形式で物語風味に書き起こした「リプレイ」と呼ばれるものです。きっと幾百の言葉で説明されるより、遊び方のイメージは摑みやすいはずです。

　そしてもしあなたがＴＲＰＧを知っているなら、やはりページをめくってください。

　この本をどう使うは、最初の数ページに書いてあります。

　もちろん、ただの読み物としてお読みいただいてもまったくかまいません。

　どう楽しむかは、すべてあなた次第なのです。

　とにかく、なにはともあれ…………




　───ようこそ、ＴＲＰＧ『アリアンロッド』の世界へ！

























　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆その男、いなっち




　「さて、きくたけさん。次のリプレイは、なにをやりましょうか」




　打ち合わせの席で私わたしの前に座すわり、ニコニコと尋たずねてくるこの男の名前は「いなっち」。本名は稲いな垣がきという。

　男だん性せい・三五歳さい、独どく身しん───。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうＢＣはドラゴンブックスの副編へん集しゆう長にして、『アリアンロッド』関連の担当編集者である。仕事にも遊びにも実に前向きで、いつも笑え顔がおを絶たやさない。

　ことあるごとに、コネを尽つくしてあちらこちらに突とつ撃げきし、

　「『ニコニコ超ちよう会かい議ぎ』で『アリアンロッド』の番ばん組ぐみ枠わくを取ってきましたよ！」

　「『ロード・オブ・ザ・ドラゴン』ってソシャゲとのコラボ企き画かくを決めました……っ！」

　……と、実に頼たよりになる人物である。

　ちなみに今、もっともほしいものは「彼かの女じよ」、次にほしいものは「彼女」。三、四がなくて、五番目にほしいものは「嫁よめ」だという。

　ああ、なんと素す晴ばらしい担当編集であることか。




　───いじりやすい的な意味で。




　　＊　＊　＊




きくたけ：というわけで、次の『アリアンロッド』リプレイですが、ちょっと考えていることはありますが───まず、稲垣さん側になにか要望とか企画ネタ、あります？

いなっち：あります！

きくたけ：ほうっ！

いなっち：私の嫁を探さがすリプレイとかどうでしょうっ！




　のっけから、なにを言うのかこの人は。




きくたけ：なんと素晴らしいアイデアでしょう。つまり、プレイヤーが四人必要と仮か定ていして……ひとりを稲垣さん、残る三人を女じよ性せいプレイヤーで固めると。

いなっち：いいですね！　私は戦士か神官になって、守ってあげる役がいいです！

きくたけ：そういえば稲垣さん、ファンの女性せい声せい優ゆうがいるって言ってましたよね。三森すずこさんと、今井麻美いまい・あさみさんでしたっけ？

いなっち：そうですそうです。あ、これ原げん稿こうに書いちゃ嫌いやですよ。

きくたけ：わかりました。

いなっち：このふたりをプレイヤーでお呼よびするとか想そう像ぞうするだけで、夢ゆめが膨ふくらみます！　これで嫁になったらもう、きくたけさんに一生ついていきます!!

きくたけ：わははははは。

いなっち：はははははは。

きくたけ：冗じよう談だんはこのへんにしておきましょうか。

いなっち：はい。

きくたけ：で、こっちもやってみたいことがありましてね？　少ない巻かん数すうでいいから、むしろ少ない巻数がいいんですが───初心者導どう入にゆう用のリプレイを作りたいんですよ。

いなっち：初心者導入？

きくたけ：ええ。簡かん単たんに言うと、『アリアンロッド』……ひいてはＴＲＰＧに興きよう味みを持った読者の人がいるとしましょう。ＴＲＰＧの魅み力りよくを伝えるには、リプレイって最さい適てきだと思うんですけど……既き刊かんシリーズを見ると、もうどれを読んでいいかわからない。例えば、『アリアンロッド・サガ』シリーズとか関連書しよ籍せきが五〇冊さつ以上で、しかも関連書籍同士で内ない容ようがリンクしまくってて、わからない人にはホントなにがなんだかわからない。

いなっち：ギリギリの発言ですね。

きくたけ：いえ、すでにＴＲＰＧを知ってる人や、『サガ』に興味がある人には、意味があったんです。こんなこともできるんだぞ、って見せる意味で。でも、新しん規きユーザーの方への例れい示じにはなりにくいかな、と。

いなっち：なるほど。

きくたけ：で、『アリアンロッド』に興味を持ったら、「まずこの本を読めばＯＫ！」って言える───そんなリプレイがほしいんです。今まで、作る機会がなかなかなくて。

いなっち：悪くないですね。

きくたけ：おそらく、知らない人にとってはＴＲＰＧって、とても難むずかしそうに見えると思うんですよ。専せん門もん用語がばりばり飛とび交かうし。実じつ際さい、知り合いの中にも「難しそう……」と言って、手を出だしてくれない人もいる。なので、「ＴＲＰＧは、こんなてきとーでも遊べるぞ！」と、カジュアルに遊んでる風景を見せてあげたい。「ああ、これなら俺おれでも遊べそうだ」と思ってもらえれば勝ちの本を目指したいと言いますか。

いなっち：ああ、それはいいですね！　では完全初心者向けの本に……？

きくたけ：いえいえ。すでにＴＲＰＧを遊んでいる人には、ふたつの意味を渡したい。ひとつは、友人を勧かん誘ゆうする時に「まず、これを読んで」と、勧誘の武器として使える本───。

いなっち：もうひとつは？

きくたけ：記事の中で、ＧＭの思考もちょっと混ぜて書いてみようと思うんですよ。「おお、こんなてきとーなことしか考えてなくてもできるのか！」と、ＧＭをする勇気を与える本。

いなっち：きくたけさん、もっと自分を大事にしてください。

きくたけ：ええ……っ!?

いなっち：しかし、わかりました。ちょっとその線で進めてみましょうか。プレイヤーの選定はどうします？

きくたけ：初心者枠わくをふたり取ります。ひとりはゲームが好きでデータマニアだけど、ＴＲＰＧは一回しか遊んだことのないという私の友人を呼ぼうかな、と。

いなっち：もうひとりは声優さん？

きくたけ：固こ執しつはしてませんけど……お勧すすめな人、います？

いなっち：『艦かんこれ』に出てる女性声優さんで、ぜひ！　きくたけさん、心あたりは……。

きくたけ：ありますけど、なんで『艦これ』の声優さんを（笑）。

いなっち：ほら、富士見書房で『艦これＲＰＧ』を出しゆつ版ぱんするじゃないですか？　あれでＴＲＰＧに興味を持つ新規ユーザーが出るかもしれない。その時、『艦これ』の声優さんがプレイヤーに出てるリプレイがあれば、手に取ってくれる人もいるんじゃないかと！

きくたけ：そちも悪よのう。

いなっち：お代官様ほどでは。

きくたけ：そもそも、『艦これ』の声優さんて今、どれだけいるんだろう。ちょっと検けん索さくを───。




　と、おもむろにスマホを取り出し、検索をかけてみる。




きくたけ：おお、初期の頃ころよりやっぱり増ふえてるな………………あれ？

いなっち：どうしました。

きくたけ：いや、この味み里さとさんという人、前に富士見書房の新年会でお会いしたことがある。たしかツイッターも相そう互ごフォローしてるな。『艦これ』で声をあてたんだ（笑）。

いなっち：プロダクション・エースの人ですね。ここだったら、同じＫＡＤＯＫＡＷＡ系けい列れつなので打だ診しんはしやすいかも。ちょっと聞いてみましょうか。

きくたけ：へい（笑）。




　───そして幾いくばくかの時が流れた。







◆Preplay02◆シナリオを考えよう




　気がつけば、季節は春───。

　セッションの日は、間近に迫っていた。

　「……さて、どんなセッションにしよう」

　深夜、テキストエディタを開いたモニタの前で、シナリオの内容を考える。

　今回のリプレイのコンセプトは、「ああ、これなら俺でもできる！」「こんなてきとーでも遊べるのか！」だ。

　私は、そのコンセプトを思考の中心に起き、三分ほど熟考したのち、ぽんと手を叩いた。




　「おお、そうだ。最初のセッションは、超初心者プレイヤーふたりだけで遊んでみよう」




　『アリアンロッド』は、「戦士ウオーリア」「魔メ術イ士ジ」「神官アコライト」「盗賊シーフ」という基本となる四つの機能……キャラクタークラスを、プレイヤーたちで分け合うことが推奨されている。

　しかしＴＲＰＧを遊ぶ時、いつもプレイヤーの人数が足りているとは限らないじゃない。

　では、プレイヤーが足りないと遊べないのか？

　いいや、そんなことはない。『アリアンロッド』には、そういう場合を想定した遊びもできるよう設計されている。まずは、そこを見せてみよう。

　それも、超初心者プレイヤーだけでも簡単に遊べるとこを実験……もとい、実例でやってみたい───。実は過去に、突発的に「ＧＭやってくれ」と言われ、『アリアンロッド』未経験のふたりを相手にゲームをしたことがあった。

　その結果は、ダイスの神様の策略により「全滅」という結果に終わったが……うん、あれは実にカジュアルだった。

　すると、どんなシナリオを用意するかだが……と、三秒考えて、結論を出す。




　「旅をしていたふたりが、困っている老人の依頼を受けて、ひと部屋のダンジョンに潜る」




　───よし、シナリオができた。

　実にシンプルかつ、美しいシナリオである。どうして旅立ったかは、きっとなんかしら高い立場にいる父親が命じたことにしよう。あとは「どうやって老人の依頼を聞く気にさせるか」と「ダンジョンの中にどんなエネミー（モンスターのことだ）」を配置するかだ。

　私は依頼の内容、そして配置するエネミーを二匹、ルールブックから選んだ。




　そしてセッション当日は……やってきた。







◆Preplay03◆そしてセッション当日はやってきた




　その日、会議室のドアを開けながら笑顔で声をあげたのはひとりの女性だった。

　それは、今回のセッションにおいてプレイヤーをお願いしたその人だ。




味里：プロダクション・エースの味里です。今日は、よろしくお願いします！（笑）

一同：よろしくお願いしまーす！（笑）




　すでに、弊社……ファーイースト・アミューズメント・リサーチの会議室には、幾いく人にんかのセッション参加者が集まっており、彼女の登場に元気に応対した。

　セッションの参加者は、これで揃った。

　まずは、参加者の面々をご紹しよう介かいしよう。




▼味み里さと

　プロダクション・エースに所しよ属ぞくする女性声優さん。

　非ひ常じようにまじめで前向きという印象ゆえ、話をしていると時おり、「え、そこ!?」とツッコミを入れたくなることがしばしばある（笑）。

　ＴＲＰＧの経けい験けんは、０である。

　最近の出しゆつ演えん作さくは、『艦かん隊たいこれくしょん─艦これ─』の武蔵むさし、伊い８、伊19や、『デート・ア・ライブ　或ある守すインストール』の崇宮真那たかみや・まななど。

　ブログ／ajility-store　http://ameblo.jp/ajility/

　公式プロフィール　http://www.production-ace.co.jp/m/misato/




▼浅見正義あさみ・せいぎ

　きくたけの友人である。

　もともとは声優の若林直美わかばやし・なおみさんに紹介された男で、某企業系列れつのサラリーマンである。

　一見するとさわやかリア充風味だが、自分はオタだと公言してはばからない。データ重じゆう視しのゲームが大好きで、データと名の付くものがあればとことん解かい析せきしないと気が済すまない。

　きくたけを「にーやん」と呼ぶが、たまに「てめえ」だの「おめえ」だの、素す敵てきな呼よび名なに変わる。いや、お互たがいにだが。

　ＴＲＰＧの経験は一回───しかも任にん務む失敗。

　ファンの女性声優がふたりいるのだが、それが誰だれなのか……あえてここでは明かさない。せかいいちかわいい。




▼Ｏはた

　本名は大畑顕おおはた・あきら。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のライター。『アリアンロッド』を始め、多くのゲームのデータ製作＆チェックを担当している。

　史上最強の三下属ぞく性せいを持つ男で、隙すきあらば人の下に下にと潜もぐり込こんでいく。

　社内ですれちがいざまにチョップを繰くり出だすと、すぐに死ぬ。そして一秒で生き返る。

　プレイ中の発話が多く、他のプレイヤーを活いかすプレイは目を見み張はるものがある。




▼菊きく池ちたけし

　本リプレイのゲームマスター（以下ＧＭ）兼けん、著ちよ者しやを務つとめる。

　ＴＲＰＧを糧かてに生きる物書きで、気づけばこのライター仕事を専門ではじめてすでに二五年───思えば遠くへ来たもんだ。

　『アリアンロッドＲＰＧ』や『ナイトウィザード』シリーズのデザイナーでもある。

　たまに、尻で水道管を破壊する。




　　＊　＊　＊




●ＴＲＰＧってどんな遊び？

きくたけ（以下、ＧＭ）：というわけでみなさん、今回の企画にお集まりくださいましてありがとうございます。今回のリプレイは、お気楽だったりカジュアルだったりを売りにしていくので、硬かたくならず、楽しんでくださいませ！（笑）

一同：はーい（笑）。

浅見：前にやったセッションのリベンジだ、にーやん。今日は全滅しないようがんばるよ！




　先ほど話した、「プレイヤーふたりで全滅したセッション」を経験したのはこの男である。




浅見：あれは口く惜やしかった！　最後の最後でダイス目に裏切られなければクリアしてたよ！　あの日はくやしくて、ルールブックを見返しまくったよ！

ＧＭ：ほんとに負けず嫌いだな、おい。

味里：あはは。ええと、あたしは本当に初めてで……なにをやっていいか、さっぱりなんですけど……（笑）。

ＧＭ：大丈夫ですよ。おおざっぱに言うと、ＴＲＰＧとは演えん劇げきでいうところのエチュードみたいなもの。プレイヤーは、ひとりの登場人物として、ＧＭ……これは私が担当しますが……が提てい示じするシチュエーション、展てん開かいに応おうじて言葉を返していく。そのやりとりでストーリーを進めていくという遊びです。

浅見：演えん技ぎをしながら、話の起き承しよう転てん結けつを作っていくということだよね？

ＧＭ：そこまで深く考えなくてもいいよ（笑）。どんな遊びかは、口で説明するより、実際に遊んだ方が早い。今は、自分がどんなキャラクターを遊ぶかだけを考えれば、もうそれでじゅーぶんです。

味里：どんなキャラクターか……。

ＧＭ：そうそう。口調や性格、設定なんかですね。設定なんかを決めるルールもあるので、あまり深く考えずにいきましょう。味里さんは、アニメとかＣＤドラマで、自身が声をあてることをイメージして、しゃべりやすいキャラクターを考えるのがよいですよ（笑）。

味里：あはは（笑）。「～にゃ」とか喋しやべるキャラクターとか作ったら、ダメですかね？

ＧＭ：そういうのが演えんじやすければ、問題なしです！　たまに、リプレイで作ったキャラクターを使ってそのままＣＤドラマとかにもしますが。

味里：やめておきます！（笑）

ＧＭ：キャラクターというのは、喋っているうちにイメージが固まっていくものなので……みなさんのキャラクター性や設定を最初のシナリオで摑つかみ、その内容を次以い降こうに活かしていこうと思います。

味里・浅見：おー。

浅見：その場でしゃべったことが現実になるわけだな。悪くねえ。

ＧＭ：そう、例えばお前に「せかいいちかわいい恋人」がいるとかいう設定でも問題ない。

味里：（ふっと噴き出し、笑顔で浅見を見る）。なるほど……浅見さん、田村ゆ……（笑）。

浅見：初対面の人にそういうこと言うのやめろよ、にーやんっ!?

ＧＭ：どうせすぐバレることだ。

浅見：マジかんべんしてください！　俺なんかほんっと、にわかファンだって！

ＧＭ：……とまあ、このようにうかつなことを言ったり、変な設せつ定ていをつけると、あとで悔くやむことになりますのでご注意ください。

味里：気をつけます！

浅見：俺、なんも言ってねえじゃんっ!?（笑）

Ｏはた：まあ、すべてはＧＭである菊池さんに任まかせておけば安心、ということです。

浅見：うわー、ぜんぜん安心できねー（笑）。

ＧＭ：大丈夫。せかいいちかわいいキャラを出して、「このクズ」とか言ってあげるから。

浅見：（満面の笑顔で）すげえご褒美じゃねえかよっ!?

一同：ご褒美なのっ!?

味里：（爆笑しながら）浅見さん……っ（笑）。

ＧＭ：……では続いて、『アリアンロッド』について説明していきましょう（笑）。




●『アリアンロッド』の世界

ＧＭ：『アリアンロッド』が舞台とするのは、俗ぞくに言うファンタジー世界です。

Ｏはた：そうそう。剣けんと魔ま法ほうのファンタジーですね。『指輪物語』とか、そんな感じの。

浅見：肉を焼いたり、キノコを収しゆう穫かくしたり。

Ｏはた：肉を取ったり、キノコを収穫したりもできますよ？　たまにそのキノコが、戦いを挑いどんできたりしますけど。

浅見：嫌なキノコだ。

ＧＭ：えー、今回は『アリアンロッド』のルールブックに紹介されている、エリンディルという名前の大陸を舞ぶ台たいとし、冒ぼう険けんに挑んでもらいます。プレイヤーはみんな〝冒ぼう険けん者しや〟と呼ばれる立場になって、ダンジョンに潜もぐってエネミーを倒たおし、お宝たからをゲットする。んで、経けい験けん値ち（正式には成長点）を稼かせいで、レベルを上げる───。

味里：ＲＰＧだ（笑）。

ＧＭ：ええ、みなさんがイメージするであろうＲＰＧに近いことをします（笑）。この世界の冒険者は、依い頼らいを受けて、遂すい行こうし、報ほう酬しゆうをもらうことを生業としているのですが……その依頼は、神しん殿でんから受けるのが基き本ほんになります。

味里：神殿？

Ｏはた：ええ。神殿は宗しゆう教きよう組そ織しきでもあるんですが、冒険者への依頼の斡旋も行なっているんですよ。神殿は、どの国にもあるので、そこで依頼を受けるのが基本という。

味里：なるほどなるほど。

ＧＭ：そして冒険に出る際さい、みなさんはグループを組むことになるんですが、『アリアンロッド』ではそれを〝ギルド〟と呼びます。ギルドを組むと、神の恩おん恵けい……ギルドサポートを受けることができるようになります。

浅見：ギルドサポートはすごく大事（笑）。

ＧＭ：この世界では、大きくわけて四つ……戦士、神官、盗とう賊ぞく、魔ま法ほう使つかい……の職しよく業ぎようがあるんですが、ギルドの中でこれを分ぶん担たんして受け持つことになります。

味里：はーい（笑）。

ＧＭ：今回、味里さんも浅見も初心者ということで、使うルールは、基本ルールブックの１と２だけ。追加のサプリメントは一切使用しません！　で、まずはゲームの基本を理解するために短いシナリオを用意しました。最初は、Ｏはたには待機してもらって、一本やってみましょうか。

浅見：ふたりだけ!?

味里：だ、大丈夫でしょうか……（笑）。

ＧＭ：うひひ、平気平気。案ずるより産むが易し。まずはキャラ作成に入りましょう！

味里：わかりましたー（笑）。







◆Preplay04◆今回予告




　『アリアンロッド』では、セッション本番の前に、今回のシナリオはどんなことをするか、という予告編が入る。

　これを、〝今回予告〟という。

　シナリオのヒントのようなものがちりばめられており、プレイヤーはその内容を元にキャラクターの設定等を作るのだ。




ＧＭ：では、今回予告を読みあげます。コホン、えー……（声色を変えて───）。




●今回予告！

　───お腹なかが減へっていた。

　ディアスロンドを出る時には往おう復ふく分ほどもあった保ほ存ぞん食しよくは、道どう程ていの半分も征いかぬうちになぜか底をつき、路銀もどういうわけか同様になくなっていた。

　視し界かいが昏くらくなっていく。




　死が、目前に迫せまっていた。




Ｏはた：餓死っ!?（笑）

浅見：死ぬのか!?（笑）

味里：いきなりＥＮＤ!?（笑）

浅見：なんでいきなり食料と金が底をついた？

ＧＭ：さあ？（笑）　路銀と食料をたっぷり持って旅に出たはずだけど、途と中ちゆうでなんかあって、すべてなくなってしまったんでしょう。続き、読み上げます───。




　目的地へはまだ遠い。

　なんとしても、路銀を稼ぎ、食料を手に入れなくては───。




　アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　第〇話

　「はじめてのぼうけん」




　冒険の舞台が、キミを待つ！




　　＊　＊　＊




Ｏはた：いきなり微び妙みように不ふ吉きつな……。

ＧＭ：ふふふ。それでは、ＰＣを作ろうか。『アリアンロッド』には、二パターンの作成方法がある。ひとつは、データを一から組んでいく方法。もうひとつは、サンプルキャラクターを使う方法です。サンプルキャラは、すでにデータ部分が完成しており、イメージを膨らますために、イラストがついてます。

味里：あ、あたしはサンプルキャラクターがいいかな（笑）。

浅見：（ちょっと考えて）……俺は一から作ろうかな。

Ｏはた：おお、作りますか。

浅見：だってさ、プレイヤーふたりだよね？　選ぶクラスは、「戦士」「神官」「魔術師」「盗賊」とあるんだよね？　ふたりだと、その四つのクラスの機能、足りなくならない？　味里さんが選んだサンプルキャラクターにあわせて、俺が足りない部分を補う感じでデータを組むのがいいかな、と。

Ｏはた：浅見さん……よくわかってますね……（笑）。

浅見：ルールブックは死ぬほど読み込みましたから！

味里：浅見さん、初心者ってウソ……？

浅見：いやいやいや、素人の思いつきです。

ＧＭ：（笑）。実際に作る前に、選べる種族とクラスの概要を説明しよう（笑）。




●『アリアンロッド』の種族とクラス

ＧＭ：基本ルールで使えるクラスは、以下の六つ。それぞれ、能力値や最初に取得できるスキルが変化します。





・ヒューリン：一いつ般ぱん的てきな人間。能力は平へい均きん的てき。突とつ出しゆつしている能力はないが、不ふ得え手てな能力もなく、扱あつかいやすい。

・エルダナーン：俗にエルフと呼ばれる種族。耳が長くとがっていて、長ちよう寿じゆ。【知力】や【精せい神しん力りよく】が高いため、魔法使いや神官に向いている。ただし、【筋きん力りよく】【器用】は低いため、戦士には不向き。

・ネヴァーフ：身長がやや低く、頑がん強きような身体をしている。【筋力】【器用】が高いため、戦士に向いている。

・フィルボル：小こ柄がらな種族。成人しても、ヒューリンの子こ供どもの身長程てい度ど（[image: 100]センチくらい）にしかならない。【敏捷】や【精神】が高く、【筋力】【知力】が低い。

・ヴァーナ：獣じゆう人じん。狼おおかみ、猫ねこ、兎うさぎなど、その容よう姿しに依存した様々な獣の特とく性せいを持っている。【器用】【精神】が低いが【筋力】がそれなりにあり、【敏捷】はトップクラスの高さだ。

・ドゥアン：身長が二メートルを超こす、大おお柄がらな種族。翼つばさ、角、爪つめの三つの種族があり、種族によって特性が変わる。【精神】が高いので、神官に向いている。






ＧＭ：……と、こんな感じ。あ、能力値ってのは、頭がいいとか、素早いとか、運がいいとか……そのキャラの特徴を数値化したものです。

浅見：【筋力】が特化してると、どんな良いことが？　重たい物を持てる、くらいのイメージしかないけど。

Ｏはた：【筋力】が高いと、移動力や【ＨＰ】の高さにも影響しますね。ちなみに【器用】は、罠わなを解かい除じよする、攻撃を当てやすくするなど、手先の器用さなどを示しめしています。

浅見：【敏びん捷しよう】は、高いと攻撃を回避するのに有利だっけ？

ＧＭ：そうそう。【知力】は知ち識しきや知恵を表わし、攻撃魔法の命中値なんかに影響する。【感知】は知覚する能力……人ひと混ごみの中から知り合いを発見したり、聞き耳をたてたり。

Ｏはた：【精せい神しん】は心の強さですね。精せい神しん的てきな苦く痛つうに耐たえられる強さとでも言いましょうか……これが高いほど、【ＭＰ】も増えます。

ＧＭ：【幸運】は、運の良さや……フェイトという〝運命に抗う力〟を、一度にどれくらい使えるかに直結するから、これもまた大切（笑）。

味里：運命に抗う力……主人公補ほ正せいみたいな？

ＧＭ：そのへんはあとで解説するけど、失敗したはずの行動をやり直したり、ダメージを増やしたりする力とだけ思っておいてくれれば（笑）。では、次にクラスの説明をしよう。

味里：はーい（笑）。

ＧＭ：クラスには、大きくわけてメインクラスとサポートクラスってふたつに分かれます。キャラクターは、まずメインクラスをひとつを選びます。





・ウォーリア：戦士。武ぶ器きによる物理攻こう撃げきを得意とするクラス。同時に、敵の攻撃から味方をかばうなど、パーティの盾たてとして活かつ躍やくすることも多々ある。

・アコライト：神官。傷きずついた味方を回かい復ふくさせたり、防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつによって敵の攻撃から味方を守ったりする。攻撃する際は、打だ撃げき武器を使用。

・メイジ：魔術師。魔法で敵を攻撃する。地水火風の四つからひとつの属性を選び、その攻撃魔法を使うことが多い。

・シーフ：盗賊。範はん囲いに対する物理攻撃を得意とする。回避能力を高くすることも可能。






ＧＭ：次に、サポート専用のクラスを説明しましょう。これは文字どおりメインクラスを補助するもので、例えば同じウォーリアでも、サムライにするのか、レンジャーにするのかで、戦闘方法が大きく代わり、特色が出せるようになります。

Ｏはた：キャラクターは、このメインとサポートの組み合わせで表現するんですよ。サポートに、メインで紹介したクラスを選んでも可。ウォーリア／ウォーリアとかもＯＫ。

ＧＭ：基本ルールで紹介されるのは、次の一〇個です。





・アルケミスト：錬れん金きん術じゆつ師し。科学の力で敵を攻撃する。爆ばく弾だんやマスケット銃じゆうを扱う。

・サムライ：エリンディルの東方から伝わってきた剣けん術じゆつを使う。攻こう防ぼう一体で刀を使う。

・セージ：賢けん者じや。敵の弱点を見み抜ぬいたり、自身を強化したりする。支し援えん系。

・バード：吟遊詩人。呪歌を奏でて敵を弱体化させたり、味方を強化する。

・レンジャー：射しや手しゆ、弓使い。遠くから弓で攻撃をする。接敵されると弱い。

・ガンスリンガー：銃使い。古代の錬金銃を使って攻撃する。

・サモナー：召しよう喚かん術じゆつ師し。動物の王などを召喚して戦う。

・ダンサー：特とく殊しゆな踊おどりによって自分や仲間を強化する。

・ニンジャ：エリンディルの東方から伝わってきた忍にん術じゆつを使う。

・モンク：僧そう兵へい。素す手ででの攻撃を得意とする。






ＧＭ：……さて、ふたりともどのクラスにする？（笑）

浅見：（ちょっと考えて）やっぱりさ、ふたりだとメインクラスがそろわないよね？　メインクラスの四つの機き能のうのうち、俺らはどれを取るか考えろってことだよな、これ？

Ｏはた：……浅見さん、ほんとにＴＲＰＧ初心者ですか？（笑）

浅見：たぶん、アコライトは必ひつ須すなんですよ。攻撃役はウォーリアかメイジだけでもなんとかなりそう。データ見るかぎり。たぶんシーフはなくても最初はいけると思う。Ｏはたさん、それで合ってます？

Ｏはた：まちがってないと思います……（笑）。

味里：あたしはなにを選べば……？

ＧＭ：自分がやりたいイメージのクラスでもいいし、サンプルキャラクターの絵で選んでもかまわないですよ。

浅見：俺はメイジをやってみたいが……そうすると、味里さんはアコとウォーリアを担当してもらえると嬉うれしいかな。味里さんがウォーリアでいくなら、俺はメイジ／アコってのでもいい。メイジにいきたいなら、俺はアコ系でいきます。

Ｏはた：（爆笑しながら）ぜんぜん初心者のセリフに聞こえないですよ、浅見さん！（笑）

味里：アコ／ウォーリア、ちょっと面おも白しろそうですね。絵がかわいい（笑）。

ＧＭ：（サンプルキャラクターの神官戦士のシートを指しながら）このキャラクターは、味方を守りながら、敵をメイスで殴って戦うという忙いそがしいクラスだけど……回復と物理攻撃を担当できるので、少人数で遊ぶ時には便利です。

Ｏはた：《バッシュ》で敵を攻撃したり、攻撃された時に《プロテクション》で魔法のバリアを張はって味方を守ったりします。ピンチの時は、《ヒール》で味方を回復することもできますよ。

味里：じゃあ、それでいきまーす（笑）。

ＧＭ：だ、そうだ。浅見キャラはどうする？

浅見：（ルールブックを見つめながら）……味里さんがアコ／ウォーリアなら、俺はメイジを主しゆ軸じくで取るか。

Ｏはた：あ、メイジ主軸でいくなら、サンプルキャラクターにもいいのがありますよ。

浅見：ですよね！　実は昨日、いろいろデータ見てたんですけど、メイジを効率よく作るとこのサンプルキャラクターのデータになっちゃうんですよ！　でも、個人的には自分のオリジナリティを出したい……！　この気持ち、わかりますかＯはたさん！

Ｏはた：（大爆笑しながら）わかる、かなりわかります……！

ＧＭ：（笑いながら）じゃあ、ちょっと細かくいじっていこうか！

浅見：おう！　（ルールブックのあちこちに指を挟み）……まずですね、サポートをセージにするパターンと、純粋メイジにする方向性も考えてですね……攻撃のことだけ考えるなら火属性の魔法を取った火力重視型もいいんですが、敵のデータを知ることのできる《エンサイクロペディア》を取ることで戦術を組み立てやすくする方向が捨てがたい。シナリオの序盤は敵の回避もそんなに高くないでしょうから、魔法の命中値を上げる《コンセントレイション》を切って、その浮いたスキル枠で───（うんぬんかんぬんと持論を展開）。

Ｏはた：（←ひたすら爆笑している）。

味里：あの、浅見さんって初心者なんですよね……？

ＧＭ：はい……（笑）。




　こうして、浅見はルールブックを開いてデータの海へとダイヴした。

　あーでもない、こーでもないと騒さわぐこと一時間半───。




　浅見のキャラクターはできあがった。




●ライフパス……設定を決めよう！

浅見：お待たせしました。ようやくできました。

Ｏはた：（←笑い疲れた模様）

ＧＭ：では、ふたりともデータはできたところで、ライフパスを決めましょう。これによってキャラクターの設定……いや、人生が決まります！

味里：すごく大事なことをダイスで決めるんですね！（笑）

ＧＭ：そうそう（笑）。決めることは三つ。どんな生まれなのかを決める「出自］、どんな人生を送ってきたかを決める［境きよう遇ぐう］、人生の目的を決める［目的］、です。漠ばく然ぜんとした単語が三つ並ならぶことになりますので、そこからストーリーを考え出してください。

味里：わかりました！

ＧＭ：じゃあ、まずは味里さんからいきましょうか。最初は、［出自］を決めましょうか。片かた方ほうを十の位、片方を一の位という風にして、六面体ダイスを２個こ振ふってください。

味里：えい……！（ダイスを振る）32です。




　───32．［神官］




ＧＭ：「あなたの親は、神官である。あなたは、神の御お言こと葉ばを子こ守もり歌うたとして育った」

浅見：生きつ粋すいの神官ってことだ！

ＧＭ：代々が神官の家系……親が、神殿のえらい人かもしれない。「お前は、悪に対して正せい義ぎの鉄てつ槌ついをくだす役を背せ負っているのだ」とか言われて育ったのかも（笑）。〝聖都〟ディアスロンドあたりで生まれ育ったんだな。では、次に［境遇］を振ってください。

味里：（ダイスを振る）……43です！




　───43．［記き憶おく喪そう失しつ］




味里：記憶喪失ですか……。記憶喪失のキャラクターは難しそう……（困こまった顔）。

ＧＭ：難しいと思ったら振り直しもいいし、表を見てチョイスしてもいいですよ。

味里：振り直しをしてみます！（ダイスを振る）65。




　───65．［秘ひ密みつ］




ＧＭ：「あなたは秘密を知ってしまった。世界の謎なぞなのか、それともとある貴き族ぞくの秘密なのか。だが、それを知ってしまった以上、あなたの身は危き険けんにさらされることになるかもしれない」

味里：ドラマチックですね！

ＧＭ：神官の家か系けいに生まれて、神殿の裏うら側がわを知ってしまったのかもしれないね。

味里：なにを知ったんだろう……（笑）。

ＧＭ：では、そんなキミが何を目的として生きているのか、決めようか。

味里：……えい！（ダイスを振る）46！




　───46．［正義］




ＧＭ：「あなたの目的は正義だ。その体たい現げんのため、あなたは日夜行動している」

浅見＆Ｏはた：ジャスティース！（笑）

味里：これがいいかな？

ＧＭ：そうすると、味里さんのキャラクターは……神官の家に生まれ、神殿にまつわるとある秘密を知ってしまった。その秘密によって引き起こされるであろう悪いことを阻そ止しするため旅立つと───。

味里：なるほど！　秘密ってなんですか！（笑）

ＧＭ：ひ、秘密とは……神殿の悪事かもしれないし、とある司祭が悪事を企たくらんでいるのかもしれないし……？　もしくは、キミにとっての正義とは、神殿が掲かかげる正義なのか、それとも、人としての正義なのか。

浅見：いじりやすそうなキャラクターだ（笑）。

ＧＭ：たしかに。そのうち、「私にとっての正義とはなんだろうか？」と悩なやむ場面が出てきそうな感じがする。

味里：こんな感じのキャラクターで大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：大丈夫です！　最初は、神殿の中で育てられたキミが、父親から「お前はもう、一人前だ。そこで、今こそお前に伝えるべき秘密を明かそう」とか言われて、旅立ちま……。

味里：お父さんは死にました。

一同：死んだのっ!?

味里：その秘密は、元々はお父さんが調ちよう査さしていたもので、深入りしすぎた父は殺され……あたしは父の遺志を継いで正義を成すために旅に出ます！　こんな感じでどうでしょう？

ＧＭ：と、とてもいいと思います！




　シナリオを考えてる時、高い立場にいる父親の指令で冒険に出る……そんな出だしを考え、シナリオを想定していたのは内緒である。

　前のページで、ＧＭが「父親の言葉で旅に出る」……と、発言しているのは、想定していたシナリオの方向性に、味里さんを誘導するためだったのはさらに内緒である。




浅見：にーやん、なんかシナリオがいきなり復讐劇っぽくないか？（笑）

ＧＭ：（ぶつぶつひとり言で）……父を殺した相手に復ふく讐しゆうをする、父の死の原因にはなんらかの秘密があり、それがあとで事件を起こす……その事件を防ぐべく……（ぶつぶつ）。

味里：あ、あの……？

Ｏはた：ああ、こういう時の菊池さんは、用意したシナリオにその設定をどう組む込むか考えてるんですよ（笑）。

浅見：おーすげー。




　……言えない。今回は、ダンジョンしか考えてないなんてとても言えない。




味里：とりあえず、父親を殺した犯はん人にんを探さがし出だすことを目的にしようかと思います。

ＧＭ：父親を殺した犯人は、まだ知らないということ……？

味里：はい！（笑）

浅見：神殿のえらい人であった父親を殺しているんだから、さらに上じよう層そう部ぶが手を下したのではないかという推すい測そくはできるけれど、確かく証しようは持てないから、今は神殿に従したがっているフリをしている……とか。

味里：いいですね！（笑）

ＧＭ：（ひー。神殿の上層部と敵対するネタは前にやったよ！）

Ｏはた：（←きくたけがなにを考えているかを推測して、笑顔になっている）

ＧＭ：ともかく、次は浅見キャラのライフパスにいこう！




　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、次は浅見正義、いってみよか！　セッションでは、味里さんのキャラクターと同じギルドに所属することになるので……絡からみやすい設定にするといいぞ。

浅見：ふむ、なるほど。まずは振ってみて、出目次第で関連づけよう。よし、俺のダイス目の低さを見せてやる！　（ダイスを振る）…………66（笑）。




　───66．［一いつ般ぱん人じん］




ＧＭ：「あなたの親は、町や村に住む普ふ通つうの人である。どんな出来事があったって生きていける。それが普通の人の強みなのだ」

浅見：どうやって味里さんに絡もう（笑）。

ＧＭ：だ、大事なのは生まれではなく、今！　ナウ！　［境遇］だ！

浅見：おう！　（ダイスを振る）…………また66！（笑）




　───66．［秘密］




ＧＭ：お前もかよっ!?（笑）

浅見：味里さんのキャラクターの秘密を、なぜか知ってしまったのだ───（一同大爆笑）。

Ｏはた：（げらげら笑いながら）なるほど、それは絡みやすい！（笑）

ＧＭ：じゃあ、なぜ知ってしまったのかを考えようか。彼女のことを狙ねらっている組織から聞いたとか、彼女自身から聞かされたとか……。

浅見：俺は一般人だから、逃にげる犯人の姿すがたを見たとかでもいいけど……たぶん、秘密は共有しておいた方がストーリーは進行しやすいよね？　秘密をひとりだけで抱えると、それを隠かくすムーブをしないといけなさそうだし、それって大変な気がする。

Ｏはた：い、いや、浅見さん……なんでそんな的てき確かくなことが言えるの……（笑）。

浅見：こう、なんとなく？　じゃあ、秘密を共有していることにしてください。健すこやかなる時も、病やめる時も。

ＧＭ：勝手に結婚すんなよっ!?

浅見：冗談だよ。単たん純じゆんに、秘密をかかえた彼女を応おう援えんしているだけで（笑）。

ＧＭ：では、最後に［目的］を……。

浅見：味里さんキャラの旅立ちに同行する理由は……（ダイスを振る）……12。




　───12．［金きん銭せん］




浅見：金かよっ!?（一同大爆笑）　これ、すげえ台無しじゃんっ!?

味里：（←爆笑している）　こ、こんな人についてこられるのかー（笑）。

浅見：じゅ、12じゃなくて、ひっくり返して21ということで！




　───21．［好こう奇き心しん］




ＧＭ：「あなたの目的は好奇心を満たすことだ」……平へい凡ぼんな生活に飽あきて、冒険に旅立つって定番のネタじゃないか？

浅見：わかりやすい（笑）。……味里さんのキャラクターはいいところのお嬢じようさんみたいだから、昔、絵本で見たお姫ひめ様さまの姿を、彼女に重ねてみてるとかはどうだろう？　で、あんな秘密を抱えてしまった彼女の未来になにがあるのか、気になっている。

ＧＭ：（どんな秘密なんだろう）

浅見：じゃあ、両家は、家か格かくの差はあれど、昔から家族ぐるみのつきあいをしていたとかどうだろう？　それだと、秘密を共有するチャンスがあったかもしれない。

ＧＭ：いいね、仲良くなるのが自然な感じで。

浅見：じゃあ、俺は、幼なじみの彼女を守るために側にいようとしている、ってことでいいんじゃないかな。彼女の旅立ちを知って、追いかける。

Ｏはた：立場の違ちがいは大事ですからね。個こ人じん的てきな情じようによって動くのはいいと思います。

ＧＭ：じゃあ、あとはセッション中に組みあげていこうか。

浅見：うっす！




●パーソナルデータを決めよう

ＧＭ：では、ふたりのライフパスが決まったので、データの作成は終しゆう了りようとなりまーす。では、次にキャラクターの名前などのパーソナルデータをつけようか！

味里：な、名前！　どんな名前をつければ……。

ＧＭ：基本的になんでもＯＫですよ。浮かばない時は、そのへんのお菓子の名前から取ったり、成分表の文字をもじったり。ただ、公序良俗に反するものはやめてください（笑）。

味里：（ちょっと考えて）……なんか、「光」にまつわる名前がいいかな……。

ＧＭ：光……いいね。神殿育ちってとこにも合う。例えばどんな……？

味里：シャイン！

ＧＭ：シャイン!?　ちょっと音に変化つけませんか（笑）。

味里：シャイナ！

ＧＭ：レオタードで銀の仮面をかぶってそうです（一同爆笑）。

Ｏはた：『聖闘士星矢』（笑）

味里：う、うーんうーん……。

ＧＭ：あ、これ使います？（と、ネーミング辞典を差し出す）

味里：こんな便利なものが！　（ページをめくりながら）光…光……ひ、ひ……あった。あ、このルーチェってよくないですか？　イタリア語で「光」です。

ＧＭ：お、いい響きだ。名字も決めましょうかね。

味里：名字は……このページで！（と、ネーミング辞典をランダムに開き）……あ、これいい。メテオライトにします！

一同：メテオライト!?

Ｏはた：隕石っ!?　光の隕石……！（笑）

ＧＭ：というか、名前がイタリア語で、名字が英語……いや、いいけど（笑）。

浅見：いいですね、聖なる隕石って感じで。……どんな攻撃を繰り出すんだろう。どーんと天から降ってくるのか……。

Ｏはた：むしろ人間大砲的な……。

ＧＭ：そう、彼女は別名〝エリンディルの四六センチ砲〟もしくは〝エリンディルの九一式徹甲弾〟と呼ばれておりまして……。

浅見：戦艦武蔵的に……！

味里：あはははは（笑）。

浅見：ちょっと俺、取ったスキルをひとつ、別のに変えます（笑）。

ＧＭ：お？　ほいほい。で、浅見キャラの名前は？

浅見：決めた。名前はベルダー・ウィステリアにします。設定はさっき言ったとおりで！

ＧＭ：ほいさ。では、次にギルドを組もう！

























●ギルドを組もう！

ＧＭ：では、キャラ関係の制作が終了したので、ギルドを決めようか。さっきも言ったとおり、キミたちは同じギルドのメンバーです。

一同：はーい。

ＧＭ：まずはギルド名を決めるわけだが……。

味里：例えばどんな名前を……？

ＧＭ：今までのリプレイでは、冤えん罪ざいを晴らすために戦う話で〝のっとぎるてぃ〟、薔ば薇らの刻こく印いんの少女がリーダーだった〝フォア・ローゼス〟とか……あと、なかなかギルド名で呼んでもらえなかった〝アブソリュート〟というのもあったな（笑）。

味里：なるほど……（と、考え込む）。

ＧＭ：好きな単語を名前にしてもいいよ。

浅見：（机つくえの上を見て）シュークリームとか。

Ｏはた：美味しそうだ。

ＧＭ：お前、目に映ったものをそのまま口にしたろ……（笑）。

浅見：てへ。…………あ、〝シンクトワイス（think twice）〟ってどうだろう！　熟慮するとか、意見交こう換かんをするとか……そんな感じの意味なんですけど。

ＧＭ：『Magic: the Gathering』のカード名じゃねえかよ！（笑）

味里：でも、呼びやすいですね。いいと思います！

浅見：（遠い目で）今まで何度唱えてたことか……。

ＧＭ：たしか「二の足を踏む」って意味もあったような気もするが気にしない。では、ギルド名はそれで決定！　次は、ギルドの隊長である、ギルドマスターを決めよう。ギルドに与あたえられるギルドサポートの使用を承しよう認にんする係の人です。

浅見：ルーチェは、良家のお嬢じよう様さまだから、彼女がいいんじゃないかな？

Ｏはた：ええ、それがいいかと（笑）。

味里：承認のハンコを押します！

ＧＭ：（笑）。さて、次は、ギルドで使用できる必ひつ殺さつ技わざ……ギルドサポートを取得してもらいます。ギルドサポートは、現げん段だん階かいだとふたつ取得して、そのうちのひとつだけ、持っていくことができます。

味里：どんな効果があるんですか？

浅見：（リストを見ながら）強そうなのは……《蘇そ生せい》？　使用を宣せん言げんすると、瞬しゆん時じにギルドメンバー全員の【ＨＰ】を最さい大だい値ちにまで回復する。

Ｏはた：定番です（笑）。

浅見：【ＭＰ】を最大値まで回復できるのは……あ、あった。《祝福》もいいな。今回、ふたりとも魔法を使うから、こっちの方がよくない？　【ＨＰ】は《ヒール》で直せばいいし。

ＧＭ：ああ、たしかにそういう考えはありだけ……。

浅見：（効こう果かを読みながら）いや、待った！　《ヒール》で回復するためには自分の順番が回ってくるのを待たなくちゃいけないじゃん！　ギルドサポートは宣言した瞬しゆん間かんに効果が適てき用ようされる。いつでも回復できる分、《蘇生》の方が使いどころが多くねえか!?　しかもこれ、死にそうなダメージを受けそうになった瞬間、回復できる。状況をひっくり返せる！　そうか、そもそも《ヒール》と《蘇生》は、そもそも基本的な役割がちがうんだ。

ＧＭ：え、あ、お……お、おう。的確な意見をありがとう……（笑）。

Ｏはた：（←爆笑している）

味里：浅見さんが初心者ってウソです……（笑）。

ＧＭ：あとは、戦闘が始まった瞬間に有利なポジションを取れる《陣じん形けい》も強い。《蘇生》と《祝福》の間を取ったような《命の滴しずく》も悪くない。

浅見：いや、ふたりを中心にして考えるなら、まずは《蘇生》。自分たちに向いたフォーメーションが見えてきたら、《陣形》がほしくなるかも。で……（ぶつぶつ言い始める）。

ＧＭ：……浅見さん、参さん謀ぼう的なポジションになってきた（笑）。

味里：浅見さんが「使用して！」って言ってくれればあたし、ぽんぽん承認します！（笑）

浅見：今回は《蘇生》を持っていって、もうひとつ取っておくのは《陣形》がいいと思います。戦闘の時に、有利なフォーメーションを取れるのは便利だと思うんで。でも、味里さんが「これがいい」というのがあれば、それを取っていいですよ。

味里：私はまだよくわかってないので、浅見さんがおすすめのでいいと思います！（笑）

浅見：まだピンとはきてないけど、《陣形》の強さを理り解かいできるようになったら、このゲームのことをわかり始めた目安になるんじゃないかな、と。

Ｏはた：（←げらげら笑っている）

ＧＭ：では、《蘇生》と《陣形》を取得するということでいい？

味里＆浅見：はーい！




●ふたりの関係は？

ＧＭ：……さて、これにてデータ関係は出そろったな。では最後に、セッション中の発話を引き出しやすくするために、ＰＣ間の感かん情じようを決めよう。

味里：感情？

ＧＭ：キミたちが互いにどんな印象を持っているか、ですな。これもダイスで決めます。使わなくてもいいルールだけど、せっかくなので（笑）。

味里：決めましょう！（笑）

ＧＭ：（感情表見ながら……）まずはルーチェがベルダーをどう思ってるか！

味里：いきます！（ダイスを振る）……16です！




　───16．［あこがれ］




ＧＭ：「あなたは彼を慕したっている」

浅見：（満面の笑顔で）やだっ、照れちゃう……っ！（笑）

ＧＭ：やかましいっ!?　憧れは恋れん愛あい感情とは限らないから！（笑）

浅見：いつか恋愛感情に変わるかもしれないだろっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：うるせえっ!?

浅見：でもなんで憧れたんだろう。俺、一般人なのにね！（笑）

ＧＭ：いやいや、カゴの中の小鳥のような少女が、自由な一般人に憧れるって話は古今東西、いくらでもあるぞ。

浅見：たしかに。でも、その手の話って、途中でライバルキャラとか出てきそうだなー。

ＧＭ：最終的には、四人のギルドにするつもりなので、男キャラも出るだろうよ。

浅見：それ、さっさと始末しておきたい！

Ｏはた：キャラを作る前から生命を狙われてる!?　新しいっ!?（一同爆笑）

浅見：じゃあ、俺もいきます。（ダイスを振る）……えー、13。




　───13．［同どう志し］




浅見：同じ秘密を共有する同志だから、これはこのまま採さい用ようでいいかな。ただ、そうなると、俺も秘密を追いかけるだけの理由がほしいなー。一般人だから、最初のうちは浅はかな理由がいい。

Ｏはた：金、地位、名声ってところですか。

浅見：じゃあ、俺は神殿のお偉いさんになって、ルーチェと同じくらいの立場になりたいって思ってます！　恋愛的な感情ではなく、俗ぞく物ぶつ的な感情で！　ちやほやされたいって！

ＧＭ：なるほど。で、いずれどこかで感情が変わるんだね？

浅見：そう。ギルドの仲間の男の死を経験し、人として成長します。

ＧＭ：だから殺すなよ!?（笑）　

Ｏはた：むしろ、ベルダーの方が死し亡ぼうする場合も。

浅見：がんばって生き残るよ！　ダメだったら、幽ゆう霊れいになって彼女を見守るよ！（笑）

ＧＭ：お前も死ぬな！　死なれるとリプレイ書くの大変なんだよ！（笑）　えー、他に付け足したい設定とかはありますか？　なければ、プリプレイを終了しまーす。

一同：特にないでーす。

ＧＭ：ＯＫ。では、ここからセッション本編に入ろう！







　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆初めての冒険




　初めての冒険。

　初めて見る、外の世界。

　なにもかも新しん鮮せんで、すべてが楽しくて……。

　希望と期待に胸を膨らませるルーチェに、初めて訪おとずれる試練は───。




　じじいと共にやってきた。




ＧＭ：では、これより第〇話のセッションを始めよう。よろしくお願いします。

味里（以下、ルーチェ）＆浅見（以下、ベルダー）：お願いしまーす！（笑）

ＧＭ：それではさっきも言ったとおり、最初はルーチェとベルダーのふたりだけで冒険に挑んでもらおう。

ルーチェ：はいっ。ど、どきどきです！

ＧＭ：そんな堅かたくならないでも平気ですよ（笑）。気楽にいきましょう、気楽に。

ルーチェ：はいっ。

ベルダー：わあ、俺もドキドキだよぅ、にーやんっ。

ＧＭ：死ね。

ベルダー：なんだよおいっ!?　扱いがちがいすぎねえかっ!?（笑）

ＧＭ：あたりめえだっ!?

Ｏはた：あ、浅見さん……今まで見たことのないタイプすぎる……。菊池さんをおちょくるだけでなく、その返しにＤＩＳられるとか……（笑）。

ベルダー：それは褒ほめてるんですよね、Ｏはたさん？（笑）

Ｏはた：褒めてます！　というかですね、菊池さんにはため口で、俺に敬けい語ごというのがこう……おしりがむずむずします（笑）。

ＧＭ：こーゆー奴やつなんだ。まあ、根はまともな人間だから安心し……。

ベルダー：尊そん敬けいしてます、菊池先生！

ＧＭ：やかましいわっ!!（笑）

ルーチェ：あっははははは。

ＧＭ：ともかくオープニングシーンに入ろう。えー……今、ルーチェとベルダーのふたりはギルドを組んで旅をしていた。シーンは、ふたりが肩かたを並べ、街から離はなれた街かい道どうを歩いている……そんな場面と思ってほしい。

ベルダー：俺とルーチェは、一緒に旅立ったのか。なんで旅立ったんだろう（笑）。

ルーチェ：に、握にぎってしまった秘密のために……。

ＧＭ：そうそう、きっとそう。

ベルダー：きっと、ルーチェの死んだ父親も関係ある。

ＧＭ：もちろんだ。

ベルダー：ルーチェって、ディアスロンドっていう神殿の総そう本ほん山ざんで生まれ、育てられた。でも、その父親が殺されたなら、なんか陰いん謀ぼうがあるはずだよな。

ルーチェ：なるほど、そういうストーリーなんですね。すごいです。

ＧＭ：ふふふ、それはいずれわかる。だが、今はまだ語るべき時ではない───。




　一五分前に決まった設定が、シナリオに組くみ込こまれているわけがないのは秘密である。




Ｏはた：……（←なにか言いたそうな笑顔）。

ＧＭ：さて、具体的な旅立ちのシーンは、一話でちゃんとやるとして……ともかくキミたちふたりは旅立ち───今は、どこかの国へと向かう、その道中ということにしよう。

ルーチェ：はい！

ベルダー：（ルールブックに載のっている地図を見ながら）ディアスロンドディアスロンド……お？　すぐ近くにユニコーンが出る場所があるじゃん！　見に行きてえな。

ルーチェ：ユニコーン見たい！（笑）

Ｏはた：俺的には、ユニコーンは奈な良ら公園におけるシカくらいの頻ひん度どで出しゆつ現げんするイメージ。

ルーチェ：めっちゃいるじゃないですか！（笑）

ベルダー：ユニコーンせんべいが売られている！

ＧＭ：知らんわ！（笑）　本題に入るぞっ！　ともかく、ふたりは未知なる地への期待を胸に、ディアスロンドをあとにした。だが、笑顔でいられたのは最初の五日ほどだった。

一同：へ？

ＧＭ：ディアスロンドを出立した時には……目的地までの往復分として十分なくらいの路銀と食料を持っていたはずだった。が、今は食料も底をつき、路銀もなくなっていた。

一同：…………。

ベルダー：……なあ、ルーチェ。

ルーチェ：ごちそうさまでした。

ベルダー：やっぱりお前かよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ルーチェ：主にあたしが食べ尽くしちゃったのかな、と……（笑）。

Ｏはた：ちなみに、ふたりの目的地はどのへんで？

ＧＭ：パリス同どう盟めいの北あたりに、小国の設定でも作ってそこにしようかなと。

Ｏはた：（地図を見ながら）……片かた道みち、三～四週間かかりそうですが。

ベルダー：往復六～八週間分の食料を五日で食い尽くすって、どんだけっ!?（一同爆ばく笑しよう）

Ｏはた：これはひどい（笑）。

ルーチェ：育そだち盛ざかりで……。

ＧＭ：路銀もほとんどなく、食料はまったくない。たとえ金があったとしても、食料を調達できるような街は見当たらない。そんな状態に陥おちいってから、さらに四日ほどが経たち───。

ベルダー：目的地まで、まだ一〇日以上はかかるのか……（笑）。

ルーチェ：け、けっこー遠い……（笑）。

ベルダー：我われ々われの冒険が終わりを迎えそうだ。

ルーチェ：まだ始まってもいないです！

ベルダー：始まる前に終わってた……っ!?

ＧＭ：うむ。すでにふたりの頰ほおは瘦こけ、その足取りもあやしく───。

ベルダー：……しかし、ここは責せき任にんをなすりつけあうところじゃない。絶ぜつ食しよくして二日目の夜くらいから、無言で互いを責せめ合あっていたけれど、今はそんなことをしている場合ではないと気づいた！　前向きに旅をしよう！

ルーチェ：ベルダーさん！

ベルダー：おう！

ルーチェ：お腹なかがすきました！

ベルダー：お、お前………っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。では、そんなやりとりをしつつ歩いていると……ふいに、キミたちの鼻び腔こうをくすぐるよい香かおりがした。肉を煮に込こむような、芳ほう醇じゆんな香り。

ルーチェ：きょろきょろ探すと……。

ＧＭ：うん、少し先の道の外れ───街道の側に生えた大たい樹じゆの下では、ぐつぐつとなにかを煮込んでいる鍋なべを見つけた。

ベルダー：食料！　あれはシチューにちがいない！

ルーチェ：シチューですか！

ベルダー：（満面の笑顔で）死にかけた我々にとってあれは、まさに「死中にシチュー」っ！

ＧＭ：くだらね──────っ!?（一同大爆笑）

ベルダー：ともかく、一いつ刻こくも早くあの鍋をだな……！

ＧＭ：まあ、待て。鍋を見つけると同時に、そのすぐ近くにローブをまとった老人が倒れていると気づく。（ルーチェに向かって）さあ、どうしましょう？

ルーチェ：え、ええと？

ＧＭ：解かい説せつしておきますと、ＧＭから提示された状況に対して、プレイヤーは自分のキャラクターの立場でどんな行動を取るのか宣言、レスポンスを返します。ＧＭはそれに合せてまた場面を演えん出しゆつし……この繰くり返かえしで物語を進めていくのが基き本ほん的てきな進行方法なんです。

ルーチェ：なるほどなるほど。これは、自由に動いていいんですか？

Ｏはた：もちろんもちろん。例えば、老人を無む視しして鍋の中身を食べにいくというのもアリです。

ルーチェ：じゃあ、まずは鍋に近づきます。




　実に素す直なおなプレイヤーである。




ベルダー：い、いやっ、いや……っ！　それはヒロインとしてどうなのっ！（笑）

ルーチェ：え、あ……じゃあ、鍋に向かう途中、おじいさんが倒れてるのに気づいて、お腹を鳴らしながらおじいさんに近づきます。ふ、ふふふ……。




　なぜ笑う。
















Ｏはた：じじい、逃げて───っ!?（笑）

ベルダー：そのじいさん、生きてる？

ＧＭ：息はあるね。特に目立った外がい傷しようも見当たらない。

ルーチェ：ふんふんふん。

ＧＭ：そして、ここでじーさんもキミたちの存そん在ざいに気づいたようだ。彼はルーチェの出いで立たちを見ると、倒れ伏ふくしたまま震ふるえる腕うでを伸のばし───「（今にも死にそうな声で）おお、神官様じゃ……」と、すがるように言った。ちらっ。

Ｏはた：じじいが声をかけてもらいたそうに、こっちを見ている（笑）。

ＧＭ：ちらっ、ちらっ。

ルーチェ：（気け圧おされつつ）ど、どうしましたか……？

ＧＭ：「おお、よくぞ聞いてくださったっ!?」　じじいはがばっと立ち上がった。

ベルダー：元気じゃねえかっ!?（一同大爆笑）

ルーチェ：元気だった!?（笑）　あの、どうされました……？

ＧＭ：「わしは孫まご娘むすめと旅をしている身。ここで休きゆう憩けいがてら昼食を作っていたところ、いきなり背はい後ごから、何者かに頭を殴おう打だされましてのう」

ベルダー：で、意い識しきを失なったと。

ルーチェ：あの、孫娘さんは……？　見当たらないようですけど。

ベルダー：さらわれた？

ＧＭ：「ふむ、消えゆく意識の中で、わしは見ました───。孫娘は、ボールのようなものを追いかけて、『わーい』と笑顔で森の中へと走って行くのを……」

ベルダー：ま、孫娘……（笑）。おじいちゃんの身を心配しろよ……（笑）。

ＧＭ：「ははは、孫娘はアクティブでしてな。たまに殺意を覚えます」（一同爆笑）

ルーチェ：こ、この家族……どうしましょう（笑）。

ＧＭ：じいさんは、悲しげに目を伏ふせながら、言う。「（しみじみと）……旅の御お方かたよ。わしは見ての通り、かよわい老人───」

ルーチェ：ぶ……っ（←噴ふいた）。

ＧＭ：「なぜ噴くのじゃ」

ルーチェ：（笑いながら）い、いえ、いえ……っ。

ＧＭ：「どうか、旅のお方よ。孫娘を探してはくれませぬか？　その腹の鳴る音からして、九六時間ほど物を食べていないご様子。そんな方々に頼たのみ事ごとをするのも酷こくな話じゃが……」（一同爆笑）

ルーチェ：このおじいさん、鋭するどすぎる……（笑）

ベルダー：まあ、いい。頼たのみ事だってんなら、飯でも食いながら話を聞こうじゃないか。そんなド緊きん急きゆうな状況でもなさそうだし。

ＧＭ：「ド緊急ですよっ!?　孫娘がいなくなったんじゃからっ!?」

ベルダー：いや、子供の足だろ？　話を聞きつつ、鍋をつついたあとでいいだろう。

ＧＭ：「さ、先に娘を探してくれよっ」（一同爆笑）

ベルダー：じーさん、口調が変わったぞ（笑）。




　口調が変わったのは、ＧＭの本音が漏もれちゃったからである（笑）。

　実はこの段だん階かいで新しい情じよう報ほうは存在せず、鍋をつつきながら会話したところでセッション時間が延のびるだけゆえ、早く孫娘を探しにいかせたかった（＝話を進めたかった）のだ。

　もちろん、その事実をストレートにプレイヤーに話した方がセッションはスムーズに進むのは確かく実じつだ。では、なぜやらないのか。

　……うん、じーさんで会話するのが面白くなっちゃったんだ。




ベルダー：いやいやいや、腹が減っては戦ができないとも言う。

ＧＭ：!?　「こ、このシチューは未完成じゃ……っ!!　煮込んでいる時間がまだ足らん！　このじいい、シチューにかけてはエリンディルで三本の指に入ると言われた男。たいそうたいそうたいそうっ、味にはうるさくてのう……っ！」（一同爆笑）

Ｏはた：（←大爆笑している）

ルーチェ：（爆笑しながら）料理の鉄人……っ！（笑）

ベルダー：（笑いを堪こらえながら）そんな男が道ばたで鍋を。

ＧＭ：「弘こう法ぼう、筆を選ばずと申しまして……って、そんなことはどうでもよく！　もし望まれるのでしたら、この鍋はのちほど差し上げます！　孫娘を探してきてくださらんかっ!!」つぶらな瞳ひとみでじじいが哀あい願がんする!!

ルーチェ：わ、わかりました……（笑）。

ベルダー：ルーチェがいいなら、俺はそれでいい。わかった、鍋で手を打つよ、じーさん。

ＧＭ：「おお……では、よろしく頼みましたぞ……っ」　それだけ言うとくるり、鍋の方へと戻もどって座すわり込こみ、シチューをかき混まぜ始めた。ぐーつぐーつ。

ルーチェ：お、おじいさん……（笑）。

ベルダー：よし、ともかく孫娘が入っていったという森の方に行ってみようか。

ルーチェ：行きましょう！

ＧＭ：では、森に向かうキミたちの背後から、じーさんが最後に声を掛かける。「そうそう。最近、この辺で行方不明事じ件けんが多発してるらしいので気をつけて」

一同：先に言え──────っ!?（大爆笑）

ＧＭ：うひひ。では、ここでシーンを終了しよう。オープニングフェイズもこれにて終了、次はミドルフェイズに入ろう！







　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆森の中で




　森の中に踏ふみ込こむと、場の雰ふん囲い気きは一転した。

　先ほどの喧けん噪そうはまるで遠い過か去このよう───。

　生おい茂しげった木々の葉が頭上を覆おおい、陽ひの光を遮さえぎっている。

　まだ夕ゆう刻こく前だというのに、森の中は薄うす暗ぐらく、夜を思わせるものだった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ろう。ルーチェとベルダーが森の中に入ると、あたりは鬱うつ蒼そうとしていて、ふたりが落ち葉を踏みしめる乾かわいた音だけが響ひびき渡わたる。

ベルダー：おお、雰囲気出すね。

ＧＭ：キミたちは、孫娘が向かったとされる方向に歩いている。森の奥おくへと進むにつれて、辺りは暗くなってくるけれど、孫娘の姿は見つからない。手がかりを探す必要があるね。

ベルダー：足あし跡あととかを探せばいいのか？

ＧＭ：うん。ここで、判はん定ていというものを勉強しよう。今回は孫娘の足跡あとを調べるために、難なん易い度ど８の【感知】判定をしてもらいます。各自、キャラクターシートの【感知】の値を見てください。

ルーチェ：２って書いてあります。

ベルダー：５！

ＧＭ：その値に、ダイス２個の出目を足して、難易度以上の値になれば、判定が成功になるよ。

ルーチェ：つまり、あたしは６以上を出せばいいんですね？

ＧＭ：そうです。

ルーチェ：（ダイスを振る）６が出ました！　成功です！

ベルダー：（ダイスを振る）こっちも成功しました。

ＧＭ：では、ふたりとも、足跡のような痕こん跡せきを見つけることができた。

ルーチェ：やった！

ＧＭ：落ち葉が踏まれたような跡があり、その痕跡をたどっていくと、落ち葉が激はげしく乱みだされたようなエリアを見つけるよ。そこから先は、重い物を引きずったような跡に変わっている。以上のことから、歩いてきたところ、何者かに襲おそわれて捕つかまり、引きずられていったのではないかと推測ができるよ。

ルーチェ：ふむふむ。

ＧＭ：そして、痕跡は森の暗い方へと続いているね。

ベルダー：おい、シチュー一杯ぱい分では割わりに合わないような事件になっている気がするぞ！

ＧＭ：ここで、オープニングフェイズでの、「最近、この辺は行方不明事件が起きてるという噂うわさがあるから、気をつけて」という台詞せりふを思い出すわけだ。

ベルダー：じじい！　謀はかったな！（笑）

ルーチェ：あたしはおかしいなとは思ってるんですが、お腹が空いてあまり深く考えられないかも（笑）。

ベルダー：緊急事じ態たいそうなのはわかった。……じじいの元へと戻るには、どれくらい時間がかかる？

ＧＭ：二〇～三〇分ってところかな。

ベルダー：往復すると、かなり時間をロスするな。仕方ない。このまま先へと進むか……嫌だけど。

ルーチェ：絶ぜつ対たい、この先には何かいますよね～（笑）。

ベルダー：うん。舌した打うちしながら、先へと進むよ。

ＧＭ：ふたりが足早に森の中を駆かけていく。キミたちの姿が闇やみの中へと消えていくところで、一回シーンを切ります！







◆Middle02◆それはまるでゼリーのようで




　そこは、洞どう窟くつの中に人じん為い的てきに作られた場所だった。

　まるで牧場のように、無数の丸いなにかが蠢うごめいていた。

　いや、蠢くというおどろおどろしい表ひよう現げんは似につかわしくない。そこで跳はね回まわる〝彼ら〟はあまりに愛らしく……




　そして、どこか美お味いしそうだった。




ＧＭ：ミドルフェイズの二シーン目に入る。さっきのシーンから幾ばくかの時が過すぎ、洞窟を発見……その入り口付近に立っている場面から始めよう。洞窟の奥は森の中より暗く、あまりよくは見えないけど、生なま暖あたたかい風が吹ふき抜ぬけているね。

ベルダー：なにか不気味な……。

ＧＭ：ただ、奥の方はなにやらほんのりと明るい。

ルーチェ：奥になにかいる……？

ベルダー：かもな。やれやれ、と言いながら、ルーチェと一緒に洞窟に踏み込もう。

ルーチェ：はいっ。

ＧＭ：隊列はどうする？

ベルダー：洞どう窟くつ内ないって、ふたりが並んで歩くことはできる？

ＧＭ：うん。そのくらいの広さはある。

ベルダー：じゃあ、並んで歩いていくかな？

ルーチェ：そうですね！

ＧＭ：ＯＫ。ではふたりは同一のエンゲージ……近い距きよ離りにいる状態で、洞窟の中を進んでいく。多少蛇だ行こうしている道を数分歩いて行くと、奥の方からたしかに灯ひが漏れていることが確実になる。そして、しだいに空気が重く……そして異い臭しゆうがすることに気づく。

ベルダー：あんまりロマンチックじゃないな……（笑）。

ＧＭ：なにを期待してんだよ（笑）。ともかく、明かりが見えてきて……やがて視界が開け、広い部屋へとたどり着いた。

ベルダー：……孫娘さんはさらわれたっぽいから、孫娘さん以外の悪意ある何者かがいるだろうことは推測できるよね？　だったら部屋に入る前に、物もの陰かげからその場所の様子をうかがいたいんだけど、できる？

ＧＭ：できるよ。では、【感知】で判定してもらうことになるけど。

ベルダー：【感知】が高いのは、俺の方か。じゃあ、ルーチェを押おしとどめて、俺が先行して様子をうかがおう。

ＧＭ：では、ルーチェをその場に残し、ベルダーは五メートルほど進み、部屋の手前で止まって、中を覗のぞく。

ベルダー：明るい場所らしいけど、光こう源げんはどこ？

ＧＭ：この洞窟は自然にできたものなんだけど、壁かべには何本かのたいまつがくくりつけられている。

ベルダー：松明たいまつ？　ってことは、誰かいるってことか。

ＧＭ：そして、部屋の中央には、体長三〇センチメートルくらいの、ゼリー状の丸い何かがいっぱいいる。

ベルダー：ゼリー状？　スライムみたいなヤツかな？　ちょっとキモイかも……。

ＧＭ：きもくないよ！　かわいいよ!?　ポメロっていってね……（ポメロの絵を見せる）。
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ルーチェ：かわいい……！

ＧＭ：大きなグミキャンディみたいなヤツらだね。

ルーチェ：美味しそう!?

ＧＭ：それが二〇〇匹ひきくらい、ぽよんぽよんと動いている。ただし、柵さくの中にいれられてるけどね。その奥に、小鬼……ゴブリンが一〇匹びきほどいて、ポメロの世話をしている。
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ベルダー：世話？

ＧＭ：そうだ。ゴブリンの中には、リーダー格かくのヤツがいて、そいつが他のゴブリンたちに命令をだしている。そして、そのリーダー格のゴブリンの側には、縛しばられて転がされてる少女がいるね。

ベルダー：状況を確認したところで、いったんルーチェの元に戻って、状況を説明しよう。……ゴブリンが一〇匹とか、ふたりの手に負えそうにないんだけど……。

ＧＭ：ああ、データ面をちょっとバラすと、ゴブリン一〇匹といったけど、それはモブだ。一〇匹いるけど、データとしては一体分と思ってほしい。

ルーチェ：ふたりで一体を倒すなら、いけるような気がします。

ベルダー：でも、シチュー一いつ杯ぱいとじゃ割が合わない気がしてきた……（笑）。

ルーチェ：で、でも、最高のお鍋っぽいですよ？　……なにより、あの子を助けたいです。

ベルダー：俺としては帰りたいって気持ちがある。名前さえしらないじいさんと孫娘のために、自分の命をかけるのはちょっと……って思うけど、ルーチェがそう言うなら、従うよ。

ＧＭ：では、部屋に踏み込んで戦うってことでいいのかな？

ルーチェ：はい！

ベルダー：部屋の外から魔法攻撃とかできないの？

ＧＭ：今回はできないって方向で。

ベルダー：わかりました。

ＧＭ：では、ふたりが足を踏ふみ入いれた瞬間、ポメロたちは頭の上に「！」と表ひよう示じさせたあと、わーっと壁かべ際ぎわへと逃走します。……そして、勇ゆう敢かんな３匹のポメロだけが、中央に残る（笑）。

ルーチェ：ポメロかわいい（笑）。

ベルダー：二対一かと思ったら、ポメロも入って二対四かよ！　話が違うぞ！（笑）

ＧＭ：ポメロが残らないとは言ってませんよ？（笑）　ゴブリンは、侵しん入にゆう者しや……すなわちキミらに向かって言う。「なんだ、お前らは。このガキを追ってきたのか？」

ベルダー：そうだ。こちとら飯がかかってるんだ。遊んでる暇ひまはない！

ルーチェ：シチューちゃんを返しなさい……！

ＧＭ：捕とらわれた孫娘は気絶してるけど、なぜか不ふ愉ゆ快かいそうに眉み間けんにしわを寄せた（笑）。

ベルダー：ルーチェ……（笑）。

ＧＭ：部屋の最さい奥おうにいるゴブリンは、にやりと笑えんで言う。「ほほう。このガキはシチューという名前か。教えてくれたお礼に、お前らを切きり刻きざんでシチューの具にしてやろう！」

ベルダー：おお、いくぞルーチェ！

ルーチェ：はいっ！

ＧＭ：では、ミドルフェイズはこれにて終了！　クライマックスに移うつろう！







　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆それは聖せいなる砲ほう弾だんにして、邪じや悪あくに滅ほろびを与あたえる神の隕いん石せき




　ルーチェとベルダー………。

　ふたりにとって、初めての実戦の時が訪おとずれた。

　それは、冒ぼう険けん者しやとしての一歩を踏ふみ出だした証あかしと言うべき戦いだった。




ＧＭ：では、ここから、クライマックスフェイズに入ろう！　言うなれば、このシナリオのラストバトルだ。なお、この戦せん闘とうの勝利条じよう件けんは、ゴブリンを倒たおすこと。それさえクリアすればポメロは無む視ししてもＯＫ。

ベルダー：なるほど、すると……（ぶつぶつと、戦せん術じゆつを考え始める）。

ＧＭ：まず、状況を説明しよう。ルーチェとベルダーで１エンゲージ、そこから五メートル離はなれた位置にポメロが三体、そこからさらに五メートル離れた位置に、ゴブリンがいるよ。

ベルダー：俺からゴブリンまでは射しや線せんは通る？　真ん中にポメロがいるけど……それが邪じや魔まをして後方の敵てきを撃うてない、なんてことはない？

ＧＭ：うん、それはない。射しや程ていを持った武ぶ器きや魔ま術じゆつは、特とく殊しゆなシチュエーションでないかぎり、射しや程てい内ないのすべてを攻こう撃げきできる。……では、戦闘ラウンドを開始しよう。




●第一ラウンド

▼行動値ち

　ベルダー　　　　　　　８

　ゴブリン　　　　　　　７

　ルーチェ　　　　　　　６

　ポメロＡ、Ｂ、Ｃ　　　３
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ＧＭ：まずは、セットアッププロセスという手順がくる。ここは、使用タイミングがセットアッププロセスであるスキルを使うことができる。

ルーチェ：あたしは特に持ってないです！

ベルダー：俺おれは《エンサイクロペディア》があるので、使ってみたい。いい？




《エンサイクロペディア》

　エネミー識しき別べつができるスキルだ。エネミーには個こ々こに識別値というデータが設せつ定ていされている。エネミー識別の判定の達成値が識別値以上になれば、エネミーの情じよう報ほうを得られる。




ＧＭ：ベルダーは、《コンコーダンス》も取ったんだっけ？

ベルダー：取った！　《エンサイクロペディア》の対象を、シーン内のエネミーすべてに拡かく大だいできる！　敵の能力が大まかにでもわかれば、戦術を組み立てやすい。

ＧＭ：出たな、浅見理論。

ベルダー：『Magic: The Gathering』でも、相手の手札や、次になにを引くか知れば、戦術を組み立てやすいからね！

ＧＭ：さすが公式ジャッジの資格持ってるだけあるな。思考が『Magic』準拠だ（笑）。よし、まずはゴブリンから判定しようか。

ベルダー：ほいっ！（ダイスを振ふる）達成値は、13。

ＧＭ：ゴブリンは、分類は妖魔でレベル１、属性はなし。魔法攻撃より、物理攻撃に対する防ぼう御ぎよ力りよくの方が高い。特徴的なスキルとしては……《ゴブリン集しゆう団だん》というのを持ってるな。シーン中にゴブリンのモブが登場していると、その分だけ命中判定にボーナスがつく。

ベルダー：なるほど。でも戦場にゴブリンは一体だから関係ないと（笑）。

ＧＭ：うむ。一方、ポメロは分類は動物でレベル１、〈地〉属性。物理も魔法も防御力に差はないね。ただ、《さわりごこち》というスキルを持っていて、ちょっと面倒。ポメロの攻撃に命中されると、ラウンド終しゆう了りようまで、判定のダイスが一個こ減へらされてしまう。

ベルダー：え、それひどくねぇか!?

ＧＭ：ポメロのあまりのかわいさに、もにゅもにゅと触りたくなってしまうのだ……！

ルーチェ：さ、触りたいです、ベルダーさん……！（笑）

ベルダー：やめて！（笑）

ＧＭ：では、セットアップが終わったところで……次に、イニシアチブプロセスだ。全員の行動値をチェックして、行動値が高い者に行動順番が回ってくる。現状だと……。

ベルダー：最初は８の俺か。

ＧＭ：だね。行動順番がきたら、行動を取る……正確にはメインプロセスを行なうことができる。メインプロセスは、三つのアクションから成っている。

ベルダー：ムーブアクション、マイナーアクション、メジャーアクションか。

ＧＭ：そうそう。それぞれ移い動どうを行なうムーブアクション、補助的な動作を行なうマイナーアクション、能のう動どう的てきな行動を行なうメジャーアクションとなっている。

ルーチェ：ふんふん、なるほど。

ＧＭ：各キャラクターが持っているスキルには、使用するタイミングが書かれているよね？　例えばそこにメジャーとあれば、メジャーアクションで使えるって意味だ。同じように……。

ルーチェ：タイミングがマイナーと書かれてたら、マイナーアクションで使える、ですよね。

ＧＭ：そうそう。

ベルダー：俺の場合だと、ムーブアクションで移動、メジャーアクションで《ウォータースピア》による魔法攻撃……って感じかな。マイナーアクションのスキルは持ってないから。

ＧＭ：そうなるね。

ベルダー：移動って、どれくらい動けるの？

ＧＭ：キャラクターシートにすでに書き込んでると思うが、ムーブアクションでは【移動力】の分だけ移動できる。ただ、ムーブアクションだけでなく、マイナーアクションも移動のために費やすことで全力移動を行なえる。【移動力】＋五メートルの距きよ離りを移動していいぞ。

ベルダー：俺の【移動力】は八メートルだから、全力移動で一三メートル……でも、いきなりゴブリンのエンゲージに駆かけ寄よることはできないよね？

ＧＭ：できない。今のシチュエーションだと、ゴブリンのところに行く途中に敵であるポメロがいて、移動の障しよう害がいになっている。そこで移動が止まっちゃうな。そのためにポメロをゴブの前に配置してあ……。

ベルダー：じゃあ、ムーブとマイナーアクションは放棄。メジャーでルーチェに《フライト》をかける。

ルーチェ：え？

ＧＭ：へ？




《フライト》

　対象のキャラクターを飛行状態にする魔術である。

　飛行状態のキャラクターは、移動中、敵の存在するエンゲージにぶつかっても移動を終了する必要はない（敵も飛行状態だったら、終了となるが）。




ＧＭ：い、いや、ちょっと待て！　ベルダー……《フライト》取ったっけ!?（と、キャラクターシートを取りあげて）……ぐわっ!?　持ってやがる！

ベルダー：ほら、さっきキャラ名を決めてる時にひとつ、スキルを交換したじゃん。

ＧＭ：そ、そういえば……そんなこと言ってたような……。

ベルダー：《フライト》で飛行状態になったら、ポメロに阻そ害がいされずにルーチェをゴブリンのとこまで送り込めるよな？　《フライト》で移動力５メートルのびるし。

ＧＭ：お、おう！　できるね！

ベルダー：俺の攻撃が一回無駄になるけど、ゴブリンさえ倒せばいいならルーチェを最初に奥に送り込んだ方が結果的に早く倒せると見た！（断言）

ルーチェ：ベルダーさん、素晴らしいです！（笑）

ＧＭ：俺の美しい戦闘プランが崩れたわっ！（笑）

ベルダー：じゃあ、あらためて……【ＭＰ】を消費して、と……ルーチェに《フライト》！（ダイスを振る）……魔術判定は成功、魔法がかかった！

ＧＭ：ぐぬぬ……では、ベルダーが魔術を解き放つと同時に……ふわり。ルーチェの足下より、風が巻き起こって彼女の服をはためかす。風はしだいにその勢いを増し……やがて渦となってルーチェを包み込んだ。

ルーチェ：ベルダーさん、スカートがっ！（笑）

ベルダー：まずい、それは素晴らしいじゃないか……っ!?　あくまで絵的に！（一同爆笑）

ＧＭ：絵的に……っ！（笑）

ベルダー：ともかく行け、ルーチェ！　ゴブリンをぶん殴ってこい！

ルーチェ：は、はいっ！

ＧＭ：待った！　ええと、これでベルダーが行動済みになって、イニシアチブのチェック……ふふふ、次のメインプロセスは行動値７のゴブリンだ！　……が、【移動力】は７しかないし……ここは待機だな。

ルーチェ：待機？

ＧＭ：ゴブリンは、キミたちよりあとに行動することになる。次は、行動値６のルーチェ。
















ルーチェ：ゴブリンと戦いに行きます！　えっと……ムーブアクションで、ゴブリンのいる場所にいけばいい？

ＧＭ：だね。では、魔術によって風をまとったルーチェは……〝どん！〟　空気を蹴ったかのような鈍い音と共に飛び出した。薄い闇の中で輝き線せんを曳ひき、次の瞬間、彼女はゴブリンの直上でメイスを振り上げていた……！

ルーチェ：おおー……っ!?（笑）

ベルダー：にーやん……！

ＧＭ：おう！

ベルダー：にーやん、ほんとに物書きなんだな！　描写が細かいよ！

ＧＭ：お前なっ!?（一同大爆笑）

Ｏはた：（←爆笑している）

ＧＭ：ともかく！　瞬時に自らの直上に飛来したルーチェを見て、ゴブリンは驚きの声をあげる。「と、飛んだあ……っ!?」　さ、殴ってこい！

ルーチェ：マイナーアクションのスキルは特に持ってないから……メジャーで、《バッシュ》を使えばいいですか！　【ＭＰ】使うみたいなんだけど、いいのでしょうか。

ベルダー：ＧＭ、このシナリオが終わったら【ＭＰ】は回復する？

ＧＭ：回復します！

ベルダー：なら、《バッシュ》は存ぞん分ぶんに使っていいと思うよ！

ルーチェ：わかりました！　では、《バッシュ》でゴブリンを攻撃します。

ＧＭ：では、攻撃が当たるかどうか、命中判定をしてもらおう！　ルーチェの場合は、武器による攻撃だと命中値が３Ｄ（ダイスを三個振るという意味）＋５だ。

ルーチェ：とりゃー（ダイスを振って）３、３、１。合計で12です！

ＧＭ：ゴブリンの回かい避ひは、２Ｄ＋４。２Ｄを振って８以上がでれば回避に成功する……（ダイスを振る）……出目は、３！　合計で７なので回避失敗！　ゴブリンの直上より風と光を纏まとったルーチェが急降下……！

Ｏはた：おお、美しい……！（笑）　なんで光ってるのかわからないが……！（笑）

ＧＭ：そして、彼女が手にしたメイスが、ゴブリンの脳のう天てんを直ちよく撃げきした！

ルーチェ：当たりました！（笑）

ＧＭ：風を伴い、光と化したルーチェがゴブリンのいた場所に着弾すると同時に、この部屋の空気を振るわすほどの轟音と閃光が巻き起こり、直後、巨大な土煙が噴き上がる。

ベルダー：見たか！　これぞ聖せいなる砲ほう弾だんにして、邪じや悪あくに滅ほろびを与あたえる神の隕いん石せきよ……！　なお、《フライト》に取りなおしたのは、これがやりたかったからだ！　これを、我がギルドの正式な必殺技にしよう（笑）。

Ｏはた：ギルドマスターを砲弾代わりに飛ばすとか、どんだけ鬼畜な必殺技ですか（笑）。

ＧＭ：わはは。ではゴブリンへのダメージを決めよう。ルーチェの攻こう撃げき力りよくは基き本ほんは２Ｄ＋５だけど、《バッシュ》を使ったので、さらに２Ｄ足されます。合計で４Ｄ＋５分のダメージをゴブリンに与える。

ルーチェ：えい……！（ダイスを振る）出目の合計は12。合計で17点です！

ＧＭ：ゴブリンの【物理防御力】は５点。12点のダメージを受けた！　本来は【ＨＰ】は明かさないんだけど、今回はチュートリアルだから、明かしておこう。こいつの【ＨＰ】は27点だから、残りは15点だね。

ベルダー：半分くらいもぎ取った！（笑）

ルーチェ：ちょっと楽しいです！（笑）

ＧＭ：（笑）。これでルーチェのメインプロセスは終了。次は、ポメロの番だ。ポメロＡは……（ちょっと考えて）ムーブアクションでポヨンポヨンと跳はねながらベルダーに近づく。

ベルダー：こっち来たよっ!?

ＧＭ：そしてメジャーでぽよん、と体当たり！　命中は２Ｄ＋５で（ダイスを振る）14！

ベルダー：俺の回避は２Ｄ＋３だから……（ダイスを振る）出目が11！　よし、避さけた！

ＧＭ：だが、安心したのも束の間！　ポメロＡの様子を見たポメロＢも、ベルダーにぽよんぽよんと突っ込んでくる！（ダイスを振る）命中は……12！

ベルダー：（ダイスを振る）やばっ、当たった……っ!?

ＧＭ：ポメロの一撃は、ベルダーの腹ふく部ぶにポヨンと命中！　ダメージは２Ｄ＋０！（ダイスを振る）10点ダメージだ！

ベルダー：俺の【物理防御力】は５だから……差し引いて５ダメージか。【ＨＰ】は34だからまだまだ平気だけど、複数に囲まれると怖い。……ルーチェ、《プロテクション》をちょーだい！（笑）




《プロテクション》

　対象が受けるダメージを軽減する魔術。アコライトにとって必須とも言えるスキルだ。

　現在、ルーチェの《プロテクション》は１レベルゆえ、１Ｄ点のダメージを軽減できる。




ルーチェ：わかりました、《プロテクション》を使います！（ダイスを振る）２点です！

ＧＭ：では、敵の10点のダメージから、その２点と【物理防御力】を差し引いて……ベルダーには３点のダメージが入った。

ベルダー：くっ、ゼラチン風ふ情ぜいが……！（笑）

ＧＭ：ベルダーの腹部に走る鈍どん痛つう……！　しかし、そのあまりのかわいらしさに、キミの心の中はパラダイスに……！（笑）　《さわりごこち》が発動して、ベルダーは、このラウンド中、判定にマイナス１Ｄのペナルティを受ける。

ベルダー：くっ！　だがこの感覚、悪くない……！（笑）

ルーチェ：ベルダーさんの心がパラダイスに……！（笑）

ＧＭ：ふふふ、ポメロＣもベルダーに攻撃だな……！（ダイスを振る）10！

ルーチェ：ああっ、ポメロがベルダーさんに群むらがってます！（笑）

ＧＭ：なにせデータ的には三匹だけど、こいつらはモブだ。演出的には三〇匹がベルダーにたかってるわけで……（一同大爆笑）。

ベルダー：（いきなり満面の笑え顔がおで）ああ……っ、悪くねえ、悪くねえこの気持ち……っ!?

ＧＭ：おい。なんで無む駄だに最高の笑顔なんだ。

ルーチェ：戻もどってきてくださいっ、ベルダーさーんっ!?

ベルダー：悪くねえ悪くね……いやいやいやっ、悪いだろうっ!?　《さわりごこち》のせいで回避判定が１Ｄ＋３だよ！（笑）　絶ぜつ対たい10には届とどかないから回避失敗じゃん！

ＧＭ：だな（笑）。では、ダメージは……（ダイスを振る）５点！

ベルダー：お。【物理防御力】が５だから、ダメージは０！

ＧＭ：ぬう！　では、ここで待機していたゴブリンの攻撃が回ってくる！　「お、おのれ人間ども……！」奇声を上げながら、ゴブリンは鉈なたを振り上げ……ルーチェに叩き込む！　命中は２Ｄ＋３！（ダイスを振る）……９。

ルーチェ：回避は２Ｄ＋４です！

ベルダー：５以上で回避成功だな。

ルーチェ：わかりました！　それなら出そう。（ダイスを振る）１と１ぃっ!?（一同爆笑）

Ｏはた：それは、ファンブルと言います！（笑）

ＧＭ：判定で振ったダイスの目がすべて１だった場合、ファンブルとなり、あらゆる行動が失敗だったことになります（笑）。

ルーチェ：えええっ!?（笑）

ＧＭ：ここ三日ほど、ルーチェはなんも食ってなかったからな！　お腹なかが空いて力が出なかったんだよ！（笑）　では、ダメージいくよ！（ダイスを振る）……13点の物理ダメージ！

ルーチェ：【物理防御力】は４点あるから……９点のダメージを受けるのでしょうか？

ＧＭ：です！　自分に《プロテクション》を使えば、もうちょっとダメージを減らせるよ。

ルーチェ：使います！　出目は……（ダイスを振る）……………１ですっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：わははは（笑）。１点減ったので、ルーチェが受けるダメージは８点だ。

ルーチェ：【ＨＰ】が25点になりました。（妙にかわいらしい声で）お、お腹さえ減っていなければ……っ！（笑）

ＧＭ：これで全員の行動が終了したから、クリンナッププロセスに移い行こう……《さわりごこち》の効果はここで消えた。それでは、第二ラウンドへと移ろう！




●第二ラウンド

▼行動値

　ベルダー　　　　　　　８（残りＨＰ：25）

　ゴブリン　　　　　　　７（残りＨＰ：15）

　ルーチェ　　　　　　　６（残りＨＰ：25）

　ポメロＡ、Ｂ、Ｃ　　　３（残りＨＰ：15）
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ＧＭ：では、第二ラウンド。セットアッププロセスに特に宣言がなければ、イニシアチブプロセス。

ベルダー：まずは俺からだよね？　質しつ問もんなんだけれど、エネミーと一いつ緒しよのエンゲージにいると、移動する時に妨ぼう害がいされたりする？

ＧＭ：エネミーと一緒のエンゲージから脱だつ出しゆつするのを、離り脱だつっていうんだけど……それをするためには、ムーブアクションとマイナーアクションを両方消費する必要がある。ただし、その際さいに移動できる距離は最大で五メートルだ。

ベルダー：了りよう解かい。（少し考えて）離脱する必要はないか？　ここで離脱して、残ったポメロがルーチェの方に行くのも困る。俺の魔法は射程が二〇メートルあるから、ここからゴブリンを攻撃するのが得策かな。

Ｏはた：冷静だ……（笑）。

ベルダー：ムーブアクションとマイナーアクションはなにもせず、メジャーアクションで《ウォータースピア》！　ゴブリンを攻撃。命中は……魔術判定の２Ｄ＋７！（ダイスを振る）……出目が９で合計16！

ＧＭ：回避は２Ｄ＋４だから、６ゾロのみ回避成功か。（ダイスを振る）14で回避失敗！

ベルダー：おっしゃ！　ダメージは５＋３Ｄで……（ダイスを振る）しょっぺえっ!?　出目が３、１、１！　10点の〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージ！（笑）

ＧＭ：日頃の行ないが……。

ベルダー：でも、１点でもダメージが通れば、［放心］がつくはず！

ＧＭ：ぐっ、それはそのとおり。ゴブリンの【魔法防御力】は３点なので、７点ダメージ。残りの【ＨＰ】は８点だ。ここでゴブリンの攻撃……だが。［放心］を食くらってるから、命中は１Ｄ＋３か……。ふらふらしながらも、ルーチェに攻撃をしかけてみよう！（ダイスを振る）……８！

ルーチェ：（ダイスを振る）12。回避しました♪

ＧＭ：く……！（笑）　次は、ルーチェの番だ。

ルーチェ：ゴブリンに攻撃します！　ムーブアクションとマイナーアクションはなしで、メジャーアクションは《バッシュ》で攻撃します♪　（ダイスを振る）６が２個ある！

ＧＭ：すばらしい！　判定において６が２個以上ある場合は、クリティカルと言って、行動が絶対に成功することになります。

ルーチェ：おー！

ＧＭ：この場合、回避側もクリティカルを出ださないと、回避することができません。（ダイスを振る）さすがにクリティカルしないから、回避失敗！（笑）

ルーチェ：やった！

ＧＭ：ルーチェのダメージは２Ｄ＋５。《バッシュ》の効果で２Ｄが足され、さらにクリティカルの場合は６が出た数だけダメージにダイスが追加されるので……。

ルーチェ：合計で６Ｄ＋５ってことですね！　（ダイスを振る）ダメージは25点です……！

ＧＭ：ごふ……っ。ゴブリンの【物理防御力】は５点だから20ダメージか！　【ＨＰ】の残りが８点だったところに、20点のダメージを受けたので……【ＨＰ】が０以下になった！　ゴブリンは「ば、バカな……」と呻いて……その場に倒れ伏した。

ルーチェ：やった♪

ＧＭ：勝利条件を満たしたので、ポメロたちはわーっと逃にげていく。これで戦闘が終了だ！

ルーチェ＆ベルダー：いえーい！（と、ハイタッチ）

ＧＭ：くそ、《フライト》のおかげで、戦闘プランが崩れたわ！（笑）

ルーチェ：ベルダーはいい参さん謀ぼうです！（笑）

ベルダー：褒ほめて！　もっと褒めていいのよっ!?

ＧＭ：やかましい（笑）。さて、戦闘が終わると戦利品……ドロップ品が手に入る。なにが手に入るかは、ダイス目次し第だいだ。基き本ほん的てきには【ＨＰ】を０にしたエネミーの分だけ入手できるんだけど、今回は特別に倒してないポメロの分もドロップ品を入手していいことにしよう。

ベルダー：今回は前ぜん衛えいでがんばったルーチェが振るといいよ！

ルーチェ：あ、はーい！（ダイスを振る）まずは、６です

ＧＭ：ゴブリンが落としたのは妖よう魔まの牙きば。10Ｇ相当のアイテムだね。

ベルダー：お金じゃなくて、品物が手に入ったんだよね？

ＧＭ：そう。街に持っていって換かん金きんしないと、お金にはならないよ。

ベルダー：了解。なにを落としたかは、こっちで記録しますね。どんどん振っちゃってー。

ルーチェ：はい！　では……（ダイスを握にぎりしめて───）




　だが、結局ポメロが落としたのはキャンディが一個（２Ｇ）相当だった。




ルーチェ：キ、キャンディ一個……（笑）。

ベルダー：あ。捕とらわれている女の子、きっとおびえてるから、そのキャンディをあげよう。

ＧＭ：いいね（笑）。ともあれ、これでクライマックスフェイズは終了だ！







　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆好こう奇き心しん




　戦いは終わった───。

　初の勝利を手にしたふたりは高こう揚よう感に包まれ、勝利という名の美酒をその手にしたのだ。

　だが、その洞どう窟くつの先にはまだ通路が伸びていることを知った時、




　彼かれらは判はん断だんに迫せまられた。




ＧＭ：……さて。戦闘が終わり、縛られていた女の子をキミたちは助け出した。この子をじじいの元に連れて行けば、目的はクリアだ。が───。

ルーチェ：が？

ＧＭ：落ち着いて周りを見ると、さらに奥おくへとつながる道を発見する。

ベルダー：…………。俺らの目的はもうクリア確定なんだけど……どうする？

ルーチェ：いったん戻って、お鍋を食べてから再さいチャレンジしたいです。女の子を放っておくわけにもいかないし。……でも、奥へ行った方がいい？

ベルダー：とりあえず、ちらっと奥を覗いてみるか。

ＧＭ：ＯＫ。すると、洞窟は北に向かってずっと伸びているとわかる。だが、その途中……キミらから見て一〇メートル先に、淡く光る無数のなにかが空中をふわふわ舞っている。それは、体長四〇センチくらいの人型で、背には羽根が生えており……。

ルーチェ：フェアリー？

[image: ]

ＧＭ：正解。こんなヤツだ（と、ルールブックのイラストを見せる）かわいらしい外見をしているけど、エネミーだね。道を封鎖するかのように、通路いっぱいに群れをなしている。

ルーチェ：フェアリーはどれくらいいます？

ＧＭ：五〇匹ひきくらいかな。

一同：五〇匹びきっ!?

ＧＭ：と言っても、これはモブなので一〇匹で一体扱い……つまり五体だね。

ベルダー：五体かー……それでも危ねえな。最初に二匹倒しても、残り三匹が魔法とか連打してきそうだし。《マジックブラスト》が必要だったか……。




《マジックブラスト》

　魔術の効果を、ひとつのエンゲージ全体に拡大するメイジのスキルである。




ＧＭ：…………（笑）。

ベルダー：…………（しばらく考えて）……ああっ、もうっ！（笑）　シナリオをクリアしてても、ダンジョンで未踏破のエリアに行きたくなるのはなんなんだっ！（一同爆笑）

ＧＭ：わかる、すごくわかるぞ。

ベルダー：ルーチェと顔を見合わせて言う。これは、先に進んだらマズいか……な？

ルーチェ：そうですね……（笑）。

ベルダー：にーやん、次のシナリオでこのダンジョンにまた来ちゃだめ？（笑）

ＧＭ：くくく、それは第一話の流れ次第とだけ言っておこう。

ベルダー：じゃあ、こられるチャンスはあるんだな？　じゃあ、今回はあきらめだ。今は、女の子を抱かかえ上あげ、脇わき目めも振らずに洞窟を脱出しよう。

ＧＭ：では、キミたちは今まで進んできた道を一目散に戻り、洞窟から抜ぬけ出だした───。







◆Ending02◆最高の鍋なべ




　それは四日ぶりのまともな食事だった。

　───鍋。

　人類の叡えい智ちが生み出したであろう、最高の調理法のひとつ。

　ルーチェとベルダーは、もうすぐ訪れるであろう至し福ふくのひと時に思いを馳はせた。




ＧＭ：では、ここから本セッション最後のシーンに入ろう！　キミたちは気を失ったままの孫娘を連れて、無事に街かい道どうへと戻ってきた。

ルーチェ：ほっ、なにもなかった。

ＧＭ：そこで待ち受けていたのはじじい。彼はどアップでキミらに迫り、涙なみだを流しながら感かん謝しやの言葉を口にする。「すばらしい！　おふたりはまことにあっぱれな冒ぼう険けん者！　怪け我がを負いながらも、見ず知らずのじじいのために動いてくれるとは……さぞかし、高名な冒険者なのでしょう……！　あ、お名前は？」

ルーチェ：えっと、ルーチェ・メテオライトと申します。

ＧＭ：「おお、すばらしいお名前だ！　こちらの、一いつ般ぱん人じんっぽい顔のお方は？」

ベルダー：ベルダー・ウィステリアだ。そんなことより、約束の鍋を頼む。

ＧＭ：「おお。では、お約束の物を……ささ、こちらへ」　そう言って手招きしながら、じーさんは鍋の方へと向かう。

ベルダー：よし、ようやく飯にありつける！

ルーチェ：四日ぶりのご飯だー♪

ベルダー：よくよく考えると、三日も飯を食ってないのに、よく戦えたよな……（笑）。

ルーチェ：そのお鍋、シチューでしょうか、すき焼きなんでしょうか！

ベルダー：もはや、鍋にありつければなんでもいい！

ＧＭ：「では、お納めくだされい！　これが、世界最高の……鍋じゃ！」　じーさんは胸を張り……鍋ぶたを、取り去った！

ルーチェ＆ベルダー：中身は！

ＧＭ：金貨がぎっしり詰まってる！

ルーチェ＆ベルダー：……。

ＧＭ：……。

ベルダー：は？

ルーチェ：きん、か……？

ＧＭ：じじいは自慢げに、そして声こわ高だかに言う。「左様。わしの大切な孫娘を救ってくださったのですから、このくらいはお出ししますとも！」　金きん額がくはざっと[image: 200]Ｇだ。

ベルダー：あ、いや……え？

ルーチェ：中身は……おじいちゃんが、食べ、た？（呆ぼう然ぜん）

ベルダー：たしかに大金だが……約束の鍋は？

ＧＭ：「もちろん、お約束どおりこのお鍋は差し上げましょう」

一同：じじ─────────ぃっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ルーチェ：い、いやいやいやいや……っ！（笑）

ベルダー：鍋ってそういう意味かよっ!?　ちげーだろっ、俺たちは食事が摂とりたいんであってだな、鍋だけもらってもしょーがないんだよっ、じじい!?

ルーチェ：こ、これは硬かたくて食べらりないです……！（がじがじ）

ＧＭ：この鍋も、換金すると50Ｇになるよ。

ベルダー：そんなこと言ってるんじゃないよ！（笑）　俺らは一いつ刻こくも早く食事を取らないといけねえんだよ！　もう街へ行って食う！　じじいには期待しねえ！（笑）

ＧＭ：「ここから最も寄よりの街までは、二日ほどかかるかと」

ルーチェ：し、死んじゃう……（笑）。

ベルダー：キャンディ……ルーチェにあげるべきだったか……（笑）。

ＧＭ：帰るのが早かったら、シチューは残ってたみたいだよ。「ははは、料理には食たべ頃ごろというものがありましてな、そのタイミングを逃のがすことなど許ゆるせないのです。ええ、最高の味でした……」（一同爆笑）

ベルダー：ええと……俺はどうすればいいんだろう？（笑）

ＧＭ：「お腹が空いていらっしゃるのですか？　それならば、近くの街まで、このじじいがお供しましょう。その間、一食10Ｇで料理を提てい供きよういたしま……」

ベルダー：待て。一食10Ｇって安いの？　高いの？

ＧＭ：10Ｇというと、宿に素す泊どまりするくらいの金額だな。ちなみに、このゲームではふだんの食事……言うなれば生活費は、冒険で稼かせいだデータとしての金を消費する必要はない。

ベルダー：じゃあ、ぼったくりじゃないかよっ!?（笑）

ＧＭ：いやいや、ちゃんとゲーム上の食事のデータは、ルールブックにも掲けい載さいされている。ゲーム中にこのような使い方をするのは、ありだ。

ベルダー：ちなみに、料理っていくら？

ＧＭ：きちんとした料理人が作る、豪ごう華かな食事で５Ｇだな。

ベルダー：やっぱりぼったくりじゃねえかっ!?（笑）

ルーチェ：ぼ、ぼったくりですね!?

ベルダー：……ゲームに関係ない金、俺は払はらいたくないけど……ちらっ、ちらっ。

ルーチェ：（←なにかを盛せい大だいに期待する笑顔。しかも前のめり）。

ベルダー：は、払うよっ！（笑）　データと同じくキャラ立ては大事だ……っ！

ＧＭ：「ならば道案内をしつつ、質しつ素そではありますが、食事を提供いたしましょう」

ベルダー：……やれやれ。

ＧＭ：ここでふいに孫娘が意識を取り戻した。そして、寝ぼけまなこで周囲をきょろきょろと見回している。

ルーチェ：（優しげな口調で）ね、お嬢ちゃん。お名前はなんて言うの？

ＧＭ：「おじいちゃん、ご飯」

ベルダー：画期的な名前だな。

ＧＭ：いやいや！（笑）　名前は……えー、ディクシィという。じじいは、微笑みながら彼女に向かってこう言った。「わかった。お前のために、最高の食事を用意してやろう───」

ベルダー：俺たちにも作れ──────っ!?（笑）

ルーチェ：作ってくださいよっ!?

ＧＭ：と、そんなふたりの声が空に響き渡ったところで、今回の冒険終了としよう（笑）。お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でしたー！（拍はく手しゆ）

ルーチェ：面おも白しろかった！（笑）　なるほど、こうやって遊ぶんですねー。

ＧＭ：説明されるより、遊んだ方が簡単でしょ？　では、セッション本編が終了したところで、アフタープレイへ移ろう！







　　ＡＦＴＥＲ ＰＬＡＹ







◆After Play01◆お疲れ様でした！




　こうして第〇話……正せい確かくには第一話のおまけ、チュートリアルなのだが……は終了した。

　ある意味で第一話からがセッション本番ではあるが、短いとはいえ一本のセッションをクリアしたのだ。ルールに則のつとり、成長点は配はい布ふされた。




ＧＭ：では、アフタープレイに入ろう。ここでは、セッション中の冒険の内ない容ように応おうじて成長点というものをもらえる。キャラクターは、その成長点を得てレベルアップをすることとなる。順番に、チェックしていこうか。レコードシートを用意してねー。

一同：はーい。

ＧＭ：まず、「セッションに最後まで参加した」。これは、１点差しあげます。

ベルダー：あざーっす！

ＧＭ：「ミッションに成功した」。これは５点差しあげましょう。

ルーチェ：はーい（シートにかきかき）。

ベルダー：シナリオクリア報酬は５点ももらえるのか（笑）。

ＧＭ：「遭そう遇ぐうしたエネミーのレベル合計[image: ÷]ＰＣの人数」。ゴブリンが１、ポメロが１×３体なので、合計で４。これを人数で割わるので、結果として２点だな。「遭遇したトラップのレベル合計[image: ÷]ＰＣの人数」。トラップはなかったので０点だね。

ベルダー：……ある意味、じじいがトラップだったけどな（笑）。

ＧＭ：「よいロールプレイをした」。これは１点あげます！

ルーチェ：はい♪

ＧＭ：「他のプレイヤーを助けるような発言や行動を行なった」。これは、《ヒール》を飛ばしたり、戦術を立案したりしてたので、ふたりとも１点ずつあげましょう。

ルーチェ：わーい！

ＧＭ：「セッションの進行を助けた」。これも１点で……「場所の手配、提供、連れん絡らくなどを行なった」……これは０点です。いや、あげてもいいんだけど……なんとなく俺、あげないのが慣例になっており……（笑）。

Ｏはた：俺は気にせずあげちゃう口です（笑）。

ＧＭ：で、合計すると何点になる？

ベルダー：11点かな。

ＧＭ：なお、成長点を10点払うと、キャラクターのレベルを２にすることができる。キャラのレベルが上がると、新たなスキルを取得したり、持ってるスキルのレベルが上がったり……【ＨＰ】や【ＭＰ】が上昇するよん。

ベルダー：すぐレベルアップしていいの？

ＧＭ：うん、続けて次のシナリオに入るので、少し休憩したらレベルアップもやっちゃおう。

ベルダー：やっちゃおう！　いぇーい！（と、腕うでを上げて……）

ルーチェ：いえーい♪（……と、ハイタッチ）

ＧＭ：あ、なお、次のセッションから、Ｏはたが参加する。彼のキャラメイクもするよ。

ベルダー：あらすてき。Ｏはたさんがどんなキャラを作るかで、こっちが取得するスキルが変わってきそう。Ｏはたさんのキャラが範はん囲い攻撃系けいにするなら、俺は今回も《マジックブラスト》を取らずに、その分は他のスキルを取ってもよさそうだし……それに……。

Ｏはた：あ、浅見さん……（笑）。

ＧＭ：こいつ、マジでデータマニアなんだよ……（笑）。

ベルダー：にーやん、人のこと言えねえだろうっ!?

ＧＭ：おめーほどじゃねえよっ！（笑）

Ｏはた：いやまあ、おふたりに合わせてキャラは作りますよ。シーフとウォーリアがいないのでどっちかで。

ベルダー：じゃあ、範囲攻撃できる方で！　さっきの洞窟の奥に行きたいんです！　そのためには一発であのフェアリーを倒せるキャラがほしいです。

Ｏはた：わかりました、なんか考えます（笑）。

ＧＭ：（笑）。ともあれ、記念すべき最初のセッションはこれにて終わりでーす。お疲れ様でした───っ！

一同：お疲れ様でした───っ！

ルーチェ：楽しかったです───っ！（笑）




　こうして、ＴＲＰＧ初心者ふたりによるセッションは、ここに幕を下ろした。

　そして、次なるセッションはすぐそこ……




　具体的には一〇分後に迫っていた。








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ①』




第〇話「はじめてのぼうけん」




─ＦＩＮ─
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　　ＩＮＴＥＲＬＵＤＥ







◆Interlude01◆休憩時間に脳みそはフル回転




　さてさて、ここで休憩時間である。

　私はフェイズの区切れ目とか、長くなったシーンのあととかに、しばしば休憩時間を差し込む。この時、プレイヤーが言い出した設定やその発言を、どうシナリオに組み込むかを考えることも多い（笑）。

　シナリオの作成時、第〇話は「ふたりのＰＣが老人の依頼を受けてダンジョンに潜る」と考えていたが、当然、連続して行なうシナリオ……すなわち、第一話の内容も作っている。

　その内容はこうだ。

　「食料と路銀がない。それがないと目的の場所にたどり着けない。ゆえに、それを稼ぐために神殿で依頼を受けて───ダンジョンに潜る」

　……である。第〇話のラストで、フェアリーが群れを成していたのは、もう一回ここにやってくることを想定し、しかしふたりでは突破するのがつらい→突破するために、Ｏはたのキャラクターが必要になる───こう誘導するためだ。

　ここはたぶん問題ない。

　考えるべきは、「ルーチェはディアスロンド出身／父親はディアスロンドの神官で、誅ちゆう殺さつされている／ルーチェは父親の死の真相を突き止めるという目的がついた」部分だ。

　キャンペーンの細部はまったく考えていなかったが、私はグランフェルデンやディアスロンドなど、大きな国や街をＰＣのホームにして、キャンペーンを組み立てようと思っていた。

　が、ディアスロンドで高位にいるルーチェの父が誅殺されたとなると、やや問題だ。

　ちょっと前にやっていたキャンペーンリプレイは、このディアスロンドをホームにして遊んでおり、同じ形にはしたくない。加えて、神官が誅殺されたとなると、神殿内の権力争いや陰謀を想起させてしまう。神殿とは、『アリアンロッド』においてプレイヤーたちが疑いを持つことなく信用すべき組織だ。ユーザーが神殿を信用できなくなるのはあまりよろしくない（笑）。特にユーザーが使いそうな国の神殿ならなおさらだ。だが、ルーチェもその父親も神殿関係者である以上、神殿という組織から離れては話は作りにくいゆえ、私はユーザーが困惑しないよう、この休憩時間中に、ホームとなるべき国・街をオリジナルのものにすると決めた。これなら、神殿での陰謀劇を物語にしても、『アリアンロッド』を遊ぶユーザーに影響は出にくい。そしてこの考えと同時に、第〇話で登場させたじじいと孫娘も利用することを思いついたのだが……実際にどう利用したかは───リプレイに譲ろう（笑）。







　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆新たなる仲間！




　ひとつの冒ぼう険けんは終わり、あれから一〇分もの時が流れた。

　そしてルーチェとベルダーにレベルアップの時はやってきた。

　やはり、なんといってもレベルアップＴＲＰＧの華はなだ。




　さらに、新米冒険者のふたりに新たな頼たのもしい仲間が加わった。




ＧＭ：では、これより本ほん編ぺん……第一話のセッションを始めよう。実は、第〇話とこの第一話は基き本ほん的てきにひとつの話をふたつに分けてるものなので、今回予告は前回と同じ。第〇話で配ったものを参照してちょ。

一同：はーい。

ＧＭ：そしてこのシナリオより、ギルド・シンクトワイスに新たな仲間が加わります！

Ｏはた：（がたっ、となぜか笑え顔がおで立ち上がる）

ベルダー：いえ───っ、Ｏはたさん───っ！

ルーチェ：待ってましたー！（笑）

Ｏはた：おお、ふたりともなんと暖あたたかい……！　思わず土ど下げ座ざします。

ＧＭ：まだキャラも作ってねえだろがよっ!?

Ｏはた：エア土下座です。

ＧＭ：キャラがいないのにエアもくそも……（笑）。ま、いいや。では、シナリオ本編に入る前に、ルーチェ＆ベルダーのレベルアップ、あとＯはたのキャラ作成をしちゃおうか。それなりに時間はかかると思うので、ギルドの戦せん術じゆつを決めつつ練ろうか。

Ｏはた：とりあえず範囲攻撃型で作ろうと思いますけど……念のため、ルーチェとベルダーが取得するスキルが決まったら、教えてください。

ベルダー：あ、俺おれは決まりました。

きくたけ＆Ｏはた：決まったのっ!?

ルーチェ：は、早い!?

ベルダー：いや、ここ数日、ずっとルールブックとにらめっこして人生設せつ計けいを……。自分がなんのクラスを担当するか、そのパターンごとに……。

Ｏはた：（げらげら笑いながら）マジで……（笑）。

ベルダー：いや、にーやんから今回のリプレイは二～三巻かんくらいの構こう成せいにしたいって聞いたんで、するとレベルアップの回数も限かぎられるじゃないですか？　それを踏ふまえてスキルの構成を決めないと、あとあと後こう悔かいしません？

Ｏはた：（さらに大だい爆ばく笑しようして）や、やべ───っ、浅あさ見みさん、思考がガチすぎますよ！（笑）『アリアンロッド』初心者の考え方じゃね───っ！（笑）　いや、実に正しいと思います！　よし、俺は弓シーフでも作ろう（笑）。

ＧＭ：ルーチェは、なにを取るか想定はあります？

ルーチェ：（スキルのリストを見ながら）あたしは、《バッシュ》と《プロテクション》のレベルは上げたいんですよ。これ、強かったので。

ＧＭ：鉄板かと（笑）。すると、レベルアップで取れるのはあと一個こですな。

Ｏはた：（ちょっと考えて）……すると、候こう補ほに挙がるのはなんだろう。物理ダメージを上げるのなら定番の《スラッシュブロウ》か。１シーン一回しか使えないけど、ダメージのダイスが二個増ふえます。

ルーチェ：おお、すごいですねぇ。

Ｏはた：《シールドスラム》もあり。持った盾の重さ分だけダメージが増える。《スラッシュブロウ》ほどダメージは上がらないけど、盾の装そう備びが必ひつ須すなので、物理防ぼう御ぎよ力りよくが上がる。

ＧＭ：あー、Ｏはたが範囲攻撃目的で弓シーフを作ると、ルーチェがワントップで前に出ることになるから、かみ合ってると言えばかみ合うな。

ルーチェ：アコライト系けいのスキルでお勧すすめあります？

ＧＭ：《クイックヒール》は？　好きなタイミングで【ＨＰ】を治せる。「やばい、このダメージ受けたら死ぬ！」って時に、割わり込こんで先に回かい復ふくってのは強い。

ベルダー：ああ、ちっちゃい《蘇生》みたいなもんですか。

ルーチェ：う、うーんうーん……ダメージ上げる方にいくか、支し援えんを強くするか……こ、これ、悩なやみますね……（笑）。

ＧＭ：アコライト／ウォーリアは、選択の幅はばが広いからね（笑）。あ、Ｏはた、もうデータ作り始めちゃっていいんじゃね？

Ｏはた：そうします（笑）。ええと、ベルダーが取るスキルは？　それに合わせて……。

ベルダー：あ、この三つです（と、キャラクターシートを見せる）。

ルーチェ：うーんうーん、ダメージか支援か～……（笑）




　やはりレベルアップ作業というのは、実に楽しい。

　こんな感じで全員が相談しながら、データを作ること小一時間───。




　キャラ作成＆レベルアップ作業は完かん了りようした。




■ルーチェ・メテオライトの場合：

ＧＭ：よし、全員データの構築は終了したな。それでは、それぞれ自じ己こ紹しよう介かいしてもらおう！

ルーチェ：はい！　ルーチェ・メテオライト、２レベルです！　スキルは《バッシュ》と《プロテクション》のレベルをそれぞれ伸ばして、３と２になりました。

ＧＭ：これで《プロテクション》が２レベルか。２あるとだいぶんと変わる。残る１枠わくのスキルは？

ルーチェ：結局、《クイックヒール》にしました。

ＧＭ：うん、丸い選択じゃないかな。ピンチに対する対たい応おう力りよくが上がった。

ルーチェ：Ｏはたさんと相談して、《ヘイスト》にするか迷ったんですが（笑）。

ＧＭ：たしかにセットアップで行動値を上げられれば、ルーチェがボスまで飛んでいく戦法もしやすいし、ベルダーが先制して敵にバッドステータスを与える攻撃が有効になる。

ルーチェ：あと……装備はカイトシールドを買ってもらいました！

ベルダー：買ってもらったというか、前回のセッションの報ほう酬しゆうがあったので（笑）。ルーチェは前に突つっ込こんでいくので、あっさり死なれると困こまるし。

ＧＭ：（笑）。ルーチェ、他に言うことは？

ルーチェ：お腹なかがすきました！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：それ、レベルアップに関係ないから！（笑）　では、次はベルダー！




■ベルダー・ウィステリアの場合：

ベルダー：えー、俺は《コンセントレイション》（魔ま術じゆつ判はん定ていに＋１Ｄ）と《リゼントメント》（一シナリオに一回、単体の対象に＋20……正せい確かくにはキャラクターレベル×10ダメージ）と《ハイウィズダム》（魔術判定に＋２……正確には、＋スキルレベル×２）を取りました。

ＧＭ：お？　命中と火力特化に割わり振ふったか。というか、そういえば１レベルの時には魔ま術じゆつ師し定番の《コンセントレイション》、持ってなかったんだよな。

ベルダー：ええ。最初のシナリオの敵てきなら、命中はするだろうと思ってあとまわしに。

Ｏはた：浅見理論……面白い……（笑）。

ベルダー：今回は、対ボス用に《リゼントメント》を取りました。であれば絶ぜつ対たいに命中させる必要があるので、命めい中ちゆう率りつを上げる方向に組んでます。

ＧＭ：とんがったスキル構成だ。お前の作る『Magic』のデッキコンセプトのようだ。俺はいろんなデッキに対たい処しよしようとつい丸く組むけど、お前はいつもとんがってる（笑）。

ベルダー：ははは、照れるなあ。《リゼントメント》は、ボスに限らず、戦術上倒たおすべき敵がいる時にいつでも使うんで、必要な時は言って！

ルーチェ：はい。お願いします！（笑）

ベルダー：なお、装備は変わってません───以上！




■Ｏはたの場合：

ＧＭ：では、Ｏはた。自己紹介をどうぞ！　まずはキャラクター名から頼……。

Ｏはた：あ、まだ名前は決めてません。

ＧＭ：決めようよっ!?

Ｏはた：いえ、ライフパスをみんなの前で振ふってから決めようかな、と。

ＧＭ：ああ、なるほど。では、先にデータの方をどうぞ。

Ｏはた：外見年ねん齢れいは一〇代の、ネヴァーフ女子です。

ルーチェ：（ルールブックを見ながら）あ、ちっちゃい女の子だ。

Ｏはた：クラスはシーフ／レンジャー。弓を使う感じで！　《ピアシングストライク》という必殺の一いち撃げきっぽい技でダメージアップをすることで、範囲に大ダメージを与あたえるのが得意。あ、あと早はや撃うちが得意。

ベルダー：なるほど。早撃ちのガンマンみたいですね。

アモーレ：そう───（シリアスな口調で）相手が抜ぬくよりも、早く。

ベルダー：やだー、かっこい～！

ルーチェ：かっこいー（笑）。

ベルダー：Ｏはたさん、抱だいて……っ!?

Ｏはた：ひぃいっ!?　そっちの趣しゆ味みはっ!?

ベルダー：あら残念。冗じよう談だんです。

ＧＭ：残念なのか冗談なのか、はっきりしろ。

Ｏはた：あと……他の細かいデータは、シートを見てください（笑）。




ＧＭ：よし、データの方ほう向こう性せいはわかった。じゃあ、ライフパスを振っていこうか。今回、Ｏはたはセッション中、適てき当とうなところでルーチェたちに合流することを想定してる。合流の障しよう害がいになるような設せつ定ていはやめてくれ（笑）。

Ｏはた：はっはっは、お任せを。今回は、完かん璧ぺきな設定で作りましょう。

ルーチェ：今回は？

ＧＭ：あ、ああ。こいつは昔ね、一回こっきりのリプレイゲストキャラのつもりで、すっごいてきとーな設定のキャラを作ったら、それを一〇年使い続けることになってね……（笑）。

ルーチェ：一〇年!?

Ｏはた：もう、あの悲ひ劇げきは繰くり返かえさない。素晴らしいヒロインキャラを作り、みんなから愛される奴やつにします。

ＧＭ：その意気やよし！　では、ライフパス……まずは［出自］をどうぞ！

Ｏはた：とうっ！（ダイスを振る）……56！

ＧＭ：（ルールブックの表を目で追いながら）えー、56は……




　───56．［犯はん罪ざい組そ織しき］




ＧＭ：Ｏはた──────っ!?（一同大爆笑）

Ｏはた：なんでじゃ──────っ!!（笑）　あ、いやでも、考え方によってはハードボイルドな感じに!?

ルーチェ：犯罪の臭いしかしない……（笑）。

ＧＭ：振り直してもいいぞ？

Ｏはた：いや、出たものをうまく繫げて素晴らしいストーリーを作ります。

ＧＭ：犯罪組織……ルーチェの父親の死に関しても絡からんでたりしてな。

Ｏはた：じゃあ、キャンペーンの後半で「ふふふ、ついにあの組織が動きだしたか……」とか言います。

ルーチェ：（笑いながら）ひ、ひどい。てきとーだあ！（笑）

Ｏはた：では次は［境きよう遇ぐう］いきます。（ダイスを振る）……33！

ＧＭ：33は……。




　───33．［紛ふん失しつ］




ＧＭ：「……あなたは大切な物をなくした」ってお前、ボコボコの人生だな。

ルーチェ：（←爆笑している）

ＧＭ：「宝たからなのか、家族なのか、それとも別の何かなのか。だがそれはとても大切なものだったにちがいない───」

大畑：……大切なもの。この大切なものを失なって、それでも僕ぼくは生きていかない。

ＧＭ：生きろよっ!?（一同大爆笑）

ベルダー：牢ろう屋やに捕つかまってて、若わかさをなくしたとかもあり？

ＧＭ：ありあり。

Ｏはた：若さ、若さってなんだ───。

ベルダー：振ふり向むかないことじゃないかな。

Ｏはた：いかん、なんかどんどんババアキャラに……。

ルーチェ：しかも牢ろう獄ごくの中で……（笑）。

ベルダー：これ、どうやって俺らと出会うんスか（笑）。

Ｏはた：最後まで振ってから考えよう。［目的］は（ダイスを振る）……44。

ＧＭ：44は……えー……。




　───44．［逃とう亡ぼう］




一同：脱だつ走そうしてる──────うっ!?（大爆笑）

ベルダー：す、すげえっ、すげえよ、Ｏはたさん！（大爆笑）

ルーチェ：（←爆笑して呼こ吸きゆう困こん難なん）

ＧＭ：（笑いをこらえながら）親が犯罪結社の一員で、きっとキミもそこに属ぞくしてて、捕まって、牢獄に入れられて若さを失なって、挙あげ句くの果はてに脱走か……（笑）。

Ｏはた：きっと組織のなんかの秘ひ密みつを知って……。

ＧＭ：絶対、本名とか隠かくして人目を避さけるように生きてるよな、これ。

Ｏはた：なるほど、それはたしかに。じゃあ、このネーミング辞典で、適当な偽名を決める。

ＧＭ：お、おい、大だい丈じよう夫ぶか……。

Ｏはた：はっはっは、決めるのはあくまで偽ぎ名めいですから。（と、ネーミング辞典を手にとって）……このページじゃあっ！




　───命名：アモーレ
















一同：アモーレっ!?

ＧＭ：愛かよっ！（笑）

Ｏはた（以下、アモーレ）：（シリアスに）わたしが失ない、求めるものは愛だった───。

ルーチェ：あ……あははははは……っ、それは……あはっ、く、苦しい……っ（笑）。

アモーレ：そしてフルネームは、アモーレ・カモーレ。

ＧＭ：てきとーすぎるだろうっ!?（一同爆笑）

アモーレ：いえいえ、偽名。あくまで偽名ですから。

ルーチェ：アモーレ、アモーレ……！（←爆笑が止まらない。ツボに入ったらしい）

ベルダー：（笑いながら）これがウサワのＯはたさんかあ……すげーなー。

ＧＭ：お、ＯＫＯＫ……もうそれでいい。……そろそろセッション本編に入ろう……（笑）。

一同：はーい！

ルーチェ：ア、アモーレぇ……は、へふ……っ（←まだ爆笑している）。
















　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆旅立ち




　〝聖せい都と〟ディアスロンド、大だい聖せい堂どう───。

　ルーチェ・メテオライトにとって、人生を変える分ぶん岐き点てんともいうべき日が訪おとずれた。

　亡なき父の遺志を受け、彼かの女じよの後こう継けい人として永ながきにわたって接せつしてくれた恩おん人じんより授さずけられた言葉。それは───。




ＧＭ：では、ここからセッション本番に入ろう！　第一話のオープニングは、さっき遊んだ第〇話から少し時間を巻まき戻もどして、過か去このシーンを描えがこうと思う。そう、今日はルーチェの旅立ちの日だ。

ルーチェ：あー、いいですね。ここで、旅に出た目的がわかるんですね（笑）。

ＧＭ：そうそう。舞ぶ台たいはディアスロンド……〝聖都〟と呼よばれる神しん殿でんの総そう本ほん山ざんだ。その静せい謐ひつに満ちた街の中央にそびえる、大聖堂の一室にキミはいる。ある方に呼び出されたのだ。

ルーチェ：緊張します。

ＧＭ：今、キミの目の前に立つのは、この街で高位の神官である父親だ……じゃなく！（←書いてあったシナリオにつられた）（笑）　えー……ほら、なんだ。…………そう、父が亡くなったあと、ずっとルーチェの面めん倒どうを見てくれた後見人の神官だ。

ルーチェ：きっとね、お父さんの親友です。

ＧＭ：そうだね。名前がね……えー……（笑）。

一同：……。

ルーチェ：……今、決まる感じですね？（笑）

ＧＭ：おう！　（ネーミング辞典をぱらぱらとめくって）……栄光……グローリー……お。グロワールさんという名前にしよう。栄光という意味だね、フランス語で。

ルーチェ：はい（笑）。で、そのグロワールさんが……？

ＧＭ：今、彼かれは感かん慨がい深ぶかげにキミを見ながら微笑ほほえんでいる。「ずいぶんと立りつ派ぱになったものだな、ルーチェ。お父上も天でお喜びになっているだろう」

ルーチェ：ありがとうございます。グロワールさん、今日はいったいどのような……？

ＧＭ：「お前は、このディアスロンドで十分な訓練を積み、立派な神官に育った。だが、それはあくまでこの街の中でのこと。そろそろ、外の世界を見なければならぬ」

アモーレ：つまり、神官のキャリアとして上を目指してもらうにあたって、ちゃんと現げん場ばを経けい験けんしてほしいと。

ルーチェ：なるほど（笑）。

ＧＭ：「とうとう、巣立つ日がきたのだ───」優やさしげな声で彼はそう告げる。

アモーレ：…………（←意味ありげに笑顔）。

ＧＭ：？　な、なんだ。

アモーレ：いや、すいません。菊きく池ちさんが「優しそうな神官です」って言うと、なにか裏うらがありそうで……（笑）。

ルーチェ：なにかもう、犯はん人にんフラグが立ってるみたいな……。

ＧＭ：そんなことないよっ!?（笑）

ルーチェ：父を殺した犯人は、ここに居いたっていう……。

ＧＭ：そんなことはありませんて！　彼は父の親友！　きっとキミの家には死んだお父さんと、子供の時のキミと、あとグロワールさんが肩かたを組んで微笑んでいる写真が飾かざってあるレベルでね……？

ベルダー：フラグを強化してどうするんだ、にーやん。

アモーレ：あやし～い。

ベルダー：あやしい～。

ルーチェ：あやし～。

ＧＭ：あやしくない！（笑）　ともかく続けるよ！　「……ルーチェよ、お前は神官として、人に愛を説く神官として、秩ちつ序じよを守る者として、外の世界を知らねばならぬ」

ルーチェ：では……？

ＧＭ：「うむ、とある小国へ赴おもむいてもらいたい。その国では今───」

ルーチェ：なんという国ですか？

ＧＭ：国の名前は……なんにしようかな。えー…………（ちらっと、浅見の顔を見る）。

ベルダー：ん？

ＧＭ：…………そう、そこはユーカリの葉を象った模様が国旗になった都市国家群でね？

ルーチェ：ユーカリの葉っぱ？　コアラとかいそう（笑）。

ＧＭ：国名はユーカリ王国。

ベルダー：そっちかよっ!?　一七歳のお姫様でもいるのかよっ!?（←なぜか満面の笑顔）




　わかるだけ人にだけわかればいい。うん。




ＧＭ：いや、あまり深い意味はない。お前を見てて思いついた。

ベルダー：く……（笑）。

ＧＭ：まあ、あとでいい国名を思いついたら変えよう。その国は、パリス同どう盟めいの少し北に位置する、小国家群のひとつだ。いくつかの都市と村で構成される小しよう規き模ぼな国と思ってください。

アモーレ：きっと国民が熱意ある感じで……。

ベルダー：ええ。すごく訓練されていてな。きっと姫はせかいいちかわいいにちがいない。

ルーチェ：……（笑）。で、その国に行け、と？

ＧＭ：「そうだ。現げん在ざい、その国の神殿内に不安な空気が流れているとの噂うわさがある。と言うのも、まだ証しよう拠こは摑めないんだが、そこに、我わが親友───」　あ、お父さんの名前なあに？

ルーチェ：あ、お父さん、決めてない。

アモーレ：（ネーミング辞典をおもむろにぱかっと開く）───ジョーカー。

一同：ジョーカーっ!?

ベルダー：お、お父さん悪そうだな。

アモーレ：ジョーカー・メテオライト！　神殿の切り札という意味ですよ、きっと。

ＧＭ：いいねぇ、神殿の切り札。きっと彼の操あやつる魔術はですね、世界に星を降ふらすほどのものと呼ばれ……。

ルーチェ：では、ぜひメルカッツの声でお願いします。

一同：メルカッツっ!?

アモーレ：なんで『銀ぎん河が英えい雄ゆう伝説』……（笑）。

ＧＭ：ＣＤドラマになっても、その声をあてるのはもはや……（しくしくしく）。

ルーチェ：で、その王国に、お父さんの死が関係してるのですか？

ＧＭ：「確かく証しようはない。だが、生前の彼が調ちよう査さしていたのが、ユーカリ王国にまつわるなにかだ、ということが最近になって判はん明めいした。その情じよう報ほうは故こ意いに消去された気配があり、細部は一いつ切さいわかっていない」

ルーチェ：つまり、王国へ赴いて調査をしろってことですね？

ＧＭ：「そうだ。これは、お前が携たずさわるのにふさわしい任にん務むだと考える。お前には、あの男の血が流れている。いつか父上の跡あとを継つぎ、ディアスロンドの切り札として───」

ルーチェ：そこが受うけ継つがれるんですか!?（笑）

ベルダー：次のジョーカーとして───。

ＧＭ：そう。「いずれ、受け継ぐ日がやって来よう。それまでに精しよう進じんするのだ。お前は、立派な神官だと思う。だがまだ経験がともなっていない。この任務の中で冒険者としての経験を積み、成長してほしい。行ってくれるな？」

ルーチェ：はい！　お父さんが亡くなった理由は知りたいですし！

ＧＭ：「うむ」グロワールは満足げに頷うなずき……「では、旅の支し度たくはこちらで用意してある。これを持っていくがいい」　その声を合図に、グロワールの従じゆう者しやたちが、食料なんかがぱんぱんに詰つまったバックパックをふたつ持ってきて……。

ルーチェ：あ……（笑）。

ＧＭ：「これだけあれば、ユーカリ王国まで行って帰るほどの余よ裕ゆうが……」（一同爆笑）

ベルダー：…………普通足りると思うよな（笑）。

ＧＭ：片かたっぽには肉と野菜の詰まった保ほ存ぞん食しよくの袋ふくろ。もう片っぽは何千Ｇかの軍資金。「これを使って、彼かの地ちへと赴き、生活の基き盤ばんも作りなさい」

ルーチェ：はい……（笑）。

ＧＭ：「いきなさい、ルーチェ。お父上の無念を晴らし、このディアスロンドに帰ってくる日を、私は心の底より待っている」

ルーチェ：行ってきます……そのバックパックは数日で空になりますけど……（笑）。

ＧＭ：（笑）。そしてキミは身み支じ度たくを調ととのえ、永く暮くらしてきたこのディアスロンドをあとにすることとなった───。

ルーチェ：じゃあ、準じゆん備びが終わったら街を出て……最後に少しだけ振ふり返かえってディアスロンドを見み渡わたします。




　「……行ってきます、お父さん」




　　＊　＊　＊




ＧＭ：と、そんな感じでルーチェのシーンを締しめ……。

ベルダー：ＧＭＧＭ。俺、第〇話でルーチェと一いつ緒しよだったんだけど、どうやって絡もう？　なんか、すごく自然に一緒に旅してたんですけど（笑）。

ＧＭ：ああ。じゃあ、この場に登場して、共同のオープニングにする？

ベルダー：それがいいかなー。ほら、ライフパスを振った結果、なんか秘密を共有してるじゃないですか（笑）。神官ではないけど、なんかジョーカーさんの死んだ原げん因いんについて、絡みたいかなー。で、子こ供どもの頃ころからルーチェのことも知っている。

ＧＭ：じゃあ、戦せん災さい孤こ児じかなにかって設定にして、グロワールが管理する養よう護ご施し設せつに預あずけられていたとか。

ベルダー：ああ、いいですね。で、子供の時からルーチェのことも知ってたことにできる。で、ジョーカーさんが亡くなる原因を、もしくはなんらかの秘密を知ってしまった。でも、幼おさない時のことだったんで、くわしく憶おぼえてない。

ＧＭ：では、彼女が出立した翌よく日じつになって、ベルダーは初めてその事実を知った。

ベルダー：なんだよ、水くせえな、と俺は慌てて追いかけて合流しよう。昔からルーチェを妹のように思ってたから、心配になって───あと、ライフパスが［好こう奇き心しん］だからな。セージとして、ディスロンドに籠こもるだけじゃなく外の世界で見聞を広めたい。

ＧＭ：ＯＫ。では、キミは旅たび支じ度たくをすませ、彼女のあとを追って旅立った。そして三日後───ようやくその、見み慣なれた後うしろ姿すがたに追いついた。

ベルダー：じゃあ、優しく声をかけよう。……ルーチェ、俺に声を掛かけないでいくとか、ちょっと冷たいんじゃないか？

ルーチェ：なら、その声に振り返って言います。───……ベルダーさん？

ベルダー：───ああ。

ルーチェ：……お腹がすきました。

ベルダー：最初の台詞がそれかよ！　三日で全部食いつぶすなよっ!?（一同大爆笑）

アモーレ：おかしい。一ヶ月の食料はどこへ……。

ルーチェ：きっと恵めぐまれない人を助けたり、寄き付ふとかもしていると思われます！

ベルダー：あー。つまり路銀も……ないんだろうなあ……。

ルーチェ：ないです……（キャラシートを見て）あ、一〇Ｇあります。

ベルダー：まあ、俺が出がけにパッと持って来た金がある……って言いたいところだけど、俺の所持金は〇Ｇなんで！（笑）　あれ、財さい布ふがない!?

ルーチェ：あ、落とした。

ベルダー：落としたかー、やっちまったかー。で、でも食い物は二、三日分はあるからね。これを必死に食いつないでいけば……。

ルーチェ：はいぃ……。

ベルダー：そんな情なさけない声を出だすな。俺たち、もう冒険者なんだぞ。金を稼かせぐ手しゆ段だんはあるはずだ。とりあえず今持ってる食料を食いつないで、一番近い町まで歩こう。そこで金を稼ぐんだ。

ルーチェ：はい。そうしましょう！

ＧＭ：（ナレーション口調で）……自分を追ってきてくれて、優しく声を掛けてくれて……そう、幼い頃から彼は、いつもキミのことを見ていてくれた。元気づけてくれる彼の言葉に、ふいにルーチェの心の中に何か温かい気持ちが宿った。

アモーレ：「───これで食いっぱぐれない」

ルーチェ：それ、あったかいんですかっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：だが、案の定……ベルダーの持ってきた食料はその晩ばんには枯こ渇かつし───。

ベルダー：な、なぜだ……っ！（笑）

ＧＭ：そしてさらに数日後……空くう腹ふくで限げん界かいを迎むかえようとしたその日、天使は舞まい降おりた。

一同：天使？




　「おお、さすがは神官様……っ！　よくぞ聞いてくださったっ!?　なにを隠そう、わしは憐あわれな旅のじじい……！」







◆Opening02◆つぶらの瞳のじじいのささやかなお願い




　空腹との戦いはその天王山を越え、旅の四人は今まさに天に召されようとしていた。

　───死ぬ。

　その想いだけが心を満たす中、一行はたどり着いた。

　新たなる試練が待ち受ける、その街に。




ＧＭ：えー、ルーチェとベルダーのオープニングがごっちゃになってしまったが……改めてシーンを開始しよう。場面は、ルーチェとベルダーが、旅のじじい＆孫娘を連れだって街に入ったところからだ。

ベルダー：ま、街についた……！

ルーチェ：生きてたどり着きました！

ＧＭ：やってきたのは、グランフェルデンという国だ。多くの冒険者が集まる、活気あふれる地だね。だが、その活気とは裏腹に、街の門をくぐった四人の表情からは生気が消え、まるでゾンビのような足取りで……その顔はそろってムンクの叫びになっている。

ベルダー：あれ？　街につくまで食事は出してくれたんじゃ？

ＧＭ：四人が街に向けて歩き始めたその夜に底をつきました。

ルーチェ：ごちそうさまでした。

ベルダー：一回で食い尽くしたかーもう驚きもしないわー。

ＧＭ：じじいは、震えながら言った。「と、とりあえずそこらの食堂に入りませぬか……わし、天に召されそう……」

一同：生きて───っ!?（大爆笑）

ベルダー：とりあえず、そのへんの店に入って相談しよう。

ＧＭ：ＯＫ。では、近くにポメロ串のお店があったので、四人はそこに入った。

ベルダー：では、席について注文したら、まずは相談しよう。俺たちの目的はふたつある。これを果たさねばならない。ひとつは、ユーカリ王国までの食料調達と路銀稼ぎだ。調達した食料は俺が厳重管理します。

ルーチェ：く……（笑）。

ベルダー：そして、戦力になる仲間を手に入れて、前回のダンジョンを攻略したい。

ルーチェ：仲間って神殿に行けば探せるのかな。

ＧＭ：探せる。募集をかけておけばいいだろう。が、キミたちに今、新たな目的が生まれようとしている。今まさにその生命を終えようとしているじーさんが、なにかを言いたそうだ。

ルーチェ＆ベルダー：え？

ベルダー：あ、ああ……じーさん、すまなかった。あんたの食料を食い尽くして……。

ＧＭ：じーさんは、消え入りそうな微笑を浮かべて返答する。「……いやいや、よいのじゃ……が、代わりと言ってはなんじゃがひとつ、頼みを聞いてはくれんかのう……」

ベルダー：…………。

ルーチェ：なんでしょう……（笑）。

ＧＭ：「実は、わしの実家が悪あく徳とくの金かね貸かしにハメられてのう。連帯保証人になったわしも、莫ばく大だいな借金を背負っておりましてのう───」

ベルダー：一いつ瞬しゆんでもあんたに詫びたいと思った俺が馬ば鹿かだったよ、じーさん。

ＧＭ：「なにをおっしゃいますか。あんたはともかく、そちらのお嬢じようさん……」ちらっ。

ルーチェ：こっちきた……っ！（笑）

ＧＭ：「神殿が、神官が、弱者を救きゆう済さいするのはその職しよく務むとわしは思う……ぜーぜー」

ルーチェ：いきなり釘を刺しに……（笑）。

ＧＭ：「もちろん、無理にとは言いませぬ。じゃが、その金が返せないとなると、わしはまだしもこの子がどうなるか───」ちらっ。

ベルダー：き、きたねえぞ、じーさん！（笑）

ルーチェ：あのぅ、その借金っておいくらくらいで……？

ＧＭ：「よくぞ聞いてくださった。その額がく、なんとわずか四〇〇〇Ｇ……！」

ルーチェ：四〇〇〇っ!?

ベルダー：ま、待て！　それは全力で拒きよ否ひだ……！　無理すぎるだろ！（笑）　……と思いつつ……孫娘を巻まき込こむとなるとルーチェは……（笑）。

ルーチェ：受けましょう、ベルダーさん！（即断）

ＧＭ：「おお！　さすがは神官！　さすがは神の使徒！　素晴らしいっ、素晴らしい勇気と愛ですのう……っ！」

ベルダー：俺は嫌なんだよ！（笑）　それにかんに障さわるから、そのしゃべり方をやめてくれ！　ていうか元気じゃねえかよ！　直前まで死にそうだったろ、あんた！

ＧＭ：「希望で胸がいっぱいに」

ルーチェ：あれ、そういえば注文の料理は？

ＧＭ：ああ、そろそろ運ばれてくるね。無数の竹串セットと、コンロと、料理が入ってるであろう巨大なタライ。そのタライの中には、色とりどりの無数の子ポメロが蠢うごめいている。

一同：…………。

ベルダー：これ、本物？　生きてるの？　竹串で刺して……焼くの？

ＧＭ：ウィッチェティ・グラブみたいなものだ。けっこーうまい。ちなみに、ポメロが蠢いているのを見ただけで、孫娘……ディクシィは目を見開いたまま気絶した。

ベルダー：食えるか──────っ!?（笑）

ＧＭ：と、ベルダーが声を上げたところでシーンを閉じよう（笑）。







◆Opening03◆陽ひの当たる場所




　彼女の人生は、常に闇と共にあった。

　闇の中に生まれ、差し込んだ一条の光をたぐろうとして、また闇の中でもがいた。

　自らの名を明かすこともかなわず、夜の世界へと踏み出した少女。

　彼女の名は、アモーレ───。

　愛を求める女だった。




ＧＭ：では、お待たせしました。アモーレのシーンに移うつろう……って、やっぱりてきとーな名前だなあ……（笑）。

アモーレ：ア、モーレ！　カ、モーレ！（←謎なぞの自己主しゆ張ちよう）

ルーチェ：（ぶっ、と噴ふいて）……だめだー、名前が出落ちの人が多すぎるー（笑）。

ＧＭ：さて、アモーレは秘密結社から逃にげ出だしたんだっけ？

アモーレ：そう。組織を脱走し、身分を隠して神殿に逃にげ込こんだ。自分、ちゃんと冒険者の勉強して来ましたんで！　ほら、神殿のペーパーテストも一〇〇点！　冒険者の登とう録ろく証しようとかも持ってる！

ベルダー：絶対に偽ぎ造ぞうだ（笑）。

ＧＭ：物心ついた頃から、ずっとキミは闇やみの組織にその身を置いていた。それが当然なのだと、両親にも教わっていて───。暗黒の日々、それが当たり前の日にち常じようだと思ってた。でもキミはある日、知ってしまった。

アモーレ：……そう。寒い冬の日に、窓まど越ごしに覗いてしまった温かい家庭の風景を。

ＧＭ：あれこそが普ふ通つうの人生なんだと知ったキミは、捨すてた。自分が育ってきたその闇の組織を。そこに居続けてきた自分の存そん在ざいを。

アモーレ：取とり戻もどすんだ！　切った張はった鉄てつ砲ぽう玉だまのからは卒業するんや……っ！

ＧＭ：そして求めた。人の、当たり前の生活を。その日よりキミは、名前を変え、顔を隠し……しかし、キミは知っている。組織から抜けることは、掟おきてが許ゆるさない。悪いことをして捕つかまったこともあった。だが、キミを追ってるのはかつての組織の仲間たちだ。彼らにばれないよう、人の多い町に逃げ込んだ。

アモーレ：うむ。

ＧＭ：そしてキミは、ある決定的なことに気づく。

アモーレ：なんでしょう。

ＧＭ：金がない。

アモーレ：なんとっ！

ベルダー：うわー、こんなのばっかりだー。

アモーレ：一〇Ｇ。一〇Ｇなんすよ、所持金。これはちょっと、そこらのチンピラを脅し………いや、その生活はやめたんだ！　仕事を求めなきゃいけない。真っ当に生きるんだ！

ＧＭ：ほとんど身ひとつで、キミはこのグランフェルデンにやってきた。

アモーレ：ここから新しくも輝かがやかしい、光の下でまっすぐ歩ける日々が始まるんだ！　心わくわくさせながら神殿の受付カウンターにやってきた。

ＧＭ：仕事とか、仲間を求め……？

アモーレ：そうそう。では神殿に行って……頼もーっ！　アモーレ・カモーレといいます！

ＧＭ：神殿の冒険者斡あつ旋せんカウンターにいた受うけ付つけ嬢じようは、キミの名前を聞いて笑いそうになるけど必死に我が慢まんしつつ……丁てい寧ねいに対たい応おうしてくれる。「……今日のご用は？」

アモーレ：あ、仕事がほしくて？　職しよく歴れきはないんですけど、ほら、見てください、冒険者テストもちゃんとすべてＡ判定で。

ＧＭ：「なるほど。基本的な装備はすべてそろい、冒険にはいつでも出られるような状じよう況きようにはなってますね。ですが、おひとりとなりますと……なかなか依頼はないかと……」

アモーレ：やはり。では、アタシを雇ってくれそうなギルドを探してくれないかい。

ＧＭ：「わかりました。では登録いたします。あなたの希望に合がつ致ちするギルドがあればいいのですが。では、弓使いを探さがすギルドがありましたら、ご連れん絡らくする……そんな形でよろしいですか？」

アモーレ：あ、「範囲攻撃できます」と強調しておいてください。

ルーチェ＆ベルダー：…………（笑）。

ＧＭ：「では、お呼びしますので、お待ちくだ……」と言いかけたところで───。

アモーレ：お？

ＧＭ：「たった今、弓使い……正確には、範囲攻撃役を求めるギルドの登録がございました」（一同爆笑）

ベルダー：話はや！（笑）

ＧＭ：「ええと、そのギルドの名はシンクトワイス。ギルドマスターの名は……」

ルーチェ：あ、そこに現あらわれていいですか？

ＧＭ：ＯＫ、その方が話が早いな。では、アモーレの前に現われたのは、ふたり。そのうち、ギルドマスターと思しき少女が、キミに声をかける。ささ、どうぞ。

ルーチェ：ええと、では……。




　「あなたが、アモーレさんですよね！

　あたしは、ギルド・シンクトワイスのギルドマスターで───」




　……こうして、運命の邂かい逅こうは相成った。




　　＊　＊　＊




ＧＭ：合流、おめでとう（笑）。

ベルダー：期待してます、アモーレさん！

アモーレ：お任せあれでアモーレ。

ルーチェ：（ぶっ、と噴き出す）いや、その名前ずるい……（笑）。

ベルダー：とりあえず、これで目的のひとつは果たしたな。あとは、路銀稼ぎと、前回のダンジョンの攻略か。

ルーチェ：仕事って、この神殿で受けられるんですよね？

アモーレ：そのとおり。へい、そこの受付のおねーちゃん。なにか、アタシらのレベル帯、三人でクリアできそうな素晴らしい依頼はあるかい？

ＧＭ：その言葉に、受付の神官はガサガサと資料を漁り……カウンターの上に、いくつかの依頼書を並べる。

ベルダー：どんなのがある？

ＧＭ：「街工場を占拠した暴走警備ゴーレムを倒せ／報酬五〇〇Ｇ／任務地：カナンの街／依頼人：神官シルヴァ」「伝説の万能薬・月夜草を探せ／報酬四〇〇Ｇ／任務地：ブリギット村／依頼人：カナデ」「ギルマンの砦を攻略せよ／報酬七五〇Ｇ／任務地：クラン＝ベル／依頼人：神官ウェルチ」　それから……。

ベルダー：路銀だけなら、このどれでもいいんだけどな……（笑）。

ＧＭ：「あ、こんなのもありますね」　ふいに、なにかを思い出したように受付の神官がぽむ、と手を叩いた。そこで棚から取り出した依頼書は……「ポメロを倒せ／四五〇〇Ｇ」

一同：四五〇〇Ｇっ!?

ベルダー：ポメロを倒せ……え？　ポメロ？　四五〇〇Ｇ？

アモーレ：危険な香りがするねえ。これは受けちゃいけないやつだよ。

ベルダー：だよなあ……ちなみに任務地は？（笑）

ＧＭ：地図が添付されてるね。地図によれば、このグランフェルデンから二日ほど南東にある、街道沿いの森の中だ。ついでに言うと、依頼人は匿名希望。

ルーチェ：あれ？　その場所ってもしかして前回のダンジョンでは……？

ＧＭ：お、そのとおり。

ベルダー：つまり、この依頼を受ければ俺たちの目的は同時に叶うってこと？

ＧＭ：十分だね。

ベルダー：裏がありそうな気がするけど、受けてすぐ行こう！　いいよね、ルーチェ？

ルーチェ：行きましょう！（笑）

ＧＭ：ＯＫ、キミたちが依頼を受けて準備し……目的地に向かったとこでシーンを切ろう！







　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆フェアリーの群むれ




　そこは、数日前に足を踏み入れた場所───。

　薄暗いの通路を抜け、ふいに視界が開けたその部屋には、戦いの痕跡が見て取れた。

　それは、彼らが知っている以上の痕跡だった。

　しかし今、真に気にすべきことは……その北側に延びる通路の奥に、乗り越えるべき最初の敵がいるという事実だった。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入ろう！　神しん殿でんで心強い仲間を引き入れ、破は格かくの報酬が約束された依い頼らいを引き受けたキミたちは、再びじーさんたちと邂かい逅こうしたあの場所へとやってきた───てなとこからシーンを始めよう。

ベルダー：あ、じーさんと孫娘は？

ＧＭ：グランフェルデンに残った。彼かれらを連れてくる意味はないからね。

アモーレ：そうそう、むしろ来てほしくない。あのふたりが一緒だと、報酬の四五〇〇Ｇを配分しないといけないとか……わけのわからないことになりかねない。

ベルダー：まあ、四五〇〇のうち四〇〇〇は、じじいのために使うんだけどな（ぽつり）。

ルーチェ：孫娘さんのためです、ベルダーさん！

ベルダー：お、おう。もったいねえ……四〇〇〇あれば……（と、ルールブックのアイテムリストを眺めつつ）。

アモーレ：こっちは、じじいのお願いなんかまったく知らない。ひゃっはー、四五〇〇だよ四五〇〇！　と、素直に喜んでいる（笑）。

ＧＭ：わははは（笑）。ともかく、キミたちはじーさんの真っ赤なスカーフに見送られ、グランフェルデンを出立した。そして数日後……目的の場所へとたどり着いた。

アモーレ：なんで真っ赤なスカーフ……（笑）。

ベルダー：じゃあ、その洞窟の前に立って言おう。───ここだ、間違いない。

アモーレ：ＯＨ！　ここが四五〇〇Ｇの洞どう窟くつ……!!（笑）

ルーチェ：やる気になっていただけてよかった～（笑）。

アモーレ：もちろん！　一いつ攫かく千せん金きんの夢ゆめを見ることこそ冒険者さ！　ヤクザな仕事を、神殿の金看板のもとで合法的にこなせる！　こんなにいい生活、他にあるもんかい……っ！（笑）

ベルダー：大丈夫だろうか、この女……（笑）。

アモーレ：ヒャッハ───っ、フリーダ───ムっ!!

ルーチェ：あたしも一いつ緒しよに……ひゃっはー、ふりーだむー！

ＧＭ：いかん、ルーチェが毒されている。

ベルダー：とても「父さんの敵かたき討うち」というキャラに見えない（笑）。

ルーチェ：えへへ（笑）。

ＧＭ：さて、キミたち三人は洞窟へと入り、奥へと続く回廊を危なげなく進んでいく。

アモーレ：おや？　なにやら勝手知ったるって雰囲気の動きだね。

ベルダー：ああ。実は、アモーレが必要だった理由がこの先にあるんだよ。

アモーレ：すでに下見を済すませてるとはねぇ。（ヘコんだ口調で）これがホントのプロフェッショナル……アタシはまだまだニセモノってことかい……。

ベルダー：ヘコまないでいいから！（笑）

ＧＭ：……と、そんなやりとりをしていると、三人はやがて大きく開けた場所へと出る。そこは、前回のクライマックスバトルを繰り広げた部屋だ。だが、見ればそこにある風景に……ルーチェとベルダーは違和感を覚える。

一同：違和感？

ＧＭ：そう、その部屋いっぱいに……つぶれ、はじけたポメロの死体が散乱している。

ベルダー：うわっ、そのままなのかよ!?（笑）

ルーチェ：まだ散らかってる～!?　……って、あれ？　あたしたち、ポメロ倒してないよ？

ベルダー：あれ？　そういえば、ゴブリン倒したら逃げ出してたな。逃げたヤツらが、ここでなにかあって倒たおされたりした？

ＧＭ：さて？（笑）　柵さくもあちこち壊こわされているね。そして前に見たとおり、部屋の北側に通路が伸びており……その奥から光が漏れ出しているな。

アモーレ：近づいて覗くと……。

ＧＭ：通路を塞ぐように、きらきらと光る身長40センチほどのフェアリーが群れをなしているのが見える。

[image: ]

アモーレ：わあ～妖よう精せいさんだわ～美し……。

ＧＭ：フェアリーは五〇匹ひきほどの塊かたまりで、ほとんど蚊か柱ばしらのようだ。

アモーレ：キモかった!?（笑）

ルーチェ：わ、わ～……キモカワだな～（笑）。

アモーレ：（素に戻って）あいつら魔ま法ほう攻こう撃げきしてくるから、けっこう痛いたいんだよ……（笑）。

ベルダー：そこでアモーレの出番なんだ。あそこを無傷で突破するには、範はん囲い攻撃で一気に殲滅するしかない。

アモーレ：くっくっく……ここであたしの出番ってことかい。ふふふ……アタシにゃ四五〇〇Ｇの価か値ちがあるってこと、見せてやるよ！　……と言いつつ、冷ひや汗あせが…………た、倒せるかなあ……（笑）。

ベルダー：そこで弱気にならないでっ！（笑）

アモーレ：が、アタシの矢に貫けぬものなど、ない！　……あ、そういえば質しつ問もんなんですが、我々のギルドで前に出て戦線を構築する方はどちら様で？

ルーチェ：あ、あたし……になるの、かな？

アモーレ：《カ……。

ＧＭ：《カバーリング》はないよ。

アモーレ：…………。つまり、アコライトのユーがワントップ？

ルーチェ：は、はいっ。

アモーレ：……オーウ……誰もミーをカバッテクレマセーン！　アタシが意地でも一撃で仕留めないとイタイイタイデスネー。

ルーチェ＆ベルダー：誰っ!?（笑）

ＧＭ：お、お前、口調が安定しねえなあ……（笑）。さて、ではここからフェアリーの駆除に入ろうか。この回廊は少し細めで射線を確保しにくい。三人のうち、誰かひとりだけが奇襲攻撃を行なうことができる。その奇襲攻撃のあと、フェアリーが生き残ってたら戦闘に入るものとする。

ベルダー：奇襲攻撃？

ＧＭ：ああ、一回だけメインプロセスを行なって攻撃ができるってこと。攻撃を受ける側は、回避にマイナス１Ｄのペナルティが入るよん。

ベルダー：命中はほぼ確実ってことか。

ＧＭ：では、開始前にフォーメーションを決めておこうか。

アモーレ：ルーチェと同じエンゲージにいよう。もし、仕留められなかったら突撃してよ。

ルーチェ：はいっ。

ベルダー：俺、うしろに一歩離はなれておこう。エンゲージは切るね。

ＧＭ：了解。フェアリーの群れまで、距きよ離りにして約10メートル。もし、一撃で倒せなければ一斉に魔法攻撃を撃ってくるだろうな。

アモーレ：どぉれ……やってやろうじゃないの！　〝ざくっ……〟と一歩踏ふみ出だして射しや撃げきの体たい勢せいを取る……！

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、アモーレの殺気を感じ取った五〇匹のフェアリーたちが一斉に振り向いて〝ぎらり〟、キミをにらんだ。

一同：こわ───っ！（笑）

アモーレ：ま、まぶしいっ!?　ＯＨ、これがどんなに望んでも届とどかなかった光！　しかし、今なら届く！　冒険者である今ならば！　犯はん罪ざい者しやだったあの頃ころの自分にさよならや……！　ぐへへへ……！　アタシは光のもとへいく！　その糧かてになるがいいわ───っ!?（笑）

ＧＭ：もうなにを言ってるのかわかんねえよ！（笑）

ルーチェ：（←爆笑している）

ベルダー：フリーダ───ムっ！（と、矢をつがえるポーズ）

ルーチェ：フリーダームっ！（笑）

アモーレ：おらおらァ！　ぐへへへ───っ！　……と言いつつ、弓を撃うつ！　ムーブアクション、マイナーアクションは共になし！　メジャーアクションで《ワイドアタック》！　フェアリー五体を全部攻撃する……！

ルーチェ：おおー、まとめて攻撃ってすごい！

アモーレ：さらに命中判はん定ていの前にファインアローを使う！　いくぞ、こいつが50Ｇだ！　……おりゃ！（ダイスを振る）───よし、出目がいい！　達成値ちは19！

ＧＭ：ぐほ、こっちは回避にペナルティが入ってるから避さけられない！

ルーチェ：やった……！

ＧＭ：アモーレの撃った矢が、闇の中に吸すい込こまれていく。一瞬の間をおいて……〝ぱっ！〟一気に拡かく散さんし、五〇匹のフェアリーが密集するエンゲージに降ふり注そそぐ！

ベルダー：さ、散さん弾だんか……！

ルーチェ：おおーっ。

ＧＭ：いやまあ、あくまで演出で（笑）。そして、このフェアリーたちを一いつ掃そうできるかどうかは……ダメージロールにかかっている！

アモーレ：では、ダメージロールに入る！　ファインアローでダメージに＋２！　この２点が命運を分ける！　……はず！　ダメージは２Ｄ＋６が基本で、《ピアシングストライク》でさらに２Ｄ増ふやす。……さらにここで、フェイトを２点使う！

ＧＭ：おお、突つっ込こむなあ。

ルーチェ：フェイト？

ＧＭ：ああ、第〇話ではちゃんと説明しなかったんで使わなかったけど……キャラクターはみんなフェイトという、運命を切り開く力を持っている。たぶん、みんな５点持ってるんじゃないかな。

ベルダー：あるある。

ＧＭ：このフェイトを１点消費することで判定のダイスを振り直したり、またダメージロールのさいに１点消費するごとにダメージ１Ｄ増加することができる。

ルーチェ：へぇ～、すごい！

アモーレ：というわけで、ダメージは６Ｄ＋８！　これでいける……はず！（ダイスを振る）───おお……っ!?　なんかすごいダイス目がっ!?

ＧＭ：（テーブルに散らばったダイスを見て）うぉわっ!?　な、なんだそりゃ!?

ルーチェ：すごいすごーいっ!?

アモーレ：こ、これはすごい目が出たよ!?　６が三つに５がひとつ！

ベルダー：すっげぇー!?

アモーレ：出目だけで28、合計36点の物理ダメージ！

ＧＭ：36　!?　そりゃ無理だわ！　こっちの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は３、【ＨＰ】は22だぞ。いかん、……アモーレの一撃で、五〇匹のフェアリーが一瞬で吹き散らされた！

ルーチェ＆ベルダー：おお───っ！（拍はく手しゆ）

アモーレ：ふう……やったか。自分でもびっくりだ！　……ど、どうよ？（笑）

ルーチェ：アモーレさん、すごく強いんじゃないですか!?

ベルダー：おお！　いけるいける！　ルーチェ、俺らはとんでもない拾いものをしたぞ！

ＧＭ：（笑）。では、フェアリーがいなくなった通路の先に、まだ回廊が伸びていることが確認できた。さ、フェアリーのドロップ品を回収して、先に進もうか？（笑）

一同：おー！（笑）







◆Middle02◆穴あなと橋と●●と




　フェアリーに守られたエリアを抜けた先には、さらなる障害が待ち受けていた。

　それは、回廊の床に穿うがたれた、顎あぎと。

　体力に自信のない一行にとって、あまり出会いたくないものだった。




ＧＭ：さてさて、新しいエリアに入ろう。キミたち三人はフェアリーの群れを突破し、その先へと進んでいく。二、三分ほども歩いた頃か……ふと気がつけば、周囲の様相はしだいに変化していった。

アモーレ：というと？

ＧＭ：それまで、この回廊の壁や天井は剝き出しの岩、床は土だったんだけど……今、キミたちがいるあたりから先は、壁も天井も崩落しないよう、木材などで補強されている。

ベルダー：人の手が入ってる？

ルーチェ：前回のゴブリンがやったんですかね……？

ＧＭ：さてどうだろう？　さらに少し進むと、もう人の手が入ってること確定なものが、キミたちの目に飛び込んできた。突とつ如じよ眼前に、切り立った崖がけが行く手を阻はばんだ。───穴、だ。

ルーチェ：穴？

ＧＭ：そう、穴だ。対岸まで、五メートルほどの幅がある。

アモーレ：しまった、最大の罠わなが来てしまった気がする……！　我々の中に、メインクラスがウォーリアの方はいらっしゃいませんかー！

ベルダー：残念ながら……（笑）。

アモーレ：くそぅ、《アスレチック》がないなんてーっ!!（笑）　ウォーリアは、跳とび越こえたりよじ登ったりする【筋きん力りよく】関係の判定が得意で……。

ＧＭ：安心してほしい。眼前にある、その巨大な穴だが……これを渡るために設置されているのであろう、跳ね上げ橋がキミらの目に入った。

ルーチェ：それなら安心です。

ＧＭ：ただし、設置されているのは対岸の側。しかも、今は上がった状態にある。

ルーチェ：安心じゃないです。

ベルダー：でも、ふだんはこの橋を降ろして通行してるなら、どこかにスイッチがある？　漠然と、スイッチがありそうな場所を判定で探せる？

ＧＭ：（ちょっと考えて）……スイッチを探し出せるかはわからんが、判定はしていいよ。この風景のどこかに違和感を覚える場所に気づけるかもしれない。えー、【感知】で難なん易い度どは８だ。それ以上の数すう値ちが出たら、成功だ。

アモーレ：じゃ、アタシが調べてみようかね。（ダイスを振る）12、成功！

ＧＭ：ＯＫ。アモーレは気づいた。キミらが立っている場所の斜め前……右側の壁の、崖の近くに───落ち葉が溜たまっている場所がある。

一同：…………。

ルーチェ：あやしいっ……（笑）。

アモーレ：ぱっと見て、風景としては問題ないが……なぜこんな洞窟の奥に落ち葉が溜まっている……？

ベルダー：ここには木が生えていないし、人じん為い的てきに用意されたもの、という印象を受けるな。落ち葉を調べることは可か能のう？

ＧＭ：じゃ、近づいてみる？（満面の笑み）

ベルダー：そ、その笑顔はやめてっ!!（笑）

ＧＭ：さて、このエリアを突破する方法はふたつある。この跳ね橋、埃ほこりがほとんど積もっていないことから最近も稼か働どうしていると想像できる。よって、どこかにあるだろうスイッチがあることは推測できるだろう。

ベルダー：もうひとつは？

ＧＭ：もうひとつは……跳び越えること。［跳躍］というルールはゲームにあるぞ。

ベルダー：みんなに《フライト》を掛けて向こう岸まで飛ぶのは？

ＧＭ：（満面の笑顔で）もちろんかまわないさ！

ベルダー：その笑顔やめろよっ！（笑）　（考え込んで）……これ、誰かが《フライト》で向こう岸に渡ったところで、エネミーが出てくるとかあり得る。にーやん、根性腐ってるから。




　お前が言うな。




ベルダー：ルーチェをまず送り込めば平気か？　ルーチェとエネミーが敵とエンゲージしても、俺とアモーレさんは遠距離攻撃できるし……。

アモーレ：いや、ルーチェを飛ばしたあと、こっち側にエネミーが出てきたら？

ベルダー：……あっ、なるほど（と、ＧＭの顔をうかがう）。

ＧＭ：（ただひたすらに笑顔）

ベルダー：あり得る!!　この顔はよからぬことを企んでる顔だよ！




　ちなみにこの時、誰かが穴を飛び越えたらエネミーが出るなんて仕掛けはなかった。

　《フライト》を使うなら、それはそれでＯＫ。それなりの【ＭＰ】を支払うのだから、ちっとも悪くない。むしろ、もっともクレバーな突破法とも言えよう。

　その選択をプレイヤーが取らないのは、勝手に疑心暗鬼になっているだけだ。

　ＧＭである私は、ただ黙って笑っていただけなのに。




ベルダー：……ルーチェ、どうする？

ルーチェ：あたしに振りますか!?　……個人的には、落ち葉を調べたいです。

ベルダー：じゃあ、落ち葉のあたり調べてから行動を選せん択たくするかー。

アモーレ：じゃ、ここはひとつ、あたしに任まかせてもらおう！　ふふふ、フェアリー五〇匹を一いち撃げきのもとに葬ほうむり去さった、プロフェッショナルのあたしが……！

ルーチェ：アモーレさん、がんばってくださいっ。

ベルダー：ルーチェ？　お、俺もやろうと思えば余よ裕ゆうでいけるんだよ？　とりあえず見せ場を譲ゆずってあげようかな、ってね？

アモーレ：くくく、若わか造ぞうめ……ほざきよる───（一同爆ばく笑しよう）。

ベルダー：ははは、女じゃなかったら殴なぐってるぞアモーレ。

アモーレ：ともかく、移動して落ち葉の山に近づく。エンゲージする。

ＧＭ：ＯＫ。ちゃんと説明してなかったが、なにか気になる場所があって、それを調べようとする場合、対象とエンゲージする必要がある。

アモーレ：んで、落ち葉の山付近をトラップ探たん知ちしたいんだけど……できる？

ＧＭ：できるよ。とりあえず、落ち葉に近づいただけでわかるんだけど……重なる落ち葉の隙間から、なにか見える。おそらくは、木で作られた戸板のようなものだね。

アモーレ：落ち葉で隠していたのかね。……この戸板を開けたら罠が発動する……というのはアレなので、戸板をトラップ探知しよう。

ＧＭ：他のふたりはどうする？

ベルダー：距離が置けるなら、そうしたい（笑）。

ＧＭ：できるよ。何メートル離れる？

ベルダー：そこまで決めるんだ。

ＧＭ：うん。……そこでなにか発生した場合……例えば魔法でも撃ってきたらその効果範囲や射しや程ていが問題になる。基本的に、ダンジョン内では常に誰がどこにいるか、マーカーとかで位置を明確にしておいた方がいいという。

ルーチェ：なるほど（笑）。

アモーレ：例えば、21メートル離れるとルーチェの《プロテクション》が届かなくなる！

ルーチェ：ああっ、そっか！　じゃあ、あたしはあんまりアモーレさんから離れてない方がいいよね……うう～、でもトラップが……（笑）。

アモーレ：まあ、こっちとエンゲージしてなければ、まず平気……？

ルーチェ：う～ん、う～ん……つかず離れず、が理想でして……。

ＧＭ：難しいことを言う（笑）。

ルーチェ：あ～、トラップがどんなものかわからないから、想そう像ぞうできない～どうしよう～!?

ＧＭ：今までキミは、まさに籠かごの中の鳥だったわけだからね。これが初めての体験だ。

ルーチェ：そ、それ、罠に当たれってことですか!?（笑）　じゃあ、５メートル離れます！

ベルダー：じゃあ、俺は11メートルで。

ＧＭ：11っ!?（笑）

アモーレ：なるほど、射程が10メートルだった場合を警けい戒かいしたわけだ（笑）。

ベルダー：そのとおり！（笑）

アモーレ：よぉし……では、トラップ探知！（ダイスを振る）クリティカル！

ルーチェ＆ベルダー：おお───っ！（拍手）

アモーレ：やっばいねえ！　こいつぁ余裕だねえ！　アタシの冒険者人生いけちゃう感じじゃなーい？　ヒーローになれちゃうんじゃなーい？（一同爆笑）で？　で？　罠はあるのかね、ＧＭくん？

ＧＭ：……オーケー。戸板にトラップはないようだ。

アモーレ：じゃあ、戸板を笑顔で開けさせてもらおうっ……！

ＧＭ：ＯＫＯＫ。トラップ探知に成功したので、奇襲をされることはない。

アモーレ：はっはっは、チョロいチョロ……ん？　は？　「奇襲されない」？




　───アモーレが笑顔でそう聞き返した時。

　戸板の下に隠れていた液状のなにか噴き出し、アモーレを飲み込んだ。




アモーレ：ああ──────っ!?　ねちょねちょのぐちゃぐちゃが───あああっ!?　これはスライムか──────っ!?（一同爆笑）

ルーチェ＆ベルダー：アモーレ──────っ!?

ルーチェ：スライムさんだ～！

ＧＭ：スライムといえば弱いモンスターの代名詞だけど、『アリアンロッド』ではそうじゃない。防御力を無視した攻撃をしてくるわ、物理防御は高いわ、【ＨＰ】の回復能力を持つわの危険な３レベルエネミーだ。ささ、戦闘を始めようか？

[image: ]

アモーレ：お助け──────っ！




　……こののち、スライムとの戦闘になるも、ルーチェたちはかろうじてこれを撃げき退たい───。

　さらには戸板の下に跳ね橋を降おろすスイッチを見つけ、一行は穴を越こえて洞窟の奥へと歩を進めたのだった。

　そのスイッチを押おすと同時に橋が勢いきおいよく倒れこみ、ベルダーが下した敷じきになったのは内ない緒しよである。死にかけたのは、さらなる内緒であった。







◆Middle03◆そのキノコ、猛もう毒どくにつき……？




　スライムとの激闘を乗り越え、回復を済ませた一行はさらなる奥へと進んだ。

　まるで、うち捨てられた研究室の一室。

　そこでルーチェとベルダーは、『アリアンロッド』のキノコについて学ぶこととなった。




ベルダー：ち、ちくしょう……橋に潰されるとは思わなかった……（笑）。

ＧＭ：ふはは、だからさっき「ダンジョン内では位置の把握が必要」と言ったんだ。

ベルダー：つ、次から気をつけるよ！　もう気を抜かない！

ＧＭ：（笑）。では、キミたちスライムとの死闘をくぐり抜け、さらに道を進むと、ドアに突き当たった。とはいえ、このドアは半壊しており、ほとんど機き能のうしていないね。わざわざ開けるまでもなく、横をくぐり抜けられそうだ。

ルーチェ：な、なんでこんなに壊れている……？

アモーレ：ともかく、部屋に入ってみるかね。あ、一応ドアにトラップ探知をし……。

ＧＭ：あ、その必要はない。もしかするとトラップはあったかもしれないけど、ドアは半壊し、トラップもすでに作動し終わったあとだろう。

ルーチェ：じゃあ、部屋に入りますっ。

ＧＭ：ＯＫ。そこは10メートル四方ほどもある、研究室のようだ。室内には、壊れた書棚や実験用のテーブル、器具を収納する棚……床には無数の実験器具がうち捨てられ、散乱している。

ルーチェ：やっぱりここ、誰かがいたみたいですよ。

アモーレ：これは、調べるとポーションとかが手に入るパターン！

ＧＭ：じゃ、具体的に説明しよう。まず、東側の壁中央付近には研究机づくえと書類棚だな、南の壁際には、ビーカーや試験管……そういった研究機材が割われて散さん乱らんしている器具机がある。

ルーチェ：ふむふむ（メモっている）。

ＧＭ：さらに西側。こちらには、薬品の保ほ管かん棚たならしきものがあり、中には薬瓶が並んでいるとわかるな。

アモーレ：おおっ、ほんとにポーションがありそうな気配！

ＧＭ：ちなみに、この棚は木で作られているんだが、すっかり朽くちてキノコまで生えている。

アモーレ：キノコ!?（笑）

ルーチェ：けっこう時間が経たってる感じですねぇ。

ベルダー：昔は研究室だったんだろうけどね。

ルーチェ：なるほど、なるほど（どこか吞気な声）。




　キャラクター作成時の会話を、ふたりはすでに忘れているようである。

　本書22ページを参照だ。




ＧＭ：そして……ＴＲＰＧの基き本ほんとして、こういうあやしいところを探すと、いいものが手に入ったり入らなかったりする。ひとり一回、好きな場所を探していいよ。

アモーレ：手分けをしろと！（笑）

ベルダー：俺は書類棚を調べたいな。

アモーレ：たしかに、そっちは【知力】判定っぽい予感。さて、あとは器具と薬品の二択たくか……。薬品棚は、ポーションとかがありそうな雰ふん囲い気き。【感知】でいけるか。

ベルダー：それぞれがばらばらに、手分けして探す方が効こう率りついいかな？

ＧＭ：そうだね。ただし、一箇か所しよにつきふたりが調べた場合、ふたつ目の新たなアイテムが手に入る場合がある。

ルーチェ：おおっ。

ベルダー：うーむ、これは悩なやましいなあ……（笑）。あくまでカンだけど、ここ……研究器具は優ゆう先せん度どが低そうな印象だな。こっちはポーションがありそう。……あ、メタ的な考え方はしない方がいいかな？

ＧＭ：いや？　そういうのは大事よ。

アモーレ：こういう時は、菊きく池ちさんの気持ちになって考える……！　明らかにあやしいと、逆ぎやくになにかあるんじゃないかとか！（笑）

ベルダー：なるほど。うーん、俺が選びそうなところはたぶん、嫌いやなことが起こりそうなんだよな……（ちらっとＧＭの顔色をうかがう）。

ＧＭ：（しわがれた声で）んー……さあ、どうでしょうねぇ……？

ルーチェ：だ、誰か来たー！　警部補の人が来ちゃったー！（笑）

ベルダー：な、なんでそこで古畑任三郎になるんだよ！

ＧＭ：口癖です。

ベルダー：さーて、どうしようか？　ルーチェはどこか調べたいところある？

ルーチェ：あたし、キノコに目が釘くぎ付づけです！（超絶断言）

ベルダー：食べるの!?（笑）

ＧＭ：そのキノコの色合いは、美しいヴァイオレット。

アモーレ：アウトアウト、アウトォ───っ!!（一同爆笑）

ベルダー：話をもとに戻そう（笑）　三箇所、探せる場所があって判定に成功するとなにかが手に入る。ふたりで同じ場所を調査した場合、追加でもうひとつなにか、別のアイテムが手に入る場合がある。ただし、三人しかいないから、一箇所取れないことになる。ＯＫ？

ＧＭ：ＯＫ。手掛かりがあるわけじゃないから、カンで選んでいいと思うよ（笑）。

ベルダー：だなー。とりあえず、独どく断だんと偏へん見けんで書類棚を調べよう。

ＧＭ：ということは、ベルダーは東側だね。

ルーチェ：うー、あたしは…………例え紫むらさきでもキノコの棚にいくっ！

ＧＭ：フォークとナイフを持って……。

ルーチェ：そう、フォークとナイフを持って……。

ＧＭ：ひひひ、と……。

ルーチェ：ひひひ、と……。

ベルダー：なんでだよ！（笑）

アモーレ：ギルドマスター、キノコをうかつに採りすぎないように！　……ああ、一緒に見た方がいい気がしてきた！　アタシも薬棚にいくよっ！

ＧＭ：了解。書類棚にベルダー、キノコ棚……もとい、薬棚にアモーレとルーチェだね。では、研究器具は放置か。

アモーレ：その方向で。

ＧＭ：まず研究机と書類棚の方から判定して。使うのは【感知】、難易度は秘密！

ベルダー：はーい。……たあ！（ダイスを振る）出目が５だから、10！

ＧＭ：お、成功だね。調べてみると、そこにはゴミやら書類が詰つめ込こまれていて、がさごそ漁るたびに埃が舞まう。

ベルダー：げほげほ、なんだこれは！　ゴミだけかよ！（笑）

ＧＭ：いや、その引き出だしの奥の方から、ＨＰポーションが１Ｄ６本見つかる。

ベルダー：お！　このポーションはまだ使えそうだぞ。何本手に入るか……な！（ダイスを振る）───４、ということは四本だ。

アモーレ：いい感じ。……持てる？　それ、一本あたり重量１。

ベルダー：持てない！（笑）




　『アリアンロッド』では、自分の【筋力】基本値までしかアイテムを持てないのだ。

　バックパックやベルトポーチなどを持てば、その限界重量を引き上げることができる。




アモーレ：出発する前に言うのをすっかり忘わすれていた！　バックパックを買おうと！

ベルダー：うーん、重量１だけど、俺は持てないなぁ。

アモーレ：アタシなら、あと７まで持てるよ。あとでよこしな。

ベルダー：おお、助かる。他にはもう見つかるもの、ないよね？

ＧＭ：いや……メモが書かき込こまれた魔ま導どう書しょが一冊さつ見つかった。

アモーレ：グリモアかなにか？

ＧＭ：いや、これは装備するアイテムではなく、シナリオアイテムだ。今回は使わないけど、これを持って帰れば、ストーリー的に役立つ場合がある。かもしれない。

ベルダー：興きよう味み深ぶかいものが手に入ったぞ。すぐ読めないの？

ＧＭ：見たこともない言葉で書かれているため、読めないね。

ベルダー：残念。あとのふたりには、「こんなものを見つけた」と報告だけしておこう。

ＧＭ：では、続けて薬品棚にいこうか。

ルーチェ：キノコの棚♪

アモーレ：言うなればキノコ組！

ルーチェ：あたしたち、キノコの人たちです！（笑）

アモーレ：そう、チーム・キノコ！

ＧＭ：（なんかルーチェがどんどんお馬鹿キャラに……）。で、ひとり目は誰？

アモーレ：自分が先兵で行こうじゃないか。ギルドマスターはまず……抑おさえて（笑）。

ルーチェ：抑えられてるー！（笑）

アモーレ：紫のキノコに魅了されつつ……（ダイスを振る）10！

ＧＭ：お、成功した。こちらは棚の影かげから、ハイＭＰポーションが二本、手に入る。

ルーチェ：えーと……（ルールブックをめくりつつ）ハイＭＰポーションは[image: 300]円です。

ＧＭ：円に換かん算さんしないように（笑）。ちなみに、売ると[image: 150]Ｇになるよ。

アモーレ：ただ、回かい復ふく量が４Ｄだから、いざという時に頼りになる。いいもんめーっけ！　これはいいものですぜ、ギルマス！

ルーチェ：おおっ♪　いいものですね！

ＧＭ：そして……ルーチェも判定どうぞ。もっといいものが見つかる可能性があるぞ。

ルーチェ：はいっ！

アモーレ：……ここでフェイトを１点使っても、いいんじゃないかね!?　ハイＭＰポーションを見つけたから、それ以上のものも出そうで、こう……欲よつ求きゆうが……（笑）。

ベルダー：ルーチェ、お前のキノコ嗅きゆう覚かくの見せ所だ……！（笑）

ルーチェ：えっ！（笑）じゃあ……フェイトを１点使います！




　ところでキノコ嗅覚ってなんだ。




ルーチェ：い、いきます！　キノコ───っ！（ダイスを振る）やだ、低い!?　え、えーと……６だから……８です…………。

ＧＭ：フェイトをもう１点使うと、振り直しができるよ？（笑）

ベルダー：その場合は、先に入れたフェイトはなくなっちゃうの？

ＧＭ：いや、そのまま３Ｄで振り直すことができる。

ルーチェ：む、むむむ……これは、振り直すしか……！　フェイトをもう１点使いますっ！

ベルダー：ルーチェのちょっといいとこ見てみたい！

アモーレ：そーれ、フェイト！　フェイト！　フェイト！（笑）

ルーチェ：えーい！（ダイスを振る）やああああ～っ!?　減へったぁ───っ!?（笑）あう～、７しかないよ!?（笑）

アモーレ：だめか───っ！

ＧＭ：あ、いや……実は、すべての判定、難易度は全部７だったんだ。ゆえに、新たなアイテムは見つかりますわ。

ルーチェ：おおっとぉ!?

アモーレ：つまり振り直しは意味がなかった！　うん、まあいい！（笑）

ＧＭ：薬品棚の一番奥に、淡あわい白に光るポーションが見つかる。そこには───「蘇そ生せい薬」というラベルが貼はってある。

アモーレ：なんとっ!?　マジでいいやつじゃないかっ！

ベルダー：蘇生薬？

アモーレ：こいつがもしマジもんなら……一五〇〇〇Ｇ！　売れば七五〇〇Ｇだ！

ルーチェ：えぇ～っ!?（ルールブックを確認し）……ホントだ！　めっちゃ高い～！

ＧＭ：そして、「蘇生薬」と書かれたラベルの下に、もう一いち枚まいラベルが貼ってある。そこには赤い文字で「非ひ売ばい品ひん　Not for sale」……そして売ばい却きやく禁きん止しとも書いてある。

ルーチェ：あっ、これ売れませんよ！

アモーレ：まあいい、持ってるだけで意味がある。戦闘不ふ能のうから回復できる素晴らしい薬。ギルマス以外が持っているのがいいと思う。まあ、アタシが妥だ当とうかねえ。

ＧＭ：と、そんな話しをしていた時だ。優やさしい私は、あとひとつイベントを用意しておいた。

アモーレ：お？

ルーチェ：まだなんかアイテムあるのかな？

ＧＭ：キミらが漁った木もく製せいの棚……ここに生えているキノコが、にょきっと立ち上がった。

ルーチェ：キノコさんが動いた……っ！

ＧＭ：ちなみに外見は、傘かさの部分こそキノコなんだが、柄え（傘の下につく円筒状の部位）の部分にムンクの叫さけびのような顔がついている。

アモーレ：げげぇ──────っ!?（←正体がわかっちゃった）　帰る！　帰る帰るっ！　出ようこんなダンジョン!!（笑）




　このエネミーの名は、スクリーマー。

　２レベルのエネミーで、戦闘力こそ決して高くはないが、死亡すると断末魔の悲鳴を発し、同じシーン内いるすべての対象の【ＭＰ】をロスさせる厄介なヤツだ。
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ＧＭ：安心しろ。このキノコ、しばらく放置されていたせいか、ひからびかけているぞ。

ルーチェ：しなびてますよ。元気がないってことは【ＨＰ】が少ないんだと思うの。

ベルダー：識別すれば、なにかわかるかもな。よし、戦うか！

ＧＭ：では、ここから戦闘ラウンドに突とつ入にゆうしよう……！




　こうして、三人はキノコとの戦いに突入した。

　だが、その勝負は一瞬でついた。

　なぜなら、このキノコたちのは【ＨＰ】は１しかなかったからだ。

　加えて、彼らには［自爆］というトラップが仕掛けられていたのだ。それは、死亡時に爆発を起こして同じエンゲージの対象にダメージを与えるトラップだ。

　すなわち、戦闘開始早々、エンゲージを離脱したアモーレがスクリーマーの一匹に射撃すすると同時に、それは大爆発───当然、他のスクリーマーも次々誘爆した。

　当然、ひとりエンゲージに取り残されたルーチェはそれに巻き込まれた。

　そして……




　───三匹のキノコが一斉に、ルーチェの眼前で断末魔の悲鳴をあげた。







◆Middle04◆罠は、心理の裏側に仕掛けるもの




　武器を構えたまま、黒焦げになったルーチェの【ＨＰ】、そして全員の【ＭＰ】を必要十分に回復してのち、一行は再びダンジョンの探索を続けた。

　警戒して進む三人は、その部屋に前にたどり着いた時、心からの笑顔になった。




ルーチェ：ひ、ひどい目にあいました……。

アモーレ：まさか［自爆］が仕掛けられていたとは……（笑）。

ベルダー：あの部屋は、俺かアモーレだけを残して、ふたりが部屋を出る。そして遠距離からの攻撃を仕掛けるのが正解だったか……とにかく先に進もう（笑）。

ＧＭ：うはは。では、さっきの部屋を出て、消沈した気分でさらに先へと進むキミたちだが……その一本道をしばらく進むと、少し先の右側の壁にドアを見つけた。

ベルダー：お、分岐？

ＧＭ：いや、その扉にはプレートがはまっており、こういう文字が書かれている。遠目にもこんな文が書かれているのが見えた。「宝物庫」、と。

一同：宝物庫!?

アモーレ：おう、イエス。まずは近寄って扉を調べよう。これはさすがに見み逃のがせない！

ＧＭ：近づくとわかるが、ドアには室内を確認するための覗き窓がついてるね。

アモーレ：なによりまずは、トラップ探たん知ち！（ダイスを振ふる）……だあぁ───ぁっ!?　１、１、２ってどういうことよぉ!?（一同爆笑）　さ、さっきのキノコの胞ほう子しが目に入って、前が霞んで見えないっ！　目が……目が──────っ!?

ＧＭ：で、達成値はおいくつ？

アモーレ：このままだと９！　なにも見つからないと言わざるを得ない！　ここはフェイトを１点使って……って、いやいやっ、残りが３点しかないのよー！

ＧＭ：ここで使っちゃうのは痛いたいよ？　もうすぐクライマックスなのに（笑）。

アモーレ：ですよねぇー！　ここでフェイトを使うなんて……使うか？　でも、ここで使っておいてなにもなかったら……こういう時に一番悩なやむ……いやっ！　ここは……あたしたち、ギルドの仲間よね……一いち蓮れん托たく生しようってやつよね……？（一同爆笑）

ルーチェ：フラグを立てないでください！（笑）

アモーレ：達成値は９のままで！　罠わなはないと思うよ───……にこり。

ベルダー：この笑顔、きっと間違いはないだろう。

ルーチェ：き、きっと、そ、そう、ですよね！（笑）

アモーレ：……このドア、鍵かぎはかかってる？

ＧＭ：かかってるね。特定の鍵じゃないと開かないタイプだ。

アモーレ：つまり、どこかで鍵を探さないといけない、と。なら、せめて室内を確認しよう。

ＧＭ：ルーチェとベルダーが見守る中、アモーレが覗き窓に顔を寄せると……〝どんっ!!〟

アモーレ：どん？

ＧＭ：窓から槍やりが突き出た。

アモーレ：おびゃびゃびゃあ───っ!?

ベルダー：こわ……っ！（一同大爆笑）

アモーレ：くっそ、窓を覗いたら発動か!!　ひどい!!（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：かなり定番だし、探知に失敗する方が悪い。ささ、【敏捷】で難易度14をしなさい、成功すれば回避できる。

アモーレ：（ダイスを振る）失敗。

ＧＭ：突き出た槍が、アモーレの顔に直撃した。

アモーレ：目がっ、目が───っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：槍はそのまま彼女の身体を押し出し、通路の反対側の壁にアモーレを縫ぬい止とめた。

ルーチェ：うわぁ～!?　アモーレさ───ん!?

アモーレ：これ、『インディ・ジョーンズ』とかで見たことある……っ！（笑）

ベルダー：大変だ！　アモーレのインディがジョーンズしてしまう！

アモーレ：ジョーンズしちゃう───っ!?
















　　＊　＊　＊




　結局、このトラップによってアモーレは16点のダメージを受けた。

　ダメージロールの結果から即死はないと考え、《プロテクション》は使わず、あとで《ヒール》することを選択したのは賢明であった。




アモーレ：うおっ!?　す、すごい！　全ぜん快かいした……！（笑）

ルーチェ：えへへへ（笑）。

ＧＭ：ともあれ、生還おめでとう（笑）。さて、目の前には宝物庫の扉がある。そこには相変わらず覗き窓があるわけだが……。

ベルダー：……これ、もう一回覗くと、もう一回串刺しになる……？（笑）

ＧＭ：ああ、基き本ほん的てきにトラップは一度発動すると無効になる。トラップを再起動する仕掛けも、データの中にあるけどね。その仕掛けを［再起動装置］という。

ベルダー：なるほど。まあ、とにかくアモーレ。せっかく目に槍を食くらいながら罠を発動させてくれたんだから、その目で真実を見てきてくれ（笑）。

アモーレ：では、槍の洗礼を受け終わった今、この目で真実を見てきてやろう！　くわっ！　……では、窓から覗きます。




　───〝どんっ〟。

　覗き窓から槍が飛び出した。




　アモーレは、反対側の壁に縫い止められた。




　　＊　＊　＊




一同：○×△□×○○◇……っ!?（←全員、大爆笑して言葉にならない）

アモーレ：ほんとに［再起動装置］が仕掛けられてるとか───っ!?（一同大爆笑）

ルーチェ：アモーレっ、アモーレ……っ！（←大爆笑したままテーブルに突っ伏す）

ＧＭ：（爆笑をこらえつつ）さ、［再起動装置］の説明もちゃんとしたのに……（笑）。よし、今のアモーレの英雄的行動に免じて、槍が突き出た刹那に室内が見えたことにしよう……！

アモーレ：く……っ!?（笑）

ＧＭ：そこは、あまり大きな部屋じゃない。だが、中にはいくつかの防ぼう具ぐやマジックアイテムが、いろいろと積み上げられていたな。

アモーレ：お、お、お宝やでぇ───っ!!　お宝がぎょうさんあったでぇ───っ!!

ルーチェ：おおーっ！

ベルダー：……なんだか取れる気がしないんだけど、どうしてだ……？（笑）

ＧＭ：ちなみに、中に入れた場合、ダイスを振ってなにが手に入るかを決めることになる。出目がよければ、かなり儲もうかることは確実だ。

アモーレ：ほう！　ほほう!!

ベルダー：これはフェイト祭をしないとな！




　フェイトは、ダイスを振る時であれば基本的にいつでも消費することができる。

　それによって、出目の達成値を無理やり上昇させることが可能なのだ。




アモーレ：……いや、考えようによっては、今のお宝判定の情じよう報ほうは「ラスボス戦はきつい。かなりフェイトを使う想定」というＧＭからのメッセージにも取れる。宝があるのがわかってて、ボス戦でフェイトを使わざるを得ないという残酷な状況に……。

ベルダー：俺はフェイトが５点残ってるから、ラスボス戦で多少なら残せるはず！

ＧＭ：では、こんなところで次のシーンに移うつろうか！（笑）







◆Middle05◆ヘル・オア・ヘヴン




　天国と地獄───。

　それは、運命を分かつ選択であった。

　人は快楽を求め、そして堕ちていく……この二股の道は、三人にそんな教訓を与えた。

　いや、大げさだなそれは。うん。




ＧＭ：というわけで、次のエリアに入ろう。えー……これまで一本道だった回廊だが、ここで道は二股に分かれている。そして、二股の真ん中にある壁には金属製のプレートがはめ込まれており、「Hell or Heaven」という文字が彫刻されている。

ルーチェ：天国か、地じ獄ごくか……ですか。

ベルダー：どちらがヘルで、どちらがヘヴンかはわからないのか？

ＧＭ：ぱっと見、わからないね。ぶっちゃけヒントもない。どっちに進むかは運うん次し第だいだ。ただひとつ気になるのは、その道に入る部分はアーチで飾られており、道幅が狭い。人がふたり並ぶのがちょっと苦しそうだ。

一同：…………。

ルーチェ：もう嫌な予感しかしない……（笑）。

ベルダー：なんの意味があるのかわからないけど……いずれにせよ、どっちかの道を選ぶんだよなあ。分散するメリットはないし。

ルーチェ：うんうん。

アモーレ：（ちょっと考えて）……なるほどねぇ。分かれる必要はないけど、移い動どうの順番や隊列は固定される、ってことかねえ？

ベルダー：あ。なるほど……（笑）。

ルーチェ：順番、大事っ。

ベルダー：よし、個こ人じん的てきな考えではなく、あくまで戦せん略りやく的てきな観点で言おう。ここは一番硬かたく、一番生命力の高い者が先頭になるのが、確かく実じつではないのか。

ルーチェ：なるほど～……の前に。あの、どっちの道がヘヴンでどっちがヘルか、調べられたりは……。

ベルダー＆アモーレ：あ。

ＧＭ：ふふふ……では、【感知】で判定をどうぞ？

ベルダー：最初に気づいたのはルーチェだし、振ってみようか！

ルーチェ：あ、あたし、すごく低いよ～……大丈夫かな……（と、ダイスを握って）……じゃあ……えい！（ダイスを振る）あ、８！　10です！

ＧＭ：お。キミが通路の壁をくまなく観察すると……左右で壁の色が若じやつ干かん変わっている部分がある。右側の壁には「Heaven」、左側には「Hell」と文字が刻きざまれているのがわかる。

ルーチェ：あっ！　書いてありました！

アモーレ：おおっ、よくやったよ！　で……どうする？

ルーチェ：そのままいくか、疑うたがうか……ですよね。ヘヴンの方がいいんでしょうけど……。

ベルダー：（真顔で）しかし激はげしすぎる地獄は、時として天国に感じるぞ。

ＧＭ：うん、それはキミだけだ（一同爆笑）。

ベルダー：あ、あれっ!?　ここはアウェイか？　誰もわかってくれないのかっ!?

ルーチェ：そっか、そういう趣しゆ味みがない人は、天国に行った方がいいってことですね！

ベルダー：俺だけ地獄に行けってか！（笑）

アモーレ：いやぁ……ベルダーがどっちに道を進みたいかわかっちゃったわー……（笑）。

ベルダー：い、いかん！　二手に分かれる可か能のう性せいが出てきたよ!?（笑）　少ない戦力を分けるのは得とく策さくじゃないのにっ!?（笑）

ルーチェ：えっと……とりあえず、あたしが最初に行くのは確定でいいですか？

アモーレ：アタシはそれでいいと思うねえ。なにせ、ウォーリアであり、《プロテクション》を使えるあんたの防御能力は相当高い！

ＧＭ：では、どちらに行く？　天国か、地獄か？

ベルダー：（意味深な笑顔で）どっちが好き？

ルーチェ：別にあたし、マゾじゃないから天国の方に行きます！

ベルダー：（なぜか笑顔で）マジメな話、俺はマゾじゃないよ？　さっきのは一般論だよ？

アモーレ：ともかく！　隊列はルーチェ、アタシ、ベルダーの順でヘヴンの方に入る。それでいいね、あんたたち。

ルーチェ＆ベルダー：いいでーす！

ＧＭ：わかった。じゃあ、最初にギルドマスターたるルーチェが、「Heaven」の道に足を踏ふみ入いれた。では、【幸運】の判定をどうぞ。難易度は秘ひ密みつ。

一同：なにいっ!?

ルーチェ：【幸運】！　振るしかない！（ダイスを振る）あ、８が出ましたよ。11！

ＧＭ：惜おしい。そこでいきなり、ルーチェとアモーレの間に、シャッターが降おりた。

アモーレ：あっ!?

ルーチェ：閉とじ込こめられた───っ!?　あちゃ～……も～っ！　ゴートゥーヘブーン!!

アモーレ：ギルマス、落ち着いて……っ!?（笑）

ＧＭ：なお、落ちてきたシャッターは透明だから、お互いに姿すがたは確かく認にんできる。

ベルダー：パントマイムごっこができるな。

ルーチェ：ベルダーさん。今は、そんなこと言ってる場合では……（笑）。

ベルダー：たしかに。俺とアモーレは───地獄に進むしかない、と。

ルーチェ：ベルダーさんが素敵な笑顔に……。

ベルダー：なんでよっ!?　今、マジメにしゃべったよね、俺っ!?（笑）

アモーレ：他に討論すべき話題はないのかい、あんたら。

ルーチェ：そ、そうでした。どうしよう……あたしひとりなのに、このまま敵てきが出たら……。

ベルダー：俺たちもヘルのルートに入る。

ＧＭ：ＯＫ。では、残ったふたりが「Hell」の回廊に踏み込むと、やはり背後でシャッターが落ちる。なお、平行して伸びるふたつの道の間の壁は透明で、お互いの姿を確認できるようだ。声もかろうじて通るな。

ベルダー：それは助かる。回廊の中はどうなってる？

ＧＭ：二本の道ともまっすぐに伸び、一〇メートルほど先にはドアが見えるな。

ベルダー：あれ？　そのドアの向こうは同じ場所に繫がってるぽい？　なら、お互い先に進んだ方がよさそうだな。

ルーチェ：わかりました！　じゃあ……行きましょう！

ＧＭ：では、キミたちは同時に歩き始めた。そして両ルートと共に、なにごともなくドアの位置までたどり着く。

アモーレ：おや？　なにも起こらない。

ルーチェ：そのドアを調べると？　鍵は掛かってる？

ＧＭ：掛かってるね。そして、ルーチェがドアに触ると同時に……ベルダーたちが入ったヘル側の回廊が〝ごごごご……〟と振しん動どうを始める。

ベルダー＆アモーレ：っ!?

ＧＭ：そして、入り口のあたりから床が崩落を始めた。

アモーレ：入り口付近で待ってなくてよかった───っ!?

ＧＭ：安心するのは、まだ早い。崩落した床は、その下にあった奈落へと落ちていくわけだが……〝ごおおぉ───………………ぉ…………ぅ〟

ベルダー：……。

アモーレ：……先生、落ちる音が聞こえません（笑）。

ＧＭ：しばらくあとに、〝どぉん……〟と聞こえた。

ベルダー：ふ、深ぇ──────っ!?

ＧＭ：そして床の崩落はゆっくりと、ふたりに向かって迫ってくる。

アモーレ：げぇっ!?

ルーチェ：あたし、天国ルートでよかったっ!?

アモーレ：まずいっ!?（笑）　一刻も早く鍵を開けて外に出ようっ!?

ＧＭ：と、キミがドアに触れたその時だった。〝プシュ──────っ！〟　ルーチェ側の回廊にガスが吹き込んできた。

ルーチェ：ああ───っ!?（笑）　や、やばいやばいやばい!?

アモーレ：毒ガスっ!?　それのどこがヘヴンっ!?（笑）

ルーチェ：ヘヴンはヘヴンでもほんとにゴートゥーヘヴンだった～！

ＧＭ：いかにも。ガスの噴出が始まった時、ルーチェはちょっと吸すい込こんでしまったんだが……なんか、いきなりいい気持ちになってきたな。

ルーチェ：いい気持ちにっ!?

ＧＭ：そうだ。それはまさに───天国に昇るような気分だ。

ベルダー：だから［Heaven］かよ───っ!?（笑）

ルーチェ：死ぬ死ぬ、死んじゃうよ～!?（笑）

アモーレ：やばい、やばいぞ!?（笑）

ＧＭ：ほれほれ、早く換かん気きをしないと大変なことになっちゃうよ？

ベルダー：ルーチェ、がんばれ！

ＧＭ：いや、キミたちもすでに［Hell］目前だから。

一同：げげ──────っ!?（笑）

ＧＭ：うひひ、ではここでこのエリアの突破方法……ルールを解説しよう。




　このエリアの仕掛けは、次のとおりだった。


・両ルートの出口に当たるドアは、鍵開けの判定に成功すると開くことができる。

・この判定を行なえるのは、先頭にいる者……すなわち［Hell］側はアモーレ、［Heaven］側はルーチェだけである。

・［Hell］側は四回、この判定を行なうことができるが、一回行なうごとに床の崩落が進む。

　三回目の判定を行なった直後、アモーレのうしろにいるベルダーは奈落に落ちる。

　奈落に落ちた者は敵に捕まった状態でクライマックスフェイズに登場、そのさいの【ＨＰ】は１となる。






ベルダー：それはひどいっ!?（笑）　よ、よかった、アモーレが先頭で！　俺が前に出てたら判定に成功する自信がないわ！

ＧＭ：いやいや、まだ安心はできないぞ。





・［Heaven］側も同じく、鍵開けを成功する必要がある。ただし……ガスを吸ってしまうと気持ちがよくなって鍵開けをする気が失せる。

　これを回避するためには息を止める必要がある。これは宣言だけで成功するが、鍵開けの判定をするごとにダメージを受ける。最初は２Ｄ、以後一回チャレンジするごとに１Ｄずつ増えていく。このダメージは防御力を無視し、なおかつ軽減もできない。






ルーチェ：……死ぬっ!?

カモーレ：判定ごとにダメージ？　じゃあ、判定しない場合は？

ＧＭ：……ああ、説明不足だった。この判定は、戦闘ラウンドのように進行する。アモーレが判定したら、次はルーチェの番だ。ここで判定を放棄してもダメージは入る。

アモーレ：ですよねー。

ベルダー：だいたい理解した。手こずるとみんな死ぬ！（笑）

アモーレ：ちなみに、鍵開けの判定の難易度は？

ＧＭ：【器用】で難易度20だ。

一同：高いわ─────────っ!?

アモーレ：これは、フェイトを突っ込んで無理やり成功させるしかない……！

ルーチェ：でもフェイトを使いすぎると、宝物庫のお宝判定がー（笑）。

アモーレ：っ!?　な、なんて狡猾な罠なのさ……っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ふはははは。では、これより判定を開始しよう！




　　＊　＊　＊




　このエリアは、本ダンジョンの中でもっとも大がかりな仕掛けだった。

　しかし───。

　現在の隊列で回廊に突入した時点で……正確に言えば、鍵開けの得意なアモーレを先頭に突入した時点で、すでに大勢は決していたのだ。

　最初の判定において、悩んだすえにアモーレはフェイトを一点だけ使用、鍵開けにチャレンジして……見事にクリアしたのである（ルーチェはフェイトを使うが失敗）。

　そこからあとは早かった。

　ドアを開けた向こう側は両ルート共通の部屋になっており、この部屋側からも鍵開けの判定ができることが判明。部屋に転がり込んだアモーレは、弾けるように［Heaven］側のドアに駆けつけ、部屋側から鍵の解除を試みた。

　そしてわずか二手目にして［Heaven］側のドアも開放……無事、ルーチェを救い出したのだった───。




ルーチェ：助かりました、アモーレさん……（笑）。

アモーレ：いやいやいや、はっはっは。

ベルダー：仕掛けは大がかりだったけど、あっさり終わった（笑）。

ＧＭ：くっそ！　使ったフェイトは合計で二点かよ！（笑）　計算では、もっと使うはずだったのに……！

ベルダー：で、でもさ……ここ、帰りはどうするんだ……帰りもここ、通るよね？

ルーチェ：もうここは通りたくないです……（笑）。

ＧＭ：いやいや？　帰りは［Heaven］側のルートを普通に進めばいい。一度発動したトラップは、基本的にその機能を失なうと言ったろう。

アモーレ：世の中には［再起動装置］ってもんがあるんじゃボケ───っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ないない、この部屋にはそんなの仕掛けてない（笑）。

ベルダー：まあ、いいや（笑）。じゃあ、先に進もうか。この部屋に、出口は？

ＧＭ：ある。部屋の北側に、やたら複雑かつ美麗な細工を施した巨大な石の扉がね。

一同：え？

ルーチェ：もしかして、ここは……。

ＧＭ：そうだ。これこそが、本ダンジョンの最後の扉。ここを開くとクライマックスフェイズに突入する……！

一同：おお……っ！

ベルダー：たしかこの依頼の目的は、「ポメロを倒せ」だったなー。つまりここまでくればもう楽勝ということ！　じゃあ、回復だけ済ませたら、扉を蹴り開ける！

ＧＭ：ＯＫ！　では回復ののちにクライマックスフェイズに入ろう！（笑）







　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆邪じや悪あくなる者どもを討うて！




　数々の障しよう害がいを乗のり越こえ、三人は豪奢な彫刻を施された巨きよ大だいな扉とびらの前に立った。

　だが、ふいにそこで感じたのは恐おそるべき敵てきの気配。

　全身が総毛立ち、背中に冷たい汗が流れる───。

　最後の部屋には、これまでに出会ったこともない強大な敵が……待ち受けていた。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに突とつ入にゆうしよう！　キミたちはいくつもの難関を突破し、今、最後の扉の前に立った。

ベルダー：さあ、突入するか！

ＧＭ：扉の向こうに感じ取れるいくつもの気配。意識するともなしに、こんな声が聞こえてくる───。「（やや甲高い声色で）……アアアアイツをなんとかしてくださいよ!?　あんなの聞いてないっすよ!?　この研究所もめちゃくちゃに……！」

ベルダー：え？　この口調、前回のゴブリンぽくないか……？

ルーチェ：生きてた……？　あいつって、あたしたちのこと？

ＧＭ：さて？（笑）　で、続いて狼ろう狽ばいも露あらわなその言葉に、威い厳げんを感じさせる声が応おうじる。「（低い声色で）……問題はない。この研究所は破は棄きする。あとの処理は……そうだな、お前に一任しよう───」　「（甲高い声色で）そ、そんなの聞いてねぇです───っ!?」

アモーレ：なんだい、なにかモメてるようだねえ。

ベルダー：しかもこのダンジョンを破棄して逃にげる気まんまんだ。

ルーチェ：急いで中に入りましょう！

ＧＭ：では、そろそろこの扉……せっかくだしかっこよく開けてくれ（笑）。

アモーレ：ギルドマスター、ひとつお願いします。

ルーチェ：えっと……あの（少し考えて）じゃあ……扉を蹴けり壊して、中に入ります！

ＧＭ：では、キミは〝がぁん！〟と扉を蹴り壊した！　踏ふみ込こんだ瞬しゆん間かん、中にいたヤツらの視線が、一斉にキミたちに向けられた。そう、まず目視できるのは二〇匹ほどのゴブリンと、三〇匹ほどのポメロたち！

ルーチェ：多いっ!?

アモーレ：これきっと、モブよね？　二グループのゴブリンに三グループのポメロとみた。

ＧＭ：正解（笑）。ちなみにここは、大きなドーム状の部屋だ。その最奥……一段高い場所に設置されている祭さい壇だんの側に、ローブを纏まとった何者かが立っている。

ベルダー：あいつがボスか。

ＧＭ：そのボスと思しき黒ローブに食ってかかっていたのは、一匹のゴブリン。その容姿に……ルーチェとベルダーは見覚えがあった。

ベルダー：あ、やっぱり前回戦ったヤツか！（笑）

ルーチェ：あの時の！（笑）

ＧＭ：そのとおり。ただ、どこか印象がちがう。彼はその手に大きな弓を持っている。ネタばらしをするが、前回のバトルののち、必死に修行をした結果、彼はゴブリンアーチャーへと進化を遂げたようだ（一同爆笑）。

[image: ]

アモーレ：ゴブリンが進化ぁっ!?　な、なんて珍めずらしい光景だ……！（笑）

ベルダー：弓……アウトレンジで攻こう撃げきできるようになったのか。

アモーレ：で、出世ゴブリンと話してる黒ローブは、どんなヤツで……？

ＧＭ：ローブとフードで全身を隠しているのではっきりは見えないが……少なくとも、頭は人間のそれじゃない。おそらくは……牛。

アモーレ：……………………。

ルーチェ：うし？

ＧＭ：そう、動物の牛。そして眼鏡めがねをかけ、腰こしには試験管やらなにやらをぶら下げ……背せ中なかにコウモリの翼つばさを広げており───。

アモーレ：待って待って待ってっ!?　それ、魔族じゃないかいっ!?

ベルダー：魔族？　強いの？

アモーレ：魔族とは、いわゆる人間にとって不俱戴天の敵！　世界の侵しん略りやく者しや的なイメージと考えてもらえれば！　ていうか、牛頭の魔族ってハゲンティでほぼ確定じゃ───っ!?




ハゲンティ

　錬金術を得意とする中位魔族。

　自らが創り出した爆弾（ハンドグレネード）等を駆使して戦う。その爆弾も、ただ爆発してダメージを与える単純なものから、毒を仕込んだものなどバリエーションに富む。

　レベル７のエネミーである。
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ＧＭ：……と、そんなヤツ。

ベルダー：レベル……７……？

ＧＭ：ハゲンティは、興味なさげにキミたちを一瞥し、言う。「ふむ、人間か。ふだんなら殺すか、研究材料にでもするところだが、今は少し忙しい。まあ、いい。この研究所も破棄が決まっている。お前たちにかまうつもりもない」

ベルダー：つまり、ここでなにか研究をしていたが、すでに用よう済ずみになったということか。

ＧＭ：そういうこと。おそらく彼かれは、ここでの実験を終えたようだ。

アモーレ：お疲つかれ様さまっした……！　出口はあちらでございます！　あとは部下に任せて、ずずいとお帰りくださいませ！

ルーチェ：見逃すんですか!?　それは神官としてどうなんでしょうっ。

アモーレ：あんなの相手にしてられるか───っ!?　今日の屈辱に耐えて、明日の戦いに勝つのもまた正義じゃ───っ！

ルーチェ：なるほどっ、たしかにです！

ＧＭ：「（低い声色で）……ふうむ、そうか。つまり儂に用事はない。そういうことだな？　では、さようなら」（なぜか一同爆笑）

ルーチェ：なんかおちゃめ……っ（笑）。

ＧＭ：いや、それはキミの大いなるかんちがいだ。ハゲンティは表情ひとつ変えずに命ずる。「ゴブリンよ、あとのことは任せる。破棄するとはいえ、我が神聖なる研究所に土足で人間が踏み入ったのだ。───みな殺しにしろ」それだけ告げて、彼はかき消えた。

アモーレ：よし……！（笑）

ベルダー：強いのがいなくなった！（笑）

ルーチェ：安心しましたっ（笑）。

ＧＭ：ゴブリンアーチャーはキミたちのそんな反応を見て、言った。「い、いや、いいんだけど……正義の冒険者の発言として、それでいいのか……？」（一同大爆笑）

ベルダー：い、いいんだよっ！　俺たちが受けた依頼はあくまで「ポメロ退治」！　魔族を倒すとか予定に入ってはいない！

アモーレ：四五〇〇Ｇって報酬は、きっと魔族込みだろうけどな───っ!?（笑）

ＧＭ：「くくく、ハゲンティ様がいなくなって喜んでいるようだがなあ、そいつはかんちがいってもんよぉ……。この短期間で超絶パワーアップしたこのオレの力の前に……」

ベルダー：でもさー……あいつ、一回負けてるんだぜ～？　ぷぷ～！（笑）

ＧＭ：「ぷぷーじゃねーだろ、ぷぷーじゃ!?」

ルーチェ：ベルダーさん……（笑）。

ＧＭ：「まあいい。こうなったらお前たちをぶっ倒たおし、金品を根こそぎ奪うばってやろう！」

ベルダー：しょぼい目的だ……。

ＧＭ：だが、油断はしない方がいい。キミたちの眼前には、ちょっと特殊なゴブリン……そう、遺い跡せきを探たん索さくするための工具を背せ負おったゴブリンが２グループいる。そして、三〇体……いや、三グループの色いろちがいポメロがぽよんぽよんと蠢いているのだ！

ルーチェ：お、美味しそうなのがいっぱい……。

ＧＭ：お、美味しそうって話はおいといて……さあ、ここから戦闘に入ろう！




●第一ラウンド

▼行動値ち

　アモーレ　　　　　　　　　９

　ベルダー　　　　　　　　　８

　ルーチェ　　　　　　　　　６

　遺跡探索ゴブリンＡ、Ｂ　　６

　ゴブリンアーチャー　　　　４

　ポメロＡ、Ｂ、Ｃ　　　　　３
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ＧＭ：（テーブルの上にコマを並べつつ）……配置はこのとおりだ。キミたちから５メートル先にポメロが、さらに５メートル先に遺跡探索ゴブリンＡ、Ｂがいる。そこからさらに５メートル先にゴブリンアーチャーがいるぞ。まず、セットアッププロセス！　なにかする？

アモーレ：ふふふ、所詮アタシはこのギルドの新参者。ギルマスとベルダーに行動指針を立ててもらおうかね！

ルーチェ：え、う……わかりましたっ。

ベルダー：（戦場を見ながら）ルーチェ、《陣形》を使おう！　アモーレ、俺も前に出るから、ポメロの一掃を頼みたい！

アモーレ：任せときな！

ルーチェ：では　《陣じん形けい》を承認します！　ちなみに、武器のおしりの部分のキャップを外すと、判子になってます！（一同爆笑）

ＧＭ：なんだその細かい設定……（笑）。ともかく了りよう解かい。《陣形》の効果が発動した！




　《陣形》の発動と共に、ルーチェとベルダーが飛び出し、ふたりはポメロのいるエンゲージまで移動。続くベルダーは《コンコーダンス》をともなった《エンサイクロペディア》を使用する。このエネミー識別はすべて成功、敵の能力は露わになった。
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ベルダー：あれ？　先に《エンサイクロペディア》をしてから《陣形》で移動した方がよかった……？




　実はそのとおりである。

　敵の能力をあらかじめ知っていれば、そのあとにどう行動するかの指針となるからだ。先に移動を行なってから敵の調べた場合、その移動そのものにミスがあっても、もはや修正が効かないのである。

　なお、識別に成功したエネミーは以下のとおりだ。




ゴブリンアーチャー

　……３レベルエネミー／物理防御力の方が高い。

　《クローズドショット》：自分と同じエンゲージに射撃可能。

　《ゴブリン集団》：シーン内のゴブリンのモブの数が多いほど強くなる。




ゴブリンパスファインダー（遺跡探索ゴブリンと呼ばれていたもの）

　……３レベルモブ／物理防御力の方が高い。

　《バッドステータス付与：スタン》：ダメージを通した敵に、［スタン］を与える。

　《ゴブリン集団》：シーン内のゴブリンのモブの数が多いほど強くなる。
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ＧＭ：ポメロに関しては前回と同じだ。ただ……三〇匹の中に一匹だけ、持ってるスキルこそ変わらないものの「つよいポメロ」という名のポメロが混ざっている（笑）。

ベルダー：なんだそれ（笑）。

ルーチェ：か、かわいい。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス……まずは【行動値】９のアモーレからだ。

アモーレ：いえーい。アモーレ、いきまーす！　四五〇〇Ｇのために！

ベルダー：お、おう……（笑）。

アモーレ：ふふふ、なに買おっかな♪　実は買うもの、もうリストアップしてるんだよね！

ルーチェ：……（笑）。

アモーレ：希望の明日に向けて……！　ムーブアクション、マイナーアクションはなし！　メジャーアクションで《ワイドアタック》！　対象は……悩なやましいけど、ポメロたちを攻撃する！　ここで道を開けて、ルーチェにゴブリンパスファインダーを攻撃してもらおう。

ルーチェ：がんばってください！

アモーレ：任せなさい。ポメロがどれぐらい強いのかがわからないから……さらにファインアローを使用。これが今日の最後の一本だ！

ベルダー：吹ふき飛とぶ50Ｇ！

アモーレ：だがかまわん!!　いくぞ、命中判定！　おりゃー！（ダイスを振る）出目が11、達成値16……！




　アモーレの放った矢が空を切って飛ぶ。四五〇〇Ｇの執しゆう念ねんが込もったせいか、ポメロたちに次々と着弾する。




アモーレ：よっしゃ！　ここで《ピアシングストライク》！　ダメージを上げて４Ｄに！　これが50Ｇの力だ───っ！（ダイスを振る）20点の物理ダメージ！　……やったか!?

ＧＭ：おお、強いな。ポメロは【物理防御力】が２しかないから18点抜ぬける。矢は、次々とポメロたちを撃ち抜き……まるで水風船が割れるかのように、飛沫を放ちながら散っていった。弾けたポメロの水分で、周囲に霧のようなものが立ちこめて……。

アモーレ：くくく、ファインアローの嵐あらしだ。生き残れるポメロはいるまい……（笑）。

ＧＭ：と、勝ちを確信したその時だった。周辺にたゆたう霧がゆっくりと晴れゆく中……ルーチェとベルダーは、気づいた。

ルーチェ＆ベルダー：え？

ＧＭ：その薄くなった霧の中にある、強大な闘気の反応に……！

ベルダー：な、なにいっ!?（笑）　ま、まさかこれは……！（笑）

ＧＭ：そしてキミらは目視した。〝こふぅ……〟　その口元より、赤い瘴気を吐はき出しながら、微び動どうだにしない一匹のポメロの姿を！　彼はその眉間に皺を寄せ、そのつぶらな瞳でぎょろり、眼前のベルダーとルーチェを睨みつける。

ベルダー：いろいろ表現がおかしいよっ!?

ルーチェ：（←爆笑している）

アモーレ：ひぃっ!?　や、ヤツが身体に纏まとうこの魔闘気は……っ!?

ベルダー：ま、待って待って！（笑）　計算外すぎたっ！　ポメロは一掃できると思って俺、前に出ちゃったよっ!?

ルーチェ：実は一番強いのがこのポメロ……？　というか、これがボス……？

アモーレ：ありえる……!!（笑）　これが四五〇〇Ｇの理由……っ!?

ＧＭ：だから言ったじゃん。任務の内容は「ポメロ退治」だって。

一同：うわ──────っ!?（大爆笑）

ＧＭ：まあ、その上でゴブリンアーチャーの撃破が戦闘終了条件なんだけどね（笑）。

アモーレ：だが、ポメロを倒せなければ報酬が減額されそう！

ＧＭ：（笑）。次は、行動値８でベルダーの順番だ。

ベルダー：予定変更！　目の前のポメロに《ウォータースピア》……！




　慌てたベルダーが、渾身の力を込めて水の魔術を解き放つ。

　槍を象った彼の魔力はしかし───ポメロの体表面上でむなしく弾け、砕け散った。




ベルダー：なに……っ！　死なないのっ!?

ＧＭ：ぜんぜん死なない（あっさり）。ちゃんとダメージと［放心］は入ったけどね。なお、この光景を見たゴブリンたちが、ざわめき始める。「や、やべぇ……やっぱアイツは駄だ目めだ！」「化けもんだ……!!」「人間どもが来てくれて助かったぜ……！」

アモーレ：え？　ま、まさか……ダンジョンの途中、エネミーのしがいが散乱してたのも、あちこち部屋が荒らされていたのも……こいつが犯はん人にんということか……!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そうだ。ゴブリンアーチャーが、ハゲンティに向かって言ってただろう。「アイツをなんとかしてくださいよ!?」って。アイツってのはキミらではなく、このポメロのことだ。

一同：ああーっ!?（笑）

ＧＭ：おそらく、このポメロはなんらかの実験により生み出された生物で、強大な力を持つけど、敵味方を見境いなしに襲いかかるようなヤツで……。

アモーレ：コントロールできてね───っ!?
















ＧＭ：なお、時間と共にポメロのつぶらな瞳はしだいに充じゆう血けつし、口からは漏れ出す赤黒い瘴気の流れは激しさを増し、周囲に伝播していく。

ベルダー：「闘気を抑おさえきれぬわぁ！」って、『北ほく斗との拳』のカイオウ様かよ！

ＧＭ：次はルーチェの行動だ。エンゲージを離れて、ゴブリンパスファインダーのエンゲージに突とつ撃げきするもよし、その場で強化ポメロと殴なぐり合うのもよし！

ルーチェ：うーん、うーん、どうしよう……。




　ここでしばし悩むルーチェ。

　だが、冷静になって考えれば、エンゲージを離れてゴブリンパスファインダーを攻撃すると、メイジであるベルダーがポメロと一対一で対たい峙じすることとなる。

　それはさすがにマズイと、彼女はその場にとどまり、ポメロを攻撃することを選せん択たくした。

　───だが、ルーチェ渾身の一撃も、ポメロの生命を刈り取るには至らない。




ルーチェ：た、倒れないんですか、今のでも……っ

ベルダー：次はゴブリンパスファインダーの攻撃か……。

ＧＭ：パスファインダーたちは、ポメロのあまりの凄さに見入って沈黙したのち、大歓声をあげた。「素晴らしいですよ、ポメロさん！」「ポメロさん！　今、お助けに参ります！」とまっしぐらに助すけ太だ刀ちに来る（一同大爆笑）。

ベルダー：お前ら、さっきまでポメロを邪魔者扱いしてただろうっ!?（一同大爆笑）

ルーチェ：（←ピンチなのに大爆笑）




　ポメロのエンゲージに駆かけつけたゴブリンパスファインダーたちは、ピッケルを振ふり回まわしてルーチェとベルダーに攻撃を仕掛けた。

　彼らは、マイナーアクションで《バッドステータス付与：スタン》を使用。また、エネミースキル《ゴブリン集団》で、命中判定の値とダメージが上じよう昇しようさせての攻撃だ。

　その結果、《プロテクション》で軽減をしてなお、ルーチェには９点、ベルダーには８点のダメージ……加えてバッドステータス［スタン］を与えるに至った。




ベルダー：痛い。痛いが、まだ大丈夫だ。残り【ＨＰ】26点！

ＧＭ：次のはもっと痛いぞ？　ここでゴブリンアーチャーの行動だ！

アモーレ：さあ、来い！　ゴブリンアーチャーよ、弓使い同士……一対一で派は手でに撃うち合あいをしようじゃないかい！

ルーチェ：かっこいい～！

ＧＭ：ゴブリンアーチャーは見下すような目で言葉を返す。「……安い挑発だねえ、人間。オレ様の攻撃が、前のふたりにいかないようにオレを煽ってるのが見え見えじゃねえか。……でもいい。お前の挑ちよう発はつに乗ってやろう。前にいる雑ざ魚こは、ポメロ様のお力でどうにかしていただく……！」（一同大爆笑）

アモーレ：お前……っ、さっきまでボス面しといて、完全に手下扱いじゃねえかっ!?（笑）




　ゴブリンアーチャーの一撃は、《ゴブリン集団》によってその力を底上げされている。

　命中判定の出目は３。

　実に素敵な数字ではあったが、それですらアモーレに直撃となった。




ＧＭ：ではダメージロール！　《ゴブリン集団》で底上げされ、最終的に４Ｄ＋15になる！

一同：４Ｄ＋15……っ!?

アモーレ：けっこー……というかかなり痛いっ!?

ＧＭ：（シリアス風な声で）「さあ、消えちまいな───っ！」　（盛大にダイスをばらまく）




　───ダイス目、２、１、１、４。




一同：しょぼ───っ!?（大爆笑）

ＧＭ：ダ、ダメージは23点の物理だ！

ルーチェ：では、《プロテクション》!!　（ダイスを振る）……６がふたつ！　12です!!

一同：おお───っ!?

アモーレ：８点しかダメージを受けなかった！　ふふふ、馬鹿め。我々にはギルドマスターがついているのだ！　先ほど一対一の勝負と言ったな……あれは噓うそだ……！（一同大爆笑）

ルーチェ：ちょ……っ（大爆笑）。

ＧＭ：噓をつくなよっ!?（一同爆笑）　「や、やるな。だが、我々にはポメロ様がついていることを忘れるな……！」

ベルダー：こっちもダメで卑ひ屈くつなヤツだ……!!（爆笑）

ＧＭ：そしてここで、ポメロ様の行動になる。当然、ムーブアクション、マイナーアクションはなし。メジャーアクションで体当たりを行なう。

ベルダー：持ってるスキルが普通のポメロと同じなのが救いだ……（笑）。

ＧＭ：ルーチェとベルダー、どっちを狙うか……どっちも［スタン］してるし、ランダムで決めよう。（ダイスを振る）……ベルダー、キミだ！

ベルダー：俺に来たか。残り【ＨＰ】26だから一撃死はないと思うけど……。

ＧＭ：では、ポメロはぼよんぼよん、とベルダーの足下に寄ってきて───〝ヴン……！〟ポメロの姿が眼前からかき消え、目に捉えきれない一撃が放たれる。〝どぅん……っ！〟　ポメロの拳……いや、体当たりが繰り出されてのち、衝撃音があとからついてきた。

アモーレ：音速越えてる──────っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：命中は３Ｄ＋５……いや、［放心］でダイスが減ってるから２Ｄか。（ダイスを振る）……うむ、９！　命中は合計14！

ベルダー：［スタン］で今の回避は１Ｄになってるから、避さけるのは不ふ可か能のう……死にはしない、死にはしないと思うけど……（少し考えて）フェイトを３点使用、回避を４Ｄで振る！

一同：おおっ!?

アモーレ：浅見さん、思い切りがいい……（笑）。

ＧＭ：なんか、矢野くんを見てるみたいだ……。




矢野俊策

　ＴＲＰＧ『ダブルクロス』や『グランクレスト』のゲームデザイナー。これまで、いくつもの『アリアンロッド』リプレイに参加、その参謀ぶりと、思い切りの良さに定評がある。




ベルダー：回避は４Ｄ＋３、いくぞ……！（ダイスを振る）……16！　19で回避成功っ!!

ルーチェ：やったぁ～っ！（拍はく手しゆ）

ベルダー：ぎ、ぎりぎりだった……。

ＧＭ：ち、回避したか！　ポメロは一撃を外して〝ぽよーん〟と、着地。彼の放った一撃の軌道……その周辺空間には、〝ジッ……ジジッ〟プラズマ光が走り、空気が帯電する。

一同：待て待て待て……っ!?（大爆笑）

ＧＭ：そして少し遅れ、ベルダーのすぐ脇の地面が〝ごりっ〟と削けずれ、巨大な穴が穿たれた。

ベルダー：ちょ……っ!?　喰らってたら首から上がなくなってたぞ!?

アモーレ：あかん、あれはあかんやつや!?（一同爆笑）

ＧＭ：ではここで情報をあげよう。キミはポメロ様の攻撃を受けた刹せつ那な、見た。気づいた！　彼の半透明の身体の中に、鍵かぎのようなものが浮うかんでいることに。

ベルダー：お？　これはまさか……！

ルーチェ：あのお宝部屋の鍵だ～！

ベルダー：つまり、一応のボス・ゴブリンアーチャーを倒して戦闘を終わらせるか、お宝部屋の鍵を優ゆう先せんしてポメロ様をも倒すか、か。

ルーチェ：ここは……ポメロ様を狙ねらいましょうっ！

ベルダー：ですよねー（笑）。じゃあ、その方針を貫く方向で……！

ＧＭ：では、ここで全員の行動が終了したのでクリンナッププロセスに入ろう。ここでポメロ様が受けた［放心］は解かい除じよされる。［スタン］は、自分の行動が来るまで回かい復ふくしないぞ。

ベルダー：なるほど……なかなか厄介だな。了解だ。

ＧＭ：以上で第１ラウンドは終了。第２ラウンドへと移うつろう！




●第二ラウンド目

▼行動値

　アモーレ　　　　　　　　　　　　　９

　ベルダー　　　　　　　　　　　　　８

　ルーチェ　　　　　　　　　　　　　６

　ゴブリンパスファインダーＡ、Ｂ　　６

　ゴブリンアーチャー　　　　　　　　４

　つよいポメロ　　　　　　　　　　　３

[image: ]




　戦闘開始時に想定していた展開は一転───第二ラウンドは、ポメロ様に攻撃を集中することで全員の意見が一致していた。

　セットアッププロセス終了後、最初に行動順番が回ってきたアモーレは、その持てる力のすべてをもって……すなわちダメージロールにフェイトを突っ込んで攻撃を繰り出した。

　範囲攻撃を行なえるゆえ、二体のゴブリンパスファインダーも巻き込んだが、あくまでも目標はポメロ様の撃破である。

　効果なハイＭＰポーションを飲み干し、ＭＰの補充までしての一撃は……！




アモーレ：ダメージロールは６Ｄ＋６じゃ───っ！　死ね───っ（ダイスを振る）……ぎゃ──────っ!?　こ、これはひどいっ!?（笑）




　ダイス目１、１、２、２、５───合計11。




アモーレ：ダイス五個こで11……!?　えー、17点です。……やったか!?（一同爆笑）

ＧＭ：やってるわけないだろうっ！（笑）　さあ、次はベルダーの行動だ。

ベルダー：仕方がない。ここは……《リゼントメント》をポメロ様に撃つ！




　《リゼントメント》───。

　一シナリオに一回しか使えない、メイジの火力増強スキルである。

　ＨＰポーションを飲みつつ、ポメロ様に向けて最大の必殺技を放つ……！




ベルダー：判定は３Ｄ＋９！（ダイスを振る）う、ちょっと低い……６、命中は15だ！

ＧＭ：（笑顔を浮かべて）ポメロ様の回避は２Ｄ＋２……６ゾロのクリティカル以外は回避できないなあ……（と、ダイスを握にぎる）。

ベルダー：（なぜか笑顔で）……や、やめてね？

ＧＭ：ああ？　ここで空気を読んでほしいか……？

ベルダー：本気でやめてくれ……っ!!（笑）

ＧＭ：ふふふ……（盛大にダイスを振る）…………５！　達成値７で、命中！

ベルダー：当たった！　本気でいく！　ダメージは３Ｄ＋25……っ！（と、ダイスを握る）

ＧＭ：さすがは《リゼントメント》……だが！　さあ、こいっ！

ベルダー：（ダイスを握りしめて）……頼む、頼む……っ！　でやあっ!!（ダイスを振る）…………いいぞ、出目が13だ！　合計で38点の魔法ダメージ……っ！

ＧＭ：うおっ、38点!?　【魔法防御力】は10、28点ダメージだから───……（計算中）。

ベルダー：死んで、お願いだから死んで……！

ルーチェ：お願いです……！

アモーレ：お前はもう十分に生きたはず！　もう死んでいい……っ！（笑）

ＧＭ：累計ダメージが50点を超こえた！　それはさすがに耐たえきれない！　ポメロ様、ここに墜ちる……っ！

ベルダー：っしゃおらぁっ!!　よっしゃあぁ!!（ガッツポーズ）

ルーチェ：やったぁ～！（拍手）

ＧＭ：ポメロ様は、最後にほくそ笑み……「我わが生しよう涯がいに、一いつ片ぺんの悔くいなし……！」そう声をあげ、仁王立ちしたまま絶命した。

ベルダー：それは弟の方だろうっ!?（笑）

アモーレ：カイオウ様じゃねえっ！（笑）




　『北斗の拳』がわからない人はごめんなさい。




ＧＭ：「あああっ、ポメロ様が───っ!?」「馬鹿な、あの御方が倒れるなど……！」ゴブリンパスファインダーは大騒ぎだ。

ルーチェ：ですよね！（笑）

ＧＭ：だが、まだボスたるゴブリンアーチャーがいる！　彼は、動揺する部下たちに向かって力強く声をあげた。「落ち着け、てめえらあ！　あのクソポメロがやられたくらいで騒ぐんじゃねえ……！」

一同：ちょ……っ!?（笑）

ルーチェ：急に手のひらを～っ！（大爆笑）

アモーレ：わかりやすくダメなヤツじゃなーいっ!?（大爆笑）

ＧＭ：アーチャーは、キミらのそんな罵声をまったく気にも留めず、口元に歪んだ笑みを浮かべて見下すように言う。「わかってねえなあ、てめえら？　そのクソポメロを倒すために、どんだけ切り札を切ったよ？　高価なポーションに、フェイトに、しかも《リゼントメント》まで切りやがったな？　残りカスになったおめえらが、このオレにかなうと思うか？」

ベルダー：なるほど、一理ある。でもな───。




　「……ポメロ様を失なって残りカスになったお前らが、この俺たちにかなうと思うのか？」




　　＊　＊　＊




　そして、戦闘は再開した。

　戦いは、ベルダーが言うとおりの結果となった。







　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆戦い終わって明日を夢見る




　ギルド・シンクトワイスの死闘は、ここに一旦の結末を迎えた。

　見事、ゴブリンアーチャーの一団を撃破した一行は、ダンジョン内にとって返して宝物庫に突撃……そこを漁った。漁りまくった。

　かろうじてフェイトを１点だけ残していたルーチェが判定を行なった結果、その出目が爆発……見事、倉庫内に格納されていた装備をすべてゲットした。

　〝トラベラーズマント〟〝チェインメイル〟〝大きな目〟〝精霊のタリスマン〟……そして〝軽銀の盾〟───２レベルの冒険者としては、破格の報酬だった。

　三人が、ほくほく顔でグランフェルデンへと帰還したのは言うまでもなかった。




ＧＭ：というわけで、ここからエンディングフェイズに入ろう！　……しかし、アイテム、出し過ぎたな……（笑）。

ベルダー：いや、俺たちはがんばった！　今夜は気持ちよく寝ねられるよ、俺！（笑）

ＧＭ：……くそ（笑）。では、エンディングの最初のシーンは、キミたちがウハウハでグランフェルデンの神殿に戻った場面からだ。

ルーチェ：ご飯の時間です！

ＧＭ：い、いや、俺……今、神殿に戻ったって言ったよね？（笑）　まずは任務クリアの報告と報酬の受け取りをしてもらおう。

アモーレ：そうだ、さらにこのあと四五〇〇Ｇの報酬が……！

ルーチェ＆ベルダー：…………（笑）。

ルーチェ：じゃあ、受付に報告書を出してきます。

ＧＭ：了解。書類を提出してしばらく経つと、奥から数人の神官が慌てた様子でキミたちの前にやってくる。「ほ、本当にこの任務、クリアされたんですね……!?　まさか、生きて帰ってくるとは……」　なにやら全員、感嘆した様子だ。

ルーチェ：え、あ、やっぱり大変なクエストだったんですか!?

ＧＭ：「そりゃもう。最高レベル２、メンバー三人のギルドに依頼したと聞き、もうお墓の準備をしていたくらいで……」（一同爆笑）

アモーレ：いったい、依頼人は誰だったのか聞きたいね、アタシは。

ＧＭ：「申し訳ありません、それはくれぐれも秘密にと───」　神官はコホンと咳払いをひとつ、硬貨の入った布袋をガシャリとテーブルの上に置く。「では四五〇〇Ｇから四〇〇〇Ｇを差し引いた残りの[image: 500]Ｇ……お受け取りください」

アモーレ：なぜ四〇〇〇Ｇを差し引くんだい。

ＧＭ：「は？　あ、いえ……とあるご老体が、あなた方が受け取る報酬のうち、四〇〇〇Ｇはあの方が受け取る契約になっていたとか？　彼らはすでに旅立ちましたが」

ベルダー：持ち逃げかよっ！（笑）

ＧＭ：神官は、どこか気まずそうな表情を見せているが……。

ルーチェ：ベルダーさん、とりあえず路銀は残ったんですから、いいとしましょうっ。

ベルダー：ルーチェがそう言うのなら……。じゃあ、今晩はこの街で一泊して、明日にでも目的の国に向かうか。えー、それとアモーレ。お前には、ぜひとも一緒について来てほしい。冒険の腕うで前まえについてはよくわかった！

ルーチェ：そうです！　アモーレさんは、あたしたちにとって必要な人材です！

アモーレ：おお、これが人から必要とされる感覚……！　ぱあああ～……！（←超笑顔）　今まで味わったことのない幸福感に包まれ、四〇〇〇Ｇのことはあと腐れなく忘れました。

ＧＭ：ちょろいなお前っ!?（笑）

アモーレ：エリンディルのスーパーチョロインとお呼びください。

ＧＭ：わははは。では一旦ここでシーンを切って、最後の場面に移ろう！







◆Ending02◆信頼の証明




　グランフェルデン王国を発って、幾ばくかの時が過ぎて───。

　ルーチェたちは目的の国・ユーカリ王国へとたどり着いた。

　一行は、この国の神殿で……いくつかの真実を知ることとなった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズの二シーン目……これが本セッションのラストシーンとなる。シーンは、ユーカリ王国へと到着し、神殿に通されたところから開始しようか。

一同：はーい！

ＧＭ：ユーカリ王国の神殿に着いたキミたちは、とある執務室前に連れてこられた。

ルーチェ：じ、じゃあ……ノックします。コンコンと！

ＧＭ：「……どうぞ」　中から聞こえてきたのは、上品な老人の声だ。

ルーチェ：では、ドアを開けて中へ……。

ＧＭ：部屋に入って最初に目に入ったのは……部屋の中央に立つ、神官服を纏った老人だ。温和そうな印象だけど……ルーチェとベルダーは、彼に見覚えがあった。

ルーチェ：え？

一同：…………。

ベルダー：じじい──────ぃっ!?（笑）

ルーチェ：な、なんでここに……っ!?（笑）

ＧＭ：「なぜ？　わしはこの神殿の所属でな。お前たちをずっと観察しておったのじゃ」

ベルダー：え？　もしかすると……今まで、俺たちがあんたがらみの事件に巻き込まれていたのは……偶然じゃなかったのか？　孫娘救出も、今回の異常なポメロを倒す依頼も。

ＧＭ：「───フン、当たり前じゃない」　ふいに、執務室の奥から、どこかツンとした声色の……おそらくは少女のものであろう言葉が掛けられた。

ベルダー：あ？　悪くねえ悪くねえ。あなた様は誰だ。

ＧＭ：声がした方に視線を送ると……そこにいたのは、見た目が一〇歳くらいの女の子だ。どこか不機嫌そうな表情で、執務机に備え付けられた椅子に足を組んで座っている。また、どこか冷たさを感じる視線は、とても子供のそれとは思えない。「……ったく、その調子じゃ私たちにテストされてたこと、ぜんぜん気づいてなかったみたいね」

ルーチェ：え、あれ？　もしかして、あなた…………第〇話の孫娘ちゃん？

ＧＭ：「そうよ。初めから気づきなさいよ。私はディクシィ・レイノール。この神殿で監査神官を務めてるわ」

アモーレ：なんか聞き慣れない職種が（笑）。

ベルダー：ていうか、前とぜんぜんキャラがちがうじゃねえか！（笑）

ＧＭ：ディクシィは、その言葉に溜息ひとつ。「はー……あんな芝居も見抜けないようじゃ、まだまだね。先が思いやられるわ。本当にジョーカー様の娘かしら」

ルーチェ：え？　お父さんのこと、知ってるんですか？

ＧＭ：「……ええ、昔ちょっとね」　彼女は一拍おいて話題を変える。「あなたたちを呼んだのは他でもないわ。私は今、信しん頼らいできる手駒がほしいの。〝聖都〟に相談したら、あなたの名前を出されたのよ。ジョーカー様のご息女なら使える子かと思ったけど……まだまだね」

ルーチェ：ぐ（笑）。

アモーレ：あの恐ろしいポメロ様を倒した我々が、テスト不合格とでも言うのかい！

ＧＭ：すると、じーさんがフォローするように言う。「ほっほっほ、ディクシィ様が本当に使えないと判断したのなら、この部屋に呼ばれることはな……」　だが、言いかけた言葉はディクシィの命令に遮られる。「じい、コーヒーを」

ルーチェ：おじいちゃんじゃなくて、じいやだったんですね……（笑）。

ＧＭ：「最初はね、憐れな旅のじーさんの願いより食事を優先しようとしたり、子供を救うためなのに四〇〇〇Ｇを払いたくなさそうだったり───そもそも依頼を受けること自体、嫌そうだったわよね？　印象は最悪よ」

ベルダー：てへ。

ＧＭ：「でも、あの凶悪なポメロを倒したことは評価してあげる。ギリギリ、合格点よ」
















ベルダー：なあ、あの恐ろしいポメロ……いったいなんだったんだ。

ＧＭ：それには、彼女は答えない。「あなたたちがもう少し経験を積んで、私の手駒として真に信用に足る冒険者になったら教えるわ」

ルーチェ：経験ですか……。

ＧＭ：「ただ、ギルドに戦士がいないのは問題ね。こっちで調達するから自由に使って」

アモーレ：四人目の仲間フラグが！（笑）

ＧＭ：そのとおり！　次回、キミたちのギルドに四人目のＰＣが加わる予定だ！　では最後に、四人目についてディクシィが言及したところで今回のセッションを終了しよう。「……そう、その紹介したい戦士の名前は、ね───」

アモーレ：まだキャラを作ってないからわからない、と（一同大爆笑）

ＧＭ：では、長々と続きましたが……本日は最後まで、お疲れ様でした───っ！

一同：お疲れ様でした───っ！（笑）








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ①』




第一話「続・はじめてのぼうけん」




─ＦＩＮ─


















　　ＩＮＴＥＲＬＵＤＥ







◆Interlude01◆シティアドベンチャーとキャンペーンセッティング




　さて、第二話でやりたいのは、シティアドベンチャーである。街などを舞台に事件が起こり、情報収集等を行なってその真相に挑み、これを解決するタイプのシナリオだ。

　そんなに難しい話はいらない。そうだな……「イヤミで小悪人なＮＰＣを登場させてＰＣたちの敵愾心をあおる→このＮＰＣがしょぼい悪事を働く→その悪事の証拠をつかんでとっちめる」───うん、プロットはこれでいい。

　次にもうひとつやりたいのは……第一話で登場し、好評だった「つよいポメロ」系を出すことだ。奴が口から吐いていたあのあやしい瘴気……これはきっと魔族が作っているサムシングだ。こいつをキャンペーンに出し続けて、なにか陰謀のようなものを組み立てたい。具体的に、それがのちにどんな事件を起こすのかは、あとで考えればいい。第二話では、それを再び登場させて、印象づけることを優先する───あとは、これを前述のプロットに組み込むだけだ。それが実際にどうなったかはリプレイ本編をお読みいただきたい。
















　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆第四の男！




　第一話の収録から、しばしの時が流れた某日───。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には、先日、初めての冒険を無事にクリアした面々が集っていた。




ＧＭ：それでは、第二話の収しゆう録ろくを始めまーす。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！（笑）

ＧＭ：さてさて、セッション第二回！　前回、大きな戦いをくぐり抜ぬけ、みなさま立りつ派ぱな冒ぼう険けん者しやの顔になったことと思いますが……（笑）。

Ｏはた：そう、もはや純じゆん粋すいな瞳ひとみはそこにはないのよ───おっ！（笑）

味里：……みんな、汚れちゃったんですね。

浅見：そこまで言ってねぇっ!!（笑）

ＧＭ：さてさて前回はダンジョン中心の冒険だったけど、今回はシティアドベンチャー……つまり、謎を解き明かしたり、情報を集めたりして物語を進める形のシナリオを遊ぼう。

浅見：ＮＰＣとの会話が増えたりするのかな。

味里：あたしは、ご飯が食べられれば誰とでも仲良くなれる気がします！

ＧＭ：わはは（笑）。では、今回予告とハンドアウトを読み上げよう！




●今回予告

　パリス同どう盟めいの北に位置する、都市国こつ家か群ぐん・ユーカリ王国───。

　今、この国の裏側ではよからぬ陰いん謀ぼうの気配が蠢うごめいている。

　ルーチェたちがこの街にやってきた目的はふたつある。

　ひとつはかの陰謀を調ちよう査さし、白日のもとにさらすため。

　もうひとつは、ルーチェの父親の仇かたきを探さがし出だすためだった。

　そして今日この日、一行はひとりの少女と邂逅した───。




　『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ』

　第二話「小さな依い頼らい者しや」




　……冒険の舞ぶ台たいが、キミを待つ！




Ｏはた：なにか壮大っぽい話に！

味里：お父さんの仇を探さがさないと！

ＧＭ：……まあ、この予告の最初の五行は、ルーチェの基本設定のおさらいなんだけどな。

一同：おさらいかよ！（笑）

Ｏはた：「少女と出会った」の部分しかシナリオに関係ね───っ！（笑）

ＧＭ：うひひ。では、次にハンドアウトにいこう。今回のハンドアウトは、第一話でギルドを組んでいた三人と、新登場する人用の二種類を用意しましたー。

浅見：お、新しいＰＣが登場だ！

ＧＭ：はい、今日は第四のプレイヤー、〝かわたな〟こと田中信二を呼よんでおります！

かわたな：田中です、よろしくー！

一同：よろしくお願いしまーす！（笑）




▼田中信二

　〝かわいそうな田中〟略りやくして〝かわたな〟。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所しよ属ぞくする物書きであり、制作進行であり、ＤＴＰデザイナーであり……本の制作にかけてはなんでもこなす謎の男である。

　これまで、多くのリプレイにプレイヤーとして参加しており、かっこいいセリフを吐はく男性キャラや、頭のネジが七本ほど抜けた女性キャラを得意とする。




●ハンドアウト

ＧＭ：それでは、ハンドアウトの発表に移うつろう。さっき言ったとおり、ハンドアウトは二種類ありまーす。まず、シンクトワイスのハンドアウト！




シンクトワイス用ハンドアウト

コネクション：ルクス・トワイライト　　　関係：庇護

　キミたちは、この街について早々、神しん殿でんへと連れてこられた。

　そこで待っていたのは、神殿内の監かん査さを務つとめる神官ディクシィ・レイノール。




浅見：あー、なんだろう？　俺に向けられる彼かの女じよの冷たい視線を思い出すだけで、この胸むねが熱くざわつくわよ？

ＧＭ：変態か。

Ｏはた：さすが浅見さん。

味里：女キャラだったら、なんでもいい。

ベルダー：ちっげーよ!?　ちゃんと趣しゆ味み趣しゆ向こうがあります……って、いいから続きを！（笑）

ＧＭ：おお、そうだった───えー……。




　ルーチェの父の友人にして、キミたちをディアスロンドへと召しよう喚かんした張ちよう本ほん人にんだ。

　だが、彼女は不ふ機き嫌げんだった。

　ゆえに、彼女は言った。

　「あなたたちの力を、もっと証しよう明めいしてみせなさい。そしたら使ってあげてもいいわ」

　そして、キミたちは出会ったのだ。

　その、小さな依頼者と───。




味里：はい、質しつ問もんです。このコネクションってのはなんですか？

Ｏはた：ＧＭが求めている質問が出た！

ＧＭ：よくぞ聞いてくれた！（笑）　コネクションとは、シナリオハンドアウトにくっつく場合、今回のシナリオに登場する自分たちにとって関係の深い人物であることを表わします。

味里：わかりました！　わたしたちの依い頼らい人にんは、このルクスって子なんですね。

ＧＭ：そういうこと。では、次はかわたな用のハンドアウトです。




かわたな用ハンドアウト

コネクション：ディクシィ・レイノール　　　関係：忠誠

　キミは、この神殿にて将しよう来らいを有ゆう望ぼう視しされたエリートだ。




味里：エリートだ───っ!!（笑）

かわたな：エリート!?　やめましょうよ、そういうの。プレッシャーかかるし！

浅見：エリートということは、俺おれたちの敵てきか！　敵だな！

かわたな：なんでっ!?（笑）

ＧＭ：どうもエリートが嫌きらいらしい（笑）。では、続き───。




　しかし、それも過か去この話。

　「この子、あたしの部ぶ署しよにもらうわよ」

　ディクシィにそう宣せん言げんされ、監査室付けになったあの日より、キミは戦士でありながら、来る日も来る日も彼女にこき使われ……神殿での唯ゆい一いつの仕事は、ジメジメとした昏い部屋での『書類整理』だ。

　それでも、神殿に関わる仕事にキミは誇ほこりを持っていた。

　そんなある日、キミは唐とう突とつにディクシィに呼よび出だされた。

　悪寒が、背せ中なかを走った。




浅見：ごめん、敵じゃなかった。むしろかわいそうな子だった。

Ｏはた：一行でエリートから下僕に転落してた。

かわたな：キャラを作る前から不吉な匂いがぷんぷんする……。

ＧＭ：エリートは大変なのだ。

かわたな：だからエリートじゃないじゃん！　一行で転落してるじゃん！（笑）でもまあ、このディクシィって人に頭が上がらないことだけは伝わりました。

ＧＭ：そういうことだ。では、続いてキャラクターのレベルアップ……かわたなは、キャラクターの作成に入ってもらおう！

かわたな：ほいほーい。

浅見：あ、俺は考えてきました。Ｏはたさん、ちょっと検証に付き合ってください。

Ｏはた：さすが浅見さん……（笑）。

味里：もう素人じゃない……（笑）。




　かくして、作業に入る一同。

　ルールブックを開いて、あーでもないこーでもないと大騒ぎすること小一時間───。

　ここに三人のキャラクターの成長した三人の姿と、新たな戦士が誕生したのであった。




ＧＭ：では、それぞれのキャラクターを発表してもらおう！

一同：はーい！




▼ルーチェ・メテオライトの場合

味里（以下、ルーチェ）：はい、じゃあ、あたしからいきます！　ルーチェ・メテオライト、３レベルになりました。【ＨＰ】が45、【ＭＰ】が48増えてます！

ＧＭ：増ふえたなあ（笑）。

浅見：ちょっと大人の神官戦士になったね。興奮するね。

ルーチェ：しないでください（笑）。で、装そう備びがウォーハンマーと軽銀の盾たてになり、鎧関係がスケイルアーマー、トラベラーズマントを装備です。

Ｏはた：かなり硬くなった。前回の冒険で手に入れた軽銀の盾が効いてます（笑）。

ルーチェ：スキルは《スラッシュブロウ》を新しく取得しました！　それと《バッシュ》と《プロテクション》のレベルを上げて、それぞれ４レベルと３レベルになりました。

ＧＭ：攻撃・防御・支援と……だんだん充実してきたなー。

かわたな：武器もウォーハンマー……ルーチェさんは撲ぼく殺さつ系けいですか。

ルーチェ：はい、殴なぐり殺ころし系です！

ＧＭ：い、いや、笑顔でそんなこと言われると……（笑）。

浅見：興奮するね！

一同：しないしない！（笑）

かわたな：こ、これが噂の浅見さんか……（笑）。




▼ベルダー・ウィステリアの場合

ＧＭ：では、次はベルダーの成長報ほう告こくにいこう！

浅見（以下、ベルダー）：はーい（笑）。わたくしことベルダーは、【ＨＰ】と【ＭＰ】が順調に伸のび、かつステータスの方の上じよう昇しようで今回めでたく【精せい神しん】が12になりました。３で割れる数字になったので、【精神】の判はん定てい値ちが１上がることになりました。やったー！

アモーレ：３の倍数は大事！

ベルダー：そして、スキルは《マジシャンズマイト》のレベルを上げて火力を上昇。次に【行動値】調整のための《タクティクス》を取りました。これでルーチェを最初に投げ飛す（＝《フライト》をかける）のが楽になる！　第一話では投げ飛ばせなかったけど！

Ｏはた：ギルドの必殺技のはずだったのに（笑）。

ベルダー：そして《トリビアリスト》を取りました！

ＧＭ：またいいとこに目を付けたなあ……（笑）。

ベルダー：１シーンに一回でも、あらゆる判定を【知力】判定で代用するって強くありません？　緊急時にはこれで回避したり、絶対失敗できない情報収集も失敗しにくくなるし、トラップ解除とかもできるようになる。えらく万能だと思うんですよ。

Ｏはた：正しいと思います……すごく……（笑）。

ベルダー：えー、装備は魔ま法ほうダメージが上がる赤き斜陽の剣レッドサンセットソードを購入。以上です。




▼アモーレ・カモーレの場合

ＧＭ：では、アモーレ・カモーレ！

アモーレ：はっ、（不思議なポーズを取りながら身体をくねらせて）アモ～レでございます。

ルーチェ：（←噴き出しそうになってこらえる）。

アモーレ：まず、スキルです。いろいろ悩なやみましたが、《デュアルアロー》を取りました。それと《ピアシングストライク》を１レベル上げ、《ブラインドサイド》というスキルを取りました。

ＧＭ：ああ、攻撃寄よりだね。敵のスキルを打ち消す《インタラプト》も取ってないし（笑）。

アモーレ：悩んだ末の、攻撃特化です（笑）。この《ブラインドサイド》というのは、［エネミー識しき別べつ］が成功したやつに対するダメージが上がる。

ＧＭ：ベルダーと相あい性しよういいね。

アモーレ：くくく、ベルダーさんとの運命を感じるよ？

ベルダー：ちょっ!?（笑）

アモーレ：ぐへへ（笑）。あ、一般スキルで《リムーブトラップ》も取得でやんす。

ルーチェ：口調が……（笑）。

アモーレ：装備はロングボウに武器を変え、頭にハット。補ほ助じよ防ぼう具ぐにトラベラーズマントを買いました。そして矢筒と、ファインアローを一〇本！　さらに高い女になった。以上！




▼サジ・シラヌイの場合。

ＧＭ：では、最後にかわたなのキャラクター紹しよう介かいをお願いしよう。

かわたな（以下、サジ）：はっ、年ねん齢れいは二五歳さいのヒューリンで、メインクラスはウォーリア、サポートクラスはサムライ。名前は、サジ・シラヌイ───レベルは２。

ルーチェ＆ベルダー：サジ？

アモーレ：サジ・シラヌイ！　かっこいい！

ルーチェ：かっこいい！

サジ：持ち上げてもなにも出ません！

アモーレ：サジ・シラヌイなんて、達人っぽい名前だ（笑）。

サジ：ちなみにサムライだから、一人称は〝拙せつ者しや〟、語尾は〝ござる〟。

ベルダー：お侍だ！（笑）

サジ：スキルは《カバーリング》と《カバームーブ》を所持。戦場を走り回って、味方をかばう。さらに《オートガード》で【物理防御力】。さらに《トゥルーアイ》で、攻撃を食らった時に刀でそれを受け流し、ダメージを軽けい減げんすることも可能だ。

ＧＭ：がっちがちの防御サムライだな。

サジ：いや、ギルド・シンクトワイスにはどんなキャラが必要かと聞いたら、盾になるキャラクターがほしいと言われ、特化してみました。
















ＧＭ：なるほど、シンクトワイスは前衛がルーチェだけで、しかもアコライトも兼ねてるからなー。彼女が倒れると一気に崩れるもんな。

サジ：一応、《アームズマスタリー：刀》で、刀の扱あつかいに長けている。命中＋１Ｄです。

ベルダー：ダメージ増加のスキルがないのに、命中を上げたんですか？

サジ：《アーマーブレイク》を取ったんですよ。攻撃を命中させると、敵の【物理防御力】をどんどん剝はぎます。

ＧＭ：「またつまらぬものを切ってしまった」ってやつだな。

サジ：一回決まると、相手の【物理防御力】マイナス４。これは累るい積せきしていきます。近い敵には刀で、遠いときはナイフを投げますよ。

アモーレ：刀とナイフの二刀流！　超ちようかっこいー！　ナイフを投げるんだ。

ＧＭ：いやいや、サジだったら投げるのはスプーンだろう。

一同：…………。




　この世には〝匙さじを投げる〟という言葉がありまして。




サジ：そしてライフパスは、出自が［王おう侯こう貴き族ぞく］です。東方の武ぶ家けの名門出身。それがなぜか、流れ流れてエリンディル西方までやってきたわけです。
















ＧＭ：境きよう遇ぐうは？

サジ：境遇は［師し匠しよう］。拙者には、武芸のことしか考えない父親おりまして。

アモーレ：それが師匠？

サジ：いえ。彼は家族にも冷淡なひどい人間で、彼の振るう殺人の技がサムライの武ぶ術じゆつであっていいものかと悩んで出しゆつ奔ぽん、のちに真の［師匠］と巡めぐり逢あって人を活かすための剣の技わざを教えてもらったのでござる。

ＧＭ：サジは活人剣の使い手ってことね（笑）。

サジ：いかにも。活人剣を追求しようと。ゆえに、様々な防御技を教えてもらい、これを実戦で役立てようと神殿で雇やとわれたといういきさつでござる。

ベルダー：神殿のエリートなのにレベルは２なんですか？（笑）

サジ：はっ、レベル２です！　目的は［修しゆ業ぎよう］……修行の途と中ちゆうという事情もありまして。

アモーレ：ライフパスでうまくレベル２なことの言い訳をした!!

サジ：修行好きで、我に艱かん難なん辛しん苦くを与えたまえ、というくそ真面目なタイプでござる。

ＧＭ：シリアスで融ゆう通ずうが利かないキャラだけど、神殿でディクシィにこき使われる……。

ルーチェ：あー、イメージできます（笑）。

ＧＭ：こういうギルドの中で、ひとりシリアスと、弄いじられるキャラになるぞ……（笑）。

サジ：ともかく、これにてキャラクター紹介は終しゆう了りよう、と、




●ギルドのレベルアップ＆ギルドサポートの決定

ＧＭ：じゃあ、最後にギルド関連の処理をしようか。ギルドレベル、上がるよね？

ベルダー：上がります。ギルドに入った成長点は第〇話で２点、第一話で５点で……さらに俺とルーチェが２点ずつ、アモーレが１点を上じよう納のうしました。

ＧＭ：すると、ギルドに入った成長点は合計で12点。レベルが１から２レベルに上がるな。

アモーレ：よおしっ、《祝福》（メンバー全員のＭＰを回復）だ───っ！

ベルダー：《祝福》だーっ、イエ───ぃ！

アモーレ：これで、戦闘中に【ＭＰ】をがっつり、回復できるぜぇ！

ＧＭ：これで取得したギルドサポートが３つになった。ＰＣの最高レベルが３だから、３レベル分持っていける……って、ああ。《蘇生》《陣形》《祝福》で３レベルだから、取得したものすべて持っていけるのか。……では、他になにか申し伝えはある？

ベルダー：あ。ギルドサポートには関係ないけど、前回手にしたでっかい目と、精せい霊れいのタリスマンを売ってお金を作りました。ギルドの共有財産だったので、一応報告（笑）。

アモーレ：装備の強化と、ＭＰポーション買い込みに役立ちました。ファインアローを一〇本買えたのもそのおかげ！（笑）

ＧＭ：了解（笑）。では、そろそろセッション本番に入ろうか！

一同：よろしくお願いしまーす！（笑）







　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆東方から来たサムライ




　そこは、エリンディル大陸東方の国、ダイワ。

　偉大なるタイクーンによって治められ、武を重んじるサムライたちの国である。

　今、ひとりの男が、剣の腕うでを振ふるっていた。




ＧＭ：では、ここから本ほん編ぺんを始めましょう！　最初のシーン……まずはサジからだ。

サジ：───拙者のシーン、しかと了解して候そうろう。

ＧＭ：……（笑）。───今、キミは夢ゆめを見ている。それは少年だったキミの過去の再現。心に広がる風景は、サジの生まれ故こ郷きようの剣術の道場だ。周りには父親や家臣が集まり、キミが振ふるう剣の太た刀ち筋すじに見入っていた。

サジ：えやあああああっ！　気合いを入れて剣を振ふるおう。

ＧＭ：「……お見事！」「一〇年に一度の逸いつ材ざいだ」などと、みんなキミを褒ほめ称たたえている。

サジ：では、周囲の笑顔に疑問を感じよう。───このような人を殺すだけの技を、何故に皆は賞しよう賛さんしているのか……と。

アモーレ：（いきなり家臣たちになって）「お見事」「お見事にございます」

サジ：……そんな風景を見る都度、拙者は孤こ独どくを感じているのであった───。

ＧＭ：普ふ段だんは冷たい父も、武ぶ芸げいの腕を披ひ露ろうする時だけは褒ほめてくれた。そんな少年時代の記き憶おくが、キミの心の奥底に今もくすぶっている───。

一同：………………。

アモーレ：な、なんか、ひとり超かっこいいんですけど……（笑）。

ルーチェ：こっちはメテオライトとかアモーレとかお腹減ったとかなのに……（笑）。

ＧＭ：そこはキャラ設定の差ということで……（笑）。……さて、その夢の中の風景に今、ひとりの少女が現われる。黒い服に、金の髪の少女……キミの今の上司、ディクシィだ。

サジ：ええ、なんで東方に上司が!?

ＧＭ：ここが夢の中の風景だからだ（笑）。彼女はキミに手を差さし伸のべ、「私についてきなさい。あなたの本ほん質しつを最も理解しているのは、この私わたしよ」

サジ：な、なんと……っ!?

ＧＭ：「あなたの力、私が使ってあげるわ」　ニヤリと微笑んだディクシィの顔が、キミの視界いっぱいに拡がって───。

サジ：そ、それはこえーよっ！（笑）

ＧＭ：……そして夢の風景は暗転し、その意識が覚醒に向かう。───キミは目を覚ました。枕まくら元もとを見れば、時計は上司から出頭を命じられた時間になっている。

サジ：（しみじみと）悪夢から目覚めても、現うつし世よは未だ悪夢───。

ＧＭ：実際、毎日のキミのスケジュールは、膨大な書類整理で埋まっているからな。

サジ：せ、拙者、活人剣の修行がしたいのだが……。むう、こんな艱難辛苦は望んでいなかった。おかげで拙者はレベル２のまま───（一同大爆笑）。

ＧＭ：ともあれ、上司の呼よび出だされた時刻まであと一〇分ね。なお、遅刻は厳禁で、それを破ると独どく房ぼう監かん禁きんです。

サジ：な、なんでだ……っ!?（一同爆笑）

アモーレ：こ、これはひどいっ!?　ミーの闇の組織の掟よりひどいっ!?（笑）

サジ：あわてて着替えて、ディクシィの控え室に向かいます……！

ＧＭ：執務室の中には、身長一三〇センチほど、一見すると一〇歳くらいに見える少女───ディクシィ・レイノールがキミを待っていた。ちょっとツン系が入った彼女は、身体に似合わぬ大きな執しつ務む机づくえの上に、組んだ足をどかっと乗せて座すわっている。

サジ：行儀悪いな……っ！（笑）　で、何用でござるか？

ＧＭ：うむ。まず説明するとディクシィは、この神殿内の監かん査さ官かんなんだよ。なにか不正が行なわれてないかとかチェックする仕事をしている。

アモーレ：ほうほう。

ＧＭ：この監かん査さ部ぶは新設の部署で、神殿内では相当に嫌われていると思ってほしい。

ベルダー：監かん視しされる側の神官の感情としては、無理もないよな。

サジ：そもそも、監査されて困るような神官が集まるこの神殿に問題があるでござる。

ＧＭ：だから既存の街や国ではなく、オリジナルの王国を舞台にしたんだ。

サジ：なるほど（笑）。ともかく……拙者にも監査がらみの任務が来る？

ＧＭ：そういうこと。ディクシィは、サジに任にん務むを下す。「今まで、この神殿で修行してきたその力、役に立てるときが来たわ」

ルーチェ：こつこつと磨いてきた書類整理の力が今……！（笑）

サジ：そこかよ!?（笑）　（シリアスな口調で）ついに師匠から授さずかった活人剣の力が役に立つ時がきた、か───くらい言わせてくれよ！（笑）

ＧＭ：「───ということでサジ、あなたはもう、この神殿にいなくていいわ」

サジ：なんと……っ!?

アモーレ：まるで、クビじゃないっスか、これ。

ルーチェ：ビークーが来たーっ!?

サジ：ディクシィ殿……任務を命ぜられると思ったら……拙者、クビでござるか？

ＧＭ：「言い方が悪かったわね。正せい確かくに言えば出向よ。監査部で目をつけた冒険者ギルドへの出向を命じるわ」

サジ：それは、どういう意味でござるか。

ＧＭ：「生活の保ほ障しようがなくなるってことよ」

サジ：…………………………ひどくない？（一同大爆笑）

ＧＭ：「そう？　今日から一冒険者として、自力で稼かせぎなさいって言ってるだけよ」

ベルダー：サジさん、もうこれは必殺の活人ナイフ投げを放っちゃっていいんじゃないですかね。挑ちよう発はつしてますよ、この人。

サジ：活人ナイフ投げ……ああ、《アーマーブレイク》のことか（笑）。しかし、この技は女じよ性せいに向かって振るうのは御ご法はつ度とゆえ。

ベルダー：なぜ。

サジ：一いち枚まい一枚、服が脱ぬげていくので……（一同爆笑）。

ベルダー：だから投げるべきと言ってるわけだが……っ！

サジ：それより早く本題に入ってほしいでござる！（笑）

ＧＭ：「そうね。あなたは、ギルド〝シンクトワイス〟に入り、ある少女を護りなさい」

サジ：少女？

ＧＭ：「彼女の名は、ルーチェ・メテオライト。ほんのちょっぴり、超かすかに見込みがないわけでもない、若い神官よ。くわしくは彼女と会った時に説明するわ」

ルーチェ：す、すっごく評価されてないような……（笑）。

サジ：言い方と根性がねじ曲がっているだけで、ディクシィ殿がそう言うからには、ルーチェという少女、護るに値する価値があると理解する。───この任務、承しよう知ち！

ルーチェ：あれ？　あたしのことを護ろうとしてくれてる？

ベルダー：前回のエンディングでは、そんなそぶりはまったくなかったが（笑）。

サジ：たしかにガード対象に「あなたを護らせて」と素直に言った方が守り易いと思うが。

ＧＭ：その言葉に彼女は頰を染め、その瞳に怒りの表情を浮かべる。「い、言えるかっ」

サジ：なんでだよっ!?（笑）　そもそもなんで護るでござるか!?

ＧＭ：「そ、その子はね、大恩あるジョーカー・メテオライト様のご息女なの。亡くなったあの方に……って！　サジは命令だけ聞いてればいいのよっ!?」

サジ：なぜキレるでござるっ!?

ＧＭ：「ともかく！　もうすぐ、シンクトワイスのメンバーがここに来るわ。それまで、別室で待機してなさい」　彼女のそんなセリフと共にシーンを終えようか。

サジ：ならば、了解したでござる、と返事をしつつ……心の中でこう呟こう。




　「磨いた護身の技、ついに使う時が来たということか───」







◆Opening02◆ディクシィの思惑おもわく




　眼前に、ルーチェたちを値踏みするかのように視線を投げかける者がいた。

　───ディクシィ・レイノール。

　前回のミッションにて、依頼人の孫娘に身をやつしていた少女だ。

　その正体は、ユーカリ王国の二番都市・ブリガンディアルの神殿に仕える神官だった。




ＧＭ：では、次のシーンはルーチェたちのオープニングだ。ここは、前回のエンディングから、ダイレクトに繫がっているよん。

ルーチェ：あ、四番目の男を紹介されるんですね！（笑）

ＧＭ：そうそう。キャラも名前も決まったしね！（笑）　つまり舞台は、ユーカリ王国の二番都市にして〝門の街〟ブリガンディアルの神殿だ。

一同：……はい？

アモーレ：なんか聞き慣れない街の名前が出てきましたが（笑）。

ＧＭ：いえね？　前回、「ユーカリ王国」という国名だけあって、他になにも決めてなかったんで……てきとーに設定を決めておきました。はい、これが地図。




　第二話冒頭の図版を参照である。




アモーレ：なんか地図ができてる！（笑）

ＧＭ：ユーカリ王国は、七つの街からなる都市国家で、それぞれの街がエリンディルの七大神にちなんだ名称を持っている。王都アーケンは結界に覆われ、外部からの侵入は不可能。唯一、ブリガンディアルに設置された巨大な門を通ってのみ、王都に入ることができる。

ベルダー：なんかかっこよさげな設定が！（笑）

ＧＭ：でっち上げだけどな。

一同：でっち上げ!?

ＧＭ：シナリオの都合で設定等が予告なく変更される場合があるので、ご了承ください！　なお……王都に、せかいいちかわいい姫君がいるかどうかは不明です。ちらっ。

ベルダー：なんで俺を見ながら言うんだよっ!?（笑）

ルーチェ：（爆笑しながら）いる、きっといますよ、浅見さん！（笑）

ベルダー：本名で言うのはやめて！（笑）

ＧＭ：───話を元に戻そうか。今、キミたちの眼前に、ディクシィが足を組んだまま椅子に腰掛け、どこか不敵な表情を浮かべている。その隣となりには、彼女に付き従う執しつ事じみたいな雰囲気のじじいが立っているな。

ベルダー：えっと、前回なんか聞きたいことがあったんだよな……なんだっけな……あ、そうだ。───あんた、俺たちのことをぎりぎり合格だって言ったな。経験を積めとも。経験を積んだら、なにをさせる気なんだ。

ＧＭ：「あら、話が早いのは好きよ。あらためて説明すると……私はこの神殿の監査を務めているの。これを手伝ってくれる手駒がほしいのよ」　簡単に説明＆おさらいすると……




　監査官の役割上、神殿の内部スタッフでは、監査のための厳げん正せいな調査が行なえない。

　そこで、ディクシィは忠実に命令をこなしてくれるスタッフの派遣を〝聖都〟ディアスロンドに依頼した。

　これに応じた神官グロワールは、ルーチェを派遣したのである。




アモーレ：なるほど。一般の冒険者を使わないのは神殿内の機密を漏らさないため、か。

ＧＭ：おそらくね。「でも勘違いしないで？　合格とはいえ、あなたたちの実力はまだまだ……扱いとしてはそのへんの冒険者と変わらない。今は一刻でも早く成長することね」

ベルダー：この女、どんだけ上から目線なんだ！（笑）

ルーチェ：じゃあ、あたしたちは今はなにを……？

ＧＭ：「普ふ通つうの冒険者と同じ。神殿のカウンターでクエストを受け、その実力を磨きなさい。私が満足するレベルでクエストに成功したら、実力を認みとめてあげる」

ルーチェ：なるほど……。あの、ひとつ質問があります。

ＧＭ：「なに？」

ルーチェ：ディクシィさんは、あたしのお父さんのことは知ってたんですよね。

ＧＭ：「ええ。とても尊そん敬けい出来る方だったわ」　ただ、ディクシィがジョーカー・メテオライトの死の真相を知ってるかどうかはわからない。今、明かすこともないだろう。

ルーチェ：そうですよね……。認められるようになるまで、がんばります！




　父親の死の真相……まだ考えてないなんて言えない。




ベルダー：まあ、このディクシィがルーチェのお父さん仇に繫がる唯一の手がかりとするなら……。俺たちもディクシィの要望を断ことわる理由はないね。

ルーチェ：はい！

ＧＭ：「立場を理解しているようでなにより」　頷うなずき合うふたりを見て、満足げに薄うすく笑むディクシィ。

アモーレ：では、そろそろ……我々に与えてくれるウォーリアとやらを、紹介してくれないかねえ？　……かわたなさんがヒマそうにしてるので（笑）。

ＧＭ：ああ、これは失礼（笑）。では、ディクシィが部屋の外にいるであろうサジに向かって言葉を掛ける。「───入って」とサジに声が掛かかる。

サジ：では、右手でカタナを持ったまま涼やかに登場。室内を無言で見回す。

ベルダー：こいつ、できる……！　メインクラスがウォーリアと言っていた。（死ぬほどわざとらしい声で）さぞや高いダメージを出せるのだろう……！（一同爆笑）

ＧＭ：「この男の名は、サジ。その能力の最大の特徴は───肉の壁」

一同：肉の壁っ!?

サジ：ひどい言われようだ。……拙者、サジ・シラヌイでござる。東方の出身で、人を護る剣……すなわち活人剣の使い手とご記憶願いたい。

ルーチェ：あの、活人剣ってなんですか？

アモーレ：───活け作りが得意でござる。

サジ：（素の口調で）てきとーなこと言うなよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「……ちょっと無愛想だけど、空気はすごく読む。キャンペーンの最後の方では、仲間を守って死んでみんなを泣かすとか……そんなこともするかもしれない」

サジ：お前もてきとーなことを言うなあっ!?（笑）　変なフラグを立てないでいただきたい！……ともあれ、剣は人を殺すもののみに非あらず。この剣をもって貴公らのお役に立ちましょう。

アモーレ：おー。

サジ：……で、このギルドマスターのルーチェ殿か。

ルーチェ：あ、はい、ルーチェです。

サジ：君主に仕えるが武士の喜び。我わが身みに替かえて貴女を守り抜きましょう。

ベルダー：……ぬう。なんだか面白くないぞ。幼なじみ同士という、俺とルーチェの黄金の関係に入り込んでくるとか、看過できない男だ。……おい、役に立たなかったらディクシィに突つき返かえしてもいいんだな？

サジ：───好きにするがいい。若わかい身空で戦いに身を投じた娘御を守るのは、意味のあること。空しき生命の奪い合いを嫌きらう拙者としては、ルーチェ殿を護るということは願ってもない目的でござる。せいぜい突き返されないよう、精進するのみ。

ベルダー：く……（笑）。これから一いつ緒しよに冒険することになるんだし、その実力は見せてもらうからな……！　と、ちょっと背せ伸のびしてる俺はつっかかっる。

サジ：───焦あせるな。戦いの刻が訪れればわかること。

ベルダー：く………………（笑）。

アモーレ：ベルダーがちっちゃい男に見える（笑）。

ベルダー：これが噂のかわたなさんか……（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、正式にサジがシンクトワイスのメンバーとして加入しらところ、一回シーンを切りまーす！







　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆特別クエスト




　冒ぼう険けん者しやとして実力を証明するべく、神殿で依い頼らいを受けようとするルーチェたち。

　だが、待ち受けていたのは、嵐のような理不尽であった───。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入るよ。神しん殿でんでクエストを受けるってシーンからだ。この場面には、シナリオが分岐するちょっとしたフラグが入ってるのでご注意だ。

ベルダー：それは面白い（笑）。ともかくさ、さっそく仕事を受けに行こう！

ＧＭ：では、キミたちは神殿の受付カウンターにやってきた。グランフェルデンほどではないが、仕事を求める冒険者たちで賑わっている。で、今は受付待ちをしている状況だ。

アモーレ：ほほう。

ＧＭ：ほどなくして……「二六番、〝シンクトワイス〟の方～」と朴ぼく訥とつな受付嬢の声が響く。

ルーチェ：はーい。カウンターに向かいまーす。




　受付嬢はぱらぱらと書類をめくり、ルーチェたちのレベルに適したクエストを探す。

　そして、報酬二〇〇〇Ｇ、二四〇〇Ｇ、三〇〇〇Ｇ、八〇〇Ｇ（ポーション、アイテムなどの特典付き）という、このレベル帯にしては好条件の仕事が四つ見つかった。




ルーチェ：じゃあそれぞれ、くわしいお話を聞きましょう♪

ＧＭ：「はい、ではこちらのクエストは───」と、その受付のお嬢じようさん笑顔で言いかけた時……「なにやってんだよ、お前はさ？」嫌みったらしい男の声が掛けられた。

ベルダー：むう、何奴……！

ＧＭ：「これはこれは、ディクシィ殿の息の掛かかった冒険者たちってのはキミたちかぁ～」現われたのは、おでこが広くて眼鏡めがねかけた……瘦やせぎすで神経質そうな男だ。

ベルダー：…………お、小お木ぎ曽そ？

ＧＭ：小木曽かよっ！




　小木曽とは、人気ドラマ『半沢直樹』の登場人物で、イヤミな銀行の管理職であった。

　きくたけとベルダーのプレイヤー浅見は、このドラマを毎週楽しみにしていた。




ＧＭ：そういえば雰囲気は近いな……って、ちがうから（笑）。名前も決めてないわ。

ベルダー：じゃあ、オギソさんでいいっしょ！　で、このオギソさんは、なにをしに？

ＧＭ：だからちがうって！（笑）　しょうがない……（手近にあったネーミング辞典を開いて）……じゃあ、こいつはバルゴ・オギソンさんにしとこう。バルゴは、冒険者のクエストを管理するトップの人だね。

アモーレ：事じ務む局きよく長、みたいな感じ？

ＧＭ：そんな感じ。「なにをやってるんですか？」「こちらにクエストを紹しよう介かいしてほしいという方が……」「ああ、そのクエストは全部もう埋うまったねぇ」とバルゴと受付嬢は会話する。

ルーチェ：え!?　四つとも!?

ＧＭ：「いやぁ、すまないね。これらはすべて、二分前に他の冒険者に紹介済みでね」

ルーチェ：そんな！　クエストを受けられないと、ディクシィさんに実力を証明できません。

ＧＭ：「おお、それはかわいそうに。おい、受付。他にもクエストがあるだろう。ほら、そこの黒い封ふう筒とうに書類が入っているやつだ」と。

アモーレ：なんかろくでもないクエストの気がするんですが（笑）。

ルーチェ：封筒が黒いだけに、ブラックな依頼なんじゃないですか？




　事実、その黒い封筒の中からバルゴが紹介したクエストは───、

　報酬三〇Ｇ、五〇Ｇ、八〇Ｇ、二〇Ｇといった、超ブラックな仕事ばかりが並んでいた。
















ベルダー：（うんざりした顔で）俺、依頼を受ける気がどんどんなくなってきた（笑）。

ＧＭ：そこで「ああ、そうだ！」と、突とつ然ぜん笑顔になったバルゴは言う。「そういえば、とっておきのクエストがありますねえ。それだったらお出しできますが？　……おい、受付。ほら、そこの〝への八番〟の黒い袋ふくろ出して、〝への八番〟」

アモーレ：へ!?

ＧＭ：受付の女性は、バルゴの言葉に怯えながら……「で、ですがこのクエストは……」と、出したくない様子。だが……「いいんだよっ、受付は黙って言う通りにすればあっ！」

ルーチェ：ひどいっ!?

ＧＭ：不機嫌そうに、バルゴは受付の女性神官の頰をぴたぴたと叩き……「聞こえたか？　受付の代わりなんかいくらでもいるんだよ。素直に言うことを聞きなさい」　……彼女はその言葉にびくりと身体を震わせ、うつむき、涙目になっている。

ルーチェ：パ、パワハラ……！　ふたりの間に割り込みます！　受付の方、まちがったことを飲み込んだらだめですよ！　悪いことは悪いって言わないと！

ＧＭ：「でもあたし、ここを追い出されると……」と、彼女はそれっきり口をつぐんだ。

ルーチェ：……くー。バルゴさんをにらみつけておきます！

ＧＭ：「にらまれる意味がわかりませんが……さ、この特別クエストをどうぞ？」

ベルダー：一応、内容を見るか……。




　「畑を荒あらす子グマ退たい治じ」（報酬一八〇〇Ｇ）




アモーレ：…………意外にお得だった。

ベルダー：たしかに、そこそこ貰もらえるな。しかし子グマ退治でこの額の報酬がもらえるの？

ＧＭ：「単たん純じゆんに期日が短いゆえ、報酬が高額なのですよ。ここから半日ほど掛かかる村での仕事で、期日は明後日ですからねえ───」

ベルダー：……なるほど。納得はできる話だ。どうする？　裏がありそうではあるが……。




　あーだこーだと、話し合いの結果……一行はこの依頼を受けることにした。

　子グマ退治の期日までの短さと、他にまともな依頼がないこと、そしてディクシィに一刻も早く実力のほどを見せたいというルーチェの希望が決定打となった。




ＧＭ：「では、みなさまのご健けん闘とうを祈いのります」　バルゴがニヤニヤと笑いながら、キミたちを送り出したところでシーンを終えようか（笑）。

ルーチェ：……腹が立ちすぎてお腹が減りそうです！（←なんでだ）







◆Middle02◆恐怖の村




　〝シンクトワイス〟は準備もそこそこに、その日のうちに王都を出発し、足早に街道を進む。

　やがて日も落ち、月明かりに照らされながら歩く一行が件くだんの村に到とう着ちやくした頃には、もうすっかり夜中となっていた。




ＧＭ：次のシーンだ。キミたちは子グマ退治をする村へと向かうことになる。

ベルダー：あっという間に支し度たくをし、目的の村へ向かったぜ。

ＧＭ：道中は特になにもなく、キミたちが、村に着いたのはもう深夜。夜を回ったとこだ。

アモーレ：で、どういう様子？

ＧＭ：深夜だが、今は満月。月明かりのおかげで、村の様子はなんとなくわかる。一見すると静かな農村だが、一面に広がる畑は荒あれ放ほう題だいになっている。

サジ：これが子グマの仕し業わざなのか………。

ベルダー：とにかくまずは、この村の依頼人に会おう。




　ベルダーの提案により、一行は依頼人がいるという村の集会所に向かった。

　その集会所の窓まどや戸は厳げん重じゆうに板で打ち付けてあり、襲撃を警けい戒かいしている様子が見て取れた。




ルーチェ：すごい警戒ですね。

サジ：子グマ相手にしては、この警戒はいきすぎでござる。

ベルダー：ま、俺たちは正式に依頼を受けた冒険者だし、正面から挨拶しよう。頼も～う！

ＧＭ：「おい、人間だ」「ク、クマじゃないのね」「どちら……さまですか……」と恐怖にうわずったささやきが中から聞こえる。

ルーチェ：みなさん、すっごい怯えてる！　あ……あたし、神殿から依頼を受けた冒険者のルーチェ・メテオライトです。

ＧＭ：すると、集会所の戸はがらがらーっと開く。中にいるのは二〇人ほどの村人たちが、泣きそうな笑顔で「お待ちしておりました～！」とキミたちを笑顔で歓かん待たいするよ。

ルーチェ：あの、なにがあったんですか？　子グマが出るんですよね。

ＧＭ：「神殿の方に依頼を出したとおりでございまして。あれを子グマって言っていいのかわかりませんが」

アモーレ：なんでそんな曖あい昧まいな表ひよう現げんなの？（笑）

ルーチェ：なにがあったか教えてもらえませんか。

ＧＭ：「わかりました。ここはかつては美しい農村だったのですか、あのクマが来てから、もう三つの集落がみな殺しにされまして」

一同：なにぃ─────っ!?




　村人の話によれば、少し前から、村の北の山を根ね城じろにする子グマは昼に人里に降りてきて、畑を荒らし始めた。それがしだいにエスカレートし、農作業をする人を襲いはじめ、今は三つの集落がみな殺しにあっているのだという。




アモーレ：み、みな殺し！

ルーチェ：しかも集落が三つも!?

サジ：村人が集会所に立て籠もるのも無理からぬこと。

ベルダー：それにしても、俺たちが知ってる情報と、明らかにかみ合わないよ。

ルーチェ：極きよく限げん状じよう態たいですね。

ＧＭ：うん。で、一方……その頃ころ、神殿では───。




　「あー、〝シンクトワイス〟のみなさんが、依頼を受けてくれてよかったなぁ」

　ニヤニヤと笑うバルゴが執務机で、事務仕事に従事している。

　すると、書類をまとめているバインダーからぱらり───と一枚の書類が落ちた。

　それを手に取った彼は嘯うそぶく。

　「あ、この依頼、もう一枚、報告があったな。なになに？　『子グマは人も襲う』あ、これ見てなかった～。……ま、いいや。彼らならなんとかするさ」




一同：ちょぉ─────っ!?

アモーレ：ぜんぜん仕事できないじゃないかこの野郎！　書類全部見とけよ！（一同爆笑）

ベルダー：明らかに故意でしょ！

ＧＭ：さあ？　ちなみに、サジは知っているけど、バルゴとディクシィは超仲が悪い。

サジ：じゃあ、そういうことなんで、バルゴの嫌がらせの一環かも知れぬ。と、みなに説明しよう。

ルーチェ：巻き込まないでくださいよっ!?

ベルダー：ディクシィが監査役だから、嫌われるのはしょうがないけど、やりすぎだろ!?

アモーレ：ま、とにかく村人に、この主しゆ張ちようはしよう。これはアタシらの仕事じゃないね。

ＧＭ：「なぜですか！」

アモーレ：だって、依頼内容が大きく食いちがってるんだよ？

ＧＭ：「あなたに、あなたにですね……ここで去られてしまうと、この村人たちの命はもう風前の灯火なんです！」

アモーレ：その前に、アタシらの命が風前の灯火さ！

ベルダー：まあまあアモーレ。俺たちの行動は、ディクシィに監かん視しされててもおかしくないぜ、と言おう。ここで逃げたら、ルーチェの目的から遠ざかる可能性があるんだ。

ルーチェ：ああ、前のシナリオでも行動をチェックされてましたね。

サジ：あの御ご仁じんならやりそうな話だな。

アモーレ：しかしなー。

ベルダー：ま、ここはギルドマスターに意見を聞こうじゃないか。

アモーレ：ギルドマスターの決定なら、従うよ。

ベルダー：ってこった。どうするよ、ルーチェ？

ルーチェ：じゃあ、クマ鍋なべにする？

一同：…………。

ベルダー：献立を訊いてるわけじゃねぇぇぇぇぇっ!?（一同爆笑）

アモーレ：クマ鍋っ!?（爆笑）　ちょっと前向きなんですけど、うちのギルドマスター。




　よくわからない食欲に突き動かされたルーチェの鶴の一声によって、一行は子グマ退治を継続することになった。




ＧＭ：「では、よろしくお願いいたします！」と希望が繫がった村人が、心の底から頭を下げる中、このシーンを終了しよう。







◆Middle03◆山道でばったり




　子グマによる被害は、想像を絶するものであった。

　依頼の期限も問題であったが、これ以上の被害が広がるのは、防ぎたい。

　村人たちを子グマの恐きよう怖ふから救うべく、一同はさっそく行動を開始した。




ＧＭ：では、次のシーン。キミたちは集会所でひと休みしたあと、子グマ退治に乗り出すことになる。

ルーチェ：子グマさん、村の北の山が根城なんですよね。

ベルダー：そこに乗り込むか、山から出てくるのを待ち受けるか、か？

サジ：待ち受ける場合は、村人を守りながら戦えるというメリットもあるが、子グマがなかなか出てこなかったら依頼が期き限げん切れする、というリスクもあるでござる。

ルーチェ：なるほど、難しい判断です。




　そんな感じでしばし相談───。

　依頼の期限の問題と、他の村が襲われる可能性も考えて、〝シンクトワイス〟は山に乗り込んでいくことを選択した。




ルーチェ：とにかく、村人さんも怯えちゃってるし、被害が広がる可能性もあるなら、早く退治してあげようと思います！

ベルダー：そうですね。一刻も早く助けてあげたい。

アモーレ：うう、この人たちいい人やわー。

ＧＭ：なぜ、急に関かん西さい弁べん（笑）。すると村人たちは「おお、よろしくお願いします！　これ、道中に是非食べてください」とおにぎりをくれます。

ルーチェ：おにぎり超ちよう嬉うれしい。

ＧＭ：たくあんもついてます。

サジ：たくあんは最高の馳ち走そうでござる。

ルーチェ：じゃあ、このお弁当を持って山に向かいましょう！

一同：おうっ！

ＧＭ：じゃ、キミたちは夜明け前の、まだ暗く静せい謐ひつに満ちた山道を歩いていく。聞こえるのは、さくさくと枝や草を踏む足音だけだ。

ベルダー：ま、なにか出るまでランタンを抱えて進むだけだな。




　ルーチェたちが村を離はなれてしばらく。

　聞こえてくるのは、梟の鳴き声と足音のみ。

　集会所の灯は、はるか後方に見えるようになったあたりで───。




ＧＭ：では、ここらで【感知】の判定をしてもらおうか。

ルーチェ：【感知】♪　全員ですか？

ＧＭ：全員です。難なん易い度どはちょっと秘ひ密みつ。

ベルダー：じゃ、俺は【知力】で判定できる《トリビアリスト》を使うぜ。

ＧＭ：わかった。ベルダーは感覚に頼たよるのではなく、自分の知ち識しきを総そう動どう員いんして、クマの生せい態たいを探さぐって居い場ば所しよを特定するってことで。

ベルダー：あたりの道の様子を窺うかがい、クマの生態に関する知識と経けい験けんに基もとづいて判はん断だんしよう。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

ベルダー：いくぜ。唸うなれ必殺《トリビアリスト》！　（ダイスを振ふる）……ダイス目は５。さらに《ハイウィズダム》もあるので、14だ。

ＧＭ：おお、高いな！

アモーレ：（ダイスを振る）……ダイス目８、13でした。

ルーチェ：振りま～す。（ダイスを振る）……３。５です。

サジ：（ダイスを振る）……こっちは達成値８でござる。

ＧＭ：あっ、10以上はふたり？　じゃ、キミたちは同時に気づく。木々の隙すき間まに、ゆらりと動くもこもこしたシルエットを見つける。

ベルダー：ぬぬ。ほーら見たかい。いたぜ！

ルーチェ：何かいる！

ＧＭ：どうする？　しばらく様子を見る？　それとも近づく？

ルーチェ：子グマのサイズはちっちゃい？　それとも大きいの？

ＧＭ：たぶん、体長二メートルってとこ。

ベルダー：どこが子グマだよっ!?（笑）

ＧＭ：どうする？　子グマは今のところ特に動きを見せない。手元の人から奪ったと思しき蜂蜜のツボをあどけなく舐めている。

アモーレ：そこは、無駄に子グマっぽいねぇ！（笑）

ルーチェ：他に特徴はありますか？

ＧＭ：顔はリ○ックマみたいな感じで。爪つめは鋭するどい。今、距きよ離りは10メートルぐらい。

ベルダー：これは、覚悟を決めていくしかないな。

ルーチェ：ですね！

ベルダー：俺とアモーレはある程度、距離を詰つめるつもりで。みんなでエンゲージしたまま前進態たい勢せいを取るとしたら、どれぐらいまで許ゆるされるかな？

ＧＭ：そうだなぁ。全員で動くんだったら……５メートルぐらいまでは近づけるかな。

ベルダー：よし！　じゃあ我々の移動力も計算に入れて、８メートルまで近づいちゃおう。よろしいか、ギルドマスター。

ルーチェ：ええ、行っちゃいましょう。
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ベルダー：ついでに、サムライの実力をとっくりと見せてもらうとするか（笑）。

サジ：ふっ、言われるまでもないでござる。今宵、ついに拙者の活人剣が、解き放たれるであろう……。

アモーレ：サジ……相変わらず無駄に渋いねぇ（笑）。

ベルダー：へっ！（笑）

ルーチェ：じゃあ、クマ鍋の材料を狩りにいきましょう！

一同：了解！

ＧＭ：では、このシーンは終しゆう了りようだ。次は戦闘へと突入しよう……！







◆Middle04◆夜明けの戦い




　山に潜んでいた子グマは、まだルーチェたちには気づいていないようだ。

　シンクトワイスの面々は、先手必勝とばかりにそろそろと近づいていく。

　だが、その数秒先の未来に何が待っているのか、この時点で知る者はいなかった。




ＧＭ：さて、キミたちがクマと出くわし、戦闘に突入しようというところからだ。

ベルダー：お、おう。

ルーチェ：子グマさんは、どんな様子ですか？

ＧＭ：接せつ近きんしても子グマはいまだ、蜂蜜を舐めている。と、そんな状じよう況きようから戦せん闘とうに入る……のだが！

アモーレ：ホワット？

ＧＭ：ちょっとここで【感知】の判はん定ていをしてもらおう。成功しても失敗しても、どっちでもいいよ。難なん易い度どは秘ひ密みつだ。

ルーチェ：（ダイスを振ふる）ありゃ～、８です。

ベルダー：（ダイスを振る）６、11だな。

サジ：はっ！（ダイスを振る）達成値ちは10。

アモーレ：じゃ、適てき当とうに……（ダイスを振る）あら、15　!?（笑）

ＧＭ：その出目、ちょっともったいないな（笑）。では、達成値10以上の三人は、前にいる子グマに集中し警戒していると、次の瞬しゆん間かん───ぞわり、と背せ中なかが総そう毛け立だつ。

ベルダー：（緊きん張ちようした声で）なにか……いる！

ＧＭ：そう、背中に悪寒が走った！　【感知】判定に成功したので、横から突とつ如じよ現あらわれた影かげに気づく。その巨きよ大だいな影は───子グマの親だ。

ルーチェ：ええええええ～!?

アモーレ：親がいたかぁっ!?

ＧＭ：なお、これは奇き襲しゆう攻こう撃げき扱あつかいとし、親グマは即そく座ざにメインプロセスを行なう！　全員のリアクションにマイナス１Ｄ。小グマのほうに集中していたので対応が遅おくれたって感じ。

一同：げげぇーっ!?

ＧＭ：親グマは、咆ほう哮こうを上げながらキミたちのもとへ走はしり込こみ、そしてぐわっと立ち上がる！　ちなみにこいつの全長、５メートルぐらいある。

一同：でかっ!?

アモーレ：でかすぎる！　そ、そ、そんなでかいクマがいるか！（笑）

ＧＭ：だって考えてみなさいよ、集落が三つ壊かい滅めつしてるんだぞ？

アモーレ：そ、そうだったーっ!?（笑）

ベルダー：親グマの話聞いてないよ───って、もしや親グマを見たヤツは全員死んだから、情報がなかったってオチじゃないよな！

ＧＭ：…………よくわかったね。

一同：ふざけんなぁ────っ!?（一同爆笑）

アモーレ：ちなみに、今の判定に成功した人に、回避か何かボーナスはないの？

ＧＭ：うん、ない（笑）。嫌いやな予感に悪寒を覚える、という演えん出しゆつをするための判定だから。

アモーレ：な、なにぃーっ!?（笑）

ＧＭ：奇襲攻撃が行なわれるかどうかは、前のシーンの判定で決まったんだよ。

ベルダー：何てこったい！　《トリビアリスト》で最初に出した13じゃ駄だ目めだったのか！

ＧＭ：惜おしかった。14で奇襲攻撃に気づけたんだけどね。

ベルダー：なんと……！（笑）

ＧＭ：ということで、親グマは前まえ脚あしを振ふり上あげ、キミたちをなぎ払はらう！　ムーブアクション、マイナーアクションでキミたちにエンゲージし、メジャーアクションで範はん囲い攻撃だ。親グマはちょっと強いぞ？




　命中の達成値は13。しかし、奇襲攻撃により、ＰＣたちの回避のダイスはマイナス１Ｄ。

　結局、この攻撃を回避できたのは、《トリビアリスト》使用したうえに、フェイトを１点投入したベルダーだけであった───。




ＧＭ：ということで、ベルダーのみがからくも回避し、他三人を爪つめがなぎ払はらっていく！

サジ：その前に、ルーチェ殿を《カバーリング》してしんぜよう！

ＧＭ：了りよう解かい。新参のサジが、とっさにルーチェの前に立ちはだかり、その爪を受ける！

ルーチェ：サジさん、ありがとうございます！

サジ：ふ、ルーチェ殿をこの身に代えても守るでござる。

ベルダー：へ、言ってろ！（笑）

ＧＭ：では、ダメージロール、おりゃー！（ダイスを振る）　……わぁい、でかいぞー。

ベルダー：出目がすごいぞ！

アモーレ：なに、その出目ぇ!?

ＧＭ：出目だけで31点。合計、46点の物理ダメージ！　かーなーりー痛いたいぞ。

サジ：けっこうなもんでござるな。即死はしないが……なかなかのダメージだ。

ルーチェ：《プロテクション》できますかっ？

ＧＭ：もちろん、できるぞ。

アモーレ：ま、待って待って……よんじゅう、ろくてん？　ぴったり死んだ!!（爆笑）

サジ：《プロテクション》はアモーレに使うとして……こちらも計算しないとな。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は17、《トゥルーアイ》を宣せん言げんして……待てよ、使ってもダメージは25点、倍にして50点ダメージ……か。




　「───逃れようもなく死ぬでござる」




ルーチェ：サジさぁぁぁぁん！（一同爆笑）

ベルダー：ほら見ろ！　だからあの神しん殿でんは信用できないんだ！（笑）

アモーレ：サジの見せ場がー!?（笑）

ＧＭ：や、やりすぎたか？　親グマの攻こう撃げき力りよく、通つう常じようのクマに＋２Ｄしてあるんだけど（笑）。

サジ：…………ば、馬鹿な。活人どころか、死んでるしっ!?（一同大爆笑）




　いきなりの大惨事であった。

　結局ルーチェの《プロテクション》は攻撃力のあるアモーレへ。

　サジは戦闘中に、《ファーストエイド》で戦線に復帰させるという方針となった。

　その結果。

　クマに吹っ飛ばされ、手足があり得ない方向にねじ曲がったサムライが、戦場に横たわる。

　───そんな状況で戦闘が始まることになった。
















ルーチェ：（大爆笑している）

アモーレ：あんなに、鳴り物入りの壁役として登場しといてぇ───っ!?（笑）

ベルダー：サムライ、しっかりしろぉ───っ！（笑）

サジ：そんな馬ば鹿かな！　くまぁーっ!?（一同笑）

ＧＭ：しかも登場して最初の一発目……（爆笑）。

アモーレ：とりあえず、サジの犠牲と、ルーチェのプロテクションでアタシの【ＨＰ】が10点残ったよ！　だからまだ挽回は可能！（笑）

ベルダー：それに、かばってもらったおかげで、【ＨＰ】は減へってないわけだから、ルーチェは安心して前ぜん衛えいに出てもらえるぞ（笑）。

ルーチェ：そっか！　ところで、子グマはどうなってるんですか？

ＧＭ：子グマは尻しりを振りながら、この辺をうろうろしているよ。

アモーレ：見ろよ、ちょっと寝ね転ころんで腹はらを見せて、かわいいポーズ取ったりしてるぞ！　ちっとも和まないが！（笑）

ＧＭ：……あ、ちなみに子グマはエキストラとして扱う。一応【行動値】もあるし、攻撃対象にもできるけど、戦闘で実じつ際さいに戦うのは親グマだからお間ま違ちがえのないよう。では、改めてラウンド進行を始めよう！




●第１ラウンド

▼行動値

　親グマ　　　　　11

　子グマ　　　　　11

　アモーレ　　　　９

　ルーチェ　　　　７

　ベルダー　　　　７

　サジ　　　　　　７（戦闘不ふ能のう）
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ＧＭ：では、セットアッププロセスに入ろう。キミたちは全員ひとつのエンゲージにいる。もちろん、親グマも一いつ緒しよだ。そこから８メートル離はなれたところに、子グマがいる。そして、クマたちの【行動値】は11だ。

アモーレ：は、早い!?（笑）

ルーチェ：このクマたち……早いぞ……！（笑）

アモーレ：ちょっと待て……アタシたち、全ぜん滅めつするかも……（笑）。

ＧＭ：ちなみに、範囲攻撃は一回しかないから安心していい（笑）。始めのセットアッププロセスは親グマ子グマだが、どちらにも宣言はない。

アモーレ：ちなみに《タクティクス》をくれれば、エンゲージから逃にげられるよ？

ベルダー：なるほど。現げん状じよう三分の一の親グマの攻撃選せん択たく肢しを、二分の一に減へらせるな。

アモーレ：そうそう。ぶっちゃけ、三人の中で一番【物理防御力】が高いルーチェが攻撃対象になった方が、結果が安定するのよぉっ！（笑）

ベルダー：ということで、《タクティクス》を使用！　アモーレとルーチェ、自分の【行動値】に＋２だ。【知力】判定は……（ダイスを振る）５、成功！　秘ひ技ぎ「俺たちの屍しかばねを越こえていけ」作戦だ！（笑）

ＧＭ：死ぬこと前ぜん提ていかよ！（笑）　ともあれ、これで【行動値】が変へん更こうになるな。




▼行動値（《タクティクス》使用後）

　アモーレ　　　　11

　親グマ　　　　　11

　子グマ　　　　　11

　ルーチェ　　　　９

　ベルダー　　　　７

　サジ　　　　　　７（戦闘不能）




ベルダー：いくぞ！　あのクマに、人間の恐おそろしさを思い知らせてやる！（笑）　場合によっては、総そう力りよく戦で倒たおすしかない！

サジ：だろうな。ここで負けたら元も子もない。

アモーレ：ふふふ、この【行動値】＋２が、アタシたちの……いや、アタシたち自身の生死を分けるのだ！

ＧＭ：さて、他に宣言がなければ、イニシアチブプロセスに移うつろう。最初の行動は、現げん在ざい【行動値】がトップのアモーレ、キミだ。

アモーレ：まず、ムーブアクションとマイナーアクションを使って離り脱だつしよう。

ＧＭ：子グマのほうに離脱する？

アモーレ：逆ぎやくだよ！　離れるよ！（笑）　５メートル後方に下がる！　そしてメジャーアクションは命中判定の直前に、いきなり《デュアルアロー》でファインアローを二本使う！　矢や弾だまを惜おしんでいる暇ひまなどないっ！

ＧＭ：……ふ（笑）。

ルーチェ：この、ぎりぎり感！（笑）

ベルダー：勝利の手が見えない絶ぜつ望ぼう的てきな戦い！（笑）

アモーレ：それでも攻撃するんだよ。アタシに任まかせな！　（ダイスを振る）命中は16！

ＧＭ：親グマの回避は２Ｄ＋６！　（ダイスを振る）うむ、６だから12で命中した。親グマの背中に、アモーレの放った矢がちょこんと刺ささった。

ルーチェ：ちょこ～ん（笑）。

アモーレ：《ピアシングストライク》を宣言して、５Ｄ＋11！　おりゃ！（ダイスを振る）17、28点の物理ダメージだよ！　これが[image: 100]Ｇの力！

ＧＭ：【物理防御力】は13点あるから、[image: 100]Ｇ使って15点通った。

アモーレ：ま、予想の範はん囲い内ないだね。[image: 100]Ｇを使わなかったら11点しか通らなかったわけだしさ。

ＧＭ：さて、それでは次、親グマの行動からだ。ターゲットはランダムに決めようか。

ベルダー：こっちに来られたらまずいぞ……頼たのむ！

ＧＭ：１から３がベルダー、４から６はルーチェを攻撃。（ダイスを振る）ルーチェに向けて攻撃だ。親グマの爪がキミに振ふり下おろされる！

ルーチェ：はっ、はいっ！

ＧＭ：命中は２Ｄ＋10！　（ダイスを振る）９、達成値は19だ。

ルーチェ：きゃ～!?　ろ、６ゾロしか避けられない～!?　フェイト、使った方がいいかなぁ……。

アモーレ：いや、この数値なら、ここは受けて、《プロテクション》しよう。

ルーチェ：わかりましたっ……えい！（ダイスを振る）７、11で失敗です～。

ＧＭ：命中！　ではダメージ。（ダイスを振る）……おお、いい目が出たぞ、出目だけで31点、合計46点の物理ダメージ！

ルーチェ：きゃああ～っ!?

ベルダー：ルーチェがターゲットになってくれて助かった……（笑）。

ルーチェ：【物理防御力】は15点あるから……31点ですね。《プロテクション》します！　３Ｄ軽減ですよっ。えい！（ダイスを振る）12点軽減ですっ。19点ダメージ受けました～。残り【ＨＰ】26です！

ＧＭ：お、二回耐たえられるのか。かなり硬かたいな。では親グマは終わり。次は子グマの行動。

ルーチェ：あっ、そっか！　子グマも来ちゃうのか！

ＧＭ：子グマは待機しておこう。小首をちょこんとかしげてキミたちを見ている。

サジ：おい、ちょっとかわいいじゃございませんか（笑）。

ルーチェ：かわいい～！

アモーレ：待て、だまされちゃいけないよ！　こいつ、こっちが全員力ちから尽つきるのを待ってるだけじゃないか！（笑）

ＧＭ：子グマは「ご飯まだー？」というあどけない顔をしている（笑）。

ルーチェ：ああああ～、あたしたちがご飯になるの待ってる～!!（爆笑）

ＧＭ：さて、次はルーチェとベルダーの行動だ。どっちが先に行動するかを決めてほしい。

ルーチェ：は、はいっ。

ベルダー：ルーチェ。キミの傍らには、キミをかばって倒たおれた肉壁があるが……（笑）。

サジ：拙者、そろそろお花畑が見えてきてるでござる……（笑）。

ルーチェ：きゃ～!?　な、治します治しますっ!?




　というわけで、ルーチェはサジに《ファーストエイド》を使用。

　なんとか、サジのねじ曲がった四肢は元に戻り、戦列に復帰を遂げた。

　さらにルーチェは続くイニシアチブプロセスで《クイックヒール》を使用、彼の【ＨＰ】を26点回復させた。




ルーチェ：よみが～え～れ～♪（笑）

サジ：よみがえった～♪　これで【ＨＰ】が27点だ！　復活したでござる。かたじけない。

ベルダー：すごいぞ、《クイックヒール》！

ルーチェ：持っててよかった《クイックヒール》♪

ＧＭ：さて、改めて【行動値】７のベルダーが行動する。

ベルダー：ならば、俺も全力で後ろに下がる！　ムーブアクション、マイナーアクションで離脱！　アモーレのいるエンゲージに移い動どう。メジャーアクションで《ウォータースピア》！

ＧＭ：しまった、［放心］か！

ベルダー：残念ながら、俺の行動の方が遅おそいから、まったく意味がないのだ。ただし、火力を強化しているから、当たるとなかなか痛いと思うぞ？　魔術判定は３Ｄ＋９！（ダイスを振る）よしっ!!　クリティカル!!

ルーチェ：やった～！

ＧＭ：だが、親グマが６ゾロを出すと回避する！　（ダイスを振る）……７！　駄目だった。

ベルダー：ダメージは４Ｄ＋５、さらに赤き斜陽の剣レツドサンセツトソードの効果で＋２、クリティカル分が＋２Ｄ、合計６Ｄ＋７！

アモーレ：これはいいダメージだ！

ベルダー：いくぞ！　（ダイスを振る）出目が21、合計28点の〈水〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージだ！

ＧＭ：【魔法防御力】は３…………はっ!?　ぞ、属性が……〈火〉だとっ!?　対抗属性だから、素す通どおしか!!

一同：やった───────!!

ベルダー：よぉし！

ＧＭ：なんてこったい!?　ぐおぉ、痛ぇーっ!?　累るい計けいダメージ43点、一気に減った！

ルーチェ：おおおーっ！（拍手）

ベルダー：さらに［放心］も受けるぞ。

ＧＭ：では、びしょ濡ぬれになったクマがしょんぼりした顔をしてぶるぶるしている。

ルーチェ：か、かわいい……（笑）。

アモーレ：ちょっと！　そういうかわいい動きをするんじゃないよ！（笑）

ＧＭ：あ、目だけはぎらぎらと殺意に満ちている。

ベルダー：ですよねー（笑）。

ＧＭ：以上で全員の行動は終了だね。クリンナッププロセスでクマの［放心］は解かい除じよされる。

ベルダー：《タクティクス》の効果が切れて、アモーレの【行動値】が９に、ルーチェの【行動値】が７に戻もどるぞ。

ＧＭ：了解。それでは、第２ラウンド目に移ろう。




●第２ラウンド

▼行動値

　親グマ　　　　　11

　小グマ　　　　　11

　アモーレ　　　　９

　ルーチェ　　　　７

　ベルダー　　　　７

　サジ　　　　　　７
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ＧＭ：では、第２ラウンド目。セットアッププロセスだ。

ベルダー：はーい。両方のクマを《エンサイクロペディア》！　３Ｄ＋９で……（ダイスを振る）11だから、20！

ＧＭ：ぜんぜん大丈夫。こっちが子グマ。こっちが親グマ。

ベルダー：（超ちようシリアスな声で）俺の膨ぼう大だいな知ち識しきから推すい測そくするに……あいつらはクマだ!!

アモーレ：ば、馬鹿な、クマだってー!?（笑）

ベルダー：しかも親子だー!!

ルーチェ：えっと、知ってます（笑）。

ベルダー：というわけで、教えてください。

ＧＭ：うむ。両方とも属性は〈火〉。【物理防御力】の方が高い。

サジ：まあ、そうだろうな。

ＧＭ：なお、親グマは元データであるベアのスキルや【ＨＰ】をいじってある。範囲攻撃は１シナリオに一回。そのかわり《足止め》を削さく除じよしてある。

アモーレ：足止めをしない代わりに、目の前の敵を全部なぎ払うタイプだったみたいだな。

ＧＭ：他にもパッシブのスキルで《豪ごう腕わん》と《命中強化：白兵》を持っている。これでダメージと命中を強化してるわけだ。スキルについては以上だね。

ベルダー：識別完かん了りよう！　弱点も判はん明めいした！　さあ、やってしまえ！

アモーレ：見える！　その弱点をつけばいいこともわかった！　アタシに任せナサーイ！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。一番最初は、【行動値】11のクマたちから。さて……目の前にいるのはふたりか。

ベルダー：サムラーイことサジと、我らがリーダー・ルーチェ、だな。

ＧＭ：きっと、今いま頃ごろ神殿では「冒ぼう険けん者しやに乾かん杯ぱい」〝ちーん〟とバルゴが杯さかずきを傾かたむけているだろう。

ルーチェ：あたしたち、死んだことになってる～!?（笑）

ベルダー：くそっ！　あのハゲ！（笑）

アモーレ：真面目に死ぬかと思ったし……（笑）。

ＧＭ：親グマの行動から。ここで勝負を賭ける！

ルーチェ：ＧＭが、気合いを入れてます！

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクションはなし。メジャーアクションで白兵攻撃！　対象はランダムで決めるぞ？　（ダイスを振る）お、ルーチェに攻撃だ！

ルーチェ：きゃー!?

ＧＭ：さよならルーチェ！　命中は２Ｄ＋10！　（ダイスを振る）８、達成値は18だ！

ルーチェ：よ、避けられない～!?　（ダイスを振る）駄目、６！　回避失敗～！

サジ：ルーチェを《カバーリング》するでござる！

アモーレ：やめろサジーっ！　そんな傷きずだらけの身体で攻撃を耐えきれるはずがないー！

サジ：この命、誰だれかのために使えるならば本望！　さっき死にかけたがな！（一同爆笑）

アモーレ：無茶……しやがって……！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）出目がでかい!?（笑）

ルーチェ：６がすごい多いですよ!?

アモーレ：菊きく池ちさん、かわたなさんに何かあるんですか？（笑）

ＧＭ：い、いや、何もないよ？（笑）　出目が30点、合計で45点の物理ダメージだ。

サジ：【物理防御力】は17点。引いて28点だな。《トゥルーアイ》を使用！　さらに４点軽減する。

ルーチェ：サジさんを《プロテクション》です！（ダイスを振る）12点軽減です！

サジ：通ったダメージは12点……よし、【ＨＰ】15点で立っている！

一同：おおおおおお～っ!!

ＧＭ：くっそぉ─────っ!!　以上でクマの行動は終了。次はアモーレの行動。




　このルーチェへの攻撃をサジに受けきられたことで、戦いの大勢は決していた。

　《ファーストエイド》でサジが早期に戦線に復帰したことで、ＰＣ側の〝穴〟が塞がれたかっこうである。

　続く、アモーレは確実に親グマに射撃攻撃をヒットさせる。《ピアシングストライク》を用い18点ダメージを与える。

　サジは、《アーマーブレイク》で、親グマの【物理防御力】を下げようと試みるが、流水のような身のこなしの親グマに回避されてしまう。

　さらにルーチェのウォーハンマーによる攻撃も、ひらりと躱す親グマ。

　巨体に似合わぬ機敏な動きで、なかなかの粘りを見せるクマであったが……。

　ベルダーの《ウォータースピア》が炸さく裂れつ。対抗属性による攻撃のため、【魔法防御力】が効かないため、20点のダメージが素通しとなってしまう。

　この攻撃により、凶暴なる親グマは止めをさされたのであった。




ＧＭ：くっ、５メートルもある親グマは、〝ずずん……！〟と地面に倒たおれ伏ふくす！

一同：おおおおーっ!!（拍手）

ルーチェ：やったぁ～っ！

サジ：死を覚悟する戦い、まさに死闘であった───。

ベルダー：いや、お前、ほとんど死んでたから！（一同爆笑）




　かくして親グマは倒れ、子グマはその場を逃走していった。

　近隣の村々の危機は去った───そう判断した一同は、最初に訪れた村へと帰還する。

　そして───。




ＧＭ：場所は村の中央広場。キミたちは村人とクマ鍋を煮に込こんでいる。

ルーチェ：わーいっ！　じゃあ、クマ鍋、いっただっきまーす！

アモーレ：ひゃっはー！　クマ鍋だー！（笑）

ベルダー：マジでクマ鍋パーティになった！（笑）

ＧＭ：で、村人たちは、ルーチェが鍋を豪ごう快かいに、それこそ飲むように食べている様子を、ずらっと並ならんで見てる（一同爆笑）。

アモーレ：クマ鍋は飲み物だった!?（笑）

ルーチェ：飲み物だった！　ごっくん（笑）。

[image: ]

ＧＭ：ということで、ルーチェの豪快な食べっぷりに、村人たちが「おおーっ」と大きな拍手をしたところで、シーンを終了しよう。







◆Middle05◆小さな依い頼らい人にんと卑怯な罠




　依頼を果たし、神殿に戻ってきたルーチェたち。

　神殿で待っているのは、報酬と労いのはず。

　しかし、どうもそれだけではないようで……。




ＧＭ：シーンを再さい開かいしよう！　クマとの戦闘を終えたキミたちが、街へと帰ってきたところからスタートだ。時じ刻こくは夕方ということで。

ルーチェ：まずは、神殿で報酬をもらいましょう♪

アモーレ：じゃ、神殿のカウンターまで行って、報酬ちょうだい♪　バルゴさん……。

ＧＭ：バルゴさんはいません。カウンターの人たちは、キミたちを見ると、「どうしたんですか!?　ぼろぼろじゃないですか！」と。

サジ：ちょっと、クマ退たい治じに行ってきただけでござる。

ＧＭ：「じゃあ、あの伝説のクマを、お倒しになった!?」

アモーレ：伝説のクマぁ!?

ＧＭ：「あ……そ、その……依い頼らい書しよの二枚まい目のことを、失念したんです、ハイ」

ベルダー：なんか、嫌な気配を感じるね。

サジ：過すぎたことを言ってもせんなきこと。まずは、報酬の一八〇〇Ｇを所望したい。

ＧＭ：「もちろん、お渡わたしします！　みなさんが帰ってこられて、本当によかった！」とカウンターの人たちは喜んでますよ。

ルーチェ：いい人たちだ！

ＧＭ：キミたちが帰ってこないんじゃないかって、心配してたんだよ。「では、お納めください」と、一八〇〇枚の金貨がカウンターの上に置かれます。

ルーチェ：おお！　あたしたち、クエストをクリアしたんですね。

ベルダー：まぁ、助けられるものは助けるっていうスタンスを貫つらぬき通とおした結果だよ！（笑）

ＧＭ：「いや、本当によかった！」

ベルダー：これで、ドロップ品も加えて、ギルドの金は一九二〇Ｇになった。

ＧＭ：けっこう増ふえたな……。キミたちが換金してウハウハになっていると、ふと、視し界かいの端はしに小さな女の子の姿を捉えるよ。




　そこにいたのは一〇歳ほどのくりっとした目の少女であった。

　さらさらとした金髪をふたつの大きなリボンでサイドテールに可愛らしくまとめている。

　着ている服も上品で、裕福な家で繰らしていることがうかがわれた。




サジ：ハンドアウトの子かな？

ＧＭ：依頼を求める冒険者で賑にぎわうカウンターの中、その子は受付のお姉さんと話をしてるね。「お嬢じようちゃん、ちょっと待ってね」と言われているみたいだ。

ルーチェ：その様子に気づいて、近づきます。

ＧＭ：すると、幼おさなさを残した顔立ちの女の子は泣きそうになっていたんだけど、ルーチェに気づいてぱっと顔をあげるよ。

ルーチェ：どうしたの？

ＧＭ：「冒険の依頼をしたいの」そういう彼女は豚ぶたの貯金箱を抱かかえていて……。

ベルダー：やめろ～！　そういう細かい描写をするんじゃない！（笑）

ＧＭ：何をおっしゃる。描写は大事ですよ？（笑）

ルーチェ：依頼……？

ＧＭ：受付のお姉さんは「でも、依頼をするには、いろいろな規き定ていがあってね？　簡かん単たんには受理できないのよ」と言います。

ルーチェ：その、個こ人じん的てきに話だけでも……。

ＧＭ：「その時間はルーチェさんにはなさそうですよ。ディクシィ様から、神殿の会議室に、急ぎ出頭するようにとの命令が来ています」

ルーチェ：あたしたちにですか？　女の子に「ちょっと待っててね」と言っておきます。

ＧＭ：女の子は小さくこくんと頷きます。

アモーレ：それにしても、ディクシィは急になんの用だい？　……そうか！　アタシらは伝説のクマを倒したんだから、お褒ほめの言葉があるにちがいない！（笑）

ベルダー：そ、そうだよな！（笑）

サジ：ディクシィが、そんなかわいげのある女だろうか？（笑）




　というわけで、ルーチェたちは後うしろ髪がみを引かれる思いで、ディクシィが待っているという会議室にやって来たのだった。




ＧＭ：キミたちが会議室の扉とびらの前まで来ると、中からはシリアスな声が聞こえてくる。「では、最後に報告させていただきます。このように、今週は、クエスト依頼および、冒険者の達成条じよう件けんはすべてクリアしており……」「達たつ成せい率りつ一〇〇％ですか。それは優ゆう秀しゆうですな」「とりあえず以上で、会議は終了となるのですが……ディクシィ殿？」

ルーチェ：このタイミングで入るのがいいのでしょうか？

ベルダー：そうだね。入ろうか。

アモーレ：やあやあ、クマ殺しチームのお帰りだ！

ＧＭ：するとテーブルについていた神殿のお偉えらいさんたちが、一いつ斉せいにキミたちの方を見る。

ルーチェ：え、えーと……。

ＧＭ：ディクシィは、後ろのほうで足や腕を組んで不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。対照的に、バルゴはニコニコして、キミたちに「いやぁ、こんな時間にいらっしゃるとは。冒険者というものは、たいそうお気楽なものですなぁ？」と言うよ。

アモーレ：あのクマとの死闘が、お気楽なもんかい!?

ベルダー：それが、命を賭として村をひとつ救ってきた人間に対して言う言葉なのか？

ＧＭ：ディクシィは「タイミングによるのよ」と不機嫌そうに言います。

ルーチェ：……はぁ（困こまったように）。




　話を聞けば、この会議は、ディクシィが〝シンクトワイス〟を、神殿の重鎮たちにお披露目する機会とされていたようだ。にもかかわらず、それを知らされていなかった、ルーチェたちが盛大に遅刻した形で、会議は進行していたのである。




ＧＭ：バルゴは「なぜ、このタイミングで冒険に出発なされたのか不思議なくらいだ！　お伝えしたでしょう？　今日は昼から会議がありますと！」と周りに聞かせるように訴うつたえます。

ベルダー：そんな話、俺たちは聞いてない！

ＧＭ：「おかしいですねぇ。お伝えしましたよ？　なぁ？」と近くにいた、彼の部下らしき男にいうと、その男は「は、はい」と頷うなずくよ。

サジ：口裏合わせの部下まで用意しているのか……。

ベルダー：……でもこれって、ディクシィにも非ひがあるんじゃない？

ＧＭ：ぼそぼそと耳打ちするディクシィによると、彼女自身も、会議に招しよう集しゆうされる側だったようだ。バルゴから「次の会議の席で、ディアスロンドから来たという冒険者を神官長にお披露目するべきではないかと」と言われて、同意したのも事実だ。

ルーチェ：じゃあ、日付けを教えてくださいよ！

ＧＭ：ディクシィは「会議のことは彼らには伝えたの？」と聞いたところ、バルゴから「伝えた」と返事をもらったそうだ。

アモーレ：思いっきり、ハメられてる！（笑）




　バルゴは白々しい主張を繰り広げる。

　「ディクシィ殿、教育がなってませんな。監かん査さ官かんとしてどうかと思いますよ？」

　その言葉が引き金となったかのように、室内にぼそぼそとした話し声が響ひびき出す。

　「たしかに、礼れい儀ぎがなってませんな」

　「ディアスロンドから来たということで、鼻にかけているのでしょう。これはよくない」

　「特例を作るわけにはいきません……」




サジ：ディクシィ殿と我々の立場がどんどん悪くなってるでござる。

ベルダー：弁明しよう。そもそも、俺たちに「クマ退治」を推すい薦せんしたのは、バルゴの方だ！

ＧＭ：「はぁ？　私はカウンターの方には立ちませんよ。私は依頼受理の担たん当とう長ちようであり、発行するのは仕事ではありませんから」

アモーレ：でも、その証しよう拠こがないから、言いい訳わけのしようがないね。

ベルダー：ディクシィに俺が個人的に罵ば倒とうされるのは気にしない。ただ、ルーチェたちに非がないのに、周りから非ひ難なんされるのは、許ゆるせないよ。

ＧＭ：バルゴは、依頼発行のお姉さんを呼よび出だすと、「私は彼らに依頼を渡してないよな？」と言うよ。お姉さんは泣きそうな顔で謝罪する。「はい。私が手ちがいで、すぐ出立する必要がある依頼を渡してしまって、すいませんでした」と。

ベルダー：くっ、責任は部下に押しつけるってか？

ＧＭ：彼かの女じよは会議の全出席者に頭を下げて回り、最後にキミたちのもとへくると、「本当に申もうし訳わけありませんでした」と深く頭をさげ、そのまま顔をあげようとしないよ。

ルーチェ：そんな！　顔をあげてください！

ＧＭ：「彼らは心の広い冒険者だ！　許ゆるしてくださるそうだから、キミもこれからはミスをしないように」と、のバルゴの言葉で、ようやく彼女は顔をあげるね。

サジ：……平和主しゆ義ぎ者しやの拙者だが、さすがにそろそろ我が慢まんの限げん界かいがきそうでござる。

ＧＭ：神官長は八〇歳さいくらいで温和そうなおじいちゃんだ。「誰にでも手ちがいはある。禍か根こんは残さないように。いいな？」と厳おごそかに言うよ。その場にいた人々は、「はっ」と頷くね。

ベルダー：ここでバルゴの悪わる巧だくみを暴ばく露ろすることはできないのかなぁ。

サジ：悪事の証拠がない状態で糾きゆう弾だんしても、ヤツは立場が弱い者に責せき任にんを押おしつけるだけで、根本的な解かい決けつには至いたりそうにないでござるな。

ベルダー：受付のお姉さんの立場が悪くなっていくだけか……。

ＧＭ：そうだね。神官長が「会議はこれで終わりだ。今週は、すべての依頼を冒険者に回し、解決をはかることができた。素晴らしいことだ。みなの働きに感謝する」と宣言すると、会議は終了となり、神官長をはじめとして神官たちはぞろぞろと部屋を出て行くよ。

一同：……。

ＧＭ：「あの伝説のクマを退治するとは、たいしたものだ！　帰ってくるとは思わなかったよ！　キミたちの今後に期待しよう！」と、バルゴはにやにやして部屋を出て行くよ。

アモーレ：バルゴを殴なぐりたい……。

ルーチェ：ダメですよ！　神殿内で暴ぼう力りよく沙ざ汰たは！

ベルダー：殴なぐるのは、証拠を摑つかんでからにしようぜ。

ＧＭ：と、神殿の会議がお開きになったところで、シーンを終了します。







◆Middle06◆隠された大切なもの




　会議後、神殿の依い頼らい受付カウンターに戻もどる。

　豚ぶたさん貯金箱を持った少女は、まだその場に留まっていた。

　その切羽詰まった瞳の色が、ルーチェはどうしても気になるのだ。




ＧＭ：では、次のシーン。会議室から出て、部屋へと戻もどろうとするところから始めようか。キミたちは受付の方へと戻もどってきたわけだけど……ルーチェの服の裾すそを摑つかむ手が。

ルーチェ：さっきの女の子ですね？

ＧＭ：彼女は、もう片方の手で、豚さんの貯金箱を差し出し、ルーチェを見上げると「依頼を受けてほしいの。神殿は依頼を受付てくれなくて……」と、たどたどしく言うよ。

ルーチェ：もう、ほうっておけません！　女の子に聞きます。あなたのお名前は？

ＧＭ：「───ルクス」

ルーチェ：じゃあ、ルクスちゃんから話を聞きます。

ＧＭ：ちょっと待った。この街に長くいるサジは思い出すんだけど、この街では「依頼は必ず神しん殿でんを介かいして頼たのむように」というお達しがあるね。

サジ：では、その旨むねをみんなに話そう。

ＧＭ：この街では、神殿に依頼を集中させることで「適てき切せつな冒ぼう険けん者しやの効率的な斡旋」「依頼の早期解決」「依頼の回転率上昇による冒険者の収入増」という方針を掲かかげているんだ。

サジ：……従って、神殿に無断で依頼を受けるとお上から睨まれかねない。

ベルダー：なるほど。

ルーチェ：だとすると、ここで立ち話は目立ちそうなので、場所を変えましょう。




　一行は、ルクスをともなって、町の料理屋に移動した。

　ほかほかのシチューや柔らかいパン、ジューシーな肉で腹ごしらえをしたあと、いよいよ彼女の話を聞くことになった。




ＧＭ：ルクスはじっとキミたちを見つめ、「友達を探してほしいの」と話を切り出す。

ルーチェ：友達ってだあれ？

ＧＭ：「あたしの友達。名前は、レバニラ」とたどたどしく話すよ。

ルーチェ：レバニラちゃん!?

アモーレ：美味しそうな名前だ！（笑）

ルーチェ：レバニラちゃんは、どんな子？

ＧＭ：「オス」

ベルダー：オス!?　え？　まさか……。

サジ：なんか、拙者、トラウマが刺激されるでござる。

ＧＭ：「生まれた時から、ずっと、一いつ緒しよだった。お父様に、かってもらったクマ。七歳」

一同：またクマかぁぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）




　ルクスの家で飼っていた熊のレバニラが、半月前にいなくなってしまったのだ。

　そこで、彼女は、神殿にレバニラの捜索を依頼したが、断られたのだという。




ベルダー：う～ん……ルクスは、家でクマを飼っていたって話からしても、いいところのお嬢じようさんなんだよね？

ＧＭ：いい質しつ問もんだ。ここで【知力】判はん定ていをしてもらおうか。

ルーチェ：【知力】判定？




　この判定にサジ以外の三人が成功。

　彼女の似顔絵付きの尋ね人のチラシが、街の掲けい示じ板ばんに張はり出だされていたことを思い出す。

　彼女の名はルクス・トワイライト。ユーカリ王国の王都アーケンに住む、富ふ豪ごうの娘である。

　三日前くらいから姿すがたを見せなくなったので、誘ゆう拐かいではないかと言われているらしい。




アモーレ：ルクスのお家の人が探しているってことか。

ＧＭ：なお、彼女の両親は、なんにもあやしくない事じ故こによって、一週間ほど前に、亡なくなったというニュースも書かれていたよ。

アモーレ：そういう言い方だと、逆に、超あやしいよ！（笑）

ベルダー：裏がないほうがおかしいってレベルだ。

ＧＭ：「本当に神殿はひどいの」と、ルクスは「パパとママが、神殿にレバニラの捜索を依頼した。でも、返事がなかったの」と言うよ。

ルーチェ：待って!?　……依頼は半月前に出されていたの？

ベルダー：時じ系けい列れつを整理して考えると、こんな感じかな。




クマが行方不明になる（半月前）

　　　　↓

ルクスの両親が神殿に調ちよう査さ依頼を出す（半月前）

　　　　↓

ルクスの両親、事じ故こ死し（一週間前）

　　　　↓

ルクスが自力で依頼を出そうとする（三日前～現在）




ベルダー：サジ、この辺の話を聞いたことはないのか？

サジ：…………。おお！　そういえば拙者は、依頼の書類整理役を務めていたでござる。

アモーレ：伏ふく線せんだったのか！（笑）

サジ：ＧＭ、拙者はこのあたりの事情を、知っていていいか？

ＧＭ：【知力】判定をして。達成値によって、知ってる情じよう報ほう量りようが変わるから。

サジ：フェイトを１点使用。（ダイスを振る）達成値は12。

ＧＭ：十分だ。サジは整理していた書類の中に、トワイライト家からの依頼があったことを憶おぼえていた。依頼内ない容ようは、娘むすめのペットのクマの捜索。発行されたのは、半月ほど前だ。

サジ：その依頼は、受理されないままだったのか？

ＧＭ：神殿は確かく実じつに受理しているよ。しかも、報酬は二万Ｇだったね。

アモーレ：二万Ｇのクマ！

サジ：でも、レバニラが見つかっていない以上、その依頼は果たされていないでござるな。

ベルダー：依頼を握にぎり潰している誰だれかがいるってことだよな？　神殿は、依頼を受理した時点で、二万Ｇを受け取ってるんだろう？

ＧＭ：依頼を受理したら、二万Ｇを預あずかっているはずだ。ここでもう一度【知力】判定を。




　この判定には全員が成功した。




ＧＭ：では、先ほどの会議の席で、「この一ヶ月以内に受けた依頼はすべてクリアしてる」という発言があったことをキミたちは思い出した。

ルーチェ：あれ!?

アモーレ：そういえば達成率一〇〇％とか、言ってたよ！

ベルダー：依い頼らい者しやから金だけ受け取って、依頼が解決した扱あつかいにしているのか……。

サジ：依頼主ぬしである、ルクスのご両親は亡くなった。だから、依頼を握にぎり潰つぶしたとしても、クレームをつける人間はもういない。

ルーチェ：だから、依頼をなかったことにして、報酬を横おう領りようした……？

アモーレ：そういう推すい測そくができるねぇ。

サジ：この件、ディクシィに相談するのが筋でござる。あれでも、神殿の監査部の人間だ。

ルーチェ：そうですね……。

ＧＭ：キミたちが難むずかしい話をしていると、ルクスは「お願い」と言いながら、ルーチェに六〇Ｇほど入った貯金箱を差し出すよ。「お友達、探して」

ベルダー：そうだった。本題は、レバニラ捜しだったな。

ルーチェ：あたしとしては、受けてあげたいな……。

ベルダー：ふむ……。ちょっと考えたんだけどさ、彼女の依頼を達成すれば、神殿側……管理役のバルゴが依頼を握り潰していた証拠になるな！

一同：おおっ！

サジ：たしかに。ルクスの、正確にはご両親の依頼を達成できれば、バルゴの不正を暴あばいて、糾きゆう弾だんもできよう。

ルーチェ：ルクスちゃんの依頼を果たし、神殿の不正を暴く。一石二鳥ですね！

ベルダー：神殿が依頼を受理したという書類を押おさえておけば、依頼を握り潰した証拠になる。そうすると、「依頼を受理した際さいに受け取った報ほう酬しゆう金きんはどこへいった？」という問題が問われることになるから、クエストを管理するバルゴをぎゃふんと言わせられるぜ！

アモーレ：こいつは決まりだね！

ベルダー：依頼を受けるかどうかは、ルーチェが返事するといい。

ルーチェ：ルクスちゃん。〝シンクトワイス〟は、あなたの依頼を受けます！

ＧＭ：すると、ルクスはルーチェの両手を摑み、上下に振って握あく手しゆをする。初めて満面の笑みを浮うかべて、「ありがとう」とお礼を言う。そして、ルーチェと手を合わせ、「アーケンラーヴの名のもとに、誓せい約やくを果たさん」と、見よう見まねで契けい約やくの提てい示じをするよ。

ルーチェ：ん、何かのおまじない？

ＧＭ：そんなようなもんです。ようは、依頼を受けるという承しよう認にんをするかどうか呪文なんだけど。ルクスが復ふく唱しようすれば契約成立です。

ルーチェ：では、復唱します。「アーケンラーヴの名のもとに、誓約を果たさん」

ＧＭ：これで、契約は交わされた。ルーチェに貯金箱を渡したルクスが嬉うれしそうに笑っていると………。




　ふいに数人の足音が響いた。

　バルゴだった。供回りの神官をつれてこの料理屋に姿を現わしたのだ。

　「おやぁ、ルクスちゃん、こんなところにいたんですか」と甲かん高だかい猫なで声が響く。




サジ：やけに嗅きゆう覚かくがいいでござるな。

ＧＭ：彼はルクスを見ると、「こんなところにいたんだね。おうちの人が明日には迎えに来るそうだから、それまで神殿で待っていようね」と声をかけるよ。そして、「それにしても、あなた方はこんなところでいったいなにを？」とキミたちに問いかける。

ベルダー：彼女がお腹なかを空かせていたようだから、一緒に食事をしていただけさ。

ＧＭ：「それはご苦労様でした。あとは神殿が引き受けます」

ルーチェ：ルクスちゃんを、バルゴさんに連れて行ってほしくないんですけど。

サジ：我慢でござる。ここでもめると、警戒されて不正の証拠を探しづらくなるというもの。

アモーレ：神殿が預かるなら、ルクスがひどいめにあうこともないだろうし。

ベルダー：だが……この借りは、いずれきっちり返させてもらうよ。

ＧＭ：「借り？　何をおっしゃっているんですか？　私は職務を遂行しているだけですよ」

ベルダー：とぼけやがって！

ＧＭ：「どうやら、ディクシィ殿の選ばれた冒険者の皆様は、職務を妨害するつもりのようですね」

アモーレ：いえいえ、そんなことはないですよ！　さささ、ご存分に！

ルーチェ：ちょっ!?　アモーレさん！

ベルダー：何かにつけて、ディクシィの名前をだすな……こいつ。

サジ：ふたりは仲が悪いとという情報はあったが………確かにしつこい。

ＧＭ：…………。「なんのことやら。そろそろ、私は戻もどります。お気楽な冒険者とちがって、忙しくて」

ルーチェ：…………。

ＧＭ：そして、ルクスはこくりと頷うなずくと「またね」とルーチェに言って、部屋を出てバルゴとともに行ってしまう。

ルーチェ：……ルクスちゃん。必ずレバニラを捜し出すからね。

ベルダー：それに、ぜってぇー、バルゴをぎゃふんと言わせてやるぜ！

ＧＭ：では、ここでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle07◆こぼれ落ちた鍵




　ルクスの両親の依頼は本当に握り潰されたのか？

　真実は、神殿の霧のベールの向こうにあるはずだ。

　不正を白日の下にさらすには、監査役のディクシィの協力が必要であった。




ＧＭ：では、次のシーンを始めよう。

アモーレ：どうしよう？　ディクシィに相談してみる？

ルーチェ：そうですね、相談してみましょう。

ＧＭ：では、場面を変えます。場所はディクシィの執しつ務む室しつの前。

アモーレ：邪じや魔まするぜ！　バァーン！（ドアを開け放った）

ＧＭ：ディクシィはシャワーを浴び終えたばかり。アモーレを冷たい眼差しで見るよ。

アモーレ：なんで執務室にいるのに、風ふ呂ろ上がりなんだよ！　おかしいだろ!?　それに、そもそも、アタシは女キャラなので、風呂上がりの姿を見ても問題ないです！（笑）

ＧＭ：ああ、女キャラなのをすっかり忘れてた（笑）。でも、無礼なのにはちがいないから、魔ま法ほうを放つよ。

アモーレ：ぼふんと吹ふっ飛とばされました（笑）。

ＧＭ：「……で？」と、着き替がえが終わったディクシィが、キミたちに話を促す。

サジ：バルゴの疑惑について、とかくかくしかじかと説明をする。

ＧＭ：「ふぅん、バルゴが、ねぇ。で……バルゴが依頼を握り潰している証拠はあるの？」

サジ：今はないでござる。だが、書庫を調べ、依頼を受理した書類を確認すれば、依頼が受けながら果たされていない証拠にできる可能性がある。

ＧＭ：すると、ディクシィはニヤリと笑う。「面白い話じゃない？」

サジ：バルゴが証拠を隠滅していなければ、よいのでござるが。

ＧＭ：「なるほど」ディクシィは執務室をウロウロと歩き回りながら、「書類は一時的に書庫に保ほ管かんされるけれど、最終的にはバルゴのもとへと回されるわ。だから、彼の執務室や金庫とかにしまわれているんじゃないかと思うけど」

サジ：もし、バルゴが金をちょろまかしているならば、裏うら帳ちよう簿ぼをつけている可能性がある。

ＧＭ：「なるほど。そんなものがあるなら、ぜひそれを手に入れなさい」

サジ：もとよりそのつもりでござる。ただ、バルゴの裏を取るために、協力してほしいでござる。いくつか、質問したいこともあるし。

ＧＭ：「できることだったら協力するわよ。まず、書類はバルゴの執務室にあると思うんだけど……」と言いながら、部屋の中をウロウロします。




　するとディクシィの服のポケットから、鍵かぎがこぼれ落ちた。




サジ：鍵？

ＧＭ：「あらー、バルゴの執務室があるフロアの鍵、落としちゃったわ。部下なんだから、私の代わりに拾いなさい？」と棒ぼう読よみで言うよ。

サジ：おお（笑）。では、這はいつくばって拾おう。

アモーレ：そういうことは、アタシに任まかせなさい！（笑）

ＧＭ：ディクシィは冷たい目で見てるよ（笑）。

サジ：まぁ、ともかく、これで、フロアに侵しん入にゆうするための鍵はゲットだな。

アモーレ：鍵は、ルーチェに預けておこう。

ベルダー：それから、はっきりさせたいんだが………。

ＧＭ：「なに？」

ベルダー：監査役としてのあんたは、元もとバルゴの不正を暴こうと考えていたんじゃないのか？

ルーチェ：えっ？

ＧＭ：「…………」




　ディクシィは眼を細めて、しばらくベルダーを見つめる。

　不意に部屋の気温が下がった気がした。




ＧＭ：「なんでそう思ったのかしら？」彼女は冷たい視線で続きをうながすよ。

ベルダー：バルゴが、異常なまでにあんた嫌っているようだったしな。もうひとつは、あんたが俺たちの提案した〝バルゴの不正の糾弾〟に前向きすぎることだ。

アモーレ：鍵まで落とすし！（笑）

ベルダー：で、あんたの仕事は監査だろ。なら、元もとあんたはバルゴの不正をかぎまわってて、向こうもあんたを排除したいと考えてるってことは簡単に想像がつくさ。

ルーチェ：か、簡単じゃないですよ、その推理！

サジ：ふむ。さすがセージでござる。

ＧＭ：「へぇ。中々筋がいいじゃない」

ベルダー：お、褒められた！

ＧＭ：でも、まだまだよ。あたしはもっと先のことを見据えている。

ベルダー：な、なんか、意味ありげじゃねぇか。

ＧＭ：「ま、バルゴの不正糾弾はあたしの狙いであることは認めるわ」

アモーレ：おお、認めた！

ＧＭ：「できるかぎりバックアップはするけれど、いざとなったら、あなたたちを見み捨すてるかもしれないわよ？　私は敵てきも多いから、ここであらぬ嫌けん疑ぎをかけられるわけにはいかないの。今ここを追い出されるわけにはいかないし、監かん査さ室しつも潰つぶされるわけにはいかないのよ」

ルーチェ：ディクシィさんがやろうとしていることのために、ですね。

ＧＭ：「…………」

ルーチェ：わかりました！　とにかくあたしたちは、バルゴの不正の証拠を探します。その代わり、ルクスちゃんの安全に気をつけてあげてください

ＧＭ：「その少女はこの神殿が預かってるわけだから、バルゴがよからぬことをしないよう、私が目を光らせておくわ。任せておいて」

ベルダー：話がついたとこで、不正の証拠捜しだな。バルゴの執務室を調査しよう。




　バルゴの執務室のあるフロアへの鍵を入手したとはいえ、依頼書と裏帳簿の捜索は潜入任務となる。

　話し合いのすえ、シーフのアモーレが、単独でバルゴの執務室に忍び込むことになった。




アモーレ：アタシの出番だね！

ＧＭ：じゃ、シーンを終了して、アモーレの潜入シーンをやろう。







◆Middle08◆バルゴの秘ひ密みつ




　キョロキョロと周囲を警けい戒かいし、神殿とあるフロアにアモーレは潜入する。

　扉とびらの前で、薄暗い中目を凝らしてプレートを確かく認にんする。

　そこは、バルゴの執務室だった。




ＧＭ：では、次のシーン。アモーレは、バルゴの執務室があるフロアへと潜入した。今は神殿の業務も終わり、たいまつが暗く廊下を照らしている。

アモーレ：では、アタシは、暗さも気にせずひたひたと目的の部屋へ向かう。これが、昔取った杵きね柄づかというやつか……。

ＧＭ：目の前には、ガラス張はりのドアがあり、鍵がかかっているよ。

アモーレ：［トラップ探たん知ち］をする。（ダイスを振る）達成値は15だ。

ＧＭ：アラームがかかっているよ。よく気づいたな（笑）。

サジ：モチはモチ屋でござるな。

アモーレ：危あぶない危ない。［トラップ解かい除じよ］。（ダイスを振る）達成値は19。解除した。

ＧＭ：アラームは解除された。アモーレは、音も立てずに執務室に侵入する。部屋は静まりかえっていて、物音はしない。

アモーレ：金目の物を物色しそうになって、「もうこういう仕事はやめたんだ」と呟き、書類を探さがす。

ＧＭ：棚たなの後ろに大きな扉が隠かくされているのを発見したよ。金庫室のドアといった感じだ。

アモーレ：まず、［トラップ探知］。（ダイスを振る）……達成値は15。

ＧＭ：扉にはアラームがかかっていたよ。まったく、よく気づいたなぁ（笑）。アモーレは、鍵などあってなきようなもののように解かい錠じよう。

アモーレ：では、金庫室の扉を開けるよ。

ＧＭ：扉を開けると、中は書しよ架かのようになっていて、書類が並ならべられているね。

アモーレ：ここを調べたい……が、判定が必要だろうか？

ルーチェ：なんか、危あぶなそうですよね（笑）。

アモーレ：一応、［トラップ探知］しておくか。（ダイスを振る）21だ。

ＧＭ：おお！　すると、書架の一部がスライドし、小さな金庫が隠されていたのを発見する。

ルーチェ：すっごく、大事なものがありそうですね。

ベルダー：たしかに！　イイ感じじゃないか！

アモーレ：へへっ！　じゃあ、その小さな金庫を開けるとするか。

ＧＭ：では、［トラップ解除］に挑戦してもらおう。




　絶好調なアモーレはこの判定にも見事成功。

　小さな隠し金庫の中には、重要そうな書類をまとめたファイル、封筒などが綺麗に整頓されて格納されていた。




アモーレ：ルクスの両親の依頼が発行されたで日付の書類があるファイルを探し出す。

ＧＭ：わかった。では、アモーレは、書類の入ったファイルを入手したよ。

アモーレ：あとは、裏帳簿が入手できるといいのだが……。

ＧＭ：バルゴはいつも鞄を持ち歩いているので、この部屋にはないかもしれないね。

アモーレ：裏帳簿は肌はだ身み離はなさず、か。悪役らしいムーブだ。……では、書類は手に入ったし、部屋を出るとしよう。必要なもの以外は盗とらない。これが怪かい盗とうとしての仕事ってもんだ。

ＧＭ：では、ここで、目もく標ひよう値ち10の【幸運】判定を。

アモーレ：【幸運】は２しかないよ！　フェイトを１点使う。（ダイスを振る）達成値11で成功！

ベルダー：ナイス判断！

ＧＭ：こつこつと足音が聞こえてきて、執務室のドアの前でピタっと止まる。そして、ややあって、ドアが開く音が……。

アモーレ：……逃にげ場ばはなさそうだから、書架の中で息を潜ひそめて隠かくれる！
















ＧＭ：すると、「今日も一日よく働いた」というバルゴの声が聞こえてくるよ。

アモーレ：バルゴのヤツ、残業してたのかよっ!?（笑）　ヤバい！　かなりピンチ！

ＧＭ：「さて、書類をしまわなくては」と書架への扉に手をかけるんだが……。

アモーレ：だが……？

ＧＭ：「バルゴ様」と部下がやってくる。「書類で、内容があわないところがありまして」と言われると、「なんだ。まだ三〇分はかかりそうだな」と愉ゆ快かいそうに言って、部下とともに部屋から出て行く。

アモーレ：これが、【幸運】判定の成功した結果？

ＧＭ：そう。

アモーレ：成功しておいてよかった……。

ルーチェ：鞄、執務室に置いていったりしてませんか？

ＧＭ：残念ながら、持っていったみたいだ。彼は鞄マニアで、同じ鞄をたくさん持っていて、いつも肌身離さず持ち歩いているんだよ（笑）。ひとつ[image: 700]Ｇくらいするような高級品で……。

ルーチェ：売れば儲かりますね（笑）。

アモーレ：それはやめておこう（笑）。じゃ、ファイルを持ってみんなのところへ帰るか。

ベルダー：ファイルって、けっこう分ぶ厚あついよな？　もし、バルゴが戻ってきたら、持っていかれたことに気づくんじゃないか？

アモーレ：そうか……。

ＧＭ：さっき、バルゴ本人は30分くらいで戻ってくる様子だったから、それまでに返へん却きやくするとか、手を打った方がいいのは間ま違ちがいないね。

アモーレ：戻ってくるまでの間に、アタシが自分で調べておくか……？　【知力】は２しかないけど（笑）。

ＧＭ：試してみてもいいよ。

アモーレ：（ダイスを振る）７。

ＧＭ：探さがし出だせないね。

アモーレ：しょうがないから、持って帰ってみんなに探さがし出だしてもらおうかな。書架を偽ぎ装そうするには、どうしたらいい？

ＧＭ：【器用】で判定してもらうことになるね。判定は対決になるよ。

アモーレ：フェイトを１点使っておくか。（ダイスを振る）出目が12、達成値は19だ。

ＧＭ：それに勝つのはさすがに厳きびしいな！　では、アモーレは偽装をして、ディクシィの部屋で待つみんなの元へと帰った、と。

アモーレ：無事に戻ったぞ！

ＧＭ：では、このシーンを終了しよう。







◆Middle09◆ファイルの秘密




　アモーレがバルゴの部屋に侵入し、持ち帰った謎なぞのファイル。

　分厚い紙束の中に、一同が求める情報があるはずなのだが───。




ＧＭ：それでは、新しいシーンを始めよう。アモーレは、ファイルを持って、みんなの元へと戻ってきたよ。

アモーレ：ただいまー。

ルーチェ：お帰りー。さっそくだけど、ファイルを調べましょう！

ＧＭ：では、難なん易い度ど10の【知力】判定を。

ベルダー：それは簡かん単たんだ。（ダイスを振る）15で成功。

ＧＭ：ベルダーは、ファイルをめくって、あっさりと目的の書類を見つける。依頼はナンバリングされているんだけど……依頼が出されたと思われる日付の書類は、二八六の次が二八七になるはずなのだが、番号が飛んでいるね。

一同：……。

アモーレ：書類が持っていかれてたか！

サジ：やはり、バルゴは証拠隠滅の手を打っていたでござる。

ベルダー：でも、管理している書類の紛ふん失しつだろ？　それだけで、十分バルゴの不ふ手て際ぎわだぞ。

サジ：その程度の証拠では、部下のせいにして責任逃のがれに徹てつする腹に違いない。

ベルダー：そっか！　とにかく、決定的な証拠はまだ手に入っていない……ってことか。

ルーチェ：やっぱり、裏帳簿も依頼書もバルゴの鞄の中に隠されているんじゃない？

ＧＭ：その可能性はあるね。それに、依い頼らい書しよと同等の機能を持つものがあるかもしれないぞ。

ルーチェ：依い頼らい書しよと同等の機能？　…………。あ、もしかして……依頼書の控えとか？

サジ：控えがあるとするなら、トワイライト家か……。

ＧＭ：そこなら、依頼書の写しがある可能性は高い。

ベルダー：なら確認したいが……トワイライト家へ行くことはできるのか？

ＧＭ：できるよ。

ベルダー：どのくらいかかる？

ＧＭ：王都アーケンだ。徒歩で小一時間というところだね。トワイライト家の正確な場所はディクシィに訊くとわかるし、彼女に頼めば入城許可証ももらえるだろう。

アモーレ：トワイライト家にいった方がいいかな？

ベルダー：…………。アモーレの偽装工作が上手くいっていれば、バルゴはしばらくの間、ファイルの紛失に気づかないはず。さっさとトワイライト家に行くのがいいと思うんだ。

ＧＭ：じゃあ、バルゴが気づくかどうかの演えん出しゆつを、ここで挟はさもうか。

ベルダー：それはありがたい。

ＧＭ：では、バルゴは「予定より早く終わったな……」と呟つぶやきながら、執務室へと戻ってくる。「今日もよく働いた。ファイルが溜たまっていくこの感覚がたまらん」と言いながら、アモーレが偽装した隣となりの棚にファイルをしまおうとする。

アモーレ：なに、ちょっと面白いことを言っちゃってるの（笑）。

ＧＭ：さて、ここで、バルゴが偽装に気づくかのチェック！　（ダイスを振る）出目は５。バルゴはアモーレがした偽装に気づかないね。

アモーレ：見たか！　これがミーの技ぎ術じゆつ！　一〇〇年くらいは気づかれないぞ！（笑）

ルーチェ：アモーレがすっかりいい気になってる（笑）。

ベルダー：これで安心してトワイライト家に向かうことができるな。……ルクスはこのまま、神殿に任せておいてもいいよな？

ＧＭ：そこは大丈夫。神殿は彼女に危害を加えたりしない。

ベルダー：よし、ディクシィから入都許可証をもらってトワイライト家に向かって出発だ。

ルーチェ：ですね！

ＧＭ：では、シーンを終了しよう。







◆Middle10◆トワイライト家にて




　ディクシィから入都許可を取り、王都アーケンに向かう。

　王都に入るべく、ブリガンディアルから繫がる巨大な門をくぐる。

　〝シンクトワイス〟が目指すは、この都にあるトワイライト家の屋や敷しきであった。




ＧＭ：ディクシィから入都許きよ可か証しようをもらったキミたちは、王都アーケンへと向かった。

ベルダー：ついに、王都に！　せかいいちかわいい姫君がいるはず!?

ルーチェ：そんなことはいいから、なるべく急ぎましょう！

ベルダー：そ、そんなっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ブリガンディアルからアーケンへは、高さ10メートルほどもある鉄の門で接続されている。警戒厳重な門だが、許可証のおかげで、警備兵はキミたちをすんなり通してくれた。

サジ：ディクシィ殿に感謝でござる。

ＧＭ：さて、優美な家々が建ちならぶ賑やかな王都を進み、キミたちはトワイライト家の屋敷の前に到着した。豪壮な屋敷の中には、大きな噴ふん水すいがある庭園が拡がっているね。

アモーレ：しこたま貯め込んでそうな家じゃないか！（笑）

ルーチェ：あたしは神殿育ちですから、「すごーい」って感動します。

ベルダー：ま、この家のご令嬢に依頼を受けた冒険者である俺たちは、単刀直入に挨拶しようじゃないか！　たのもーうっ！

ＧＭ：すると「どちらさまですか？」と蝶ちようネクタイにスーツ姿すがたの執しつ事じが中から出てくるよ。

ルーチェ：すいません。お嬢じよう様さまから依い頼らいを受けた者ですが……。

ＧＭ：「やっと神殿が動いてくださるんですね！」と皺しわ深ぶかいまなじりを下げて喜ぶ。彼は、この家に長く勤める執事のようだ。ルクスを王都の外に出したのも、きっとこの人なのだろうと推すい測そくできる。もちろん、監かん視しをつけてね。

アモーレ：なるほど。

ＧＭ：さて。キミたちは、執事によって、屋敷の応接間へと通される。

アモーレ：よっこいしょっと！（←ソファに腰掛けたらしい）

ＧＭ：「みなさま。まずはお嬢様と契けい約やくをしたという証しよう明めいを」

ルーチェ：証明？

ＧＭ：執事は「アーケンラーヴの名のもとに、誓約を果たさん」と手をかざして呟きます。

ルーチェ：あ、その台詞、ルクスちゃんが料理屋で唱えてたおまじない！

ＧＭ：その台詞とともに、ルーチェの手の甲こうからルクスの紋もん章しようが浮うかび上あがるよ。

ベルダー：なるほどねぇ。

ＧＭ：「証明完了ですな」執事が言うと、トワイライト家に仕える騎き士したちがやってきて、キミたちの前に整列するよ。どうやら、協力してくれそうな雰ふん囲い気きだ。

ベルダー：依い頼らい書しよの写しを探すのを手伝ってもらうってアリかな？

サジ：今。トワイライト家から出された依頼を、神殿の偉えらい人が紛失した可能性があってね。事実確認のために、依頼書の写しを拝見したいでござる。

ＧＭ：「ふむ……あるとしたら亡なくなった旦だん那な様さまの書しよ斎さいかと思われますが……」

ルーチェ：じゃあ、書斎を探さがさせてください！

ＧＭ：執事は優やさしい笑顔を浮うかべて「お嬢様のためですから。ご案内いたしますよ」と、キミたちを書斎へと通してくれるよ。




　屋敷の書斎は書庫も併へい設せつされていて、相当な広さを誇っていた。

　執事は、その部屋のがっしりとした黒檀製の机の引き出しを指し示した。

　無くなったルクスの父は、重要な書類をそこに管理していたという。

　執事に許可をとり、アモーレが鍵を開け、引き出しの中を確認すると───。




ＧＭ：───書類の中から、依頼書の写しが出てくるよ。神殿の受理スタンプが押おされて、担たん当とう者しや名めいも書かれているね。もちろん、その名前は、バルゴだ。

一同：やっぱり～！

アモーレ：これで、バルゴの不正の証拠のひとつを摑んだね！

ベルダー：念のため聞くが、神殿の受理スタンプは、偽ぎ造ぞうできるのものなのか？

ＧＭ：いや、できないよ。

ベルダー：なるほど。さっきの契約印みたいな、魔ま法ほう的ななにかがかけられてるんだろうな。

ルーチェ：書類が手に入ったので、探しているクマの情じよう報ほうが書いてないか、見てみましょう。

ＧＭ：ではキミたちが書類を見ると───。




　書類には、クマの目もく撃げき情報などの細かいデータが書かれていた。

　さらに添てん付ぷ書類を見ると、神殿が仲ちゆう介かいした冒険者ではなく、神殿内部で極ごく秘ひ裏りに調ちよう査さしている節が見受けられた。この調査を担当しているのは、バルゴの部下である。

　彼らが調査しているのは、ユーカリ王国の南に広がるパリス同どう盟めいとの国こつ境きよう線せん付近にある森の中にある洞窟であった。




ベルダー：なぜか神殿内で秘密に調査を進めていて、クマがいるだろうエリアは国境付近だと見当がつけられている、か。……ここから国境までは遠いのか？

ＧＭ：いや、ここからはさほど遠くないよ。

ベルダー：その辺のことは、書類から読み取れるんだね？

ＧＭ：うん。

ベルダー：だとすると、書類を持って、クマを探しに森へ行くか、ディクシィに書類を見せに行くかの二択たくかな。

ルーチェ：なるほど。この書類をもとに、監査役のディクシィさんに、バルゴを取り調べてもらうことはできるでしょうか？

サジ：バルゴ本人の不正だという証しよう拠こがないと、追いつめきれない気がする。この書類でわかることだけだと、例によってバルゴは部下に責任を押しつけるのでは？

ＧＭ：それに、ディクシィもうかつに動いて、痛いたくもない腹はらを探さぐられるのは避さけたいはずだからね。隙すきを見せると、彼女を追い出そうとしている連中がこれ幸いと動き出すんだよ。

ベルダー：なら、クマを探しに森の洞窟へ行くか。

サジ：その過か程ていで、何か新たに発見できるものがあるかもしれないし。

ルーチェ：あと、何か調べることはあるでしょうか？

ベルダー：この位でいいんじゃないか？

ルーチェ：じゃあ、森の洞窟へ、クマを探しに行きましょう！

ベルダー：そうだ！　トワイライト家は金持ちだから、馬車を借りられたりしないかな？

ＧＭ：「わかりました。では、馬車はこちらで手配しましょう」と執事が請け合う。

一同：おお！




　執事が用意させたのは、四頭だての馬車を用意するよ。

　座ざ席せきには質しつの良い緩かん衝しよう材ざいを使い、座すわり心地も快かい適てきな高級品であった。

　なお、馬車の後部には、レバニラを運ぶ荷台がついていて、高級布ぶ団とんを乗せてあった。




ＧＭ：「旦那様、奥おく様さま、ルクス様は、この馬車を使って、よく家族旅行へと行かれておりました。レバニラをつれて……」

ルーチェ：なんとしてでも、レバニラちゃんを探さがし出ださないと！（笑）

ベルダー：そうだな！

アモーレ：思い出の品っぽいけど、レバニラを運ぶのに好都合じゃない？（笑）

ＧＭ：といったところで、ここでちょっと別のシーンをひとつ挟んでおこう。

ベルダー：おっ？

ＧＭ：キミたちがトワイライト家にいる頃。場所は、神官長の部屋だ。部屋の奥にあるテーブルには神官長がついていて、その傍かたわらには、浅黒い肌はだをした護ご衛えいの神官戦士が控ひかえている。

サジ：ふむ。

ＧＭ：神官長の前に、バルゴが立っていて、ふたりは言葉を交わしている。




　「バルゴ、あなたの処しよ理り能のう力りよくは本当にたいしたものです。これからも、神殿のためにがんばってほしいですね」

　「もちろんです！　このバルゴ、身命を賭として任務に当たる覚かく悟ごにございます」

　バルゴの言葉に、神官長は優しい表ひよう情じようになる。

　「そうか。頼たのもしいぞ、バルゴ。南にあるグライン村の神殿。その副神官長にあなたを任にん命めいしようかと思っているのですが、受けてくださいますか？」

　「もちろん！　このバルゴ、非才の身ですが、全力を尽つくしてお受けいたします」

　「わかりました。では、辞令は、明日の会議の席で出すことにしましょう」




サジ：神官長の人を見る目を疑ってしまう（笑）。

ルーチェ：ほんとですよ───っ！（笑）

ＧＭ：神官長は清せい濁だくを合わせ飲む器量がいるんだよ（笑）。以上でこのシーンは終了だ。




　なお、このシーンの終了時に、一同はハイＨＰポーションを二本ほど補充している。

　戦闘で消耗が予想される、壁役のサジがこれを持つことになった。







◆Middle11◆洞どう窟くつに潜むモノ




　トワイライト家の依頼書の記述に従い、国境地帯の森へと向かう一行。

　木こ漏もれ日の中、細い道を馬車で進み、クマが潜むと思しき洞窟へとやってきた。




ＧＭ：さて、次のシーン。トワイライト家で見つかった依頼書の控えに記されていた場所───クマのレバニラがいるはずの洞窟へと、キミたちはやってきた。

ルーチェ：レバニラちゃんを連れて帰らないと！




　というわけで、ひんやりした薄暗い洞窟を〝シンクトワイス〟は進んで行く。




　しばらく進み、なんの変哲もない通路で、ＧＭは一行に［危き険けん感知］を要求する。

　この判定をベルダーを除く三人が失敗。

　ジャキジャキジャキジャキッ！　───壁から飛び出す無数の竹槍。

　特に不運だったアモーレは、この槍やり衾ぶすまにさんざんに貫かれてしまった。




ベルダー：…………ア、アモーレ、……無事か？

アモーレ：地獄で会おうぜアスタ・ラ・ビスタ、ベイビー……（←半死半生）。




　気を取り直し、前進する一行は道を遮る断だん裂れつ───裂け目に直面する。

　仲間を渡すためのロープを持ち、サジが向こう岸へと跳躍し、これにクリティカルで成功。

　体操選手のような綺き麗れいな着地を決めた瞬間、カチッとスイッチが押される音が響く。

　誰もがサジに見舞われる惨劇を予感する。

　だが、天てん井じようから大量に降り注ぐ巨大なタライの直撃を受けたのは………。

　ベルダーであった。




ベルダー：俺が喰らうのかよぉ─────っ!?（←15点のＭＰロス）

サジ：す、すまぬ。

ルーチェ：なんか、ＧＭさんって、性格悪くないですか？（笑）

ＧＭ：そぉんなことはないよぉ。うひひ。




　と、そんなこんなで、阿鼻叫喚のトラップ地獄をくぐり抜け、つき進む一行である。

　次々受けるダメージは、ポーションのがぶ飲みで補塡する。

　そして、遂にルーチェたちは、洞窟の最奥部へと到達するのであった。




ＧＭ：というわけで、キミたちは、洞窟のつきあたりと思しき場所に到達した。そこにはアーチ型の出口というか入り口があって、うっすらとたいまつの光が漏もれているよ。

アモーレ：光！　光に向かって駆かけ出ださねば！

ベルダー：落ち着けよっ！（笑）

ＧＭ：最初に、その部屋にたどり着くのは、先頭を歩いているアモーレだ。部屋は細長い空間になっていて、向かって右側に、檻おりがある。中では、クマがうずくまっているね。

ルーチェ：レバニラちゃん？

ＧＭ：たぶんね。クマは調子が悪そうにうずくまっている。

ルーチェ：かわいそうに……。

ＧＭ：それから、部屋の奥の方には、ゴブリンが１匹ぴき。キミらを見ると「まぁたお前たちかぁっ！」と、声を上げた。

ベルダー：お前、生きてたのか……！

ＧＭ：ゴブリンは魔法の杖つえみたいなものを持っている。

アモーレ：しかも魔術士に転てん職しよくしてる───っ！（笑）

ベルダー：転生したのかもしれない（笑）。
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ＧＭ：「まったく、いつまで経たっても邪じや魔まをする！　ノーマルゴブリンがダメ。パスファインダーもダメ。弓も通用しなかった。だが、新たに得たこの力ならば、ふっふっふ」

ルーチェ：新たな力？

ＧＭ：「この召しよう喚かん士しっぽい力だ」と勝ち誇るゴブリンの側には青く光る妖よう精せいみたいなもの、ごつい体型のゴーレム、あと、魔法使いらしきヤツの姿も見える。

アモーレ：「みんなこっち来いよ！　またアイツだぜ！」と、ルーチェたちに声をかける。

ベルダー：でも、俺らはバルゴの悪事を追ってここまで来たわけだし、コイツはレバニラを監かん禁きんしてるし、バルゴとコイツは繫がってるんじゃないか？

ルーチェ：……って、妖よう魔まを倒たおすべき神殿の人間が、妖魔と手を組んでるってこと？

サジ：その可能性があるって話でござる。

ルーチェ：お、お父さんが護ってきた神殿を裏切るなんて……もし本当なら、あたし、バルゴさんを許せません！　まずはあなたを倒し、真相を明かしてみせます！

ベルダー：その意気だ！　ルーチェ！

ＧＭ：「ふっ、できるかな？　お前らは何も知らずに死んでいくがいい！」では、ここからクライマックスに入ろう……！







　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆妖よう魔まとの遭そう遇ぐう




　洞どう窟くつの奥おくで遭遇した妖魔がギラギラとした目で、ルーチェたちを見つめる。

　その瞳は、よこしまな復讐心に染まっていた。

　彼かれらの傍かたわらには、檻おりに囚わたレバニラ。ルクスのペットのクマは憔しよう悴すいしきっている。

　全ぜん容ようはまだ見えないが、ルーチェたちがやるべきことは明白であった。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズを始めよう！

ルーチェ：いつも出てくるゴブリンさんを倒し、レバニラちゃんを助け出します！

ベルダー：おっしゃ！　やってやろうぜ！

ＧＭ：敵は、最後列にニクシー改、その５メートル前にゴブリンメイジ、アイアンゴーレム改、魔ま術じゆつ師し見習いがいる。改とついてるニクシーとアイアンゴーレムは、データを少し調整しているぞ。【行動値ち】は次のとおり。

[image: ]

[image: ]

[image: ]




●第一ラウンド

▼行動値

　アイアンゴーレム改　　　７

　アモーレ　　　　　　　　９

　ゴブリンメイジ　　　　　９

　サジ　　　　　　　　　　７

　ルーチェ　　　　　　　　７

　ベルダー　　　　　　　　７

　魔術師見習いＡ、Ｂ　　　６

　ニクシー改　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：セットアッププロセスでなんかする人は？　……（確認して）……ベルダーとニクシー改だね。じゃあ、ベルダーから。

ベルダー：俺おれは《エンサイクロペディア》で、敵の手の内を読むよ。（ダイスを振ふる）……15かぁ。達成値が低いからフェイトを使って判はん定ていを振ふり直すよ。（ダイスを振る）出目が１、２、３!?　……う、15のままだ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、全部識しき別べつできているな。敵の能のう力りよくについてはざっと教えておくね───。
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アモーレ：で、ここで《陣じん形けい》だね。

ルーチェ：じゃあ、《陣形》承認です。




　この《陣形》により、アモーレが後方に５メートル下がった。

　ルーチェ、サジ、ベルダーはそろって魔術師見習いＡ、Ｂのエンゲージに移動している。

　次はニクシー改が《集しゆう団だん統とう率そつ》を使用する。

　指揮下にあるモブに即座に行動させることによって、戦闘を有利に運ぼうという狙いだ。




ルーチェ：向こうも動いてきましたね。

ＧＭ：まず、魔術師見習いＡ。ムーブアクションとマイナーアクションを使って、５メートル後ろに離脱する。

アモーレ：離はなれた!?　ミーの《ワイドアタック》がーっ!?

ＧＭ：そしてメジャーアクション。固まった三人のうちひとりを《魔術攻こう撃げき：水》。対象はランダムで決める……（ダイスを振る）ベルダー！　まずはキミを血祭りだ！

ベルダー：げ！　いきなり来たな！




　この攻撃をベルダーは回避し損なう。

　鋭するどい水の礫つぶてに貫かれたベルダーであったが、ルーチェが展開した魔法障壁───《プロテクション》により、４点の軽けい微びなダメージに終わった。




ベルダー：……この程てい度どの水みず鉄でつ砲ぽう、痛いたくもかゆくもないぞ！　ルーチェ超ちようありがとう！（笑）

ルーチェ：どういたしまして！（笑）




　続く魔術師見習いＢは、Ａと同様の移動をし、今度はルーチェを攻撃。

　だが、サジの《カバーリング》とルーチェの《プロテクション》の二重の護りに遮られノーダメージであった。




ＧＭ：「貴き様さまら、所しよ詮せんは見習いか！」と、ゴブリンが文もん句くを言っている。くっそー！　以上でセットアッププロセスは終しゆう了りよう。メインプロセスに入ろう。

アモーレ：アタシだね！　いくぜぇー！　ムーブ、マイナーアクションともになし！　30メートルもの射しや程ていがロングボウの強さよ！　弓の本ほん領りようが今発はつ揮きされるのさ！　メジャーアクションで《ワイドアタック》じゃー！　さらに《デュアルアロー》を宣言！　ファインアローを二本使って、五〇Ｇが一〇〇Ｇになった！

ルーチェ：お金をまき散らして戦う……銭ぜに投げみたいな感じだ!?

アモーレ：おおむね間ま違ちがってないと思う（笑）。いくぜ！　（ダイスを振る）……あら？　８だから、13？　フェイトで振り直す！（ダイスを振る）変わらない！　13！　《ワイドアタック》の効こう果かで14！（笑）




　アモーレの放った矢が飛んでいき、魔術師見習いたちに雨あられと降ふり注そそぐ。

　魔術師たちは回避失敗……！

　だが───。




アモーレ：（ダイスを振る）ぎゃ───っ!?　ダメージロールの目がひどい!?　《ピアシングストライク》を使ったのに……に、27点しか出なかった。

ＧＭ：お？　22点喰らうけど、まだ立ってるね。魔術師たちは一斉に、自分の持っている魔術書を開き、頭にかぶって矢を避さける（笑）。

ルーチェ：防ぼう災さいずきんみたい、かわいい～（笑）。

サジ：防災訓練の時に、頭にかぶってたでござるなぁ……（笑）。

アモーレ：お前ら、なにほのぼの懐かしがってんのぉ───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：次はアイアンゴーレム改の行動だ。まず、ムーブアクションで移動。ずんずんと走はしり込こみ、キミたちの目の前で止まる！　これでこのエンゲージは封ふう鎖さされる。

ベルダー：囲かこい込こみされたぞ！

ＧＭ：いかにも。ゴーレムは腰こしをぐっとひねり、アイアンパンチを繰くり出だす。マイナーアクションはなし、メジャーアクションで範囲攻撃だ！




　ゴウッ！　と音を立ててアイアンゴーレム改の鉄の塊同然の拳が振り回される。

　ベルダーは《トリビアリスト》を使い、さらにフェイトを一点投じ、これを回避。

　回避の低いルーチェとサジは無理してフェイトを使わず、これを喰らってしまう。

　しかし、それは既定路線。

　サジはアイアンゴーレム改の拳の軌道上に、自身の身をすべりこませた。




サジ：ここはルーチェを《カバーリング》する。前の熊くまよりは低いことを信じて！

ベルダー：何気にトラウマになっている……（笑）。




　しかし、アイアンゴーレム改のダメージは振るわず。

　サジの《トゥルーアイ》とルーチェの《プロテクション》の結果、サジが受けたダメージはわずか２にとどまった。




ＧＭ：くそー、硬かたい！　ともあれ、アイアンゴーレム改の行動はこれで終了。次はもうひとりの【行動値】９、ボスのゴブリンメイジだ。

ベルダー：何度でも返り討ちだ！

ＧＭ：くっ！（笑）　ターゲットはランダムで決めるよ。（ダイスを振る）「どれにしようかな……お前だ！」ということで、ベルダーに《魔術攻撃：地》で攻撃するよ。




　高速で飛来する石いし礫つぶてがベルダーを襲うも、彼はこれを華麗に回避───冷静に戦場を見回して優先的に倒すべき獲物を探す。




ベルダー：……まず最初にニクシー改を倒したい。初心者考えで悪いんだけど……例の《集団統率》がとても危あぶなく見える。

アモーレ：まさにそのとおりです（笑）。《集団統率》持ちを潰つぶすと、次のラウンドでこっちが先手を取って潰つぶせるはず。

ベルダー：と言うことは、前ぜん衛えいが一気に前進すればいいんだな。よし、ルーチェ！　俺がお前の翼つばさになってやろう！（一同爆笑）

ルーチェ：は、はい（笑）。

ベルダー：というわけで、ムーブアクション、マイナーアクションなし！　メジャーアクションで《フライト》をルーチェに！　いけっ、ルーチェ！　洞窟の奥まで！

アモーレ：近っ！（一同爆笑）




　ベルダーはルーチェに《フライト》を使用した。

　ふわりと舞い上がったルーチェは、ニクシー改の元へ向かう構えをとる。

　一方、ルーチェの攻撃を援護するべく、続くサジはニクシー改に《アーマーブレイク》を使用……確実を期してフェイトを１点、命中判定に使用した。

　投じられたナイフが防具を破壊、ニクシー改の【物理防御力】はマイナス４された。




ＧＭ：ニクシー改の【物理防御力】が２しかなくなった！（笑）

ベルダー：ルーチェ、頼むぜ！

ルーチェ：はいっ！

ＧＭ：くそ、飛行状態だからゴーレムの《脚止め》は……ルーチェを引き留められない！

サジ：自由すぎる神官が空を駆かけるでござる……！

ルーチェ：ムーブアクションでひゅーっと飛んで……ニクシー改さんのところへっ！

ＧＭ：では、風と光を纏ったルーチェが飛んだ瞬しゆん間かん、ゴーレムがぐわっと上を見て……「と、飛んだ！」と反はん応のう！　釣られてゴブリンも叫んだ！「また飛んだ！」（一同爆笑）。

ルーチェ：マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《バッシュ》です！　まずは命中判定。そのまま３Ｄ＋５で（ダイスを振る）11なので、16です！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は９、12で回避失敗！　ニクシー改は「やばい!?」と伏ふせる。次の瞬間、振ふり下おろされたウォーハンマーがニクシー改の後頭部を強打した。

アモーレ：後頭部をっ!?

サジ：そんな弱点を差し出すような避け方しなくても!?（笑）

ルーチェ：な、なんという……（笑）。

ベルダー：見たかっ、これが我らシンクトワイスの必殺技……！　邪悪を滅ぼす光の隕石、聖なる砲弾……！　貴様の後頭部なぞ木っ端微塵よ……！（一同爆笑）

ルーチェ：（ダメージロールで）《スラッシュブロウ》も使っちゃいますっ。これでダメージが８Ｄ＋７になりますよ！

ＧＭ：ぐわっ、けっこう高かった!?




　この、ルーチェの攻撃の結果、ニクシー改は25点のダメージを受けた。




ＧＭ：だが……まだ立っている！

ルーチェ：残っちゃったぁ～っ!?　ごめんなさ～い……。

ＧＭ：ゴブリンメイジは「ああっ!?　ニクシー改様っ!?」と慌あわてている（一同爆ばく笑しよう）。

ベルダー：お前、どんどん変なキャラが立ち始めちゃってるじゃん！（笑）

ＧＭ：最後はニクシー改の行動だ……！




　ニクシー改から迸ほとばる魔法の水流がルーチェに迫る。

　これに回避失敗したルーチェを《カバーリング》したのはまたしてもサジ。

　《カバームーブ》を使用して、一瞬にして距離を詰めての防御であった。

　29点もの魔法ダメージであったが、ルーチェの《プロテクション》の出目が走り、６点ダメージに押さえ込んだ。




サジ：……ルーチェ殿、かたじけない。

ルーチェ：今日は《プロテクション》の出目がいいです！

ＧＭ：さて、これで全員行動終了となったので、クリンナッププロセスとなり……ここでイベントが発生する。ゴブリンメイジが慌てる中、突とつ如じよ洞窟に殺気が立ちこめた。

アモーレ：な、なんだい、この殺気は……。

ＧＭ：そして、ふいに檻おりの中のレバニラが首をもたげ……突如ぶるぶると震ふるえ始める。

ベルダー：え？　それってまさか……。




　人懐っこく見えたクマは、いまやその大きな牙を獰どう猛もうに剝むき出し、口腔からは赤黒い瘴気を、もうもうと吐はき出だしはじめた。

　そして、その茶色かった体毛は、みるみる真っ赤に染そまっていく……！




アモーレ：え、ちょっと待って！　この瘴気って前回のポメロ様と同じ……っ!?

ＧＭ：小さな身体が〝ばりばりばりっ……！〟という異音と共に大きくなり、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとなって立ち上がる！　そして、目の前の檻をぶち破って外に出た！　敵も味方もなく、まさにバーサーカー状じよう態たいだ。ということで、ここからレバニラが参戦するよ。

ルーチェ：ひ、ひどい……！　レバニラちゃんが……！

ＧＭ：攻撃対象はランダムに決めるぞ（笑）。まさしく敵も味方もないからね。なお、パワーアップ後はさっきの親グマより強くなるぞ。

ルーチェ：つ、つまり……超ちよう強つよい……ってことですか……？

ＧＭ：レバニラの攻撃に当たると原子分ぶん解かいするレベルではあると思ってくれ（笑）。

ルーチェ：げ、げんし、ぶんかい……。

アモーレ：クマさんクマさん、あそこにいる魔法使いがおいしそうですよ。

ＧＭ：「ひ、ひいぃっ!?　クマ、クマ様がぁっ!?」（一同爆笑）

ベルダー：おい、上司がふたりに増ふえたぞ（笑）。

ＧＭ：「おい、ニクシー改!!　あのクマ様をなんとかしろ!!」（一同笑）

アモーレ：ニクシー改を格かく下さげした……！（笑）

ＧＭ：なお、レバニラの【行動値】はちょっと下がって８になる。次のラウンドから戦闘に参加するぞ。では……第二ラウンドに入ろう！




●第二ラウンド

▼行動値

　アモーレ　　　　　　　　９

　アイアンゴーレム改　　　９

　ゴブリンメイジ　　　　　９

　レバニラ　　　　　　　　８

　ベルダー　　　　　　　　７

　ルーチェ　　　　　　　　７

　サジ　　　　　　　　　　７

　魔術師見習いＡ、Ｂ　　　６

　ニクシー改　　　　　　　６
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ＧＭ：さて、第２ラウンド目のセットアッププロセスだ。

ベルダー：ふーむ、レバニラは識別はできないが、先に動きたいところだな。《タクティクス》を使うのが有ゆう効こうそうだ。……はっ！　しまった、ルーチェがエンゲージから離れているから、サジとルーチェに同時にかけられないぞ。

サジ：《陣形》を使って呼よび戻もどしては？　飛行状態だから、問題なく戻もどれる。

ベルダー：おお、なるほど。それは面白い！

サジ：そして、殴なぐる時にあらためて飛んで行くでござる（一同爆笑）。

アモーレ：おおっ！　ルーチェが戦場を自由自在に飛び回ってる！（笑）

ルーチェ：うわ～い！




　〝聖弾のルーチェ〟の豪快なヒット＆アウェイ戦術であった。




アモーレ：よ、予想外の戦術が……！　戦場を飛び回る聖なる砲弾！（笑）

ベルダー：《陣形》大だい活かつ躍やくだ！

ＧＭ：飛行状態＋《陣形》がこんなに強いとは思わなかった……。

アモーレ：まさかこんな活かつ躍やくの仕方だとは思わなかったよ（笑）。

ベルダー：よし、ルーチェ。《陣形》承認を！

ルーチェ：よぉ～し、集合～っ♪　あたしはみんなのところに戻りま～す。

ベルダー：そして《タクティクス》！　（ダイスを振る）８、魔術判定は成功。ルーチェとサジは【行動値】に＋２してくれ。




▼行動値（《タクティクス》後）

　アモーレ　　　　　　　　９

　ルーチェ　　　　　　　　９

　サジ　　　　　　　　　　９

　アイアンゴーレム改　　　９

　ゴブリンメイジ　　　　　９

　レバニラ　　　　　　　　８

　ベルダー　　　　　　　　７

　魔術師見習いＡ、Ｂ　　　６

　ニクシー改　　　　　　　６




ＧＭ：では、ニクシー改が《集団統率》を宣言！　ゴブリンが命令を下す！　「おい、クソ魔術師見習いども！　ニクシー改様が《集団統率》したぞ、誰だれを攻撃するんだ！」

アモーレ：面めん倒どう臭くさいなお前！　なんで間を挟はさむんだ！（一同爆笑）

ＧＭ：「いや、なんとなく」（笑）　ということで、まずは魔術師見習いＡから！　ムーブアクション、マイナーアクション、なし。メジャーアクションで魔法を撃つ。対象はランダムで……（ダイスを振る）アモーレだ。「お前が一番うっとうしい！」と言って攻撃してくるよ。

アモーレ：アタシを放置しておくと、あんたたちは全ぜん滅めつしちまうからね（ドヤ顔）。

ＧＭ：魔術師たちはぽかんとしたあと、一いつ瞬しゆんだけちらっと目配せして……攻撃する（笑）。

アモーレ：ひ、ひぃっ！（笑）




　そんなこんなで、魔術師見習いＡの攻撃を受けたアモーレは、５点のダメージ。

　同時に魔術師見習いＢの攻撃を受けたサジであったが、ここはクリティカルで華麗に攻撃を避けている。




サジ：───軽く刀を振って、迫る魔力を霧散させた、という演出で（笑）。

ベルダー：美しい避け方だ！

ルーチェ：かっこいいです～！

ＧＭ：ミドルで死にかけたくせに!?（一同爆笑）

サジ：…………。

ＧＭ：続けてメインプロセスに入ろう。最初のイニシアチブプロセスは……。

アモーレ：とりあえず、ここはアタシが先に魔術師見習いたちを殲せん滅めつしちゃうよ。

サジ：うむ、わかった。よろしく頼むでござる。




　───と、アモーレは宣言どおり、弓の範囲攻撃で魔術師見習いＡ、Ｂを倒してしまった。

　次はルーチェの行動だった。

　再び、ニクシー改の元へ飛翔したルーチェはハンマーを一閃。

　見事にヒットさせ、30点の物理ダメージでニクシー改を葬った。

　限界を超えるダメージを受けたニクシー改は〝ぱしゃん！〟と水になり、弾けて消えた

　続くサジは《アーマーブレイク》、バーサーカー状態のレバニラの【物理防御力】をマイナス４することに成功した。

　アイアンゴーレム改は、ベルダー、サジに範囲攻撃をするも、サジが《カバーリング》をして、ＰＣ側の被害は０。

　ゴブリンメイジがルーチェに《魔術攻撃：地》で攻撃をするが、またしてもサジが《カバーリング》＋《カバームーブ》。ルーチェの《プロテクション》の支援を受けダメージを２点で押さえ込む。なお、この攻撃で、サジは［スリップ］を受けている。




ＧＭ：そして、次はいよいよ……お待ちかねの、レバニラターイム!!

ルーチェ：きゃあ～!?（笑）

ＧＭ：まず、バサーサーカー状態のレバニラには敵も味方もない。よって、ダイスの出目次第で、行く先が変わる。




　レバニラの移動する先は以下のとおり───。


　・１　　　　ルーチェのエンゲージ

　・２～３　　ゴブリンメイジのエンゲージ

　・４～６　　ベルダー、サジ、アイアンゴーレム改のエンゲージ

　※なお、アモーレはレバニラから遠すぎて、ここでは移動先の対象から除外されている。






サジ：ぜひとも２～３に移動してもらいたい！（笑）

ルーチェ＆ベルダー：２～３！　２～３！

ＧＭ：では、レバニラの移動先は……っ！（ダイスを振る）




　運命を示すダイスは盛大に転がり……やがて全員が注目する中で制止した。

　天を仰ぐように表示されていたその運命の数は……。




　───３。




一同：やったああぁぁああっぁあああぁあぁぁあっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……レバニラは、ゴブリンメイジにエンゲージした。

アモーレ：さすがですよ菊きく池ちさん……!!（笑）

ベルダー：いやぁ、さすがっすわ、にーやん！（笑）

ＧＭ：く、くそぉーっ!?（笑）　えー……レバニラはゴブリンの方に突っ込み、ゴブリンは「いや!?　待て!?　は、話し合おう!?」とか言っている（一同爆笑）。

ベルダー：すごいなぁ、出会ってから今日までで……トップクラスで尊そん敬けいしてる！（笑）

ＧＭ：ありがとう！　嬉しくねーけどっ!?（笑）

ルーチェ：ゴブリンメイジさんが、一番おいしいキャラになってます（笑）。

ＧＭ：で、では、レバニラの命中判定は３Ｄ＋10……（ダイスを振る）命中は20。避けられるわけねーじゃんこんなの!?（笑）

ルーチェ：命中判定、高いですっ。

ＧＭ：えーと、ゴブリンの回避は２Ｄ＋４。６ゾロという希望を抱いだき！　（ダイスを振る）…………希望なんてなかった。また５だった。

ベルダー：さあ、ダメージだ。

ＧＭ：バーサーカー状態のレバニラのダメージは、通つう常じようのベアより＋４Ｄされているんだ。

サジ：つまり……10Ｄか!?

ＧＭ：その分、単体攻撃のみなんだけどね。

アモーレ：なるほど。

ＧＭ：「ま、待て!?　話し合おうと言っているんだ!?　だからこの職しよく場ばは嫌だったんだ!?」ゴブリンメイジは顔を真っ青にしている（笑）。だが、レバニラの爪が無情に振り下ろされた！　ではダメージロール！（ダイスを振る）…………おおっ!?　優やさしいぞ!?

ルーチェ：１が６個こ出てる！（笑）

アモーレ：それを……最初の戦闘で、出してほしかった……（笑）。

ＧＭ：お、しょぼい。10Ｄでたったの23点だぞ？　ありえねー！（笑）ということで、ダメージは38点の物理ダメージ。ゴブリンの【物理防御力】は８あるから、30点喰らって残り12点……（笑）。目が悪かったら死んでたぞ!?（笑）

アモーレ：期き待たい値ちで死んだり死ななかったりする数すう値ちだね、これ……（笑）。

ＧＭ：ゴブリンメイジは腹はらを殴なぐられ「ば、馬鹿な……ごふ……っ!?」と重じゆう傷しように（一同爆笑）。

アモーレ：なんか……とどめ、刺さしづらい空気になってきたね……（笑）。

ルーチェ：ひ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：こいつ、どっちの味方なんだよ！　っていうか、これでレバニラの行動終わりか！　つまんねーぞ！（笑）

ベルダー：次は俺だな、アイアンゴーレム改を攻撃しよう。……よし、《リゼントメント》を使おう！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで、アイアンゴーレム改に《ウォータースピア》＋《リゼントメント》だ！

ＧＭ：お、了解だ！

ベルダー：いくぞ！　命中判定は３Ｄ＋９！　（ダイスを振る）11だから、命中は20！

ＧＭ：それは避けるのは難むずかしい。（ダイスを振る）９！　達成値14で回避失敗。

ベルダー：よし、当たった！　ダメージにフェイトを１点使って、５Ｄ＋37にする！

ＧＭ：これはなかなか……ダイス目が超よかったら、落ちるかも。

ベルダー：燃もえろ、俺の小さな宇う宙ちゆう！　（ダイスを振る）ふ、普通だった……16点、53点の〈水〉魔法ダメージ！　１点でも通れば［放心］だ。

ＧＭ：【魔法防御力】は０、53点がそのまま通る！　〝ぼこぉ！〟とアイアンゴーレム改の腹ふく部ぶに、水の槍やりが直ちよく撃げきする。

アモーレ：やったか!?

サジ：その台詞はやめるでござる～！（笑）

ルーチェ：やめてぇ～、「やれてません」になっちゃう～！（笑）

ＧＭ：うん、まだ生きてる。水の槍は貫かん通つうすることなく、砕くだけてゴーレムの足を濡ぬらす。

ベルダー：次の魔法で決めてやる！

ＧＭ：ということで、［放心］はくらったけど。これで全員の行動が終了。クリンナッププロセスでこのアイアンゴーレムの［放心］が回かい復ふくし、第３ラウンドに入る。







●第三ラウンド

▼行動値

　アモーレ　　　　　　　　９

　アイアンゴーレム改　　　９

　ゴブリンメイジ　　　　　９

　レバニラ　　　　　　　　８

　ベルダー　　　　　　　　７

　ルーチェ　　　　　　　　７

　サジ　　　　　　　　　　７
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ＧＭ：はーい、第三ラウンド目、セットアッププロセスだよー。

アモーレ：じゃあ、アタシのセットアッププロセスで、最後の《陣形》を使おう！

ルーチェ：承しよう諾だくです♪　あたしはベルダーさんのいるエンゲージに戻ってきますよ～。

サジ：本当にルーチェ殿は戦場を、自在に往来してるでござるな！（笑）

アモーレ：はっ!?　これ、アタシも前に出た方がいいんじゃない？　なのでエンゲージ。

ベルダー：そしてそのまま《タクティクス》を使う！（ダイスを振る）魔術判定は成功。ルーチェ、アモーレ、サジは【行動値】に＋２してくれ。




▼行動値（《タクティクス》後）

　アモーレ　　　　　　　　11

　ルーチェ　　　　　　　　９

　サジ　　　　　　　　　　９

　アイアンゴーレム　　　　９

　ゴブリンメイジ　　　　　９

　レバニラ　　　　　　　　８

　ベルダー　　　　　　　　７




ＧＭ：こっちにはもう宣言はないので、イニシアチブプロセスに移うつろう。

ベルダー：（少し考えて）アモーレ、ここは待機する、というのはどうだ？

アモーレ：いいねぇ、それだ！　待機する！

サジ：アモーレは、なんのために《タクティクス》受けに来たのかわからんな……（笑）。

アモーレ：それを言わないで！（笑）

ＧＭ：さて、次は【行動値】９の面々だ。まずＰＣ側からだね。サジとルーチェか。

ルーチェ：サジさんは、レバニラちゃんの【物理防御力】を下げる、というのはどうでしょう？　で、あたしがアイアンゴーレム改さんを攻撃する……とか。

アモーレ：（素すに戻って）お、いい作戦。味里さんは、けっこう的てき確かくな作戦を立てますな。

ルーチェ：えへへ（笑）。

サジ：この攻撃でアイアンゴーレム改は落ちるだろうから、拙者は《アーマーブレイク》をレバニラに使おう。もしも撃ち漏らした場合は拙者がゴーレムを倒す、ということで。

ルーチェ：それじゃあ……いきますよ！　ムーブアクション、マイナーアクションなしで、メジャーアクションは《バッシュ》です！




　しかし、ルーチェとサジによる攻撃は、両者命中こそしたものの、あと少しのところで敵を倒せずに終わる。

　───アイアンゴーレムの残り【ＨＰ】は３点。




サジ：くっ、倒せなかった……！　すまないでござる！

ＧＭ：次はゴブリンとゴーレムの行動だな。まずはゴブリンメイジからいこう。最後の花火だ！　ムーブアクション、マイナーアクションを使って離脱！　キミたちのいるエンゲージに移動する！　「お前らもクマ様の攻撃に巻き込んでやるわ───っ！」

ルーチェ：こ、こっち来たぁ～!?

アモーレ：くんなぁ───っ！　だが、クマがゴーレムを倒してくれるかも！（一同爆笑）

ＧＭ：「死なばもろともだぁー！」と、メジャーアクションで魔法攻撃！（笑）対象はランダムで……（ダイスを振る）対象は、サジ！




　サムライに向かってゴブリンメイジの放った石礫が殺到する！

　しかし、ルーチェの《プロテクション》もあり、ダメージは12点どまりだった。




ＧＭ：うーむ、さすがに硬いな。以上でゴブリンの行動は終了。続いてアイアンゴーレムの行動だ。ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで範囲攻撃。




　ゴーレムの巨大な拳が周囲をなぎ払う様に振り回される。

　この攻撃をＰＣたちは全員回避失敗。31点の物理ダメージが一同に降りかかる。

　結果、アモーレの【ＨＰ】が11点、ベルダーの【ＨＰ】が５点、ルーチェの【ＨＰ】が29点、サジの【ＨＰ】が18点となった。

　また、この攻防でサジの【ＭＰ】が枯渇したので、《祝福》も使用されている。




ＧＭ：これでゴーレムの行動は終わり。次はお待ちかね、レバニラの行動だ！　レバニラはムーブアクションで団だん子ご状態のエンゲージに移動！　ターゲットはダイスで決める。１～４はルーチェ、ベルダー、アモーレ、サジ。５と６はゴブリンとゴーレム。

ルーチェ：ごー、ろく！　ごー、ろく！

ＧＭ：（ダイスを振る）１、ルーチェ、キミに決めた！

ルーチェ：きゃ───っ!?　こっちに来たー!?

ＧＭ：マイナーアクションはなし、メジャーアクションでレバニラパンチ！　命中は３Ｄ＋10（ダイスを振る）……５、５、６。もはや避けられないだろう、命中26！

ルーチェ：うー、それはもう、６ゾロしか避けられない……えい！（ダイスを振る）はい、出目６なので失敗です……。

サジ：なんの、《カバーリング》……！

ＧＭ：〝ぶぅん〟とパンチの軌き道どうにプラズマ光が乗る！（ダイスを振る）うーん……こりゃ低い。10Ｄで34点、49点の物理ダメージ！

サジ：む、《トゥルーアイ》を宣言。これで21点止める。《プロテクション》を頼みたい。

ルーチェ：はいっ！　《プロテクション》します！　えい！（ダイスを振る）やったー！　10が出ましたー！（一同拍手）

サジ：ありがたい！　残り【ＨＰ】４点で生き残る！

ベルダー：じゃあ、俺の攻撃だ。ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションでゴーレムに《ウォータースピア》！　さあ、我わが魔術の槍を喰らうがい！　ていやー！（ダイスを振る）……わぉ。ファーンブール！

ＧＭ：おやおやぁ？　３Ｄ振ってファンブルかな？　ファンブルかなぁ～？

ベルダー：フェイト！　フェイトを使います！　あらためて振り直し……（ダイスを振る）よし、７だから、命中は16だ……これでなんとかなる！

ＧＭ：アイアンゴーレムの回避……（ダイスを振る）11。達成値16…………ひらり。

ルーチェ：避さけた……!?




　鈍どん重じゆうに見えた巨体のアイアンゴーレム改が宙に舞う。

　ベルダーの魔法の水槍は、一瞬前に敵がいた空間を〝スカッ〟と通過していった───。




ベルダー：ば…………ば、馬鹿なぁあぁあああぁぁっ!?　くっ……申もうし訳わけない……！

ＧＭ：では最後、待機していたアモーレの行動！

アモーレ：まず、ムーブアクション。このエンゲージから離脱する！




　敵味方が入り乱れたエンゲージから離脱すべく、アモーレは脱兎のごとく駆け出した。

　だが、アイアンゴーレムの《脚止め》により、このエンゲージは［封鎖］状態であるため、敵はこれを妨害する判定が可能であった。

　アモーレを逃がしてたまるか、と追いすがるゴブリンメイジたちであったが、三体とも離脱に対抗する判定に失敗。

　まんまと、アモーレはエンゲージから５メートル距離を取ることに成功した。




アモーレ：うおー！　メジャーアクションで《ワイドアタック》じゃーっ!!　ファインアローも使うぞ！　命中判定……（ダイスを振る）……出目４!?　フェイトで振り直す！（ダイスを振る）……命中の達成値は16！




　アモーレはこの攻撃は、三体のエネミーすべてに命中させ、ダメージロールには《ピアシングストライク》に加えてフェイトを１点つぎ込む。

　これにより、レバニラに17点のダメージを与え、そしてゴブリンメイジとアイアンゴーレム改を共に戦闘不能に追い込んだ！




一同：やった……っ！

ＧＭ：「い、一度ならず三度までも！」　ゴブリンメイジは苦悶の声をあげて崩れ落ちた。

ベルダー：もう出てくるなよぉ───!!（一同爆笑）

ＧＭ：では、クリンナッププロセスを経へて、第四ラウンド目に移ろう。




●第四ラウンド

▼行動値

　アモーレ　　　　　　　　９

　レバニラ　　　　　　　　８

　ベルダー　　　　　　　　７

　ルーチェ　　　　　　　　７

　サジ　　　　　　　　　　７
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ＧＭ：ということで、第４ラウンド目だ。まずはセットアッププロセス。

ベルダー：《タクティクス》を使用！（ダイスを振る）……発動は成功だ。ルーチェとサジの【行動値】に＋２してくれ。




▼行動値（《タクティクス》後）

　アモーレ　　　　　　　　９

　ルーチェ　　　　　　　　９

　サジ　　　　　　　　　　９

　レバニラ　　　　　　　　８

　ベルダー　　　　　　　　７




ベルダー：よし、これで俺以外のみんなが先手を取った！

ＧＭ：ほいほい。それじゃ、次はメインプロセス。最初の行動はＰＣ側だね。

ベルダー：まずはサジ、《アーマーブレイク》を頼む！

サジ：もちろんでござる。ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《アーマーブレイク》で物理防御力を下げる！

アモーレ：うおー！　サジ先生、やっちゃってくださいよぉー！

サジ：フェイトを１点使って、命中を４Ｄにしよう。はっ！　（ダイスを振る）や、やばかった！　フェイトを使っておいてよかった……（笑）。命中、14だ。

ＧＭ：それは避けるかもしれんな。８で回避する。（ダイスを振る）７回避失敗！

サジ：ほっ！　【物理防御力】マイナス４、累計でマイナス８でござる！

ＧＭ：ちょっと毛皮が刈り取られた結果、「ればっ!?」と驚きの表情を見せるレバニラ。

ベルダー：レバニラの口くち癖ぐせが「れば」になった～！（笑）

サジ：すまぬ、ルクス殿！（笑）

アモーレ：それじゃあ、次はあたしがいくよ。ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで射しや撃げき攻撃！　ファインアローを一本使うよ。あ、あと二本しかない……あれだけあったのに！

ＧＭ：何本使ったの（笑）。

アモーレ：もう八本も使ったよ！（笑）　（ダイスを振る）お、目がよかった。命中、17！

ＧＭ：それは厳しい。２Ｄ＋６で回避。（ダイスを振る）６、12で命中した。

アモーレ：《ピアシングストライク》を使用！　（ダイスを振る）おおう、またもや目がよかった！　６が三つも出たよ。残りは２がふたつ。出目が22だから、31点の物理ダメージ！

ＧＭ：おっと、これは痛い。26点喰らった。累計ダメージは43点、やばい、死にそうだ。

アモーレ：これはいけるぜ！　やっちまいな、ギルドマスターッ！

ルーチェ：よーしっ……行きます！　ムーブアクションとマイナーアクションがなし。




　ルーチェは、自らのウォーハンマーを〝ぎゅっ〟と握りしめた。




ルーチェ：メジャーアクションで《バッシュ》します！

アモーレ：殴なぐり飛とばして、やつを正気に戻もどし、ルクスちゃんの元に返すんだよぉっ！（笑）

ベルダー：だな、ルクスと約束したしな（笑）。

ルーチェ：はいっ！　レバニラちゃん、ルクスちゃんのことを、思い出してーっ！　（ダイスを振る）わっ、低い!?　じ、13です……。

ＧＭ：おっと、それは８以上で避けちゃうぞ。

ルーチェ：フェイトを１点使って振り直しますっ！

ベルダー：お、初フェイトだな。

ルーチェ：ですっ。

ＧＭ：えっ、ちょっと待て、マジか！（笑）

アモーレ：ここはダメージにがつんとフェイトを使っちゃって、がーんといって、ぼーんと倒す勢いきおいで行こう。

ルーチェ：はいっ！　じゃあ……二回目、いきます！（ダイスを振る）うわっ!?　同じだった……！　め、命中の達成値は変わらず……13です。

ベルダ：や、ヤバイか？

ＧＭ：これは避けるんじゃないかぁ？（ダイスを振る）……６!?　しまった、12で命中した！

アモーレ：ぎりぎり当たった！

ルーチェ：よしっ、フェイトを一気に、３点使っちゃいますっ！　ダメージは９Ｄです！

ＧＭ：このレベルでこんなに振るのか……（笑）。

ルーチェ：いきまーすっ！　（ぐぐっと気合いを入れて、ダイスを振る）おおっ♪　けっこういいですよ！　30点ぴったりだから……37点ダメージです！




　ルーチェのハンマーが、クマの巨きよ体たいに振り下ろされる。

　クマは意外に俊しゆん敏びんな獣けものであるが、ルーチェの気合いのこもった一撃を避けることはかなわなかった───。




ＧＭ：32点ダメージ。累計で75点ダメージを喰らった。こいつの【ＨＰ】は……74！

一同：おおお───っ！（拍手）




　ウォーハンマーがレバニラの脳天をガツンと叩く。

　強烈な一撃に、レバニラは目を回して、どさり───と倒れ伏した。




ルーチェ：はぁっ、はあっ、レバニラちゃん、強かった……！（笑）

ベルダー：よくやったぞ！　ルーチェ。

アモーレ：意外と、サジの《アーマーブレイク》が効いてた！（笑）

サジ：役に立てたようならなによりでござる。

ＧＭ：さて、「ればぁ───っ！」と悲鳴を上げて倒れたレバニラ。その口から赤黒い瘴気が〝ぼふっ……！〟と立ちのぼり……それはやがて四散した。

ルーチェ：これは……。

アモーレ：やはり、ポメロと同じように、魔族の瘴気に冒されていたんだろうねぇ。

ベルダー：なんか、俺たちの知らないところで、邪悪な陰謀が動いてるみたいだな。

ＧＭ：さて、倒れたレバニラはきょとんとした顔で起き上がった。

サジ：瘴気が抜けて、元に戻ったようでござるな。

ルーチェ：ルクスちゃんの元に連れて帰るんだから、元気でなにより、ですよ！

ＧＭ：レバニラは、ルーチェにわずかに残る、ルクスの匂いを感じ取ったのか、ルーチェに懐いてくるよ。ペロペロと顔をなめ回したり。

ルーチェ：ちょ!?　きゃっ!?

サジ：微笑ましい光景でござる───。

アモーレ：そうかい？　見た目は猛獣に襲われる少女って感じだけど？（笑）

ベルダー：てかさ。ルーチェ、ゆっくりしてる場合じゃないぞ。俺たちにはやることが残ってるんだ。

ルーチェ：あ、そうですね！　早く王都に戻って、神殿にいかないと！

ベルダー：バルゴのヤツと決着をつけるぞぉ───っ！

一同：おうっ！

ＧＭ：わははは。ではそんなところで、クライマックスは終了だ！







　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆陰いん謀ぼうの結末




　〝門の街〟ブリガンディアル中央にある神しん殿でん……その会議室。

　人事の重大発表があるとされたその日、会議の主役はバルゴであった。

　彼の華々しい栄転が噂され、ある者は感嘆し、ある者は羨望の眼差しを送る。

　晴れやかな笑顔を見せるバルゴは今、得意の絶ぜつ頂ちようにあった───。




ＧＭ：では、ここからエンディングに入ろう！

ルーチェ：はーい！（笑）

サジ：エンディングにして、決戦のシーンでもあるでござる……！

ベルダー：たしかに。むしろ、ここが真のクライマックスとも言える（笑）。こちらにはバルゴを追いつめる証拠もある。大丈夫な……はず！

ＧＭ：戦いののち、無事に保護したレバニラを馬車の荷台に乗せ、がらがらがら……と一路、ユーカリ王国へ───。ブリガンディアルの神殿に戻ってきたのは、そろそろ日も暮れようかという時刻だ。

アモーレ：バルゴはどうしてる？

ＧＭ：七つの都市の神官長たちが集まる会議の席についている。彼は前々からアエマディアの副神官に就しゆう任にんするという内ない示じを受けていたんだけど、この会議で正式な辞令が降りるようだ。今、これまでの人生の中で、もっとも爽さわやかな笑顔を見せている。

ベルダー：ほう、なんというベストタイミング……！（笑）

ルーチェ：会議室に乗り込みましょう！

一同：おう！

ＧＭ：では、キミたちは帰還して早々、神殿へと乗り込んだ。威風堂々、会議室の扉の前までやってきて……気づく。その扉の向こうから聞こえてくる声に！　　「バルゴよ、本日をもって貴き殿でんを、グラインの副神官長に任にん命めいす……」

ルーチェ＆ベルダー：ちょっと待ったぁ─────っ！




　勢いきおいよく会議室の扉とびらを開き、ルーチェを先頭に室内へとなだれ込む。

その突然の状況に、神官たちは何事かと顔を見合わせるが……

　───ディクシィだけは、ほくそ笑んでいた。




ベルダー：（芝居がかった声で）その就しゆう任にん式しきはちょっと待ってもらおうか！

ルーチェ：その人事、異い議ぎありです……！

ＧＭ：キミたちの言葉に、我を取り戻した幾人かの神官が怒声をあげて抗議する。「なんだね、キミたちは！」「無礼ではないかね！」「ここは、キミたちが入ってくる場ではない！」

ベルダー：我われ々われは冒ぼう険けん者しやだ！　そこのバルゴさんに話がある！

ＧＭ：その言葉に、それまでルーチェたちに集まっていた視線が一斉にバルゴに向けられる。バルゴは、それに応ずるように不敵に笑んだ。

サジ：余裕でござるな、バルゴ殿。

ＧＭ：「当然だ。今日は副神官長就任の委い任にん状じようを戴いただく日。もうすぐ私は、お前たちが近づける存そん在ざいじゃあ、なくなるんだ……っ！　異議ありだと？　なにを喋りに来たのか知らんが、一介の冒険者であるお前たちの言葉とこの私……どちらに信用があると思うのだ！　さっさと消えたまえ！　警備員！」

アモーレ：なんとわかりやすいゲス野郎……っ!?（笑）

ベルダー：定番のセリフをありがとうっ！（笑）

ＧＭ：バルゴの声に、警備の兵たちが部屋になだれ込んできて、キミらを部屋から連れだそうとするが。

アモーレ：あ、ちょ、お待ちを───っ！（笑）

ＧＭ：だがそんな時だ。仏頂面をしたディクシィが、がたんと席を立った。「本当……立場をわきまえてほしいものですね」

一同：ええ……っ！（笑）

ベルダー：お前、どっちの味方だよっ！（笑）

ＧＭ：「あなたたちのこの無礼な振る舞い、見過ごせるとお思い？」

ルーチェ：でも、あたしたちは、このバルゴさんの不正を暴きに……っ！

ＧＭ：「はあ？　副神官長になろうって方に不正……？」　冷たく見下すようにキミたちを見据える。「なにか証拠でもあるの？　これでもし、なにも不正がなかったら大変なことになるわよ？　え？　死罪も覚悟のうえで訴えたい？」

一同：ちょ…………っ！

ＧＭ：ディクシィは、くるりと大神官長の方に向き直る。「大神官長！　バルゴ様を疑うなどもっての他！　さらに、己が生命を懸けるなどと軽々に口にする輩は、なんと愚かしいことでしょう……！」

ルーチェ：あ。

ＧＭ：「……い、いやいや？　そこまで言うことはなかろう、神官ディクシィ。話くらい聞いておやりなさい」（一同大爆笑）

アモーレ：こ、この女……この場のいちばん偉い人を巻き込みおった！（笑）

ＧＭ：バルゴさんは、目を見開いて声をあげた。「ちょ……っ!?」（一同爆笑）

サジ：うむ、この女は敵に回してはいけない。

ベルダー：だが、ありがたい！（笑）　我々は、かのトワイライト家からの受けた依頼を、神殿が握にぎり潰したという疑ぎ惑わくを調ちよう査さしておりました。

ＧＭ：その言葉に、一斉に神官たちがざわついた。

ルーチェ：そして……その不正に、バルゴさんが関かん与よしていること摑みました！

ＧＭ：バルゴは、キミらを馬鹿にするように声をあげる。「はあ？　バカなことを言うな。証しよう拠こはあるのか？　あるわけないよなあ？」

ベルダー：なんで証拠がないって思うんだ？　神殿が受諾した時の書類を、お前が隠しているからか？

ＧＭ：「隠す？　この私が？　それこそ言いがかりだな」小馬鹿にするように言う。

ルーチェ：バルゴさんが、トワイライト家からのクエスト依頼を受け、冒険者に支払う報酬金も受け取ったこと、でも当主夫妻の死去をいいことに、その報酬を横領した疑いがあることを説明します！

ベルダー：そもそもさ、トワイライト卿が亡くなったタイミングも完璧すぎるんだよ。まるで口封じでもされたみたいだ。

ＧＭ：「不正どころか言うに事欠いて、殺人……!?　なら証拠を見せなさいよ、証拠を！」

ベルダー：なんか、どこかで聞いたような流れになってきた（笑）。

ルーチェ：じゃあ、こちらをご覧ください！　と、ルクスちゃんの実家で入手した、依頼書の控えを掲げます！

ベルダー：これは故こトワイライト卿きようのクエスト依頼を神殿が受注した書類の控えです。

ＧＭ：「控え……っ!?」　バルゴの表情が、追い詰められた者のそれに変わった。この時の彼の心情はこうだ。『……ば、馬鹿なっ、あれだけ探しても見つからなかったものが、なぜ！』（一同大爆笑）

アモーレ：こいつ、さいてーやー。

ＧＭ：彼に疑惑の視線が集まる中で……目を見開き、うろうろと助けを求めるように言う。「ち……ちがう。これはちがうんですよ、みなさん……っ」

ベルダー：ぶ……っ（笑）。

ＧＭ：「これは偽にせ物ものだ！　私わたしをはめようとする陰謀だ！　このような突拍子もないことを、聞き入れるつもりですか、みなさん……！」

アモーレ：しぶといねえ。では、バルゴの執務室から奪ってきたファイルを見せつける。お前さんが管理していたクエスト依頼書類のファイル……なぜか二八七番の、トワイライト家からのクエストの書類がないんだよ。都合よすぎないかい？

ＧＭ：「偶然だ！　書類の紛失に関して管理責任を問われれば言い返す余地もないが……だが、不正の証拠にはならん」

ルーチェ：でも先日、この一年のクエストの達成率は一〇〇％だって言ってましたよね？　紛失した書類があるのに、なんでそう言い切れるんですか？

サジ：その紛失した書類のクエストがもし失敗していれば、一〇〇％ではないでござるな。もっとも、その書類を初めから表に出すつもりがなかったのなら、その限りではないが。

ＧＭ：「そ、それも想像にすぎん！　ならばその紛失した書類を神殿中……いいや、街中を探してくれてかまわない……！」

ベルダー：神殿や街から、書類がみつからない自信があるみたいだな。じゃあ、あんたがいつも持っているその鞄かばんの中身、検あらためさせてもらおうか。

ＧＭ：「ななななにを言うんだ!?　い、いや、この鞄は……！」と、鞄をひしっと抱きしめてあとずさる（一同爆笑）。

アモーレ：（爆笑しながら）ヤバイ……っ、こいつ、わかり易すぎる！（笑）

ＧＭ：さすがの大神官長も、バルゴを厳しくにらみつけ、だが静かに……「鞄を開け、キミの無む罪ざいを証明したまえ。アーケンラーヴの名において、すべてを白日の下へ」その地球に、バルゴはうろたえる。「いや、神官長、それは……それは……」

サジ：もう、どう見てもクロの反応でござる。

ベルダー：勝ちを確信したのと、らちが明かないから、無理やり取り鞄をあげて中身をぶちまける！　どさどさどさっと！　どうだ、これが証拠の書類と裏帳簿だっ！

ＧＭ：鞄の中にそのようなものはありません。

一同：ないのぉっ!?（笑）

ＧＭ：ないな。周囲の神官たちも同じ反応だ。「なんだ、証拠はないのか……」と、瞬間で場のムードが変わる。緊張していた空気は一気に弛緩し、その一瞬の変化をバルゴは見逃さない。「どうですみなさん！　証拠など、出てこないでしょう……！」

ベルダー：あ、こらお前……っ!?（笑）

ＧＭ：「たしかに、疑われるような言動や行動を見せたのは、この私の不徳とするところ！これより先は、副神官長としてすべての人のために尽くす所存にございます……っ！」　土下座までして見せる彼の態度に、周囲の空気は「まあ、その方向でまとめるのが無難じゃない？」「証拠もないしねー」的な雰囲気に……。

アモーレ：こ、こいつ───っ！（笑）

サジ：鞄の中に、さも証拠がありそうな態度をしてたのは演技でござるか……!?　この空気を創り出すために……！（笑）

ベルダー：でもこれ、どうするんだ！　書類もニセモノって言われたら証明できないぞ。

ＧＭ：たしかにね。でも、ここでキミたちに救いの声があがる。「……バルゴ様は、おそらくウソをついています……！」ドアの方から、そんな女性の声が飛ぶ。

一同：おおっ!?

ルーチェ：誰ですか!?

ＧＭ：戸口のとこに立っていたのは、神殿の受付カウンターにいた女性の神官だ。涙目で、怖くて震えながら、でも勇気を振り絞って───。

ルーチェ：あ、バルゴさんにパワハラされてた人？

ＧＭ：そうだ。騒ぎを聞きつけ、彼女は駆け付けてくれたようだ。「今まで、ずっと怖くて言えませんでした。細かいの書類の改竄を何度も要求されて……でも、それを表沙汰にしないよう、脅されて……！」

ベルダー：ほんとに最低だなこいつ。

ＧＭ：「今まで、怖くて逆らえなかったんですけど、ルーチェさんたちが言ってくれたんです。まちがったことを飲み込んでいたらだめだって……悪いことは悪いって言えるようにならないといけないって……！」

ルーチェ：そういえば、そんなことも言ったような……。

ＧＭ：実は、あそこがシナリオの分岐フラグ。彼女をバルゴのパワハラから助けようとするかどうかで、このエンディングに彼女が出現するかどうか決まる。

一同：そうなのっ!?（笑）

ベルダー：そういえば、それっぽいことも言ってたな……（笑）。

ＧＭ：震えながら訴える彼女を冷ややかに見て、バルゴは言う。「受付担当ごときがなにを言う。そのような訴え、なんの証拠がある」

サジ：ふうむ、ひとりでは彼女がかわいそうだ。ではそこで、他の受付カウンターの若い神官たちが部屋に押し寄せてきます。「（若い神官になって）証拠はありません！　ですが、私も命じられました！」「僕もです！」「あたしも都合の悪い書類を焼却しろって……！」

ベルダー：え、そういうのありなの？（笑）

アモーレ：むしろ、基本です。「（若い神官になって）そう、もし言うこと聞かなければ、この神殿にはいられなくなるって脅されました！」（笑）

ＧＭ：わははははは（笑）。では、気がつけば会議室の入口には警備の兵士たちを押しのけ、三〇人ほどの若い神官たちが押し寄せている。さすがのバルゴも、キレ気味だ。

アモーレ：「（バルゴになって甲高い声で）お前ら……お前らごときがなにを言う！　顔は覚えたぞ、オマエも、貴様も、ユーも……！　証拠はあるのか、証拠は！　ないんだよ、証拠なぞみつからないんだよ……！」（一同爆笑）

ルーチェ：なんでＯはたさんがバルゴやってるんですか！（笑）

ベルダー：しかもダメな小悪党ゼリフが無駄にがうまいのはなんでだよ！（笑）

ＧＭ：では、そこでふいに……大神官長が静かに言葉を紡ぐ。「……残念です、バルゴ君。キミの副神官長就任の件、白紙といたしましょう」

アモーレ：「（バルゴになって）ホワッツ……っ!?（一同爆笑）　なぜですか！　証拠は、証拠はなにもないのです！　このクズどもの言うことにも、トワイライト家の依頼の件も！」

ルーチェ：うーんと……（少し考えて）あたし、バルゴさんの前に出て言います。

ベルダー：お。

ルーチェ：（静かな口調で）……わからないんですか。もう証拠とかそういうことじゃないんです。あなたには、みなさんの声が聞こえてますか？　聞こえてないですよね。それだから、人の上に立てないって理解してください……っ。

ＧＭ：おー、いいね（笑）。では、その言葉を聞いていた大神官長は、ルーチェの言葉を肯定するかのように、大きく静かに頷いた。そしてバルゴは……魂が抜けたように、その場に崩くずれ落おちる。「馬鹿な……」

一同：よし……っ！（笑）

アモーレ：勝った！（笑）

ＧＭ：……いかん、長くなったな。そろそろシーンを閉じようか（笑）。もはや反撃をする気力を失ったバルコは、他の神官に連れられて退室することになる。大神官長は、今回の件にキミたちに礼を言って……。

ベルダー：あ、待って。その前に言っておきたいことがある。

ＧＭ：確認したいこと？

ベルダー：大神官長がいるなら、その人に言うのがいいかな。

ＧＭ：「……なんだね？」

ベルダー：実は、今回の任務で入った洞どう窟くつの中で、妖よう魔まと遭そう遇ぐうした。バルゴは、妖魔と繫つながっていたんじゃないかと。

ＧＭ：その言葉に室内の神官たちがざわり、騒然とするが……真っ先に反応したのはバルゴだ。「い、いや、ちがっ……！　それに関しては……っ」　なにか反論しようとする。

サジ：反論するのか、今さら。

ＧＭ：うん。でも、「……本当かな？」という大神官長の言葉、そして視線に射すくめられ、それっきり口を閉ざす。そして彼は怯えた表情のまま、連れて行かれた。

一同：…………。

アモーレ：なに、今の気になる反応。

ＧＭ：さて？（笑）　そんなところで、あらためてこのシーンを終えようか。

ベルダー：ディクシィ、どうだ俺たちの実力がわかったか！　ドヤ顔で言っとこう（笑）。

ＧＭ：「今回は少しだけ……微粒子レベルで、よくやったわ」

ルーチェ：採点が辛いです……（一同爆笑）。

ＧＭ：うひひ。では、そんなところでほんとにシーンを終えよう！







◆Ending02◆ひとつの終わりに




　トワイライト家のクエストを巡めぐる騒そう動どう、これにて結末を迎えた。

　バルゴとの舌戦を制したルーチェたちが、祝杯をあげる店を探すべく神殿の外に出ると……そこに出迎えたのは、小さな依頼人とペットのクマが、仲良く戯たわむれる光景だった。




ＧＭ：では、本セッション最後のシーンを演出しよう。なにかやっておきたいことある？

ルーチェ：はーい。あたし、ルクスちゃんとお話がしたいです。

ベルダー：ああ、それはやっておきたい。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、神殿の前でルクスと会話するシーンにしようか。キミたちが神殿から出ると、最初に目に入ったのは巨大な馬車だ。そして、馬車の荷台には、ぐったりしたレバニラと戯れるルクスの姿がある。

ルーチェ：ルクスちゃん、待っててくれたの？（笑）

ＧＭ：ルーチェの姿を見ると、ルクスはお日様のような笑顔を浮かべる。そして、元気よく……「うん！」　そんな声をあげて、とことことこっと、とルーチェの方に駆け寄った。

ルーチェ：今からみんなでご飯に行きますけど……ルクスちゃんも、来る？

ＧＭ：すると、彼女は笑顔のままふるふると首を横に振る。「もう、おうちにかえらなきゃ。レバニラがかえってきたってパパとママにおしえないとだめだから」

アモーレ：きっと、家に飾ってある家族がそろった最後に写真に報告……。

ベルダー：やめて……俺、そういうの弱いから……。

サジ：───いや、あの娘の笑顔を見るがいい。あの娘は立ち止まり、過去を囚われることなどはせぬ。未来に生きると決めた者の笑顔でござる。

ＧＭ：「そう、かこにはとらわれないの」（一同爆笑）

ベルダー：意味わかってしゃべってるのかよっ!?

ルーチェ：そうかー、過去にはとらわれないですかー……（笑）。じゃ、今はここでお別れだね。

ＧＭ：「うん。だから……」彼女は頷いて……「───握手っ」と、その小さな両手をルーチェに差し出した。

ルーチェ：はい、握手～……か、かわいいです。

ＧＭ：「また、レバニラといっしょに遊びにきてもいい？」

ルーチェ：───うん。

ＧＭ：「つぎはレバニラもいっしょにダンジョンいくの」

一同：………………。

ルーチェ：それはすごく心強いかもしれない……（笑）。

ベルダー：俺も声を掛けよう。おい、ちびちゃん。これからお前の家もお家騒動とかあって大変かもしれないが……レバニラがいてくれる。一緒にがんばれ。

ＧＭ：「うん。レバニラもいるし、爺じいもいるし」

ベルダー：それでも困った時は、またいつでも俺たちに依頼してくれ。格安にしておくぞ。

ＧＭ：「かくやす。ルクスおぼえた」（一同爆笑）

ベルダー：うん、この娘はきっとしっかりした大人になる……（笑）。

ＧＭ：そして訪れる、別れの刻───迎えにやって来た執事に促され、ルクスは場所に乗り込み、しかしその窓から顔を出してキミたちに手を振った。「またね～……！」

ルーチェ：うん、また……！

ＧＭ：ルーチェたちの笑顔に見送られながら、馬車はゆっくりと動き始めた。去りゆく馬車のシルエットが、夕日に照らされて長い影を地面に落とす。荷台のレバニラも、キミたちが見えなくなるまでいつまでも手を振って……（一同爆笑）。

サジ：───器用なクマでござる。

ＧＭ：そして、キミたちの視界からも、ルクスを乗せた馬車は見えなくなった。

ルーチェ：……行っちゃった。

ベルダー：まあ、物語の終わりはちょっと淋しいくらいがちょうどいいんだ。それよりさ、この先、バルゴはどうなるのかね。左遷とかされるのか。

ＧＭ：ああ、そうだな……こののち、バルゴは職を解かれ、修行をやりなおすよう命じられる。しかし不正の証拠が次々とあがり、禁固に処されることとなるな。キミたちが持ち帰った書類が本物であると証明されることになるからだ。もちろん、その陰にはディクシィの執念があったのは言うまでもない。
















サジ：───やはり、あの女に逆らってはいけないでござる。

アモーレ：まあ、その上でいつか、バルゴさんも心を入れ替えていい人になって戻ってくると信じてるよ、うん。

ＧＭ：あー……それはどうかな。のちに、バルゴさんは魔族との繫がりがあったことが神殿によって発表されてね？　下手すると、牢屋から出てこれなくなるんじゃないかな。

一同：…………。

ルーチェ：バルゴさん……（笑）。

ベルダー：でも、さっきのシーンのあいつの反応からして……本当に魔族と繫がってたのか？　どうも、それだけじゃない感じなんだよなあ。

ＧＭ：うひひ、それはどうだろうね。それは、いずれわかる時も来るよ。だから今は、素直に物語の終わりの余韻に浸ってればいいんじゃないかな。

ベルダー：だな。それじゃ……。

ルーチェ：───あ、最後に言いたいことがひとつありました。それで締めていいですか？

ＧＭ：お？　では、本セッションは、その最後の言葉を持って終わるとしようか。えー……それでは最後にルーチェは───。




　ルーチェはふいに、夕闇迫る天を仰いだ。

　大きく息を吸い込み、瞳を閉じて……冒険で起こった出来事を、ひとつひとつ想い出に変えては小さな胸の内にしまい込む。

　そして。おもむろに振り返って彼女を見守る三人に微笑みかけ……。




　「───あたし、お腹がすきました」




　巻き起こったのは仲間たちの笑い声。

　彼らと共にあればこの先、どんな苦難が待っていても乗り越えられる。

　ルーチェには、心の底からそう思えた。








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ①』




第二話「小さな依い頼らい者しや」




─ＦＩＮ─









　　超あとがき




　『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ』新シリーズ……いかがでしたでしょうか。

　最後までお読みになってくださった方、ありがとうございます。

　あとがきを最初に読むのがクセになっている方は、できればただちに引き返して、最初のページを開いてくださると感激です。

　さて、「超まえがき」や本文の冒頭でも触れていますが、今回のリプレイの最大のコンセプトは、本書を読まれた方に───

①「あ、なんだよ、ＴＲＰＧってこんなてきとーで遊べるのかよ」

②「ＧＭって、そんな難しいこと考えなくてもできるんだな」

　……と感じていただくことにあります。

　コンセプト①に関しては文中で少し触れている浅見との「プレイヤーふたりセッション」をした時に思いついたものです。

　深夜、浅見とふたりで『Magic: The Gathering』を遊んでいるところに、もうひとりの友人が到来……浅見の「にーやん、ＴＲＰＧってプレイヤーふたりでできねーの？　俺、やってみたいんだけど」っていう思いつきからプレイしたものでした。

　これがまた、実にひどくて面白いセッションで───（笑）。

　なにせ浅見はその時、ルールブックも①（青い方の本）しか持っておらず、キャラシートを打ち出すプリンターもない有様。深夜にドンキホーテにプリンタを買いに行き、でも結果は全滅という素敵なオチ───。

　でも、そのライトでカジュアルなセッションは、ずっと仕事でＴＲＰＧに携わってきた私に、過去に置き忘れていた「なにか」を思い出させてくれました。ああ、ＴＲＰＧってこんなに気楽に遊べるもんだったんだな、とも（職業病かもしれん）。

　コンセプト②に関しては簡単です。私がまだ学生だった頃、仲間の多くが「ＧＭは難しそう！」「準備が面倒くさい！」という単なる思い込みでこれを嫌がり───結果として私がひたすらＧＭを担当させられたという苦い想い出からくるものです（笑）。

　本書を読んで、「ＴＲＰＧを遊んでみたよ！」とか「ＧＭ、やりたくなったよ！」って人がひとりでも出てくれば、他になにも望むものはありません。

　地獄のような強行軍で作った本ではありますが……少しでもあなたやご友人の役に立つことがあれば……そして、一回でも笑っていただければ幸いです。

　ありがとうございました───。





二〇一四年六月　〝ばーって光る彗星が見えてきた〟菊池たけし












アリアンロッド 2E・リプレイ




聖弾のルーチェ①




ファースト・ストライク








菊池たけし

／F.E.A.R.





富士見ドラゴンブック





平成26年7月25日　発行





ver.002





©FarEast Amusement Research Co.,Ltd. 2014

©Akane Sasaki 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ドラゴンブック『アリアンロッド 2E・リプレイ　聖弾のルーチェ①　ファースト・ストライク』

平成26年7月25日　初版発行





発行者　青柳 昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only















item/image/p280.jpg
VSHY? zm2500k

9

N—Fz wI<

1)

h

IH-T





item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p311.jpg





item/image/p156.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p273.jpg
VSHRY? misouk

'
~G—
7‘E v
Ho<
NS I—Fz
(HRAEE)-

IVG-D






item/image/p271.jpg
 [BSEE55 S555 . SO0\
A 7 rl/«"//;,
)/ I 77, G550 G
,/// /////////////////// /
/////////////////// 7
,/////////////////////////////////// .
W//////I////////l//////
/////4’//////////////////////////////////

Z /////////////////;;//////;///////////////ﬂ///

s
G, 4N ‘
////////////////////////////////
AT

/ /////

G774z
A 1
A

i ‘ll\\

G

R





item/image/p265.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/gaiji-suji500.png
A0





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		超まえがき



		第〇話「はじめてのぼうけん」



		第一話「続・はじめてのぼうけん」



		第二話「小さな依頼者」



		超あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p340.jpg
VSTV ALY w259k

:7*/-&* (& L—F1

7Y, E
KAGRELL RASREVE
)‘7{7*/:‘—1/14& o
LIN=Z
I

¥

LA
ﬁ/?f—l/
CIV=Y






item/image/gaiji-suji100.png
100





item/image/p330.jpg
IR=—REITHRALET—

ATUIRLY
SEFE EEH U4
B2 MRS E A DL
BRI (ITUVEE) 1/ (B
S 4) 1/ UNRRZ 52
f15:20y7) 1/ (R 3./
(FrEss) 5

FEilkmREL

SEAN B LAILBED)
B BB EAOBHEL
MBAE I (EHRE: ) 1/
(BEfAL) 2

il @b m Ll VI Y-
SF - L/’\JL/ 5
B0 W ENDE
REGRFI (FA TV~ b) 1/
(BN AR 2/ (BAK
B) 1/ (k) )

=99—
DEHRE BHEK UAILS(ED)
BAEIA - BEERAE DA DR
ESAFI (BETBEE 1 2K) 1./ (K
EEmm) 1./ (Bfirsadt) 1./ (%&H
HEx)






item/image/p059.jpg





item/image/p219.jpg
ZyZ N2 ERNY 1Y
diply=5=D

D7=Rp AR24 2

B8






item/image/p217.jpg





item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p329-2.jpg





item/image/p045.jpg
=\

S

_\\\".S\\N;\Q_ -

W—FIORBENEES ZHHIE
BCECONLBAR, L=F

ERBRESDHDHEENT. JI—
FIAGFDL 5B TOSN T &
SELTT (720U FDOADER @
CRMZELD B J—F T DI

BB ob0 12" o

DB D S 48

o
OAS

(2]

LAVl ik ea—UY

ISR AT/ AT

HP:28 MP:37 7JzAh:5

SATI R B [—#8A]
8 (W)
B8 FE0)

HEAFIV

F—ISDVFR) 1

ALIAFI

(RIVv XA 1

ZE7)Y 1./ {54 1

T—I2FI:

(IVY1oOXRT47) 1

FU2) 1

—HAFI

(EV29—-07) 1

%00 :

2597/ N\ N/ HORP—3—/ 5

(B P
Era= A

XP7v N1






item/image/p166.jpg





item/image/p044.jpg
”%

<
G\ &
>
L

T
JE S
- oo 7
' 5
7. S
L
p— 72
|
J , L%
L — - @)
' 7 ]
S UAIL:] il Ea—UY
- OS5 :PASA S/ I93—VUTP
71 HP:33 MP:34 Jx{bh:5
| SATINR : HE [#E]
) 8 )
J Bt [E#)
| HWEZAFIV
‘ F—IWSIVE) 1 3
FASARREI
“Eo3p" T“—zzgﬂ\@mg‘[_ﬁ (FO7593)1 /(=) / (F—
Y=
ABH%. wENLE LTSN AN
feeLbh, ED'CL\%N._(;;&,\T& Utyva) 2
—BRFI
<¥E#L’{$NZ’*EM%F’D_C (IF—ARIAR /(Z2hRIIUy
o BBERICEANIRXDEE ’&%&# . 91
¥ E%’éﬁi?’f-_wluaﬁ%tﬁofﬁk 5 i -

(T S1ze FESBDIZD BERDA A AN

|F e \ R éno .................................





item/image/p326.jpg





item/image/p329-4.jpg
VSTV ALY mismur

¥ oy
7YX
FAT7Y =L &
‘ rmsﬁm M%R‘QUB






item/image/p329-3.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
L2 ik ea—)>

| IR :9F=UT/ LA
AEEDT B DRIFTOMERD
BYLTA, EREEEE, R
ETROBIRERF D IHME
%, BEDHRCERBEZLT
W BAHSTI—FI/D
ERTT B, 2ENDES.

| LANvi2  flilR: xTr—T

| 95R:3=7/LIv—
BERDBXIT7—TDYK (?).
EHBMOBEMDIEF N, A&
LTHAVRMDEFERDTEZ
| ZBiEL. ZODYIC. —HT
| 2IEB<. BFTORREZRD
| SREBERZTOARNDER -

NEETe b A A

ISR AT =

N—FTERPBUHT, RRE
THEEBICT BEE PR,
BELAMBE. HORBRHTE
WK "SIRTAR OBBIE ||
LTERIT . bE. BERRT
BEEFEEEREETHORBBHE?

[a=—drdr

)

T8

[=RFCriskneslsstry |

VeZ ST Ak selbd
L5« 7 A0 N CHIBER

B RPERLLAE
Ropyze, —& —R
ST ACRABREDHEE
TEH HHEBNIF v S,





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p329.jpg





item/image/p206.jpg
VSOA7)/EF w259k

17y
75—

I7yy o d70
NATPAVE=A NAT74 /5B

a a S&LKAD
* ‘(& I—FT

7E-L

A E—

iIvs-y





item/image/p086.jpg
VSTV w2soer

3 N

AXOA RXOB AXOC

—=FT

NI E—

CIV=Y






item/image/gaiji-suji200.png
200





item/image/p079.jpg
’ ‘ .v \x RV
: §\$\ \\“\\ \\_, X
\ % © &/ %\

.
= LA
A \

\ \ \3

A\






item/image/p233.jpg
WERFI 2 ()50 ]

PASARRFI:(TOF53) B/ (=) 1/ @

AyIE—)) 1

DA—UPRFI: V) 4/ (F—LTTA5) |

2522709) 1

I | B SRk 0Us) 1 Or=ARTAR)
H52: FASA N/ IA—1T B O —) D BERDE/ )\ AT AP~
HP:39 MP:41 Jx/h:5 PNG—AT/ /R

WEAFI: )50
KIRFW: (XTI IIIAR) 2/ (O3—5-2E7) |
T34 1/ TIEINAN 1/ UEIRAUN ]
C=-IAHN (THA90F47) 1/ (TVT-HFIA)
; JMIAZIL 1/ (895492 1/ (MIEPUZN) |
LAIL: 3 —BAFI: (EU25-07) ]
H5R: AT/t Bl FEEEOR)\v b/ YOR7——/ SOk
HP:40 MP:53 Jx{h:5

WERFI: (70725 ]
Y=T2FW: (DA KPT90) | / (EPIIVIANAD) |
VYT=RF W (P~ L T72 )~ 5) |/ (AE—F
M PILFO-) 1
—BRFN: (UL=TS9 N 1/ (TPAVENSY D) 1
ANI—NIAD) 1
ISR AT/ FIASA B : OIS/ I\ b/ OORP——/ NINF=ZT U+
HP:40 MP:35 Jx/h:5 AT






item/image/p199.jpg





item/image/p117.jpg
bR: 2
95 : 7354 b/ 03—U7
HP:39 MP:41 Jx4/4b:5

ISR AT/ —T
HP:32 MP:45 Jx4/b:5

WEZAFI :

F-IW59VF) 1

FASAPAFI

T07993Y) 2/ {e=IW 1/ (94v7e=) 1
/ AP—LAIAIU— 1T8) 1
Ix=U72FI:

Utyza) 3

—BAFI:

(I7—APIAR) 1/ (2a—bpR/DUvI) 1
B : 51 A2/ DA b=IVE/ I\ b /20
A7—~—/8H)

WEAFIL

GF=IS9VR) 1

ALIAFI :

(RIIPVARABN) 1 / {D4—59—AE7) 1
/AI3A4M) 1/ (WBYRXYIN 1/ (TY
'Y hUAY3) 1

T-IZAFI:

(IYAO0RT47P) 1 / (OVI—9VA) 1
/ UAD1ZIL) 1

—BAFI :

(EVZ5—0P) 1 / RPPYN 1

Bl : 2597/ )\y &/ OORT——/ 58D
=






item/image/p235.jpg
5:("2">|'J

bR IS NER >R |

=

Bt

e

[SoES aior aret

LANIV:2 #itk:ica—UY
ISR 0F—U7 /YL
HP:44 MP:33 JxAh:5
SATIR : HE [(EREHEE

958 (6HIFE]

869 [1217]
HWEAFIL
U775 K : P50

i / A—UPZFI :
A=V 1/ BI—b—T) 2
F— A=) 1

e I (EFYIIARSA) 1
LoTASEmOS SE Ao S e e P A
WzCh O 3Rz = RATHLSA) 1/ (Rol—7A) 1 o

. o R
5. A’iib\‘g*é)kﬁm-.@ﬁméof eone o
8. ,,.mﬁ\rmi’*tﬁb<72 d (EZRU—) 1

99~ Oﬁ}ﬂébtb\ﬁ_

T Eﬁ & -
. F—NF/ FTAT7 /& FIAI A
RAVRP——/FANER






item/image/p356.jpg
VSTV ALY sasonr

I// T

A

AL E—

CI=Y






item/image/p119.jpg
oo s
X : 4> AL
od i 6L
s e
& 5
| NEN
S h
| I ‘K: (i
| | A
U Ll
| i /}’ o*
' R
@ 3o
7’ Hhrd
f,%l : oo
2 C

<

LA #2770
ISR 9=/ VT v—
HP:34 MP:30 7Jzx4b:5
ST A HE [EFREE)

P8 (%]

809 GEC]

[ » (. .

MDEEICE =B TLZSE0D, (DLE7H99) 1/ (EPIVIRRS

s 4 o e 102

Vi, D —"E CCHEDIc S,

EZETED,. BOHCDEECE (P—LAXIAZU—:B) 1/ (AE—
3 LD e i)

ntm@%mt BUEDTISY A

TINT PO TE . BEMHE (IPAVENSY ) 1/ (RRU—RD

CIPZE RO TERE LT OfC. — 1201
WTEEBH S FIUEES I MRS, H0RP——/Y—TX
A A DEFE B,






item/image/gaiji-waru.png





item/image/p193.jpg
VSTV /EM w1500k mme

7Yy
F-Fe-

iiM%ﬂ)‘/Aa &mmma

tqu ’7{)(1:'187 7J')<|:|C






item/image/p192.jpg
VSO /ER si159vr

7Yy
7o -

ﬁmm%ﬁuy& &W%ﬁum

KXOA AXOB  AxXOC

/\)L&—“ ﬁ/ (&)» Fr
5 FE-L






item/image/p195.jpg
JAJUINRT 745 —





item/image/p073.jpg
VSTV wiswur

gi = b

RXOA RXOB RXOC-

NJ»&'—& (& L—F1

e






item/image/p069.jpg
S S—

RO





item/image/p102.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/gaiji-suji150.png
150





item/image/p188.jpg
ATV T7—F v—





item/image/p221.jpg
A—=AVEEICONT

Lras | a—hUEERUREEOILS

1—-HUEER 4 [cBBNEETHZ. tODOHH

pecorisan TREENTHD, ZNENEAH

I5YTLNT S DRICHPH B ZFF D,

@ /Z gRICAFENEIBT—r VIR

vy Ga HBOBEEBIANBNETH
’\V'Jfﬁ”ﬁ, Lra N, B FOBEITUAYFATIDS,
\) e 4 y 97 BSNIBUDABTERSL,

LLI -5 4754 iz I

#*ZNE, PCeBDR—LISDOY REBDI-NDUEEE, TUAV—CEHE%Z
FOTHS5IRL e EDBAFEOTHIMHATSH S, F1Z)(—T32 1.0,





item/image/p069-2.jpg





item/image/p103.jpg
FUFIO S EE YT
Sl =57=0

V7=R R ARD4 2

B—58
e [LHTDIFIITA






item/image/p349.jpg
VSTV ALY w35

P —F1

ITYSAY & lmj
‘7«77:‘%&
ﬁ/@ */\*Juﬁ—
ﬁ/T’:E—l/
CIV-Y






item/image/gaiji-suji700.png
700





item/image/gaiji-suji300.png
300





item/image/p377.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/p091.jpg





item/image/p007.jpg
P [S B2 0 U
Sl =5r=(D

D7=Rp ARD4 2

O
EUHToIFSITA






item/image/p006.jpg
BN T

s

D)
INIVAL
2o

" -

0 500km

’—-i—i’:} |

1225 000 000






